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ば きじ め に 





本 書 は , NBASIC と Ng- 日 本 語 BASIC を 使っ て プロ グラ ム を 作成 する 方 の た め に , PC-8801FA/ 
MA( 以 下 本 機 と 記載 ) が 提供 する プロ グラ ミン グ の 環境 , お よび NrBASIC と N。 日 本 語 BASIC を 使い 
こなす うえ で の 初歩 的 な 手順 か ら 高度 ・ 実 用 的 な テク ニッ ク に つい て の 情報 を 幅広 く 記 載 し て いま す . 

FM 音源 6 音 に よる 6 重 和 音 と リズ ム 音 源 6 音 に よる 美しい 演奏 , ADPCM 方 式 に よる 高音 質 の デジ 
タル サン プリ ング 機能 . これ ら の 音 の ステ レオ 出力 な どの 充実 し た サウ ンド 機能 (Nas-BASIC V2), 日 本 
語 を 含ん だ デー タフ ァイル の 作成 , 編集 を 容易 に 行う N88 エ ディ タ の 搭載 に よる ファ イル 処理 機能 の 強 
化 と 連 文 節 変 換 を 可能 に し た Nas- 日 本 語 BASIC(PC-8801MA ) な ど 従 来 の 機種 を 大 幅 に 強化 し た 機能 が 
豊富 に 採用 され て いま す . 

本 書 の 内 容 を 十分 理解 し て いた だ き , これ ら の 多彩 な 機能 を 活用 し た 素 晴 ち し い プ ログ ラム の 世界 が 
より 拡がる こと を 期待 し ます . 


本 書 の 見 万 





本 書 の 主 な 内 容 は 次 の と お り で す . 必要 な 情報 が どこ に 記載 され て いる か を 捜す と き な ど に , この 
ペー ジ を ご 利用 くだ さい (ここ と では, Ns-BASIC と N。。 日 本 語 BASIC を 総称 し て BASIC と 略し ます ). 


・BASIC の 概要 , 機能 に つい て 知り た いと 
き は ・… 
・ BASIC の 起動 と 終了 の 方 法 , 起動 時 の 
モー ド の 設定 に つい て 知り た いと き は … 
・ 本 機 の キー ボー ド の 機能 に つい て 知り た いと 
き は … 

・BASIC で プロ グラ ミン グ を 行う と き に 使用 す 
る エディ ッ ト 機 能 に つい て 知り た いと き は … 
・ 本 機 の 日 本 語 入 力 と 変換 の 方 法 に つい て 知り た 

いと き は … 


・N88 エ ディ タ の 概要 と 操作 に つい て 知り た いと 
き は … 

・ 日 本 語 処理 の 概要 と 機能 に つい て 知り た いと 
き は … 

・ 日 本 語 テ ユー ティ リティ の 機能 と 操作 に つい て 知 
り た いと き は … 

・BASIC で 制御 で きる 表示 系 全体 の 概要 と 機能 
に つい て 知り た いと き は … 

・BASIC の グラ フィ ッ ク の 概要 と 機能 に つい て 
知り た いと き は … 

・BASIC の カラ テー 表示 の 概要 と 機能 に つい て 知 
り た いと き は … 

・ カ ラー コピ ー ユ ー テ ィ リ ティ の 概要 と 機能 に つ 
いて 知り た いと き は … 

・BASIC の サウ ンド の 概要 と 機能 に つい て 知り 
た いと き は … 

・BASIC の 入出 力 装 置 の 管理 に つい て 知り た い 
と き は … 

・BASIC の デー タフ ァイル の 概要 と 作り 方 に つ 
いて 知り た いと き は … 


き 『 第 1 章 NaBASIC/Ng- 日 本 語 BASIC の 世界 
と 特徴 J を ご 覧 くだ さい . 

き 『 第 2 章 Na-BASIC V2 の 起動 / 終 了 と モー ド 
設定 』 を ご 覧 くだ さい . 

只 『 第 3 章 キー ボー ド 』 を ご 覧 くだ さい 

只 『 第 4 章 スク リー ン エ ディ タ 』 を ご 覧 くだ さい . 
呈 『 第 5 章 日 本 語 入力 / 変 換 (PC-8801FA)』 

『 第 6 章 日 本 語 入 力 / 変 換 (PC-8801MA)』 

を ご 覧 くだ さい . 

き 『 第 7 章 N88 エ ディ タ 』 を ご 覧 くだ さい . 


只 『 第 8 章 日 本 語 処理 (Na- 日 本 語 BASIC)』 を ご 
覧 くだ さい . 

叶 『 第 9 章 日 本 語 ユ テー ティ リティ 』 を ご 覧 くだ 
さい . 
呈 『 第 10 章 


画面 モー ド 』 を ご 覧 くだ さい . 


叶 『 第 11 章 グラ フィ ックス 』 を ご 覧 くだ さい . 








『 第 12 章 カラ ー 表 示 』 を ご 覧 くだ さい . 

只 『 第 13 章 
くだ さい . 

只 『 第 14 章 


カラ ー コ ピー ユー ティ リティ 』 を て と 覧 


サウ ンド 機能 』 を ご 覧 くだ さい 


只 『 第 15 章 入出 力 装置 の 管理 (ファ イル ディ スク 
リプ タ )』 を ご 覧 くだ さい . 

叶 『 第 16 章 デー タフ ァイル を 作る 』 を ご 覧 くだ 
さい . 


・ フ ロッ ピー ディ スク と BASIC が 管理 する ファ 
イル の 構造 に つい て 知り た いと き は … 

*・ デ ィ ス ク ユ ー テ ィ リ ティ の 概要 と 操作 に つい て 
知り た いと き は … 

・ コ ンピュータ に よる 通信 の 概要 と 機能 に つい て 
知り た いと き は … 

・BASIC で 行う BASIC プロ グラ ム の 修正 の テク 
ニッ ク に つい て 知り た いと き は … 

・BASIC が 持つ 機械 語 モ ニタ の 概要 と 操作 に つ 
いて 知り た いと き は … 

・BASIC で 機械 語 プ ログ ラム を 使用 する 上 で の 
概要 と テク ニッ ク に つい て 知り た いと き は … 
・BASIC の プロ グラ ミン グ に 必要 と 思わ れる 資 

料 に つい て 知り た いと き は … 


叶 『 第 20 章 


叶 『 第 21 章 


呈 『 第 17 章 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク と ファ イル の 構 
造 』 を ご 覧 くだ さい . 

只 『 第 18 章 ディ スク 関係 の テー ティ リティ プロ 
グラ ム 』 を ご 覧 くだ さい . 

叶 『 第 19 章 
ご 覧 くだ さい . 

デベ バッ グ 』 を ご 覧 くだ さい . 


コン ピュ ー タ コミ ュ ニ ケー ショ ン 』 を 





機械 語 モ ニタ 』 を ご 覧 くだ さい . 


っ 『 第 22 章 
さい . 
き 『 資 料 』J を ご 覧 くだ さい . 


機械 語 プ ログ ラム を 呼ぶ 』 を ご 覧 くだ 


この マニ ュ ア ル で 使用 し て いる 用 語 


本 機 は 強力 な 2 つの BASIC 一 Na-BASIC と N。- 日 本 語 BASIC 一 を 装備 し て いま す . 

Ns-BASIC じ は いく つか の モー ド を 持ち , また , ディ スク 装置 を 使う 場合 , 使わ な い 場 合 な ど で も 少し 
ずつ 機能 が 異な り ま す . 

ここ とこ では, BASIC の バー ジョ ン や モー ド を 中 心 と し て , この マニ ュ ア テル に 使用 し て いる 用 語 を まとめ 
て み ま し た . 


1. BASIC の 種類 や モー ド 名 


従来 の Nss-BASIC (PC-8801, PC-8801wkI 用 の Nss-BASIC ) と 
互換 性 が ある モー ド . 本 機 の シス テム モー ドス イッ チ を V1S ま た 
は V1H に セッ ト し て スタ ー ト させ る . 

Nss-BASIC シス テム ディ スク を 使っ て スタ ー ト させ る V1 DISK 
と , ディ スク を 使わ な い V1 ROM の 2 つの モー ド の 総称 。 


Nss-BASIC V2 PC-8801wkIISR/FR/MR, PC-8801FH/MH 用 の , Nss-BASIC の 
互換 性 の ある モー ド . 本 機 の シス テム モー ドス イッ チ を V2 に セッ 
ト し て スタ ー ト させ る . 

Nss-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク を 使っ て スタ ー ト させ る V2 DISK 
と , ディ スク を 使わ な い V2 ROM の 2 つの モー ド の 総称 。 


Nass- 日 本 語 BASIC Nss-BASIC V2 に , 日 本 語 処理 機能 を 付加 し て , 従来 の PC-8801 
MkIFR/MR, PC-8801FH/MH と 互換 性 の ある BASIC. 

本 機 の シス テム モー ドス イッ チ を V2 に セッ ト し , Nss- 日 本 語 BASIC 
シス テム ディ スク を 使っ て スタ ー ト させ る . ディ スク ドラ イブ に , 
シス テム ディ スク を セッ ト し た 状態 で 動作 する . 

Nss-BASIC DISK version | V1 DISK と V2 DISK 2 の 総称 

Nss-BASIC ROM yersion | V1 ROM と V2 ROM の 総称 


BASIC パソ コン で 一 般 的 に 広く 使わ れ て いる BASIC す べ て の 名 称 . 
狭義 に は 本 機 の Nss-BASIC V1, V2, Nas- 日 本 語 BASIC を 意味 
する . 


拡張 命令 加 (1) Nss-BASIC V2 で プロ グラ ム フ ァ イル "fm.ipl" を 実行 する こ 
と に より , (2) Nss-BASIC V2 お よび Nss- 日 本 語 BASIC で , NEW 
CMD コマ ンド を 実行 する こと に より , 使用 可能 に な る サウ ンド 
機能 や アナ ログ パレ ッ ト 機 能 を サポ ー ト する 命令 群 . 
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Nss-BASIC V1 










































































己 . Nga- 日 本 語 BASIC で 使わ れる 用 語 


日 本 語 モ ー ド 


SCREEN 文 の 第 1 パラ メー タ を 3, また は 4 に 指定 し た と き の 


モー ド . 全角 文字 の 画面 表示 や キー 入力 が 可能 . 

Nss- 日 本 語 BASIC の スタ ー ト 時 は , 標準 ディ スプ レイ 使用 の と き 
SCREEN 3, 専用 ディ スプ レイ 使用 の と き は SCREEN 4 に 設定 
され て いる . 





グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タ 
EN 








日 本 語 モ ー ド に 対す る モー ド で , SCREEN 文 の 第 1 パラ メー タ 
を , 0, 1, 2 に 指定 し た と き の モ ー ド 。 

全角 文字 の 画面 表示 , キー 入力 は で き な い . 全角 文字 に 相当 する 
コー ド を 表示 させ る と , グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タ を 含む 半角 文字 
が 表示 され る . 





全角 文字 入力 モー ド 
半角 文字 入力 モー ド 








日 本 語 を 表す た め の 文 字 ( 日 本 語 コ ー ド に あげ られ て いる 文字 ). 
BASIC は シフ ト JIS コー ド に よっ て 全角 文字 を 扱い ,。 MID$ な ど 
の 関数 は , 全角 文字 1 文字 を 半角 文字 2 文字 と 等 価 に 扱う . 

英 数 字 、 カタ カナ , コン トロ ー ル コー ド を 含む 文字 (キャ ラク タ 
コー ド に あげ られ て いる 256 文 字 ). 

Nss-BASIC な どの 日 本 語 処 理 機能 を 持た な い BASIC で は , 半角 
文字 し か 使用 で き な い . 

日 本 語 モ ー ド で は , 全角 文字 と 半角 文字 と を 混在 し て 使用 する こ 
と が で きる . キー 入力 時 に は 企 崎 に よっ て , 全角 文字 を 入力 する 
た め の モ ー ド (全角 文字 入力 モー ド ) と , 半角 文字 を 入力 する モー 
ド ( 半 角 文 字 入 力 モー ド ) と を 切り 奉 えな が ら 行 う . 
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Ngg- 日 本 語 BASIC の 世界 と 特徴 










































































1. 本 機 て 使用 で きる 各 BASIC の 関係 3 
2. Nss-BASIC V1 の 特徴 5 
3. Nss-BASIC V2 の 特徴 6 
4. Nag- 日 本 語 BASIC の 特徴 上 
第 己 章 NaB-BASIO V ら の 起動 / 
終了 と モー ド 設 定 
1. Nasa-BASIC V2 シス テム の 起動 1 
2. Nss- BASIC シ ステ ム の 終了 14 
3. ハー トス イッ チ の 設定 15 
4. セッ ト ア ッ プ モー ド に よる 初期 設定 17 
第 草 キー ボー ド 
1. キー ボー ド の 外観 / キ ー の 配置 27 
2. キー ボー ド の 使い 方 28 
3. ホー ム ポ ジ シ ョ ン 34 
第 4 章 スク リー ン エ ディ タ 
1. スク リー ン エ ディ タ に 入る 前 に 37 
2. 編集 に 使う キー 39 
あい グイ リル レグ ド 拓 一 人 ド 選 お ば る スク リル リージ エディ イタ 40 
4, プロ グラ ム モ ー ド に お ける スク リー ン エ ディ タ 45 
5. 日 本 語 入力 モー ド 50 
6. 便利 な エディ ッ ト 機 能 56 


第 草 日 本 語 入力 / 変 換 (PC-BBU1FA) 


1. 日 本 語 入力 機能 の 特長 





61 




















2. 日 本 語 入力 の あら まし 62 
3. 文字 の 入力 66 
4. 入力 し た 文字 の 変換 8 
5. 複数 の 文節 / 熟 語 の 変換 74 

78 
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各 キ ー の 使い 方 


第 選 章 日 本 語 入力 / 変 換 (PC-BBU1MA) 




































































1. 日 本 語 入力 機能 の 特長 83 
2. 日 本 語 入力 の あら まし 84 
3. 文字 の 入力 89 
4. 入力 し た 文字 の 変換 91 
5. 連 文 節 変 換 97 
第 / 章 NBB エ ディ タ 
1 N88 エ ディ タ の 概要 107 
2. N88 エ デイ タ を 使っ つて みる 109 
3. 機能 目次 116 
4. カー ソル と 画面 の 移動 118 
5. 入力 / 変 換 120 
6. 編集 121 
7. ユー ザ 辞 書 管 理 133 
8. ファ イル 入出 力 135 
9. 文書 の 印刷 137 
第 日 章 日 本 語 処理 
(Nsg- 日 本 語 BASIO) 
1. 日 本 語 処理 と は 141 
2. 日 本 語文 字 (全角 文字 ) 144 
3. 画面 構成 146 
外 語 処理 用 関 角 148 
































5. 日 本 語文 字 の ブリ ンタ へ の 出力 152 






























































6. 注意 事項 153 
第 選 草 日 本 語 ユ ー テ ィ リ ティ 
1. 日 本 語 ユ ー テ ィ リ ティ の 概要 157 
2. 外字 管理 159 
3. プリ ンタ へ の 外字 ロー ド 170 
4 ユーザ 辞書 管理 172 
5. コー ト 変 換 182 
6. 文書 ファ イル の 変換 (市 販 の ワー プロ ソフ ト ) 099 
第 10 章 画面 モー ド 
1. 画面 モー ト の 種類 と 各 画面 モー ド の 特色 199 
2. 画面 モー ド 0, 1, 2 の 表示 201 
3、 画面 モー ト 3, 4 の 表示 205 
第 11 曹 グラ フィ ックス 
座標 系 の 概要 211 
各 座標 系 の サイ ズ 213 
3 ウィ ント ドウ と ビュ ー ポ ー ト 215 
4. 各 座 標 系 の 指定 方 法 220 
第 1P 章 カラ ー 表 示 
1. テキ スト 画面 の カラ ー 225 
2.、 グラ フィ ッ ク 画 面 の カラ ー 227 
3. パ レット 228 
4、 アナログ パレ ッ ト 232 
> フイ ンズ ス タイ ル と タイ リン ダグ 235 


第 13 章 カラ ー コ ピー ユー ティ リティ 


カラ ー コ ピー ユラ ティ リティ 241 





第 14 章 サウ ンド 機能 

































































1. サウ ンド 機能 の 概要 249 

2. サウ ンド 機能 を 使う 前 に 251 

3. サウ ンド 機能 を 使 お う 257 

4. デジ タル サン プリ ング 機能 267 

5、- 小 ウン ド ヨ ー デ テディ リティ を 使う に は 276 

6. スー パー シン セ サ イ ザ IC の 構造 289 
第 15 章 入出 力 装置 の 管理 

(ファ イル ディ スク リプ タ ) 

1. ファ イル ディ スク リプ タ の 諸 元 313 

2. ファ イル を 扱う た め の 基 本 命令 315 

3. デー タフ ァイル を 扱っ た 応用 サン ブル 316 
第 16 草 デー タフ ァイル を 作る 

1. シー ケン シャ ルフ ァイル と ラン ダム ファ イル の 比較 319 

2 ジー ケン シヤ ルプ ァイル 320 
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ユー ティ リティ 目次 





この 目次 は , ンス テム ディ スク に 入っ て いる ユー テ ュ ォ リ ティ を 使う 便宜 の た め に , 各 ユ ュー ティ リティ 
の 操作 法 が ,『 ユ ー ザ ー ズ ガイ ド 』『 プ ログ ラマ ー ズ ガイ ド 』 の どこ に 掲載 され て いる か を 示し た も の で す . 


UGC ユー ザー ズ ガ イド の 略 


うと き は , 拡張 モー ド 2 を 実行 せ ず に ご 利用 くだ さい . 











(1) ディ スク ユー ティ リティ 











PC プロ グラ マー ズ ガ イド の 略 
( 注 ) 本 体 添 付 の Na-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク に 入っ て いる ユー ティ リティ ("rplay .j88 "を 除く ) を 使 
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Nss-BASIC 
Nss- 日 本 語 BASIC 
の 世界 こ 特徴 





本 機 は , 標準 プロ グラ ミン グ 言 語 と し て , Nmm-BASIC と Nlmm- 日 本 
語 BASI 〇 の ど 種 の 言語 を 備え て いま す . 

Nmm-BASIO に は , V 1 (バー ジョ ン 1 ) と V ら (バー ジョ ン ら ) の 
己 つ の モー ド が あり ます . ソ ら モー ド は , V ] モー ド の 諸 機 能 に 加 
え , グラ フィ ッ ク 機 能 . サ ウン ド 機 能 . アナログ パレ ッ ト 機 能 な ど 
を 強化 し た も の で す . Ngs- 日 本 語 BASIC は , Nmm-BASIO(V ら ) 
の 機能 を さら に 強化 し た も の で , 日 本 語 の 処理 が 行え ます . 

本 章 で は , 以上 の 種々 の BASIC の 関係 と . それ ぞ れ の BASIO 
の 特徴 の 概略 を ご 紹介 し ます . 








1 . 本 機 で 使用 で きる 
各 BASIC 





本 機 で 使用 で きる 
音 BAIC の 関 








本 機 で は , 次 の 3 つの BASIC を 使用 する こと が で きま す . 


(Gi) Ns-BASIC V1 
⑪ Ns-BASIC V2 
⑪ Ng- 日 本 語 BASIC 
この うち , Ns-BASIC V1 と NBASIC V2 に は , それ ぞ れ ROM 
Version と DISK Version が あり ます . Ng 日 本 語 BASIC は DISK Version 
の み で , ROM Version は あり ませ ん . 

ROM Version と は 本 体内 蔵 の ROM だ け で 作動 する も る の の こと で , 
DISK Version と は Ns-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク を 使い , ディ スク か ら 読 
み 出 し た 情報 と ROM の 情報 の 双方 を も ゃ と に 作動 する も る の の こと で す . 
V1, V2 モー ド と も ゃ も , DISK Version は ROM Version の 全 機 能 を 含ん で い 
ます . 


DISK Version 





ROM Version 


. 各 BAGSIO の 関係 各 BASIC の 関係 を まとめ る と , 次 の 表 の よう に な り ま す 。 


Ns BASIC V1 
DE YE RON ROM 
Ns BASIC 菩 VI PC-8801 
VI Ns BASIC VI 86 (VIH.V1S) | PC-8801mkI 


plSK version 1VL DISK NBAsrc 
シス テム ディ スク 








N。 BASIC V2 | 、. 
ROM Version V2 ROM ROM PC-8801 


Ns BASIC PC-8801mkI 
RO 記 PC-8801mkISR 
V2 DISK も SA 
DISK Version | "“ Ns BASIC PC-8801mk 

シス テム ディ スク PC-8801mkIMR 
PC-8801mkITR 
Naa- 日 本 語 Ni- 日 本 語 PC-8801FH 


E BASIC PC-8801MH 
AR シス テム ディ スク 本 機 





V2 NBASIC V2 











ROM 
Nax 日 本 語 半 


BASIC 3 Na- 日 本 語 


( 連 文 節 変 換 ) BASIC 
シス テム ディ スク 

















また , 機能 面 か ら 見 た BASIC の 関係 を 図 で す と , 次 の よう に な り ま 
呈 


Nss- 日 本 語 BASIC 
Nss-BASIC V2 
Nss-BASIC V1 















拡張 サウ ンド 機能 









アナ ログ パレ 
ッ ト 機 能 | 
・Nss-BASIC V1 の と き 


PC-8801, PC-8801MkI の Nss-BASIC と 同様 で す . 
・Nss-BASIC V2 の と き 
高速 化 き れ て いま す . 






グラ フィ ッ ク 機 能 











Nsa-BASIC V1 の 特徴 





Ns-BASIC V1 は 従来 の Na-BASIC と 盛 換 性 が あり ます の で , PC-8801 用 , PC-8801mkI 用 の ソフ ト 
ウェ ア の ほとん ど を 使用 で きま す . 


] . グラ フィ ックス 機 
能 の 強化 ・ 高 速 化 


. バレ ッ ト 機 能 


d. その 他 の 機能 


(1) 48K ベ イト の グラ フィ ッ ク 専 用 RAM を 持っ て いる た め , 640x200 
ドッ ト (8 色 カラ ー 1 ペー ジ ま た は 白黒 3 ページ), 640x400 ド ッ ト 
(白黒 1 ペー ジ ) の 高 分 解 能 グラ フィ ッ ク を 実現 で きま す . 

(2) また これ を サポ ー ト する 種々 の グラ フィ ッ ク 命 令 は 強力 で , 特に 
WINDOW, VIEW に よる 論理 的 な 座標 系 の 設定 は , プロ グラ ミン グ を 
箇 略 に し , 表示 を 多彩 に し ます . 

(3) リス ト な ど キ ャ ラク タ を 表示 する テキ スト RAM と , グラ フィ ッ ク 
RAM は 完全 に 区 別 さ れ て いる た め , テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 
面 の 合成 が 簡単 に で きま す . 


(1) ペレット と いう 概念 を 導入 し た こと に より , 多彩 な カラ ー 表 示 が 可 
能 で す . 


(1) プロ グラ ム 中 の 飛び 先 の 指定 と し て ラベ ル 名 が 使え る た め , プロ グ 
ラム 開発 , デバッグ が 飛躍 的 に 向上 し ます . 

(2) IF THEN ELSE/WHILE WEND 等 の 文 に より 構造 化 さ れ た プ ブログ 
ラム に する こと が で きま す . 

(3 倍 精度 関数 が 準備 され て お り , 科学 技術 計算 に も 適応 で きま す . ま 
た , 大 規模 な プロ グラ ム に 対し て オー バー レイ 機能 も 用 意 さ きれ て お 
り , 必要 な 変数 の 受け 渡し ゃ 可能 で す . 

(4) 各 ハ ムード ウェ ア か ら の 割り 込み を BASIC 中 で 操作 で きま す . 

5) 本 機 が 持っ て いる I/O イ ンタ フェ ー ス を Ns-BASIC で 制御 で きま 
す . 操作 可能 な 1/O イ ンタ フェ ー ス は 次 の と お り で す . 

RS-232 と インタ フェー ス 

セン トロ ニク スイ ンタ フェ ー ス (プリ ンタ ) 


【e 肛 
マン 


8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク 


へ へ 一 写 
の 
ュ ン 


dd ミニ フロ ッッ ピー ディス ク 








Nsa-BASIC V ら の 特徴 


Ns-BASIC V2 は , 本 機 の ハー ドウ ェ ア に 対応 する た め に , Na-BASIC V1 の 機能 を 拡張 し た も の で す . 
Ns-BASIC VI と 上 位 互 換 性 が あり , Ns-BASIC V1 上 で 動作 する ソフ トウ ェ ア (BASIC で 作成 され た 


も の ) を 使用 で きま す . また , 


ます . 


1. サウ ンド 機能 の 
強化 


己 . グラ フィ ッ ク 機 能 
の 強化 ・ 高 速 化 


3. パレ ッ ト 機 能 


4. 日 本 語 表示 機能 


り . その 他 の 機能 


PC-8801mkISRIFRMR や PC-8801FHMH 用 の ソフ トウ ェ ア も 使用 で き 


スー パー シン セ サ イ ザ 1C が 装備 され て お り , Ns-BASIC V2 で は , 
FM 音源 6 音 に よる 6 重奏 と リズ ム 楽 器 6 音 に よる 美しい 演奏 が 可能 で 
す . また , お 手持 ちの オー ディ オア ンプ な ど と 接続 する こと で , より 本 
格 的 な ステ レオ サウ ンド が 楽し め ま す . 

さら に , ADPCM 方 式 に よる デジ タル サン プリ ング 機能 も 備え て お 
り , 高音 質 な デジ タル 録音 / 再 生 が で きま す . 

従来 機種 の サウ ンド 機能 と も 互換 性 が 保 た れ て いる の で , PC-8800 シ 
リー ズ 用 に 作ら れ た サウ ンド 関係 の ツ ソフトウェア で も 使用 で きま す . 


超 高 速 CPU(8MHz ) の 採用 に より , グラ フィ ッ ク 処 理 が 高速 化 さ れ 
CM まず 。 


Ns-BASIC V2 で は , アナ ログ RGB デ ィ ス プレ イ を 使用 する こと で , 
同一 画面 に 512 色 の 中 か ら 8 色 を 選ん で 表示 で きま す . 


PUT@KANII 文 が 用 意 さ れ て お り , JIS 第 1 水準 まで の 漢字 を 画面 に 表 
示 で きま す (Nsz 日 本 語 BASIC 使 用 時 は , JIS 第 2 水準 まで 表示 で きま す ) . 


変数 名 は 40 文 字 ま で 使用 可能 な の で , わか りや すい 変数 名 を 付け られ 
ます 。 


Naa- 日 本 語 BASIC の 特徴 








N。 日 本 語 BASIC は , Na-BASIC V2 の 機能 を さら に 拡張 し た も の で す . 

日 本 語 入力 に 適し た キー ボー ド の 採用 , 日 本 語 を 含ん だ ファ イル を 手軽 に 作成 , 編集 で きる N88 ェ 
ディ タ , 連 文 節 変換 が 可能 な 日 本 語 の 入力 / 変 換 機 能 な ど 日 本 語 胡 現 の 可能 性 と 操作 性 を 高め て いま す . 

Ns-BASIC V2 と 互換 性 が あり , Ns-BASIC V2 上 で 動作 する ソフ トウ ゥ ウェ ア (BASIC で 作成 され た も 
の ) を 使用 で きま す . また , PC-8801mkISR,FRIMR や PC-8801FH,MH 用 の ソフ トウ ェ ア も 使用 で きま す . 

また , PC-8801MA の 日 本 語 BASIC は PC-8801FA の 日 本 語 BASIC と 互換 性 を 持ち , PC-8801FA の 
Ng 日 本 語 BASIC で 作成 され た ソフ トウ ェ ア を 使用 で きま す . 


] . 全角 文字 の 入力 が 漢字 や ひら が かな, カタ カナ な どの 全角 文字 が 使用 で きま す . 全角 文字 
可能 と し て は , JIS 第 1 水準 , JIS 第 2 水準 の 漢字 (6349 語 ) と 漢字 以外 の 文字 
453 種 が 使用 で きま す . 
. 通り の 入力 方 式 全角 文字 の 入力 に は , か な 入力 , ロー マ 字 入力 の 2 通り の 方 式 が 使用 
で きま す . 
. 複数 の 文節 を ] 度 入力 し た か な は , 文法 処理 を 行い な が ら , 最高 95 文 字 , 16 文 節 を 1 度 
に 変換 に 変換 し て いく の で , 容易 に 日 本 語 の 文書 を 作成 で きま す (PC-8801FA 


で は , 夫 語 単位 で 変換 し ます ). 


4. 日 本 語 の 文書 ファ イ Ng 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク に は :, 日 本 語文 書 の 作成 , 編集 , 
イル を 容易 に 作成 ディ スク へ の 読み 書き が 手軽 に で きる N88 エ ディ タ が 入っ て いま す 
で きる NB エディ (PC-8801MA の み ). 
タ N88 エ ディ タ は 検索 , 置換 な ど ス クリ ー ン エディ タ に は な い 便 利 な 編 
集 機能 が 備わっ て いま す . 
また , N88 エ ディ タ で 作成 し た ファ イル は 通信 ソフ ト ( た と えば , 
NET ACCESS V1/V2 な ど ) の アッ プ / ダ ウン ロー ド 時 に 通信 文 と し て 
使え る の で , た い へ ん 便利 で す . 


品 充実 し た 日 本 語 Na- 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク に は N88 エ ディ タ の 他 に も いく つ 
ユー ティ リティ か の 日 本 語 ユ エー ティ リティ が 入っ て いま す . これ に より , 外字 や ユー ザ 


辞書 の 管理 , 他 の BASIC 上 の ファ イル に 含ま れる 日 本 語 コ ー ド の 変換 
市販 の ワー プロ ソフ ト と の ファ イル 変換 が 可能 と な り ま す . 


B. 独自 の ステ ー ト メ KLEN 関 数 (文字 列 に 含ま れる 文字 数 を 返す ) な ど , Ng 日 本 語 
ント , 関数 の 追加 BASIC 独 自 の 命令 を 追加 し まし た . これ に より , Ng 日 本 語 BASIC の 
活用 の 範囲 が 拡がり ます . 








Nss-BASIC Ve 
の 起動 / 終 了 こ モー ド 設 定 





本 章 で は Nmm-BASIO シス テム ディ スク と Nge- 日 本 語 BASIC シ 
ステ ム デ ィ ス ク を 使用 し て Nsmm-BASGIC と Ngs- 日 本 語 BASIC の 
起動 や 終了 の 手順 , 本 機 を いろ いろ な 目的 で 使用 する 上 で 知っ て お 
か な けれ ば な ら な い ス イッ チ の 設定 方 法 を 説明 し ます . 





Nsa-BASIC VG シ ステ ム 
の 起動 








シス テム ディ スク を 使っ て 本 機 を 起動 きせ ます . シス テム ディ スク に は , Ns-BASIC シ ステ ム デ ィ ス 
ク と Na- 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク の 2 種類 が あり ます . 

起動 時 の 初期 画面 に 違い は あり ます が , 起動 方 法 は どちら も 同じ で すか ら , 起動 の 操作 を する 際 に は 
どちら の シス テム ディ スク を 使用 し て も か まい ませ ん . 


] . 電源 UN (1) ディ スプ レイ スイ ッ チ な どの ハー ドス イッ チ が 下図 に 示す よう に 
な っ て いる の を 確認 し , ディ スプ レイ , 本 体 の 順に 電源 ON に し ます . 





























(本 体育 面 ) (本 体 前 面 ) 
ディ スプ レイ シス テム モー ド 


24K 15K V1S VH V2 


ディ スプ レイ スイ ッ チ の 設定 は , 「 ニ ユー ザー ズ ガ イド 」 第 1 章 を 参照 
し て くだ さい . 


(2) BASIC モ ー ド ラン プ , ディ スプ レイ の 電源 ラン プ が つい て いる の 
を 確認 し て , シス テム ディ スク を ドラ イブ 1 に 差し 込み ます . この と 
き , シス テム ディ スク を カチ ッ と 軽い 音 が する まで 静か に 差し 込ん で 
くだ さい . 
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(3) 本 体 の リセ ッ ト ボ タン を 押し て か ら , ドラ イブ ラン プ が 消え て いる 
間 に ド ライ ブ 1 の レバ ベー を 下図 に 示す よう に し め ま す . も し , レベ ー 
が し ま ら な い 場 合 は , も う 1 度 シス テム ディ スク を きち ん と 奥 まで 差 
し 込ん で くだ さい . 





























リセ ッ ト 


注意 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が 入っ て いな いと き は , レバ ベー が し ま ら 
な いよ うに な っ て いま す . 無理 に 回 す と 故障 の 原因 に な り ま 
す の で , レベ ー は 無理 に 回 さ な い で くだ さい . 


(4) ディ スプ レイ の 画面 に 次 の メッ セー ジ が あら われ ます . 


Ns-BASIC の 場合 


Disk uersion [0ct 28,1986] 
Hou mang files(8-15)? 自 





Ng- 日 本 語 BASIC の 場合 


Ho mang files(8-15)2 自 





"How many files(0-15)?" は , コン ピュ ー タ が あな た に "同時 に いく 


つの ファ イル を 使い ます か ? "と いら 意味 の こと を 尋ね て いる の で 
す . ここ で は , ファ イル 数 を いく つ に 設定 し て も プロ グラ ム に 影響 し 
ませ ん か ら , その まま 人 MM を 押し ます (ファ イル に つい て は [第 15 章 
入出 力 装 置 の 管理 (ファ イル ディ スク リプ タ )」,『 ユ ー ザ ー ズ ガイ ド 』 
第 4 章 10 節 を ご 覧 くだ さい ). 
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第 2 章 Nsa-BASIC V2 の 起動 / 終 了 と モー ド 設 定 
(5) ディ スプ レイ の 画面 は 次 の よう に な り ま す . 


Ns-BASIC の 夫 合 


Disk uersion [0ct 29,1986] 

How manu files(8-15)? 

NEC N-88 BRSIC Version 2,3 
Copuright (〈) 1981 bu Hicrosoft 


48668 Bute freg 
Ok 








Na 日 本 語 BASIC の 場合 


IN88- 日 本 語 BASIC ネ ネネ Version 2.1 
Copyright 〈C) 1981 Microsoft Corporation 
Copyright 〈C) 1985-1987 日 本 電気 株 式 会 社 
使用 可能 メモ リ 容 量 : *tk バ イト 


Ok 
1 | 











今 」, デ ィ ス プレ イ の 画面 表示 で "Ok" の 下 で 点 減 し て いた 長方形 の 
マー ク の こと を カー ソル と いい ます . 
この "Ok" と いう メッ セー ジ が 出れ ば , シス テム の 起動 は 完了 で す . 
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Naa-BASI ビ シス テム の 
終了 











自分 の プロ グラ ム が 完了 し た り , 途中 で 一 度 中 断 し て 電源 を OFF に する と き は 次 の よう に し ます . 実 
際 に プロ グラ ム を 作る 前 に , 電源 OFF の 手順 を し っ か り 覚 えて お きま し ょ う . 


] . 電源 HHFF に する 電源 を OFF に する 前 に , 自分 で 作っ た (ある い は , 作り か け の ) プ ログ 
前 に ラム や デー タ を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 記録 (この こと を 書き 込む と いい 


ます ) す る こと を 忘れ て いな いか を 確認 し ます (記録 方 法 は 「 ニ ユーザーズ 
ガイ ド ] 第 4 章 10 節 を 参照 ). 


ど . ファ イル を ファ イル を OPEN し た 場合 は , ファ イル 操作 終了 後 , 必ず CLOSE を 
CLOSE す る 実行 し て くだ さい . 特に ディ スク で は , ファ イル を OPEN し た まま 
(CLOSE せ ず に ) デ ィ ス ク を 差し か える と , 新た に 挿入 し た ディ スク の 

デー タ を こわ し て し まう? 危険 性 が あり ます (CLOSE, OPEN 命令 の 詳細 
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ツジ ステ ム デ ィ ス タ ドラ イブ ラン プ が 消え て いる こと を 確認 したら, レバ ベー を 動か し て シ 
を 抜き 取る ステ ム デ ィ ス ク を 抜き 出し て くだ さい . 























4. 電源 DFFII ディ スプ レイ , 本 体 の 順に 電源 を OFF に し ます . 
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| 隊 





ハー ドス イッ チ の 設定 








4 つの ハー ドス イ 電源 スイ ッ チ を ON に する 前 に 設定 し な けれ ば な ら な い 4 つの スイ ッ 
ッ チ ナ チ が あり ます . 
(本 体 前 面 ) 





動作 クロ ックス イッ チ シス テム モー ドス イッ チ 


(本 体育 面 ) 


ディ スプ レイ CRT ク ロッ ク 


BBb 


24K 15K 1 21 2 


Se 、 CRT クロ ックス イッ チ 
00 (PC-8001MA の み ) 


(1) シス テム モー ドス イッ チ 
3 ポジ ンション の スラ イド スイ ッ チ で , 前 面 パ ネル 下方 に あり ます . 
この スイ ッ チ で シス テム ュ 起 動 時 の Na-BASIC の 動作 モー ド を 設定 し 
ます . 
シス テム モー ドス イッ チ の 設定 方 法 は 「 ニ ユー ザー ズ ガ イド ]」 第 4 章 を 
参照 し て くだ さい . 
(2) 動作 クロ ックス イッ チ 
2 ポジ ンション の スラ イド スイ ッ チ で , 前 面 パ ネル 下方 に あり ます . 
この スイ ッ チ で メイ ン CPU の 動作 クロ ッ ク を 選択 し ます . 
(3) ディ スプ レイ スイ ッ チ 
2 ポジ ンション の スラ イド スイ ッ チ で , 背面 パネ ル 下 方 に あり ます . 
この スイ ッ チ で 専用 ディ スプ レイ / 標 準 ヂ ディス プレ イ を 選択 し ます . 
ディ スプ レイ スイ ッ チ の 設定 に つい て は , 「 ユ ー ザ ー ズ ガイ ド 第 
1 章 」 を 参照 し て くだ さい . 
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(4) CRT ク ロッ クス イッ チ 
2 組 の ジャ ン パ スイ ッ チ で , 右側 の 1 組 は CRT ク ロック の 内 部 / 外 
部 クロ ッ ク を 選択 し ます . 左側 の 1 組 は デジ タル RGB コ ネ ク タ 内 ク 
ロッ ク の 方 向 を 選択 し ます . この スイ ッ チ は 背面 パネ ル 下 方 に あり ま 
す が , 通常 は 開 梱 時 の 設定 の まま で 問題 あり ませ ん (この スイ ッ チ は , 
PC-8801FA に は あり ませ ん ). 


ロ . ハー ドス イッ チ の ハー ドス イッ チ の 開 梱 時 の 初期 設定 は , 下図 に 示す アミ の 項目 で す . 
初期 設定 






シス テム モー ドス イッ チ | V1S/V1H V2 















動作 クロ ックス イッ チ 8MHz /4MHz 











ディ スプ レイ スイ ッ チ 24.8kHz タ イプ /15.7kHz タ イプ 




















内 部 クロ ッ ク / 外 部 クロ ッ ク 


外部 へ 出力 / 外部 か ら 入力 


( 注 ) PC-8801FA に は あり ませ ん . 






CRT ク ロッ クス イッ チ 
( 注 ) 
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| セッ ト ア ッ プ モー ド に よる 
初期 設定 











] . セッ ト ア ッ プ モー セッ ト ア ッ プ モー ド と は , シス テム 起動 時 の 状態 設定 を メニ ュー 形式 
ド と は で 簡単 に 行う キー ド で す . セッ ト ア ッ プ モー ド は , PCI を 押し た まま 


電源 スイ ッ チ を ON, また は [PC』 を 押し た まま リセ ッ ト ボ タン を 押す こ 
と に より 起動 し ます . 開 梱 時 に は 下記 の と お り 初 期 値 が 設定 され て いま 
す . 設定 を 変更 する 場合 に の み , セッ ト ア ッ プ モー ド を 起動 し ます . 
本 機 で は 不揮発 性 RAM を 利用 し た メモ リス イッ チ を 採用 し て お り , 
ンス テム 起動 時 の 状態 設定 を 容易 こし まし た (本 章 以降 , セッ ト ア ッ プ 
モー ド で 行う 内 容 の 設定 を メモ リス イッ チ と 呼び ます ). 


セッ ト ア ッ プ モー ド の 選択 内 容 


・ 初 期 設 定 
: 開村 時 の 設定 
BEE 


3 計 








立ち 上 げ モ ー ド ター ミナ ル / BASIC 
1 行 あ た り の 文字 数 | 80 字 /40 字 Nss-BASIC モー ド で 人 有効 
1 画面 あたり の 行 数 | 25 行 / 20 行 
シス テム の 立ち 上 げ | ディ スク /ROM 
内 蔵 FDD I/F 袋 止 / 使用 
メモ リー ウェ イト ON/ OFF 
拡張 スロ ッ ト タ イプ | タイ プ 1/ タイ プ 2 | PC-8801IMA に は あり ませ ん . 























・RS-232C 設 定 


・ 開 梱 時 の 設定 





通信 速度 [ポー] 75 150 300 600 1200 2400 4800 9600 19200 
通信 方 式 半 二 重 / 塗 重 








メ パ ラメ ー タ 有効 / 無効 





スト ッ プ ピット 長 2bit/ 1bit 





デー タビ ッ ト 長 8bit /7bit 








S パ ラメ ー タ 有効 / 無効 





DEL コ ー ド 有効 無効 





パリ ティ チェ ッ ク 有り / 無し 





パリ ティ 偶数 / 奇 数 
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. セッ ト ア ッ プ モー 
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ド の 内 容 


PC] を 押し な が ら 起 動 さ れる セッ ト ア ッ プ モー ド の 内 容 は , 
PC-8801FA に は 16 項 目 , PC-8801MA に は 15 項 目 あ り ま す . それ で は , 
各 項 目 に つい て 簡単 に 説明 し ます . 

(1) 立ち 上 げ モ ー ド 
起動 時 の モー ド を BASIC モ ー ド に する か , ター ミナ ルモード に す 
る か を 設定 し ます . 
ター ミナ ルモード に つい て は , 本 書 第 19 章 を 参照 し て くだ さい . 
(2) 1 行 あ た り の 文字 数 
Ns-BASIC モ ー ド 起動 時 の 1 行 あ た り の 文字 数 を 設定 し ます . 
(3) 、1 画面 あたり の 行 数 
Ns-BASIC モ ー ド 起動 時 の 1 画面 あたり の 行 数 を 設定 し ます . 
(4) シス テム の 立ち 上 げ 
ンス テム の のち 上 げ を , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら 立 ち 上 げ る か , 
ROM か ら 立 ち 上 げ る か を 設定 し ます . 
(5) 内 蔵 FDD |/F 
内 蔵 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ イン タフ ェ ー ス を 使用 する か , 禁 
止 す る か を 設定 し ます . 
(6) メモ リー ウエ イト 
メモ リリ ー ド サイ クル に 1WAIT 動 作 を させ る か どう か を 設定 し ま 
。 
(⑰) 拡張 スロ ッ ト タ イプ (この 項目 は PC-8801MA に は あり ませ ん ) 
PC-8801mkISR の 拡張 スロ ッ ト バ ベス 3 と 同じ 信号 形態 に する か , 
バス ] , ベス 2 と 同じ こす る か を 設定 し ます . 
(8) 通信 速度 (ボー) 
通信 速度 を 設定 し ます . 
通信 速度 に つい て は , 本 書 第 19 章 を 参照 し て くだ さい . 
(9) 通信 方 式 
通信 方 式 が 全 二 重 か 半 二 重 か を 設定 し ます . 
通信 方 式 に つい て は , 本 書 第 19 章 を 参照 し て くだ さい . 
0 X パ ラメ ー タ 
メ パ ラメ ー タ を 有効 に する か 無効 に する か を 設定 し ます . 
メ パ ラメ ー タ に つい て は , 本 書 第 19 章 を 参照 し て くだ さい . 
0 スト ッ プ ビッ ト 長 
スト ッ プ ビッ ト の 長 さ を 1 ビッ ト に する か , 2 ビッ ト に する か を 設 
定 し ます . 
スト ッ プ ビッ ト に つい て は , 本 書 第 19 章 を 参照 し て くだ さい . 


第 2 章 Nas-BASIC V2 の 起動 / 終 了 と モー ド 設 定 


デー タビ ッ ト 長 
デー タビ ッ ト の 長 さ を 8 ビッ ト に する か , 7 ビッ ト に する か を 設定 
し ます . 
デー タビ ッ ト に つい て は , 本 書 第 19 章 を 参照 し て くだ さい . 
3 S パ ラメ ー タ 
S ペ パラメータ を 有効 と する か 和 無効 と する か を 設定 し ます . 
S パ ラメ ー タ に つい て は , 本 書 第 19 章 を 参照 し て くだ さい . 
(4 DEL コ ー ド 
DEL コー ド を 受信 し た と き , 処理 する か 無視 する か を 設定 し ます . 
DEL コード に つい て は , 本 書 第 19 章 を 参照 し て くだ さい . 
5 パリ ティ チェ ッ ク 
パリ ティ チェ ッ ク の 有無 を 設定 し ます . 
パリ ティ に つい て は , 本 書 第 19 章 を 参照 し て くだ さい . 
0 パリ ティ 
偶数 パリ ティ に する か 奇数 パリ ティ に する か を 設定 し ます . 
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. セッ ト ア ッ プ モー 通常 , [PCW を 押し な が ら 起 動き され る セッ ト ア ッ プ モー ド で 初期 設定 
ド の 初期 設定 の 変 を 変更 する 必要 は ほとん ど あ り ま せん が , 場合 に よっ て (特に 通信 関係 
更 方 法 の 設定 ) は 変更 する 必要 が あり ます . 

そこ で , まず セッ ト ア ッ プ モー ド で の 初期 設定 の 変更 方 法 を 説明 し ま 
す . 
(1) セッ ト ア ッ プ モー ド の 起動 方 法 
セッ ト ア ッ プ モー ド を 起動 する に は , PCM を 押し た まま リセ ッ ト 
ボタ ン を 押し ます ( IPC を 押し た まま 電源 スイ ッ チ を ON に し て も 同 
様 の 機能 が 働き ます ). この と き 「PC』 は , 画面 が 表れ る まで 押し 続け 
EL だ さき 
ト 図 の よう な 画面 が 表れ ます . 


100X 境 : 
| 菊 硫 90 下 」 
y7 テ 4995HF 


区 誠 


11: 穫 科 
っ と ! 敵 半 
f5: 世 盟 
自活 
詩 : 明 箕 


半生 と! いつ 床 て 


障 PDD IF : 
注 9[ ト 


て う 





(PC-8801MA の 場合 


(2) セッ ト ア ッ プ モー ド の 操作 方 法 
セッ ト ア ッ プ モー ド が 起動 し た ら , 変更 し た い 項 目 を 設定 し な お し 


まじ: よ の :、 
各 項 目 の う ち , 現在 カー ソル が ある 行 は 赤地 に 黒文字 で 表 さ れ , そ 
の 他 の 項目 は 水色 地 に 黒文字 で 表 さ きれ ま す . そし て , それ ぞ れ の 項目 


で 現在 選択 きれ て いる 選択 肢 が 赤地 , 水色 地 で 示さ れ , 選択 され て い 
な い 選 択 肢 は , た だ の 黒文字 で 示さ れ ま す . また , カー ソル は 点滅 し 
ませ ん . 

使用 する キー は , 1 人 (人 . B. 人 M, 色 引 , 
憶 暗 の 7 つ で す . 

fi・5』 は 設定 画面 の 切り 替え に 使い ます . 設定 画面 は 次 ペー ジ の 
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第 2 章 Nas-BASIC V2 の 起動 / 終 了 と モー ド 設 定 


図 に 示す よう に 初期 設定 と RS-232C 設 定 の 2 つか が あります. 


727A05 且 : 


っ 記 つ 『 


中 : 薄 開 
っ c: 毅 
f5: 玉 敵 
中 舌 
条 : 英 


嘱 PDDIZF : 
糧 思 還 信 


つう FT ニコ ロラ エー 罰 





(PC-8801MA の め 谷 


人 ゅ 電 g 必 


MM 
DEEJT 





カー ソル 移動 キー は 項目 の 移動 , 設定 の 変更 に 使い ます . 
[ 條 | 付 | は 名 項 目 問 を 移動 し , カー ソル 行 を 変更 し , (を | 
( ウ | は , ぁ ー ッ ル 行 の 選択 肢 を 変更 し ます . 
た と えば , 1 画面 あたり の 行 数 を 25 行 に 設定 し た い 協 合 。 
を 使っ て カー ソル 移動 キー を "1 画面 あたり の 行 数 "の 項目 に 合 : 
せ , [と 光 | を 使っ て カー ソル 移動 キー を 25 行 の と ころ に 合わ せま す . 
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介 期 訓 


章介 生還 リル / 関 名 6 
所 放り 0X 衝 60 ぼ /】 ば 
腸 間 壁 紋 / 0 
20005 因 | 衣 旧 / ド OM 


障 還 融 有 ) ま |/ 議 因 1 : 通 蘭 
湯 上 証 本 議 | ON/ 証 了 3c: 閣 郊 
f5: 琴 敵 
固 
調 : 其 匂 


(PC-8801MA の 場合 


人 9 は, セットアップ モー ド を 終了 し ます . 人 を 押す と , 下図 
に 示す よう な 確認 の 表示 が 出 ま すか ら , よけれ ば YES, セッ ト ア ッ プ 
を 継続 し た けれ ば NO に カー ソル 移動 キー を 合わ せ て 八 9W を 押し て 
くだ さい . 

YES を 選ん だ 場合 に は シス テム が 立ち 上 が り , NO を 選ん だ 場合 に 
は 設定 画面 に 戻り ます . 





第 2 章 Nsa-BASIC V2 の 起動 / 終 了 と モー ド 設 定 


暗 は , 各 項 目 の 簡 単 な 説明 を 表示 し ます . 

セッ ト ア ッ プ モー ド の と き [ 間 暗 を 押す と , 現在 カー ソル が ある 項 
目 の 内 容 が 画面 に 表示 され ます . また , 説明 画面 表示 中 に | 店 違 を 近 
す と , 各 項 目 の 内 容 か プリ ンタ に 出力 され ます の で , 各 項 目 を 設定 す 
る 場合 , 参考 に し て くだ さい . 


漢字 ROM が 実装 きれ て いる プリ ンタ で お 使い くだ さい . 
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私 た ち が 人 と 会 話す る と き さ , 頭 の 中 で 理解 / 判 断 を し , 相手 の 話 に 対 
し て 答え ます ね . 

パソ コン で も 同じ こと が いえ ます . た だ , パソ コン と の 会 話 の 場合 , 
キー ボー ド が 私 た ちと パソ コン を 結ぶ "インタフェース "で すか ら , 
まず キー ボー ド に 触れ な けれ ば 会 話 は 成り 立ち ませ ん . 

また , キー ボー ド に 慣れ る こと に よっ て , パソ コン へ の 親しみ も わ 
いて くる こと で し ょ う . 

ご の 章 で は , キー ボー ド の 外観, 主 な キー の 働き を 説明 し , 最後 に 
キー 入力 の た め の 基 本 的 な こと が ら を 説明 し ます . 








1]. キー ボー ド の 人 外観 


. キー の 配置 





キー ボー ド の 外観 / 
キー の 配置 





本 機 の キー ボー ド は , 本 体 と は 分 離し , カー ルケ ー ブ ル に よっ て 結ば 
れ , 自由 な 位置 で キー 入力 で きる よう に な っ て いま す . 

また , 背面 後部 に は 折り た た み ス タン ド が 組み 込ま れ て お り , スタ ン 
ド を 立て る と , キー が 打ち や すい 角度 に ボー ド を 傾け る こと が で きま 











キー の 角度 や キー トッ プ の 形 も タッ チ 感 覚 を 考慮 し て , 各 段 と も それ 
ぞ れ 角 度 を 変化 させ て あり , キー タッ チ 和 感覚 の 向上 が 図ら れ て いま す . 


本 機 の キー ボー ド は , 下図 に 示す キー 配置 に な っ て いま す . 
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キー ボー ド は 2 種類 に 色分け され て いて , 濃い ブラ ウン (上 の イラ ス 
ト で は ) に 塗ら ち れ た キー は 特殊 キー と 呼び , 他 の クリ ー ム 色 ( 上 
の イラ スト で は 白 ) に 塗ら れ た キー は 文字 キー と 呼び ます . キー ボー ド 
の 右側 に は 電卓 の キー と 似 た 数 値 入力 用 の キー( テ ン キ ー) が あり , 多く 
の 数 値 を 入力 する 場合 に 便利 で す . 


2Z/ 





キー ポー ド の 使い 方 








] . 文字 キー 下図 に 示す 講 較 蘭 が 文字 キー で す . これ ら の キー を 押す と , 対応 する 
文字 が ディ スプ レイ に 表示 され ます . 
文字 キー の 入力 方 式 に は , 英 数 字 モ ー ド , カナ モー ド , グラ フォ ッ ク 
キャ ラク タモ ー ド , 日 本 語 入 力 モ ー ド の 4 つの モー ド が あり ます . 








(1) 英 数 字 を 入力 する と き に 使う キー 
アル ファ ベッ ト や 数 字 , " 十 " 玉 リ 7 "な どの 特殊 記号 な どの 入 
カカ モード で す . 単独 で キー 入力 し た 場合 は , キー トッ プ の 中 段 左 側 に 
書い て ある 文字 が 入力 され ます . アル ファ ベッ ト は , タイ プラ イタ と 


同様 に 小文字 が 入力 され ます . 
剛 assse a Me As 3 


[ol を 1 度 才 す と , キー は 押し た まま の 状態 に 固定 され ます . こ 
れ を , ロッ ク す る と いい ます . 

この 人 は , 大 文字 を 続け て 入力 する 場合 に 使用 する と 大 変 便利 
cg 

唱 の ロッ ク を 解除 する 場合 は , も 2 1 度 [e 引 を 押し ます . 

(2) カタ カナ を 入力 する と き に 使う キー 

カタ カナ や "「! !、" !。! な どの 和文 の 特殊 記号 を 入力 する モー 
ド で す . 

カナ モー ド は , 選 縛 を ロッ ク し た 状態 で キー 入力 し ます . 

この 場合 , キー トッ プ の 下段 に 書い て ある 文字 が 入力 され ます 
(キー トッ プ の 表記 は ひら が な で す が , 入力 され る の は カタ カナ で 


す ). 
か | 回 oe チ MM に uo ア 
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(3 シフ トキ ー [シット 


シン フト キー は 左右 に 2 つ あ り ま す が , どちら も 同じ 働き を し ます . 
① か な キー が ロッ ク さ れ て いな いと き 
か な キー が ロッ ク さ れ て いな いと き | シフ ト 和 を 押し な が ら 文 字 
キー を 押す と , キー トッ プ の 上 段 の 文字 や アル ファ ベッ ト の 大 文字 
が 入力 され ます . 


リョ シット 作 」 本 A 区 ラ rl 公 暫 


また , | 区 唱 を ロッ ク し た 状態 で |[ ン フ ト 則 を 地 し な が ら 入力 する 
と , 小文字 が 入力 され ます . 
② カナ モー ド の と き 
カナ モー ド の と き に || シ フト 交 を 押し な が ら キ ー 入 力 す る と , キー 
トッ プ の 中 段 右側 に 書い て ある 文字 が 入力 され ます . 


(4) テン キー 


テン キー は , 文字 キー の 最上 段 の キー の 数 字 と 同じ 機能 で す . 多く 
の 数 値 を 入力 する 場合 に 便利 で す . 





























英 数 字 モ ー ド , カナ モー ド , 日 本 語 入 力 モ ー ド で は テン キー に 対応 
する 数 字 や 記号 が 入力 され , グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タモ ー ド で は グラ 
フィ ッ ク キ ャ ラク タ が 入力 され ます . 
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. 特殊 キー ト 図 に 示す } の キー が 特殊 キー で す . 
これ ら の キー は , 使用 する ソフ トウ ェ ア に よっ て 機能 や 意味 が 異な り 
ます . 具体 的 な キー の 機能 こつ いて は , それ ぞ れ の ソフ トウ ェ ア の 解説 
を 参照 し て くだ さい . ここ で は 特殊 キー の 代表 的 な 機能 を 紹介 し ます . 


岡 較 放 導 
el 
同 層 同 に kk EE 














に 
賠 還 に 還 kk ME 











ー 回 に に ーー コト ーー 


本 


(1) リタ ー ン キー 
と 書か れ た キー が [| 障 週 の 下 に あり ます . リタ ー ン キー と 
呼ば れ て いま す . キー ボー ド 右 側 に も , 大 き さ は 違い ます が 「⑦| と 
書か れ て いる キー が あり ます . どちら も コン ピュ ー タ に 対し て 入力 が 
あっ た こと を 知ら せる 働き を し ます . Ns-BASIC な どの コマ ンド は こ 
の キー を 押さ な けれ ば 実行 され ませ ん . 
(2) モー ド 変 換 
① か な キー 億 
この キー を 押す と キー は ロッ ク さ れ , 入力 は カナ モー ド に な り , 
キー の 下段 に 書か れ て いる カナ 文字 が 表示 され ます (た だ し , ディ 
スプ レイ に は カタ カナ で 表示 され ます ). また , キー 右側 に 表示 さ 
れ て いる 文字 は , ーー を 押し な が ら 入 力 す る と 表示 され ます . 
ロッ ク さ れ た 倫 縛 を も 2 1 度 押 す と , 信 婦 の ロッ ク は 解除 され 
ます . 


# 書 解除 状態 ー 
0 一 全 し 


② グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タキ ー [e 相 
この キー を 押し な が ら 文 字 キ ー を 押す と , 入力 は グラ フィ ッ ク 
キャ ラク タモ ー ド に な り , グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タ や "年 ", "月 "な 
2 の 条 座 演 演示 測る 泊 の 生ま まお の まこ だ の 
キャ ラク タ に あたる か は , 「 ユ ー ザ ー ズ ガイ ド 」 の 人 巻末 資料 を ご 参照 
くだ さい . 
グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タモ ー ド は , Na 日 本 語 BASIC で は 使用 で 
きま せん . 
③ 大 文字 キー 引 
この キー を 押し て ロッ ク し , アル ファ ベッ ト を 入力 する と 大 文字 
が 入力 され ます . この と き , || シ フト を 押し な が ら 入力 する と 小 文 
字 が 入力 され ます . | 了 引 の ロッ ク を 解除 する 場合 は , も 2 1 度 こ 
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の キー を 押し ます . 
(3③ シフ トキ ー[| シ フト 
ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 の 表示 を 変え た り , 他 の 特殊 キー と 組み 
合わ せ て , カー ソル を ホー ム ポ ジン ショ ン に 移動 させ た り , ター ミナ ル 
モー ド か ら BASIC モ ー ド に 切り 替え た り し ます . 
(4) コン トロ ー ル キー [| 
他 の キー と 組み 合わ せ て , 特殊 な 機能 の ュー ド を 入力 し ます . 他 の 
文字 キー と の 組み 合わ せ と そ の 機能 ネ ま ノ フト ウェ ア に よっ て 異な り ま 
す の で , それ ぞ れ の 解説 を 参照 し て くだ さい . 
(5) 編集 に 使う キー 
① ヵ ー ッ ル 移 動 キ ー [人 | (< は! 
カー ソル を 上 下 左 右 の 方 向 に 移動 さき せる キー で す . 
② 削除 キー 條 和 
カー ソル の 直前 の 文字 を 1 文字 消し ます . カー ソル の 後に 文章 が 
続い て いる 場合 に は , それ ら の 文字 が すべ て 前 へ 詰め られ ます . 
カー ソル より 後方 へ 向かっ て 文字 を 消去 する の に 使用 し ます . 次 の 
後 週 と 同じ 働き を し ます . 
⑨ 後退 キー| 険 週 
カー ソル の 直前 の 文字 を 1 文字 消し ます . カー ソル の 後に 文章 が 
続い て いる 場合 に は , それ ら の 文字 が すべ て 前 へ 詰め られ ます . 
カー ツル より 後方 へ 向かっ て 文字 を 消去 する の に 使用 し ます . 前 の 
| 旧 虹 と 全く 同じ 働き を し ます . 
④ 挿入 キー | 際 
Ns-BASIC な どの 文字 入力 中 に この キー を 押す と , イン サー ト 
モー ド 人 に 変わり , その 後に 入力 し た 文字 は すべ て カー ソル の 直前 に 
押入 され ます [| シフト を 電 し な が ら [ 化 骨 (| 介 呈 ) を 押し て も イ 
ン サ ー ト モー ド に な り ま す . カー ソル 移動 キー を 押し た り , も う 1 
度 隊 介 を 押す と イン サー トモ ー ド か ら ぬ け 出 し ます . 


⑥ タブ フォー | タプ | 
カー ソル を 移動 させ る キー で す . た だ し , この キー を 使っ た と き 
の カー ソル 移動 の 仕方 は , それ ぞ れ の ソフ トウ ェ ア で 異な り ま す . 
ソフ トウ ェ ア に よっ て は , メニ ュー 項目 の 選択 に 使い ます . 
⑥ ロー ル ア ッ プ ブ ロー ル ダ ッ ウゥ ン キ ー [IO 人 
[9 (| シフト (に ) を 提 し た と き や , EDIT コマ ンド を 実 
行 し た と き に お いて , 画面 に 表示 され て いる 行 の 前 後 を 表示 する と 
き に 使用 し ます . 
⑦ 画面 消 ま キー 全員 
画面 に 表示 され て いる 内 容 を 消し (クリ ア さ れる と いい ます ), 
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カー ソル は 左上 スミ (ホー ム ポ ジン ショ ン と 呼び ます ) に 移動 し ます . 
消す 内 容 は , Ns-BASIC に お いて は 文字 表示 の み で す が , Na 日 本 
語 BASIC に お いて は 文字 表示 と グラ フィ ッ ク の 両方 を 消し ます . 
シフ ト を 押し な が ら 人 呈 を 押し た 場合 は , 現在 画面 に 表示 され 
て いる 内 容 は その まま で , カー ソル だ けが 画面 の 上 スミ (ホー ム 
ボ ポジ ン ョ ン ) に 移動 し ます (消え る の は 画面 表示 だ け で , メモ リ 上 の 
プロ グラ ム は 消え ませ ん ). 
(4) 日 本 語 入力 に 使う キー 
① 全角 キー は 中 
Na 日 本 語 BASIC の と き に 意味 を 持つ キー で す . こと の キー を 押す 
と 全角 文字 入力 モー ド に な り , 日 本 語 の 漢字 や ひら が な な どの 全角 
文字 を 入力 する こと が で きま す (Ns-BASIC の と き に は 意味 を 持ち 
ませ ん ). 
も う 1 度 押す と , 全角 文字 入力 モー ド が 解除 され ます . 
⑨ 変換 キー (テーs 
入力 し た 文字 を 漢 字 に 変換 し ます . た だ し , この キー は Na 日 本 
語 BASIC の と き に 意味 を 持ち , Na-BASIC の と き は | し 『 を 意味 
し ます . 
⑨ 決定 キー 
変換 キー で 変換 され た 文字 を 決定 し た り , ひら が な な ど を 変換 せ 
ず に 決定 し ます . この キー は , Ng 日 本 語 BASIC の と き に 意味 を 持 
ち , Ns.BASIC の と き は | し 『 を 意味 し ます . 
(5) ファ ンク ショ ン キ ー ー 人 ol 
この キー は , あな た の キー 操作 を 人 箇 略 化し , 手助け する た め に 設け 
られ だ た も の で す . 
各 ソ フト ウェ ア で キー の 内 容 は 異な り ま す . また , ユー ザ が 自分 で 
定義 する こと も で きま す . 
CONSOLE 文 の 第 3 パラ メー タ を " 1 "に 設定 し た 場合 (PC-8801FA 
の 場合 開 棚 時 の 初期 設定 は 1 で す ) , ー を 入力 する に は 
レフト と 同 き に ー を 押し ます . Nr 日 本 語 BASIC で 
CONSOLE 文 の 第 83 パラメータ を " 2 "に 設定 し た 場合 (PC-8801MA 
の 場合 は 開 梱 時 の 初期 設定 は 2 で す ) , ー を その まま 


押せ ば 入力 で きま す . 
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(6) 停止 キー 


プロ グラ ム の 実行 な ど を 中 断 す る と き に 使い ます . また [シフ ト 』+ 
[ 呈 で * ー ミ ナル モー ド か ら BASIC モ ー ド に 切り 替え る こと が で き 
ます . 
(⑦ エス ケー プ キ ー [ESCl 
この キー の 使い 方 は ソフ トウ ェ ア に よっ て 異な り ま す の で , それ ぞ 
れ の 解説 を 参照 し て くだ さい . 
(8) 画面 コピ ー キ ー 
ディ スプ レイ に 表示 され て いる 画面 を プリ ンタ に 印刷 し ます . す な 
わ ち 画面 の 表示 内 容 を 紙 の 上 に コピ ー し た いと き に この キー を 使い 
ます . 
セッ ト ア ッ プ モー ド の と き 1 遇 を 押す と , 各 項 目 の 内 容 が プリ ン 
タ に 出力 され ます . 
も し プリ ンタ が 接続 され て いな い 場 合 は , この キー は 意味 の な いも 
の に な り ま す . 押し て し まっ た と き は , | 卓 則 を 押し て 中 断 し て くだ 
さい . 
(9 説明 キー | 
ブロ グラ スム 実 行 中 に エラ ー が 発生 し た と き K に | 民 暗 を 押す と , エ 
ラー 発生 行 が 表示 され , 箇 単 に プロ グラ ム を 修正 で きま す . 
また , セッ ト ア ッ プ モー ド の と き 借 中 を 押す と , 現在 カー ソル の あ 
る 項目 の 内 容 が 画面 に 表示 され ます . 
機械 語 モ ニタ を 使用 し て いる と き に この キー を 押す と , コマ ンド の 人 解 
説 が 表示 され ます . 
0 セッ ト ア ッ プ モー ド の 起動 PCM + リ セッ ト ボ タン 
(PCN を 押し た まま リセ ッ ト ボ タン を 押す と , セッ ト ア ッ プ モー ド が 
起動 し ます (IIPC』 を 押し た まま 電源 スイ ッ チ を 投入 し て も 同じ 機能 が 
働き ます ). 
PCI な ふ , セッ ト ア ッ プ モー ド の 起動 時 以外 の と き に 押さ れ て も 意 
味 を 持ち ませ ん . 
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ホー ム ポ ボ ポジション 








英文 タイ プ の 経験 か ある 方 な ら ば ご 存 知 と 思い ます が , キー に よっ て 使う 指 が 決め られ て いま す . こ 
の 基点 と な る の が ホー ム ポ ジン ショ ン で す . 
ト 図 に が す が ホー ム ポ ジン ショ ン で す . 


leselglk] 民 呈 還 固 屋 
ー ホ ーー ホーー ホ ーー ホーー ホ ーー ホーー ホ ーー ホーー ホ ーー ホー ニー 
EEEIOIA 。| 



















ーー ペーー ーー トーーー/ ーー 
| 加 | 加計 || 還 | 相国 | 還 | 画 | 剛 | 
トーーー/| ーー ィ | 
ほっ jlklkjklkjE kaigiglElyk 因 団 回 
回 | 計 計 | 王 呈 || 回 
















































この ホー ム ボ ポジ ンション を 基点 に し て キー タッ チ の 練習 を し て くだ さい . 
ト 図 は 各 キ ー に 対応 する 指 を 示し ます . 











Fm 
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スク リー ン エ ディ タ 





この 章 で は 英 数 字 だ け を 使っ て , スク リー ン エ ディ タ の 基本 的 な 使 
い 方 を 説明 し て いき ます . 

Nmm-BASIO お よび Nas- 日 本 語 BAGIC で は , プロ グラ ム を 作っ 
た り , コマ ンド や ステ ー ト メン ト を ダイ レク ト に 実行 させ た りす る 
と き に スク リー ン エ ディ タ と いう 画面 編集 機能 を 使い ます . 

スク リー ン エ ディ タ は , ディ スプ レイ 画面 上 の どの 位置 に で も カー 
ソル を 移動 し て , 入力 , 修正 を する こと が で きま す . 
これ に よっ て , 修正 する 行 を 改め て 最初 か ら 入力 する 必要 が な く な 
り , プロ グラ ム の 入力 や 修正 も 短 時 間 で 行う こと が で きま す . 











スク リー ン エ ディ タ に 入る 
前 に 











文字 な ど を 入力 する 前 に , 必ず 覚え て お か な けれ ば な ら な い 項 目 ( 放 語 ) が いく つか あり ます . ここ で 
は , その 項目 (用 語 ) に つい て 説明 し ます . 


] . "キー 入力 が 可能 NgBASIC を 起動 きせ る と , 初 め に 
な 状態 ' こ は" 


Disk uersion [ct 2H,1986] 
Ho manu files(H-15)? 自 








と いう メッ セー ジ が 画面 に 表 が さ れ ま す . 
ここ で 人 WM を 放し て くだ さい . そう する と , 


Disk uersion [0ct 中 ,1985] 

How mang files(B-15 均 

EC N-88 BRSIC Varsion 2.3 
Copuright (C) 1981 bg Microsoft 


48669 Bgte fmee 








Ok 

邊 
と な り ま す . 

この 上 図 の メッ セー ジ が 画面 に 表示 され れ ば , いつ で も キー 入力 が 加 
人 務 で す . 


この "How many files(0-15)?" の 意味 に つい て は 本 書 の 第 2 
章 を 参照 し て くだ さい . 


"カー ソル "と は 先ほど の 画面 表示 で "Ok" の 下 で 点滅 (ブリ ンク と いい ます ) し て いた 
長 方 有 少 の マー ク の こと を "カー ソル "と いい ます . 
この カー ソル の 位置 に , キー ボー ド に よっ て 文字 な ど が 入力 で きま 
す . し た が っ て , カー ソル を , カー ソル 移動 キー で ュ ユン トロ ー ル する こ 
と に より , 画面 上 の 任意 の 位置 に 文字 な ど を 入力 する こと が で きま す . 
また カー ソル は , 文字 な ど が 入力 され る と 白 動 的 に 隣 の 桁 へ 移動 し ま 
す . 
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づ . 主 角 / 半 角 ' と は の 


4 W ? と は の 


38 


人 入力 で きる 文字 に は , 全角 文字 と 半角 文字 が あり ます . 全角 文字 で 入 
力 す る 場合 は , 漢字 を 扱う 日 本 語 入 力 の と き で す ( 詳 し く は 本 章 5 節 を 
参照 し て くだ さい ). それ 以外 の と き は 半角 文字 で 入力 し ます . 

半角 文字 と 全角 文字 の 入力 モー ド は , 信 呈 を 押す こと に よっ て 切り 
替え られ ます . 


文字 を 画面 に 入力 し た だ け で は , 入力 され た 文字 が 画面 に 表示 され る 
だ け で , コン ピュ ー タ は 何 の 働き も 起こ し ませ ん . 

コン ピュ ー タ に , 「 命 令 (また は , デー タ ) を 受け 入れ な さい 」 と いう 命 
令 を 送る 必要 が ある の で す . この 命令 を 伝え る 役割 を 受け 持っ て いる の 
が 人 WM と いう キー で す . 

また , 衝 ⑦ を 押し て コン ピュ ー タ を 働か せる こと を "実行 させ る " と 
いい ます . 





編集 に 使う キー 








編集 の た め に 使う キー に は いろ いろ な 種類 が か あり ます の で , ここ で 避 理 し て まとめ て 記載 し ます . 使 
い 方 を 忘れ た と き に は 本 人 節 を 参考 に し て くだ さい . 










PF 同 司 同 司 語 周 周 
症 nl 叶 


園 還 lclklklklklkllklk 


















algllgl] 

















3 回 | 同 同 | ーー 
33 末 回 gl EElgil 還 に 隊 | 固 同国 回避 














能 








カー ソル を 上 下 左 知 に 動か し ます . 





コン ピュ ー タ に デー タ タ / 命 信 の 入力 が あっ た こと を 知ら せる 働き 
を も し ます 。 


















や 
時 旧 独 で 押す と カー ソル の 前 に ある 文字 を 1 文字 削除 し ます . 
修 骨 (レラ FM を 理 し な が ら イ ン サ ー ト モー ド に 入る と き 、 抜 ける と き 


こ 使 ) 
還 5 使用 し ます . 








AU イン サー トモ ー ド に 入る と き 、 抜 ける と き に 使用 し ます . 
(WM カー ソル の 前 に ある 文字 を 1 文字 削除 し ます . 





単独 で 押す と テキ スト 画面 (文字 ) を 消し ます . 

シラ FM を 押し な が ら 押す と カー ツル を 画面 の だ 上 (ホーム ボ ポジ 
| ショ ン ) に 移動 し ます . 

人 f・1W 一條 10| | キー の 内 容 を ユー ザ が 定義 する こと も で きま す . (半角 モー ド 時 ) 











叶 アル ファ ベッ ト の 大 文字 、 キ ー ト ッ フ の 上 段 に 痢 いて ある 特殊 文 
字 の 入力 に 使用 し ます . 

(アラ Fl を 押さ なく て も アル ファ ベッ ト の 大 文字 が 入力 で きる よ 
うに な り ま す . 


仮名 を 入力 する と き に 使い ます . た だ し , 
ー ド の 場合 、 カ タカ ナ が 表示 され ます . 


グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タ の 入力 に 使用 し ます . 














画面 上 で , 手 角 入力 モ 






















プロ グラ ム の 中 断 に 使い ます . 


カー ソル を 水平 方 向 に 8 桁 ず つ 移 動 し ます (その と き , スペ ー ス 
が 入力 され て いま す ). 











後述 の コン トロ ー ル コー ド の 入力 に 使用 し ます . 












後述 の エディ ッ ト モ ー ド に お いて , 画面 に 表示 され て いる 行 の 前 
後 を 表示 する と き に 使用 し ます . 


後述 の 日 本 語 入 力 モ ー ド に お いて , か な 漢字 変換 に 使用 し ます . 


に 1 午 入 力 モ ー ド に お いて か な 漢字 変換 され た 文字 を 決 
定 し ます . 
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ダイ レク トモ ー ド に お ける 
スク リー ン エ ディ タ 








コマ ンド や ステ ー ト メン ト を プロ グラ ム に し な いで 単独 で 実行 させ る 使い 方 を , ダイ レク トモ ー ド と 
いい ます . 


] 新規 入力 ここ で は 例 と し て , ディ スプ レイ 画面 上 に 図形 を 描く LINE 文 を 実行 
きせ て みみ まし ょ う . その 前 tc [ 胃 呈 を 押し て くだ さい . この 画面 の 方 が 
見 や すい で し ょ うら. で は , 下 の よ うに キー 入力 し て くだ さい . 


LINE 的 -(38,18H) 帳 











[ 陸 唱 が ロッ ク ( 押 され た 状態 に な っ て いる こと ) さ れ て いれ ば 大 文字 , 
そう で な けれ ば 小文字 が 入力 され ます が , どちら で も か まい ませ ん . 
が ロッ ク さ れ て いる と カタ カナ が 入力 され て し まい ます か ら , 
ロッ ク を 解除 し て か ら 入力 し て くだ さい . 

ここ で 人 を 押し て LINE 文 を 実行 させ て み ま す が , も し , その 前 
に 入力 の 間違い に 気がつい た ら , カー ソル を 間違っ て いる 位置 に 移動 し 
て 入力 し な お し て くだ さい . 

で は , 作 ⑦M を 押し て くだ さい . 


(@,8)-(389,196) 








LINE 文 が 実行 され て 画面 に 直線 が 描か れ ま した. 

エラ ー が 出 て し まっ た 場合 は , も う 1 度 正確 に 入力 し な お し て みて く 
だ さい . 画面 に 何 も 表 示さ れ な い 場 合 は , リセ ッ ト ボ タン を 押し て , も 
2 1 度 BASIC の 起動 か ら や りな お し て くだ さい . 
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. 訂正 


d. 削除 


第 4 章 スク リー ン エ ディ マタ 


スク リー ン ェ エディタ を 使っ て , LINE(0, 0) -(300, 100) を LINE(0, 0) - 
(300, 200) に な お し て 実行 し て みみ ます. 

1 と っ う ! を 使っ て , カー ソル を 下 の 図 の よう に "1" の 位置 まで 移 
動 さ せま す . 


HNE、(8,8)-(386 9) 
0 ま 計 Se 
SS 


SS 


ee 


SS 








ここ で 2 を 入力 すれ ば , "100" を "200" に 変更 で きま す . 


LNE 的 -(G 昌 8) 


(5 
UK ー- 





ERE@, 的 -(368,288) 








次 に , LINE(0, 0) -(300, 200) を LINE(0, 0) -(30, 200) に な お し て 実行 し 
て み ま す . 
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4. 挿入 
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Mi と 明 プ を 使っ て , カー ソル を 前 ペー ジ の 図 の よう に ュ コンマ (, ) 
の 位置 まで 移動 させ ます . 
0 を 1 つ 削 除 す る に は , ここ で 個 暗 を 押し ます . 


(8.6)-(3 楓 266) 
OR 


NN 


ヽ 








これ で 修正 が 終わ り まし た . 実行 させ て み ま し ょ う . を 押し て 
くだ さい . 











挿入 の 練習 を し ます . 先ほど 実行 し た 命令 を LINE(10, 50)-(30, 200),2, 
BF に 変え ます . 

まず , [| 條 と | 了 マ | を 使っ て , カー ツル を 下 の 図 の 位置 まで 移動 させ 
ます . 


NSR 
SS 


NN 








ここ で | 隊 條 を 押す と イン サー トモ ー ド に な り ま す . 1 引 を 入力 す 
る と , カー ソル の 位置 か ら 右 側 に ある 文字 が 1 つ 右 に ずれ て いき ます . 


第 4 章 ス フ クリーン エ ディ マタ 











続け て , 同じ よう に カー ソル を 移動 させ , 5 を 挿入 し て くだ さい . 


FE 人 16,-(G8.288) 
0 で ーー 


OS CE 
Py 
ーー 
SS 
SS 


SN 





そし て , 命 


抽 


) 令 の 最後 に ",2,.BF" を 追加 し ます . 


FNE_(1 
ME 


9,38)-(39,298) ,2,BF 自 
SN 


| 





1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 





修正 が 終わ り ま し た の で , 人 づ M を 押せ ば 実行 され ます . 
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グラ フィ ッ ク 画 面 は 憎 呈 を 押し て も 消去 され ませ ん . グラ 
フィ ッ ク 画 面 を 消去 し た いと き は , CLS 2 と 入力 し 
て くだ さい . 
また , CLS 1 衝 』 は テキ スト 画面 (文字 ) の み , CLS'3 
人 ほ は テ キス ト 画 面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の 両方 を 消去 し 
ます . 


この よう に , 画面 に 表示 され て いる 文字 は 修正 し て 何 度 で も 実行 させ 
る こと が で きま す ( 修 正 し な く て も , 命令 の 表示 され て いる 行 に カー ツ 
ル を 移動 し て を 入力 すれ ば , 何 回 で も 実行 させ る と と が で きま 
か 








プロ グラ ム モ ー ド に お ける 
スク リー ン エ ディ タ 











BASIC の コマ ンド や ステ ー ト メン ト の 集まり を 続け て 実行 させ る と き は , プロ グラ ム を 作り , RUN ュ 
マン ド に よっ て 実行 し ます . プロ グラ ム を 入力 する モー ド を プロ グラ ム モ ー ド と いい , 前 述 の ダイ レク 
トモ ー ド と は 次 の 点 が 異な り ま す . 

@ 文 の 先頭 に 1 て 65529 まで の 数 字 を 付け て 入力 し ます . 

* 人 9M で 1 行 (255 文 字 以 内 ) を 入力 し ます が , 実行 は され ませ ん . 実行 する に は , RUN コマ ンド ま 

た は GOTO 文 を 使い ます . 

e に よっ て 1 行 を 入力 し て も "Ok" は 表示 され ませ ん . 

と と で は , プロ グラ ム モ ー ド の 入力 の 例 と し て 次 の よう な 短い プロ グラ ム を 入力 し , 変更 , 追加 , 削 
除 な どの 方 法 を 具体 的 に 説明 し ます . 


] . プロ グラ ム の 新規 まず NEW と キー 入力 し , メモ リ 上 に は プロ グラ ム が 何 も な い 
作成 状態 に し て お いて か ら , 次 の プロ グラ ム を 入力 し ます (た だ し , NEW コ 
マン ド は , 今 ま で に 入力 し た プロ グラ ム を すべ て 消去 し て し まい ます の 
で , NEW コマ ンド を 実行 する と き は , 大 事 な プ ログ ラム を 消去 し な い 
よう に 注意 し て くだ さい ). 大 文字 で も 小文字 で も か まい ませ ん . 
各行 と も 人 2 の 入力 に よっ て , プロ グラ ム と し て メモ リ 上 に 格納 き 
れ ま す ( マー ク は 画面 上 に は 表示 され ませ ん )). 


19 SCREEN 6,8 

2 FOR 1=224 10 247 
38 PRIRT CHR$(1)j 
49 NEAT 1! 


58 END 
四 








プロ グラ ム を 新しく 入力 し た り 変 更 な ど を し た 場合 , 必ず LIST ュ マ 
ンド で 正しく 入力 され た か どう か を 確か め ま す . LIST 衝 ⑳』 と 入力 す 
る と , 次 ペー ジ の よう に 表 示さ れ ま す . 
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list 

8 SCREEN 8.9 

H FOR I=eg4 10 247 
38 PRINT CHR ま 1) 
4W NEAT 1 


S8 END 
0 
| 








も し , LIST コマ ンド に よっ て 表示 され た プロ グラ ム に 誤り が あっ た 
ら , ダイ レク トモ ー ド の 項 で 述べ た よう に し て 訂正 し ます . この と きも 
人 の を 入力 し な けれ ば , 何 も 変更 し た こと に な り ま せん . プロ グラ ム 
を 変更 する と き に は , 必ず 人 2 を 入力 し な けれ ば な り ま せん . 

RUN 人 と 入力 する と , 下 の プ ログ ラム が 実行 され ます . 





list 

19 SCREEN 9,8 

gg FOR =224 10 247 
38 PRINT CHRKI) : 
49 NEXT 1 

39 END 

Ok 


FU 
= 田 人 496*0n 人 AX 也 朋 的 
W 
邊 





も し , エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され た ら , LIST コマ ンド で プロ グラ 
ム を 表示 し , カー ソル を 動か し て エラ ー の あっ た 部 分 を 修正 し , gl 
を 押し て プロ グラ ム を 変更 すれ ば よい の で す . 

スク リー ン エ ディ タ の 機能 を 用 いて プロ グラ ム の 訂正 を 行っ た 場合 
は , 各行 番号 の 訂正 が 終わ る た びに , 必ず リタ ー ン キー( 衝 ツ | ) を 入力 


し て くだ さい . 
行 の 挿入 と 追加 BASIC の プロ グラ ム は , 行 番号 の 小さ いも の か ら 順 に 実行 され ます . 
(1) 行 の 挿入 


先ほど の プロ グラ ム で , 行 番号 20 と 30 の 間 に 新 し く 行 を 挿入 する 場 


合 は , 21 て 29 の 行 番号 を 付け た 行 を 新しく 入力 すれ ば よい の で す . 
行 番号 を 25 と し て 下 の よ うに 入力 し て み ま す . 





25 BEEP 軒 
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d. 行 番 号 の 整理 


4. 行 の 複写 


第 4 章 スワ リー ン エ ディ イダ 


プロ グラ ム を 変更 し た ら , LIST コマ ンド を 実行 し て , 正しく 入力 
され て いる か 確か め て み ま す . 


ist 

18 SCREEN 8,8 

HH FOR 1=284 10 247 
25 BEEF 

38 PRINT CHR([I) 


46 NEXTI 
S6 END 

OK 

邊 








RUN 人 2 と 入力 し て 実行 さき て み ま し ょ う . も し エラ ー が 出 た 
ら , カー ソル を 移動 し て 誤り を な お し , 州 9W を 押し ます . 

(2) 行 の 追加 
同じ く 先 ほど の プロ グラ ム で 行 番号 40 の 後に 追加 する 場合 は , 41 以 
上 の 行 番 与 を 付け ます . 


行 を いく つか 挿入 し て 行 番号 が 混み 合っ て きた と き な ど に は , 
RENUM コマ ンド を 使っ て 行 番号 を 整理 し ます . 下 の よ うに RENUM ュ 
マン ド を 実行 し , LIST コマ ンド で プロ グラ ム を 表示 し て み ま し ょ うら う . 


RENUNW 1998 

Ok 

jst 

1989 SCREEN 8 
1818 FOR Il=2g4 10 247 


4828 BEEP 

1838 PRINT CHRKI) 
1948 NEIT 1 

1859 END 

Ok 

邊 








RENUM コマ ンド は , 各行 番号 の 間 の 増分 や , プロ グラ ム の どこ か ら 
行 番号 を 付け 替え る か の 指定 も で きま す . 詳し く は ,「 リ ファ レン スマ 
ニュ アル 」| を ご 覧 くだ さい . 


1 つの ブロ グラ ム の 中 に , 内 容 が 同一 の 行 を 何 筒 所 か 作る 場合 は , 行 
番号 の 部 分 だ け を 書き 換え る だ け で 行 の コピ ビー が で きま す . 

た と えば , 先ほど の プロ グラ ム に 次 ペー ジ の よう な 2 行 を 追加 し た い 
場合 は , 行 番号 1010 と 1040 の コピー を 作れ ば よい わけ で す . 
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19FOR Isgg4 10 247 
eg NEAT 1 








カー ソル を 下図 の 位置 に 移動 し , | 旧 引 を 2 回 押し て 人 2M を 押し て 
くだ さい . 


list 

1 SCREEN 8 

1 咽 6 FOR =224 10 247 
2 BEEP 

1938 FRINT CHRKI) 


1848 HE 1! 
1859 END 
Wk 








同じ よう に 1040 を 20 と 書き 換え て 9 を 押し ます . 


list 

1988 SCREEN 8,.8 

19 FOR 1=224 TO 247 
1828 BEEP 

1636 PRINT CHR&(I) 
1 呈 9 NEAT 1 

1958 END 

Ok 








画面 上 か ら は 行 番号 1010 と 1040 は な く な っ て し まい まし た が , メモ 
リ 上 に は 残っ て いま す . LIST コマ ンド を 実行 し て プロ グラ ム を 表示 さ 
せ て み ま し ょ う . 





list 

18 FOR 1=224 10 247 
gi ENT I 

1989 SCREEN 8.8 

1818 FOR I=gg4 T0 247 
18z6 EEEP 

1938 FRINT CHR$(I) 


1949 NERTI 
1856 END 

0 

邊 





第 4 章 ス フ リ ー ン エディ タダ 


. 行 の 削除 (1) 1 行 の 削除 
1 行 ずつ の 削除 は , 行 番号 だ け を 入力 し て を 押し ます . た と 


えば , 先ほど の プロ グラ ム で 下 の よ うに 入力 すれ ば, 行 番号 1020 が 削 
除き され ます . 





19gB 








LIST コマ ンド を 実行 し て プロ グラ ム を 表示 させ て み ま し ょ う . 


list 

48 FOR I=gg4 10 g47 
eg NEXT 1 

1989 SCREEN 8,8 

1918 FOR I=gg4 10 247 


1938 PRINT CHRKI) 
1846 NEAT 1 

1958 END 

Ok 

四 








(2) まとめ て 削除 
プロ グラ ム の ある 範囲 を まとめ て 削除 する 場合 は , DELETE ュ マ 
ンド が 便利 で す . た と えば , 先ほど の プロ グラ ム で 下 の よ うに 行い ま 
す . 


DELETE 18-28 軒 








LIST ュ マ ンド を 実行 し て プロ グラ ム を 表示 させ て み ま し ょ う . 


list 

198 SCREEN 8.8 

1919 FOR I=224 10 247 
1938 PRINT CHR&(I) 
1849 NEAT 1 


1959 END 
Ok 
自 








プロ グラ ム 全 体 を 削除 する と き は , NEW コマ ンド を 使用 し ます . 
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日 本 語 入 力 モー ド 





漢字 や か な な どの 日 本 語 (全角 文字 ) を 混 じ え た BASIC プロ グラ ム を 作っ た り , 実行 させ た り し た い 
と き は , Na 日 本 語 BASIC を 使用 し ます . 
Na 日 本 語 BASIC は , 日 本 語 が 使え る と いう 点 を 除け ば , スク リー ン エ ディ タ と し て は Na-BASIC と 


まっ た く 同 じ で す . 


] . 日 本 語 モ キー ド と は 


ど . 日 本 語 モー ド の 
概要 
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「Na- 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク 」 の フロ ッッ ピー ディスク で 起動 し 
た BASIC の 状態 を , 日 本 語 モ キー ド と いい ます . この 日 本 語 モ ー ド は , 半 
角 文 字 が 入力 で きる モー ド ( 半 角 文 字 入 力 モ ー ド と いい ます ) と 全角 文字 
が 入力 で きる モー ド ( 和 全角 文字 入力 モー ド と いい ます ) の 2 つの モー ド を 
持っ て いま す . 

プロ グラ ム の 入力 や 実行 な ど コ ンピュータ の 通常 の 働き は , 半角 文字 
入力 モー ド の と き に 実行 し ます . 

そし て , 全角 文字 入力 モー ド の と き に は , 漢 字 が 入力 で きま す ( 英 数 
字 な ども 全角 文字 で 入力 され ます ). た だ し , コン ピュ ー タ の 通常 の 働 
き は , 実行 で きま せん . 


日 本 語 モ ー ド で は , 
・ 全 角 か な 漢字 (ひら が な と 漢字 ) 全角 文字 入力 モー ド ( プ ログ 
・ 全 角 カ タカ ナ | ラム の 入力 や 実行 が 行え な い ) 
・ 全 角 英 数 文字 
・ 半 角 カ タカ ナ | 半角 文字 入力 モー ド ( プ ログ 
・ 半 角 英 数 文字 ラム の 入力 \ 実 行 が 行え る ) 
の 5 種類 の 文字 が 入力 で きま す . 


第 4 章 ス フ リ ー ン エディ ツマ 


まとめ る と , 下図 の よう に な り ま す . 





半角 文字 入力 モー ド 


(全角 文字 と 半角 文字 
の 混在 が で きる モー ド ) 


人 月 内 人 人力 モー ド 














回 


PC-8801FA の 場合 








EHPM 上 EKO 義 EDR BI LC | "上 - 上 上 上 = - 上: - ME 





PC-8801MA の 場合 








5 Bi EE HE ER 当 BEE EE BE EEE EE 1 1 el 


すべ て の ファ ンク ショ ン キ ー は ユー ザ が すべ て の ファ ンク ショ ン キ ー は , 全 和 角 文 


定義 で きま す . 


d. 入力 モー ド の 切り 
替え 


4. 日 本 語 モー ド 時 の 
画面 





字 の 入力 に 使わ れ て いる た め , 固定 され 
て いま す . 


全角 文字 入力 モー ド と 平 角 文字 入力 モー ド の 切り 替え は , キー ボー ド の 
一 番 下 の 左側 か ら 7 番 日 の 傘 剛 を 折 す こと に よっ て 行い ます . 

半角 入力 モー ド の と き に [If 財 を 押す と 全角 文字 入力 モー ドド に 切り 奉 わ 
り , また , 全角 文字 入力 モー ド の と き に 人 ls 晴 を 押す と 半角 文字 入力 
モー ド に 切り 替わり ます . 


日 本 語 モ ー ド の と き の 初 期 モ ー ド (BASIC が 起動 し た 直後 の モー ド ) 
は , 半角 文字 入力 モー ド で す . 下図 の よう な 画面 が 現れ ます . 


Hou manu files(B-15)? 目 








これ は 80 文 字 / 行 の と き の 表 示例 で す . 


ら 1 


652 


ここ で を 押す と 


PC-8801FA の 場合 


IN88- 日 本 語 BAS 1IC 言 Version 2.1 
Copgright (C) 1981 Microsoft Corporatian 
Copuright (C) 1985-1987 日 本 電気 株 式 会 社 
使用 可能 メモ リ 容 量 : 粋 料 # バ イト 

Ok 








PC-8801MA の 場合 


IN88- 日 本 語 BAS 1I C 較 員 Version 2.1 
Copyright (C) 1981 Microsoft Corporation 
Copyright (C) 1985-1987 日 本 電気 株 式 会 社 
使用 可能 メモ リ 容 量 : *kk バ イト 

Ok 

是 








と いう 日 本 語 の メッ セー ジ が 表示 され ます . この 画面 が 日 本 語 モ ー ド の 
半角 入力 モー ド の 画面 で す (使用 可能 メモ リ 容 量 は , "How many files 
(0 て 15) ? "の あと に 入力 する 数 字 に より 異な り ま す . 


PC-8801FA の 場合 








PC-8801MA の 場合 





回 和 | ほ ィ 
肥 作 





條 唱 を 押す と 一 番 下 の 行 に 表示 され て いる ファ ンク ショ ン キ ー の 内 
容 が 変わ り , 右端 に "[ ロ ー マ ]" と 表示 され ます (ファ ンク ショ ン キ ー の 
内 容 と "[ ロ ー マ ]" の 意味 に つい て は 後述 し ます ). 


D. 入力 の 手順 


第 4 章 スク リー ン エ ディ タ 


日 本 語 は , ダイ レク トモ ー ド , プロ グラ ム モ ー ド の いずれ で も 使用 す 
る こと と が で きま す . し か し , 必要 と され る 場合 は , プロ グラ ム モ ー ド 中 
心 で し ょ うか ら , ここ で は , 日 本 語 混じり の プロ グラ ム の 入力 の 仕方 
を , 簡単 な 例 を あげ て 説明 する こと に し ます . 

な お , ここ で の 説明 の ポイ ント は , 半角 文字 と 全角 文字 の 混在 し た プ 
ログ ラム 作成 の 仕方 に あり ます . 日 本 語 の 入力 ・ 変 換 そ の も の に つい て 
は , PC-8801MA を お 使い の 方 は 本 書 第 6 章 , PC-8801FA を お 使い の 方 
は , 第 5 章 を それ ぞ れ ご 覧 くだ さい . 


① 半角 モー ド で , 行 番 与 や 命令 を 入力 し ます . 
まず 半角 モー ド で , 下 の よ うに 入力 し ます . 入力 の 万 法 が 分 か ら 
な いと き は , も う 1 度 第 4 章 を 見 な お し て くだ さい . 





18HPRINTH' 四 





は スペ ー ス を 表し ます . 
英字 は , 大 文字 で も 小文字 で も か まい ませ ん . 
② 全角 モー ド に 切り 替え ます . 
日 本 語 を 使用 し た い 部 分 に な っ た ら , 條 中 を 押し て , 全 胃 文字 
入力 モー ド に 切り 替え ます . 








18 PRINT 





③ か な を 入力 し ます . 
日 本 語 の 入力 は , まず , か な を 入力 し て , 深 子 に 変換 し た り , か 
な の まま 決定 し た りす る の が , 基本 的 手順 に な っ て いま す . 
か な の 入力 で は , ロー マ 字 方 式 と JIS か な 方 式 の 2 通り が 使え ます. 
ョ ー マ 字 入力 と カナ 文字 は , 伺 量 で 切り 替え ます . 
画面 の 右 下 に は , その と き の 入 力 モ ー ド が "[ ロ ー マ ]" ま た は 
[か な ]" で 表示 され ます . 


中 を ロッ ク す る 











み 纏 の ロッ ク を 外す 


es 


S3 


(1) ロー マ 字 入力 
英文 の タイ プラ イタ に な れ て いる 方 な ら , ロー マ 字 で 下 の よ うに タ 
イプ すれ ば よい で し ょ う . 


ロロ ロロ ロ 





(2) カナ 入力 
本 機 の キー に は , そ れ ぞ れ カ タカ ナ が 割り 当て られ て いて , キ ー 
トッ プ に ひら が な で 記さ れ て いま す . カナ の 入力 に 慣れ て いる 方 は , 
カナ 入力 方 式 を 選ん で くだ さい . 
信 纏 を ロッ ク す る と , 画面 の 右 下 の "[ ロ ー マ ]" が "[ か な ]" に 変 
わっ て , カナ 入力 の 人 準備 が で き て いる こと を 示し ます . 


PC-8801FA の 場合 








が ロッ ク さ れ た 状態 で , 下 の よ うに タイ プ し ます . 


(中 





19 PRINT 証 間 











④ 目的 の 漢字 に 変換 し ます . 
か な を 日 的 の 湊 字 に 変換 する に は , を 押し , 目的 の 漢字 
が 表示 され た ら 人 ュー を 押し ます . 





18 PRINT' 日 本 時 
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第 4 章 スクリ ー ン エディ タダ 


⑥ 半角 モー ド に も ど し ま す . 
日 本 語 の 入力 が 終わ っ た ら , | 計 暗 を 押し , 半角 モー ド に 切り 替 
えま す . そし て , さら に BASIC の 命令 が 続く 場合 は , 半角 文字 で 入 
力 し ます . 





18 PRINT" 日 本 " 園 





⑥ 行末 で 放り を 画 し ます . 
人 を 画す と , プロ グラ ム が 1 行 , メモ リ に 格納 され ます , 
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便利 な エディ ッ ト 機 能 








前 の 項 ま で で , スク リー ン エ ディ タ の 基本 的 な 使い 方 に つい て 説明 し まし た . ここ で は , プロ グラ ム 
作り に 慣れ た あと , より 能率 的 に スク リー ン エ ディ タ を 使い た いと き に 便利 な 機能 を 紹介 し ます . 


1. コン トロ ー ル コー 0① 1 生 北 ま 回 + 候 
ド カー ソル が 点 浅 し て いる 行 を 消去 する 場合 は , [区 縛 公 を 入力 
し ます . その 行 の 先頭 か ら , 行 の 最後 まで を 画面 か ら 消去 し ます . こ 
の 場合 は 行 番号 も 消え て し まい ます か ら , ⑦M を 入力 し て も プロ グ 
ラム は 訂正 され ませ ん . 
(2) カー ソル か ら , その 行 の 終わ り まで の 消去 選 旨 + kl 

カー ソル が 点滅 し て いる 文字 か ら そ の 行 の 終わ り ま で 消去 する 場合 
は 。 店 中 + [ 二 』 を 入力 し ます . この 後 で 人 0 の M を 入力 すれ ば , メモ 
リ の 内 容 も 訂正 され ます . で すか ら 行 番号 の すぐ 次 の 位置 に カー ソル 
を 移動 し 世 旨 + ( 思 』 を 入力 し , その 後 人 09 を 入力 する と , その 
行 番号 の 文 は プロ グラ ム か ら 削 除 さ れ ま す . 

G⑬ カー ソル の 移動 ほ 引 + 全 人 + 人 回 語 + 佑 
キー ボー ド に は オー トリ ピー ト 機 能 が 備わっ て いる た め , カー ソル 
移動 キー を 押し 続け る と , カー ソル は 次 々 と 移動 し ます . し か し , さ 
ら に 便利 な 機能 と し て , 項目 ご と の 移動 が で きま す . 

語 引 + [ 了 | を 入力 する と , カー ツル は 次 の ワー ド ( 単 語 ) の 先頭 へ 
移動 し ます . また [ 計 張 二 公 』 を 入力 する と , 1 つ 前 の ワー ド ( 間 語 
の 先頭 へ 移動 し ます . また , 公 引 † 人 』 を 入力 する と , その 行 の 最 
後 の 文 字 の 次 に カー ソル が 移動 し ます . 

(4) 行 の 分 割 と ライ ン フ ィ ー ド コー ド の 挿入 し 旨 + 信 

1 行 の 内 容 を 2 行 に わた る よう に 書き な お し た い 場 合 に は , 区 切り 
た い 箇 所 で カー ソル を 止め | 限 』 で イン サー トモ ー ド に 切り 替 え 
全 二 人 を 押す と , カー ソル の 後ろ か ら そ の 行 の 最後 まで が 次 へ 
移動 し ます . 移動 し た 行 の 先頭 に 行 番号 を 付加 し 八 』 を 押せ ば , こ 
れ ま で の 1 行 の 内 容 が 2 行 に わた っ て 書か れ ま す . 

また , イン サー トモ ー ド に な っ て いな いと き に 層 昌 + 他 』 を 入 カ 
する と , その 行 の 最後 に ライ ン フ ィ ー ド ュー ド (LF) が 挿入 され ます . 
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.. ロー ル ア ッ プ と 
ロー ル ダ ウ ン 


第 4 章 スクリーン エディ タ 
⑤ 1 項目 の 削除 紀 + 性 


カー ソル の 点滅 し て いる 文字 か ら , その 項目 の 終わ り ま で を 消去 し 
ます . 


プロ グラ ム が 数 十 行 に も わた る 場合 に は , 画面 上 に は その 一 部 し か 表 
示す る こと が で きま せん が , ロー ル ア ッ プ ブ ロー ル ダ ウ ン 機 能 を 使う と 
編集 は ずっ と 楽に で きま す . 

この 機能 は , 巻き 物 を 見 る よう に , 画面 に 表示 され て いる 行 の 前 後 を 
順に 表示 させ , 修正 する 部 分 を 探す た め に 使い ます . これ に より , 訂正 
し た い 部 分 を 短 時 間 で 探す こと が で きま す . 

(1) エディ ッ ト モ ー ド 
ロー ル ア ッ プ ブ ロー ル ダ ウ ン 機 能 は , 通常 の プロ グラ ム モ ー ド か 

ら , さら に エディ ッ ト モ ー ド に 移っ て 使用 し ます . 以下 の 2 つの 場合 

(に エディ ッ ト モ ー ド に 移り ます . 

① エラ ー に よっ て プロ グラ ム が 止ま り , エラ ー の 含ま れる 行 が 画面 

に 表示 され て いる と き ( す べ て の エラ ー が , この よう に 表示 され る 
わけ で は あり ませ ん ). 


Fu 
lllegal function call jn 1 明 
Ok 








② EDIT コマ ンド を 実行 し た と き 
た と えば , プロ グラ ム を 実行 し て 上 の よう に な っ た と き , 
EDIT:. 人 と 入力 する と 下 の ょ うに 表示 され ます (件 ・9 を 押 
し て も 同じ 働き を し ます ). 
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(2) ロー ル ア ッ ププ ロー ル ダ ウ ン 
① ま た は ② の 状態 で 前 の 行 が 見 た い 場合 は (( び 』 を 入力 し ます . と 
の キー を 押し 続け る と 前 の 行 が 次 々 と 表示 され て いき , 画面 に 入り き 
ら な い 行 は 画面 か ら 消え て し まい ます . し か し , エディ ッ ト モ ー ド に 
入っ て いる と き は , [[G』 を 入力 する こと に より , 画面 か ら 消え を て し 
まっ た 行 を 再度 表示 させ る こと が で きま す . スク リー ン エ ディ タ の 機 
能 を 利用 し て 行 を 訂正 し た あと , を 入力 し て くだ さい . 

(3) エディ ッ ト モ ー ド の 終わ ら せ 方 
エディ ッ ト モ ー ド か ら 抜 け 出す 場合 は , 條 還 を 人 カ し ます . 
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日 本 語 入 力 / 変 換 
(PC-88U1FA) 





PO-88U1FA で は , 日 本 語 モ ー ド (Nas- 日 本 語 BAGIC シス 
テム ディ スク て で 起動 し た 状態 ) の と き , 漢字 や か な や 英 数 字 な ど 
の 全角 文字 (日 本 語 ) が 使え ます . 

Nms- 日 本 語 BAGIC を 起動 させ 全角 入力 モー ド に する まで の 
操作 や . プロ グラ ム の 中 で の 使用 法 の 基本 は , 第 4 章 「 ス クリ ー 
ン エ ディ タ 」 に すでに 記し まし た の で , そちら を ご 覧 くだ さい 。 
ここ と では, PO-BBU1FA の 日 本 語 入 力 / 変 換 機能 の 特長 こ , 
入力 の 手順 . お よび さま ざま ね な 文字 の 具体 的 な 入力 / 変 換 機能 
の し か た に つい て , ご 紹介 し ます . 














日 本 語 入 力 機能 の 特長 











PC-8801FA の Ng 日 本 語 BASIC の 日 本 語 入力 / 変 換 機 能 の 特長 を , 箇 単 に ご 紹介 し ます . 


・JIS 第 1 水準 お よび 第 2 水準 の 文字 が 使用 で きま す . 

・ カ ナ 入 力 と ロー マ 字 入力 の どちら も 使え ます . 

・ 熱 語 単位 で カナ を 漢字 混じり の 語 に 変換 する こと が で きま す . 

・ 学 習 機能 の ある , 約 3 万 5 千 語 の 辞書 を が ンス テム ディ スク 上 に 持っ て いま すか ら , 使用 頻度 の 高い も 
の か ら 順 に 変換 候補 の 順序 が 更新 され て いき ます . 

使用 し て いく に 従っ て , ユー ザ に 使い や すい 辞書 に な っ て いく わけ で す . 


N ぁ s- 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク に ライ ト プ ロ テク トシ ー ル が 貼っ て ある と き は ば , 辞書 の 
学習 機能 は 働き ませ ん . 辞書 を 更新 し な が ら 使い た いと き は , ライ ト プ ロ テク トシ ー ル を は 
か が し て 使っ て くだ さい . 
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日 本 語 入力 の あら まし 





PC-8801FA では, 日 本 語 は , ほぼ 以下 の よう な 手順 に よっ て 入力 され ます . 
具体 的 説明 に 入る まえ に , その あら まし に つい て ご 説明 し まし ょ うら. 


1. 入力 モー ド 


ど . 変換 モー ド 
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PC-8801FA で 日 本 語 の 入力 が 行え る の は , Ng 日 本 語 BASIC シ ステ ム 
ディ スク を 起動 させ , 全角 文字 入力 モー ド に し た と きだ け で す . 半角 文 
字 入 力 モ ー ド と 全角 文字 入力 モー ド の 切り 替え は [人 < 財 で 行い ます . 
全角 文字 入力 モー ド で | ゆ 絢 が 押さ れ て いな いと き は ロー マ 字 か な 入 
力 方 式 ( 画 面 右 下 に "[ ロ ー マ ]" と 表示 ), | 記 縛 が 押さ れ て いる と き は 
JIS か な 入力 方 式 (画面 右 下 に "[ か な ]" と 表示 ) と な り ま す . 

ロー マ 字 か な 入力 方 式 で は , キー ボー ド 上 の 英字 を 使っ て ロー マ 字 綴 
り で 入力 する と , 対応 する ひら が な が 画面 上 に 表示 され ます . JIS か な 
入力 方 式 で は , キー ボー ド 上 の ひら が な が , 画面 上 に 表示 され ます . 
キー ボー ド 上 の 英 数 字 を その まま 入力 する こと も で きま す . この モー 
F に する に は , 人 縛 が 押さ れ て いな い 状 態 C ロ ー マ 字 入力 ) で , 條 ・2| 
( 馬 国 ) を 押し ます . 英 数 字 入 力 モ ー ド に な る と , 画面 右 下 の モー ド 
表示 は "[ 英 数 字 ]" に 変わ り ま す . 

(半角 英 数 )ーーー 人 央 一 (ロー マ 字 か な ) 一 一 人 『・2 一 一 ( 全 朋 英 数 ) 

! 


| 
(半角 カタ カナ ) 一 一 人 








| 
(JIS かな) 


に 半球 | [か な ] [ 敵 数 字 ] 


PC-8801FA の 日 本 語 入力 と し て , キー ボー ド を 使っ て 直接 入力 で き 
る 文字 の 種類 は , ロー マ 字 方 式 ま た は JIS 方 式 に よる か な と 英 数 字 だ け 
すい 

それ 以外 の も の (た と えば , カタ カナ , 漢字 な ど ) は , 入力 し た 文字 を 
も と に "変換 "し て , 目的 の 文字 に し ます . 

変換 に は , 次 の よう な も の が あり ます . 

① 無 変換 入力 し た 文字 を その まま 決定 し ます . 

カタ カナ 変換 一 入力 し た 文字 を カタ カナ に 変え ます . 








コ . 重 変換 


4. 入力 / 変 換 中 の 
画 告 推移 


ら . 未 決定 状態 


第 5 章 日 本 語 入力 / 変 換 (PC-8801FA) 


⑧⑬ 字 変換 一 一 一 入力 し た か な を 漢字 に 変え ます . 
④ 単 漢字 変換 一 一 入力 し た か な を 読み と し て も つ 1 文字 の 漢字 に 変え 
ます . 


⑤ 非 漢字 変換 一 一 記号 や 特殊 か な の 入力 に 使用 し ます . 
⑥ ュ ー ド 変換 一 JIS コー ド ま た は シフ ト IJIS コー ド を 入力 し て , それ 
(に あたる 1 文字 の 漢字 に 変え ます . 





PC-8801FA の 変換 で は , 最初 に 複数 の 難 語 / 文 飾 を 入力 し て お いて , 
順次 変換 し て いく こと も で きま す . これ を 和 車 変換 と いい ます . 
車 変換 に つい て は , 本 章 5 委 「 複 数 の 文節 / 吉 語 の 変換 を ご 覧 くだ さい . 


① 入力 され た か な と 英 数 字 は , 反転 表示 され ます .( た だ し , 敵 数 字 
は , テー に よっ て 漢 数 字 な ど に 変換 する こと は で きま せん .) 














② 党 字 変換 の 場合 は , テー を 押す と , 候 袖 が 下線 付き で 表示 され 
ます . 





共 由 











③⑨( し = が 押 され 文字 が 決定 され る と , 反転 や 下線 は 消え , 通常 の 表 
が と な ます . 





共 中 








入力 し た 文字 が , 上 の ①, ④⑬ に ある と き の 状 態 を , 未 決定 状態 と いい 
ます . 
未 決 定 状態 に ある 文字 は , さら に 別 の 候補 に 変換 し た り , 
( 華 表 醐 ) に より 入力 直後 の 状態 (ひら が な ) に 戻し た りす る こと が で き 
ます . 


63 


B. ファ ンク 
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表示 


ンション 


な お , 未 決定 状態 の 文字 列 が ある と き は , MT に よっ て カー ソル 
を 上 下 に 移動 させ る こと は で きま せん の で , ご 注意 くだ さい . 


| 崎 を 押し , 全角 文字 入力 モー ド ( に な る と , ファ ンク ン ョ ン キ ー の 表 
示 が 次 の よう に 変わ り ま す . 


[シフト 』 を 押さ な い 状 態 











シフ ト を 押し た 状態 











ファ ンク ショ ン キ ー 表 示 は , 10 個 表示 に 変え ん る と と も で きま す . 10 個 
表示 に する に は , CONSOLE,,2 を 実行 し , ふた た び 元 の 5 個 表示 に 戻す 
は, CONSOLE,,1 を 実行 し ます . 








な お , CONSOLE,,.0 と する と , 半角 モー ド 時 に は ファ ンク ショ ン 表 示 
が 消 を ます が , 人 愉 贈 を 押す と ファ ンク ショ ン 表 示 が 現れ ます . 
を 押し て 半角 モー ド に 戻る と 。 ファ ンク ショ ン 表 示 が 消え ます . 
ファ ンク ショ ン 表 示 を 消し た 状態 で 。 カー ソル を 最 下 行 に 置き , 人 
を 押し て も , 全角 文字 入力 モー ド に は な り ま せん の で , 注意 し て くだ 


さい . 


第 5 草 日 本 語 入力 / 変 換 (PC-8801FA) 





フ . 単 漢字 変換 等 の 湯 字 変換 , 非 漢字 変換 コード 変換 で は , 候補 を 画面 最 下行 に ま と 
候補 表示 め て 表示 し ます が , 表示 個数 は , WIDTH 文 で 指定 する 桁 数 に よっ て 次 
の よう に 異な り ま す . 
<80 桁 表示 (た と えば , WIDTH 80.20) の と き 一 一 一 10 個 〉 





[ 非 漂 字 ] 








DD 
中 E 
3 


泊 機 能 こ つい て 漢字 変換 な ど が 行わ れる と , その 結果 を 記憶 し て お き , 次 回 か ら は そ 
の 候補 を 最初 に 表示 し ます . これ を , 学習 機能 と いい ます . 
た だ し , Ng 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク に ライ ト プ ロ テク トン シー 
ル が 貼っ て ある と , 学習 機能 が 働き ませ ん . 
な お , 単 漢字 と 非 漢字 の 候補 文字 の 語順 に は , 学習 機能 か が ありま 
せん . 


| 
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文字 の 入力 





ここ で いう 「 文 字 の 入力 」 と は , キー ボー ド に 記さ れ た アル ファ ベッ ト や カタ カナ , 記号 な ど を 全角 文 


字 と し て 入力 する こと で す . 


この よう に し て 入力 され た 文字 は , 未 決 定 文字 列 と し て 扱わ れ , 変換 の 対象 と な り ま す ( た だ し , 英 数 
池 は 実際 に は 変換 する こと は で きま せん ). 


] . 全角 ひら が な の 
入力 
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全角 ひら が な を 入力 する に は , JIS か な 入力 と ロー マ 字 入力 の 2 と お 
り の 入力 方 法 が あり ます . 

た と えば , "に ゅ うり ょ く の " の 入力 を 例 に と っ て それ ぞ れ の 場合 を 説 
明 し ます . 
@JIS か な 入力 

半角 英 数 状態 で | ほ 衣 を 押し ます . 全角 入力 モー ド に な り ま す . 

伯 絢 を 押し ます . JIS か な 入力 モー ド に な り ま す . 
文字 を 入力 し ます . 


(人 E 学 23 (9 | | 還 E43 E3I98 1 | と 押し ます . 

















ーー を 押し ます (=ー=0 の 代わ り に (ーー0 ま た は 條 ・3  ( 医 叶 ) 


を 押せ ば 漢字 に 変換 され ます . 変換 に つい て は , 本 章 4 節 「 入 力 し た 文 


字 の 変換 ] を ご 覧 くだ さい ). 


ゃ ローマ字 入力 

半角 敵 数 状態 (人 縛 が 押さ れ て いな いこ と を 確認 ) で 侍 剛 を 押し 
ます 。 ヨー マ 字 入力 モー ド に な り ま す 。 

文字 を 入力 し ます . 


ロロ 避 器 避 避 ロロ 避 避 避 回 Wr 

















ロ . 全角 英 数 字 の 入力 


第 5 草 日 本 語 入力 / 変 換 (PC-8801FA) 


ーー を 押し ます (ュー=0 の 代わ り に ( -m0 を 押せ ば 漢字 変 
換 さ れ ま す . 変換 に つい て は , 本 章 4 節 「 入 力 し た 文字 の 変換 ] を ご 覧 く 
だ さい ). 


"N8S8-BAS TIC" と 入力 する に は , 次 の よう に し ます . 

半角 英 数 の 状態 で [ 剛 を 押し ます . ロー マ 字 か な 入力 モー ド に な り 
ます . 

2 (本 還 ま た は 語 較 4) を 者 し ます . 全角 英 攻 モ ー ド に な 
り ま す ( こ の と き 也 絢 が 押さ れ て いる と 全角 英 数 モー ド に は な り ま 
せん ). 

区 引 を 押し 下げ た 状態 に し ます . 

文字 を 入力 し ます . 


品名 避 品 避 避 ロサ 

















(ーー を 押し ます . 
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入力 し た 文字 の 変換 








Ns-BASIC の 日 本 語 モ ー ド で は , 入力 し た 文字 を さま ざま に 変換 する こと が で きま す . 

た と えば , 全角 漢字 また は カタ カナ に , また JIS コー ド を 漢字 な ど に 変換 する こと が で きま す . 

ここ で は , 単語 ある い は 文 館 単 位 で の さま ざま な 変換 の し か た を 紹介 し ます . 複数 の 文節 熟語 の 変 
換 に つい て は , 本 章 5 節 「 複 数 の 文節 / 熟 語 の 変換 ] を ご 覧 くだ さい . 


] . ひら が な の まま に 未 決定 状態 の ひら が な を , その まま ひら が な と し て 決定 する に は , 
し て お く (ーー 0 ある いな は 人 i・4』 ( 還 只 園 ) を 押し ます (ここ で は , 
に 4 また は を 押し た 場合 を 例 に し て いま す が , [4 ( 鹿 妥 軸 還 ) を 押し て も 同 
(4 無 変 換 じ 結 果 に な り ま す ). 


"本 江 可 "と 入力 し ます . 














(= を 0 を 押し ます . 
し ーー ュ ー ま を 押す と 同時 に , 文字 列 が 決定 され , 反転 表示 が 消え ます . 








あか い 目 





己 . か な 漢字 変換 
また は 
(に 3M (回 叶 ) 未 決定 状態 の ひら が な (また は カタ カナ ) を 読み と し て 持つ 漢字 の 候補 

を 表示 させ , 目的 の 字 が 出 た ら そ の 字 に 変換 させ ます . 
"本 和 可 " と 入力 し ます . 
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d. 全角 カタ カナ 
(カナ | 


第 5 章 日 本 語 入力 / 変 換 (PC-8801FA) 


ーー ょ 0 また は 人 ・3M( 攻 園 ) を 押し ます . 





ー オ イー 








を 押す ご と に 漢字 候補 が 次 々 と 表示 され ます . 
日 的 の 普 字 を 通り 過ぎ た ら [ げ ・8』 (語尾 廊 ) を 折 し ます . 


に 間 また は (3 


あお い ご 葵 ご 青い ご 


(0 を 押し ます . 


文字 列 が 決定 され , 画面 表 が が 変わ り ま す . 


ー ご 姓 お い 





< で 





未 決定 の ひら が な を 全角 の カタ カナ に 変換 し ます . 
カタ カナ に 変換 し て も , 文字 列 は 森 決 定 状態 で さら に 沿 字 な ど に 変換 


する こと が で きま す . 


' 馬 用 穫 2 記 培 沿 と 入力 し ます . 














IIF10』 を 押し ます . 
全角 カタ カナ に 変換 され ます . 











(0 を 押し ます . 
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4. ひら が な に 戻す 漢字 , 全角 カタ カナ に 変換 し た 未 決定 文字 列 を ひら が な に 戻し ます . 
(4 (時 困 ) いっ た ん ひら が な に 戻せ ば , も う 1 度 変 換 す る こと が で きま す . 
" 誰 彩 評 軒 と 入力 し , を 押し ます -. 





痛 耶 上 





( 菩 同 ) を 押し ます . 








EE 





ひら が な に 戻り ます . カタ カナ に 再 変換 し て み ま し ょ う . 
(晴臣 記 ) を 者 し ます . 








D 
D 
が 











(ーー を 押し ます . 





ガラ ス 





D. 単 漢字 変換 単 漢字 変換 で は , 入力 され た 文字 列 を 読み と し て 持つ 1 文字 の 漢字 に 


| 4 単 漢字 変換 し ます . 


また , 記号 や 特殊 か な , 外字 の 入力 も で きま す . 


e 入力 され た 文字 列 を 読み と し て 持つ 1 文字 の 漢字 に 変換 する 
" 太 軸 瑞 と 入力 し ます . 
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第 5 章 日 本 語 入 力 / 変 換 (PC-8801 FA) 


( 還 還 和 引 ) を 押し ます 。 
画面 下 に " 軸 馬 呈 ' を 読み に 持つ 漢字 の 候補 が , 10 個 まで 表示 さ れ ま す . 





1 男 2 会 3: 解 4 回 5: 塊 6: 壊 7 廻 8: 快 9: 怪 9 愉 9128 [ 温 地 ] 





| 條 を 押す と 次 の 10 個 が 表示 され ます . 晶 的 の 文字 が 出る まで 
| 條 | を 押し ます . 

日 的 の 党 字 が 画面 に 表示 され た ら | 之 | で カー ソル を 合わ せ , 

(ーー を 押す か , 漢字 と 一 緒 に 表示 され て いる 番号 を 入力 し ます . 





3: 酔 4: 回 3: 開 6: 壊 7: 廻 8: 快 9: 怪 8: 悔 65/26 [ 単 漂 字 ] 





目的 の 菩 字 が 表 が され ます . 





塊 由 





@ 記号 , 特殊 か な , 外字 を 入力 する 
記号 や 外字 は 次 の よう に 入力 し ます . 
ギリ ンプ アプ 文字 …" ぎ り し あ " 


ロン アプ 文字 se " ろ し あ " 
特殊 か な ……… "か な " 
外字 8267Ye7S 688 W が い じ 
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(el (本 較 雄 思 ) を 押し ます 。 
画面 下 に ギリ ン ア 文字 の 候補 が 10 個 まで 表示 され ます . 





1 閥 29B 3 41A DB 062 (H 99 91 OK 9046 | 単 間 ] 





| 人 を 押す と 次 の 10 個 が 表示 され ます -. 日 的 の 文字 が 出る まで 


| 人 を 押し ます . 


目的 の 文字 が 画面 に 表示 され た ら , [て 』 | で カー ソル を 合わ せ , 
(= を 押す か , 文字 と 一 緒 に 表示 され て いる 番号 を 入力 し ます . 





1 人 A 2:M 3:N 4 日 5:O _ 6: 7:P 8: 圏 9:T 9:T 18/48 [ 単 漂 字 ] 





目的 の 文字 が カー ソル 位置 に 表示 され ます . 





2 





B. 非 漢字 非 漢字 は , 記号 の 入力 を 行う と き に 用 いま す . 
人 ( 還 ) ( 硬 友 革 引 ) を 押す と , 画面 に 記号 , ギリ シア 文字 , ロシア 文 
字 , 特殊 か な , 外字 の 順に 候補 文字 が 10 個 ずつ 表示 され ます . 
未 決定 の 文字 が ある 場合 は , 非 漢字 の 入力 を する こと は で きま せん . 
文字 を 入力 し た い 位 置 に カー ソル を 移動 し ( 弁 要 半 記 ) を 電 
し ます . 


画面 下 に 候補 が 10 個 表示 され ます . 
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第 5 章 日 本 語 入力 / 変 換 (PC-8801FA) 


| 條 を 埋 す と 次 の 10 価 が 表示 され ます . 日 的 の 文字 が 出る まで 
(人 を 押し ます . 

日 的 の 文字 が 画面 下 に 表示 され た ら , [を で 文字 に カー ツル を 
合わ せ て 人 2M を 押す か , 文字 と 一 緒 に 表示 され て いる 番号 を 入力 し 
ます . 





1 え 2 ん 30 45 So 6 記 77p 8:g 9:z 拉 [ 非 河 字 ] 





目的 の 文字 が カー ソル 位置 に 表示 され ます . 


/. コー ド 入 力 JIS コー ド , また は シフ ト JIS コー ド を 入力 し て , コー ド に 対応 する 漢 
9] (回 軒 ) 字 に 変換 する こと が で きま す . 
『 リ ファ レン スマ ニュ アル 資料 8. 日 本 語 コ ー ド 」 の 表 か ら 目 的 の 漢 
字 を 探し 出し , 対応 する ュー ド を 全角 で 入力 し ます . 
[9 (本 還 国 ) を 押し ます . 
ュー ド を 入力 し ます . 











4 桁 目 を 入力 する と 同時 に , コー ド に 対応 する 漢字 に 変換 され ます . 





上 
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復 数 の 文節 / 朋 語 の 変換 








N- ぁ 日 本 語 BASIC の 日 本 語 入 力 機能 で は , 複数 の 文節 や 熟語 を 含む 文字 列 を 1 度 に 変換 する こと は で 
きま せん . た と えば , "あい じょう "を "愛情 "に , "ひょう げん "を "表現 "に 変換 する こと は で きま す が , 
"あい じょう ひょう げん "を 1 度 に "愛情 表現 "に 変換 する こと は で きま せん . 

文節 や 熟語 の 区 切り が わか り に くく て , 文字 列 の 一 部 し か 漢字 に 変換 で き な か っ た と き , 
( 四 公選 閣 ) を 使っ て 続け て 残り の 部 分 の 変換 を する こと が で きま す . ここ で は , 3 つの 例 を あげ て 入力 
方 法 を 説明 し ます . 


] . 複合 語 の 入力 "人 工 衛 星 "と いう 複合 語 (2 つ 以 上 の 熟語 か ら で き た 語 ) を 入力 し ま 
す . 
ey 影 旬 引 遇 と 人 入力 し ます . 





じん こう えい せい 














5 (本科 園 ) を 押す と , 下 の よ うに "回 昌 本 欄 呈 "の 部 分 だ けが 変 
換 され ます . 





入口 








この ょ うに , 介 ・5』 (本 略 回 ) は , 
(1) 複合 語 の 先頭 の 語 だ け を 変換 する 
と いう 働き を し ます ( (テー。 で も 同じ 働き を し ます ). 
アン ダー ライ ン の 付い て いる 部 分 を さら に 変換 する に は を 
使い ます . (テー を 何 度 か 押し て , 希望 の 語 を 見 つけ て くだ さい . 
アン ダー ライ ン の 付い て いる 部 分 が , 現在 変換 の 対象 に な っ て いま 
すず 
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. 複 文 節 の 入力 


第 5 章 日 本 語 入力 / 変 換 (PC-8801FA) 


ここ で 人 5】 ( 還 還 園 ) を 押す と , 下 の よ うに な り ま す . 





入 工 衛生 中 





この ょ うに 5】 (本 座 圏 ) は , 
(1) アン ダー ライ ン の 部 分 を 決定 する 
(②2) リバ ベー ス 表 示 の 部 分 を 変換 する 
と いう 2 つの 働き を し ます . 
アン ダー ライ ン の 部 分 を さら に 変換 する に は (= 一 を 押し ます . 





代 箱 時 





次 に 続く 文字 を 入力 する こと に よっ て , "衛星 "が 決定 され ます . 


"何ら か の 方 法 で "と いう 2 つの 文節 か ら 成 る こと ば を 入力 し ます . 
「 訪 の 2 人 YE 殺 放 宣 紀 と 入力 し ます . 





デュ こ 
デビ 


ら か の ぼり は う で 











(/g、0 を 押す と , 下 の よ うに "何ら "の 部 分 が 変換 の 対象 に な り ま 
す . 





MTESESIi 











ここ で (5 (村民 賠 ) を 押し て し まう と , ' 及 2E 多 放 末富 の 部 
分 が 変換 の 対象 に な っ て し まい ます . " 及 呈 "の 部 分 を ひら が な の まま 


に し て お くに は , 人 [シフ ト 骨 (| を 使い ます . 
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シフト +[ う | を 2 回 押す と , 下 の よ うに な り ま す -. 














この ょ うに シフ ll+ う M は , 

(1) アン ダー ライ ン の 部 分 を 決定 する 

(2) リ ベ ー ス 表示 に な っ て いる 部 分 を 1 文字 ずつ 決定 する 
と いう 2 つの 働き を し ます . 

計っ て (シフト + 人 ッ を 押し 過ぎ て し まい , 決定 し た 部 分 が 長く 
が で きま す . た と えば , 下 の よ うに な っ て し まっ た 状態 で 人 レラ ト + 
| て を 2 回 押せ ば , も と に 戻り ます . 














避 ら か の 還 事 計 銀 投 














この 場合 は (=0 を 使う こと も で きま す が , 複数 の 文節 や 熱 語 
か ら 成 る 語 の 変換 は , 原則 と し て 人 f・5』 (語族 民 醐 ) を 使う よう に し 
て くだ さい . 


で , 残り の リ ベ ー ス 表示 の 部 分 を 変換 し ます . 





何ら か の 方 法 四 








次 に 続く 文字 を 入力 する こと に よっ て , "方 法 で "が 決定 され ます . 
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第 5 章 日 本 語 入力 / 変 換 (PC-8801FA) 


. ひら が な の 文節 と "そん な 馬鹿 な "と いう , ひら が な / ノ 漢 字 混 じ り の 複 文節 を ' 攻 用 柏 詩 本 
漢字 を 含む 駐 節 了 還 "と 入力 し ます . 





そん な は か え 


は 





1 に まき 











これ を いき な り で 変換 する と , 文字 列 の 頭 の 部 分 か ら 変換 
し て し まい ます . た と えば , 下 の よ うに な っ て し まい ます . 





馬 だ は か | 








" 臣 考 香 計 "の 部 分 は ひら が な の まま に し て お きた いわ け で すか ら , 
ES を 押し て も と に 戻し ます . 
































(一 0 を 押し て , 残り の 部 分 を 変換 し ます . 





そん な 馬鹿 な 中 











炊 に 続く 文字 を 入力 する こと に よっ て , "馬鹿 な "が 決定 され ます . 


7Z 























難 キ ー の 使い 方 





日 本 語文 字 の 基本 的 な 入力 方 法 は , 前 節 ま で で ひと と お り 説 明 し て きま し た . 
ここ で は , 日 本 語 の 入力 に 慣れ た 方 が 参照 で きる よう に , 各 キ ー ど ご と に その 使い 方 を まとめ ます . 


キ 


区 唱 (店 り ) 











全角 文字 入力 モー ド と 半角 文字 入力 モー ド と の 切り 替え を 行い ます . 
全角 文字 入力 モー ド で は , 人 l・2』 一 條 1W が この 表 に 示さ れ て いる 内 容 


Ne り ま す . 





5 
21 Or 
ロ 一 マ 
画面 の 右 下 に , ロー マ 字 入力 モ 
ー ド の と き は [ロー マ ], 英 数 字 
入力 モー ド の と き は [ 英 数 字 ] と 
表示 され ます . 





(Cg-m0 (人 引 ) 





ロー マ 字 入力 モー ド と 英 数 字 入 力 モ ー ド の 切り 替え を 行い ます . 

ロー マ 字 入力 モー ド で は , アル ファ ベッ ト (A 一 Z) を 入力 する と , ロー 
マ 字 つ ひ ら が な 変換 規則 に 従っ た ひら が な に 変換 され ます . 

英 数 字 入 力 モ ー ド で は , アル ファ ベッ ト は その まま 入力 され ます . 

令 只 が ロッ ク さ れ て いる と き は , 常に カナ 入力 に な り ま す の で , この キ 
ー は 意味 を 持ち ませ ん . 








リバ ー ス 表示 され て いる , また は アン ダー ライ ン の つい た 範囲 の 文字 列 
を , 熟語 単位 に 漢字 に 変換 し ます . 
この キー を 繰り 返し 押す こと に より , 次 々 に 漢字 候補 が 現れ ます . 
候補 は 次 の いずれ か の 動作 に よっ て 決定 され ます . 

(1) 次 の 文字 を 入力 する . 

(2) (一 0 また は を 押す . 
単 漢字 変換 ( 人 約 ) の 途中 か ら で も , この キー を 押す こと に よっ て , こ 
の 変換 に 切り 替え る こと が で きま す . 





(4 交 反り 


入力 され た 文字 列 を , 変換 せ ず に その まま 決定 し ます . また , 変換 中 の 
文字 列 を 入力 し た と き の 状 態 に 戻し ます . 
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複合 語 の 変換 を 行う 場合 に 使用 し ます . 
複合 語 の 途中 まで が 変換 対象 に な っ て いる と き , 他 ・5』 を 押す こと に よっ 
, 変換 中 の 部 分 を 決定 し . それ に 続く 語 を 変換 し ます . 





キ ニー 





中 
単 漢字 の 選択 中 は , 画面 有 下 に 
単 漢字 ] と 表示 され ます . 


第 5 章 日 本 語 入力 / 変 換 (PC-8801FA) 


機 能 
変換 の 対象 の 読み を 持つ 。 1 文字 の 漢字 に 変換 し ます . 
また , 次 の よう な 読み を 漢字 以外 の 文字 に 変換 し ます . 
(1) 「 ぎ り し あ 」 つ 伯 約 っ ギ リ シ ャ 文 字 
(2②) 「 ろ し あ 」 一 [ 記 要 つ コロ シア 字 
(3) 「 か な 」 ーー ("6 一 特殊 か な (ゎぉ ゐ 名 中 エ カ ヶ ) 
ん 





) 
) 


「 が いじ 」 っ 條 引 一 外 字 

[6 を 押す と , 画面 の 最 下 行 に , 10 文 字 ず つ 候補 文字 が 表示 され ま 
す (40 文 字 / 行 の と き は 5 文字 ずつ ). 11 文 字 以 上 の 候補 が ある 場合 は , 
| ( 此 | に よっ て 次 の 候補 群 。 前 の 候補 群 を 表示 させ ます . [ 単 漢字 ] 
の 左 の 数 字 に よっ て , 全部 で 何 文字 の 候補 が あり , その 中 の 何 番目 の 候 
補 が 表示 され て いる か が わか り ま す . た と えば 次 の よう に 表示 され て い 
る と き は , 49 文 字 の うち の 20 番 目 の 候補 を 指し て いる と いう こと に な り 
ます . 





6: 市 7 師 8 志 9: 思 8 謝 2M 科 [ 単 漂 字 ] 


候補 は 次 の 方 法 の いずれ か で 決定 し ます . 
(1) 0 一 9 の 数 字 を 入力 する . 
(2②) (る, で 文字 を 選ん で 人 を 押す . 





MEG ※ テ 
非 漢字 の 選択 中 は , 画面 右 下 に 
[ 非 漢字 ] と 表示 され ます . 





この 機能 に よっ て , 次 の 文字 を 入力 し ます . 
(1) 記号 (JISG コ ー ド 2121H 一 222EH) 
ギリ シャ 文字 
ロシア 文字 
特殊 か な ( ゎ ゐ る ワ 吐 エ カ ッ ヶ ) 


中 を 押す と , 画面 の 最 下 行 に 候補 文字 が 表示 され ます . 
た だ し , 未 決定 の 文字 が ある と き は 非 漢字 の 入力 を する こと は で きま せん . 





候補 の 選択 方 法 は , 単 漢字 と 同じ で す . 











( 語 計 に よっ て , 候補 文字 列 を 選択 し て いる 途中 で , (8』 を 押す こ 
と に よっ て , 1 つ 前 の 候補 に 戻す こと が で きま す . 

同じ 読み を 持つ 候補 が た くさ ん ある と き に 誤っ て (0 を 押し すぎ た 
と き に , [に 8 で 前 の 候補 に 戻し ます . 
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キ 


トド ま 機 





9| ( 想 環 = 還 
コー ド の 入力 中 は 画面 右 下 に [ コ 
ー ド ] と 表示 され ます . 





JIS コ ー ド また は , シフ ト JIS コ ー ド を 16 進 数 で 指定 する こと に よっ て , 
全角 文字 を 入力 し ます . 

記 中 を 押し た 後 , 4 桁 目 の 16 進 数 を 入力 し ます (3 桁 日 まで で , 入力 を 
誤っ た と き は ( 器 に よっ て 修正 する こと が で きま す ). 4 桁 目 の 入力 と 
同時 に , 3 S い 0 示さ れ ま す . 

た だ し , 未 決 定 の 文字 が ある と き は コー ド の 入力 は で きま せん . 





lol 


リバ ー ス 表示 され て いる , 変換 対象 文字 列 を カタ カナ に 変換 し ます . 
カタ カナ に 変換 し た あと で , 他 ・4』 によって, ひら が な に 戻し た り , 
よっ て , 漢字 へ 変換 を 続け る こと が で きま す . 








ーー 森 決定 の 文字 が ある } 
決 容 


(な -* 1 に 
決定 : が ある 場 | 未 決定 の 文字 が ある 場合 ( 
合 、 そ の まま 決定 し ま | 0 
す 」 





は , = 一 = に よっ て 決定 し ます . 





叫 





未 決定 
未 決定 の 文字 が な 


* あ る 場合 は , に よっ て 決定 し ます . 
* い 場合 は 改行 を 行い ます . 





2 
) (な し 5 (本 23 欄 較 ). に 0I (5 友 湖 形 』) で 表示 され 
る 候補 (リバ ー ス 表示 , ま た は 下線 つき で 表示 され て いる も の ) を , 
入力 直後 の 状態 (ひら が な ) に 戻し ます 
(2) 単 漢字 入力 ( 人 ), 非 漢字 入力 ( 飼 ) お よび コー ド 入 力 
( に 9 ) の 途中 で , 入力 を 中 断 し ます 











四 
ロッ ク さ れ て いる と , 


ドド に [か な ] と 表示 され ます . 


画面 の 右 





條 量 を ロッ ク す る と , カナ 入力 モー ド に な り , 各 キ ー 
タカ ナ に 相当 する ひら が な が 入力 で きま す . 
ロッ ク を 外す と , ロー マ 字 で の ひら が な 入力 また は , 
ド に な り ま す . 


に 記さ れ て いる カ 


英 数 字 の 入力 モー 








na 


複 分 節 の 語 の 変換 の 際 , 現在 変換 の 対象 に な っ て いる 語 を 決定 し , それ 
に 続く 文字 を 1 文字 ずつ 決定 し ます . また は , [区 ト 』 + (< に よっ て 
未 決定 に し た 文字 列 の 左端 か ら 1 文字 ずつ 決定 し ます 





可 


] シッ ト + | ラ 





な ど に よっ て ひら が な , カタ カナ , 英 数 字 に 決定 し た 部 


分 を 1 文字 ずつ , も と の 未 決定 の 状態 に 戻し ます . 








(し 


全角 の スペ ー ス が 入力 され ます . 
スペ ー ス の 諾 隣 の 文字 列 が 変換 の 途中 だ っ た 場合 
よっ て 決定 され ます . 





は , スペ ー ス の 入力 に 
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変換 中 の 文字 列 を 決定 し . カー ソル を 左右 に 移動 し ます . 








日 本 語 入力 / 変 損 
(PC-8801MA) 





PO-BBU1MA で は , 日 本 語 モ ー ド (Nass- 日 本 語 BASGIC シス テム 
ディ スク で 起動 し た 状態 ) の と き , 漢字 や か な や 英 数 字 な どの 全角 
文字 (日 本 語 ) が 使え ます . 

また , Nsmm-BASIO 上 の アプ リケーション の 一 つと し て , 文書 の 作 
成 や 編集 に 便利 な NBB エ ディ タ が 添付 され て お り , ここ で も 日 本 語 
を 使用 する こと が で きま す (NBB エ ディ タ に つい て は , 第 フ 章 を ご 
覧 くだ さい ). 

日 本 語 モ エー ド に お ける 日 本 語 の 入力 / 変 換 と , NBB ヨ エディ タ に お は け 
る 入力 / 変 換 は , ご く 一 部 を 除き ほとん ど ご が 共通 し て いま す の で , 
この 章 で まとめ て ご 紹介 する こと に し まし ょ う . 








日 本 語 入力 機能 の 特長 





PC-8801MA の Na - 日 本 語 BASIC 日 本 語 モ ー ド お よび N88 エ ディ タ の 日 本 語 入 力 / 変 換 機能 の 特長 
を , 箇 単 に ご 紹介 し ます 。 

・JIS 第 1 水準 お よび 第 2 水準 の 文字 が 使用 で きま す 。 

・ カ ナ 入 力 と ロー マ 字 入力 が で きま す . 

・ 高 度 な 文法 処理 に より , 最高 95 文 字 , 16 文 館 まで の ひら が な を , 1 度 に 変換 する こと が で きま す 。 
学習 機能 と , 約 6 万 5 千 語 の 辞書 ROM を 持っ て いま すか ら , 使用 頻度 の 高い も の か ら 順 に 変換 候補 
の 順序 が 更新 され て いき ます . 

使用 し て いく に 従って, ユー ザー に 使い や すい 辞書 に な っ て いく わけ で す . 


注意 ) ・ 全 角 モ ー ド か ら 半 角 モ ー ド に 移る 時 に 学習 結果 を ディ スク に 書き 込む た め , 全角 モー ド の 
まま 電源 を 切る と 学習 結果 は 残り ませ ん 。 
・Nas- 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク に ライ ト プ ロ テク トシ ー ル が 貼っ て ある と き は , 辞書 
の 学習 機能 は 働き ませ ん . 
辞書 を 更新 し な が ら 使い た いと き は , ライ ト プ ロ テク トシ ー ル を は が し て 使っ て くだ さい . 
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日 本 語 入力 の あら まし 


PC-8801MA で は , 日 本 語 は , ほぼ 以下 の よう な 手順 に よっ て 入力 され ます . 具体 的 説明 に 入る まえ 


(に , その あら まし に つい て ご 説 明 し まし ょ う . 
な お , 画面 表示 は , 日 本 語 モ ー ド と N88 エ ディ タ 
に 紹介 する こと に し ます . 


Na 日 本 語 BASIC 
の 種類 の 文字 を キー 
・ 半 角 英 数 ……… 


1 入力 モード 


・ 半 角 カ ナ 


・ 全 角 ひ ら が な … 


・ 全 角 カ タカ ナ … 
(N88 エディタ) 


選 . 入力 モ ー ド の 


切り 替え 切り 替え ます . 


入力 する 文字 の 種 


で 異な り ま す が , この 章 で は , 日 本 語 モ ー ド を 基準 


日 本 語 モ キー ド は 次 の 4 つ , N88 エ ディ タ は 次 の 5 つ 
ボー ド か ら 入 力 す る こと が で きま す . 

起動 時 の 入力 モー ド で す . アル ファ ベッ ト や 数 字 , 
記号 を 半角 で 入力 し ます . 

キー ボー ド 上 に 書か れ た か な や 記号 
ナ や 半角 記号 で 入力 し ます . 

JIS か な 入力 また は ロー マ 字 入力 に より , 全角 ひら 
が な や 全角 記号 を 入力 し ます . 

キー ボー ド 上 に 書か れ た アル ファ ベッ ト や 数 字 , 記 
号 を 全角 で 入力 し ます . 

JIS か な 入力 また は ロー マ 字 入力 に より , 全角 カタ 
カナ や 全角 記号 を 入力 し ます . 


を , 半角 カタ カ 


類 は , 愉 只 や 伺 引 や ファ ンク ショ ン キ ー を 使っ て 


<N。- 日 本 語 BASIC の 日 本 語 モ ー ド > 





四 
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全角 ひら が な 


ン 


回 


加 





ーー トーーーーーーーーー ゴ ーー、 





d. 入力 モー ド の 


表示 


4. 変換 モー ド 


5. 連 文 節 変換 








第 6 章 日 本 語 入力 / 変 換 (PC-8801MA) 


<N88 エディ タッ > 













半角 英 数 表示 な し 導 # 
半角 カタ カナ 表示 な し 半 カ 
全角 ひら が な 「 ロ ー マ 」 ま た は 「 か な 」 例 か 
全角 カタ カナ 機能 な し 全 カ 
全角 英 数 英 数 全 英 








Na- 日 本 語 BASIC の 日 本 語 モ ー ド , N88 エ ディ タ で は , キー ボー ド を 
使っ て 直接 入力 で きる 文字 以外 (た と えば 淡 子 な ど ) は , 入力 し た 文字 を 
"変換 "し て , 目的 の 文字 に し ます . 

変換 に は , 次 の よう な も の が あり ます . 

① 無 変換 一 一 一 - 入 力 し た 文子 を その まま 決定 し ます . 

② 半 角 カ タカ ナ 変 換 一 入力 し た 文子 を 平 多 カタ カナ に 変え ます . 

③ 全 角 カ タカ ナ 変 換 一 人 力 し た 文字 を 全角 カタ カナ に 変え ます . 








④ 漢 字 変換 一 一 一 一 入力 し た か な を 漢字 に 変え ます . 

⑧⑤ 単 漢字 変換 入力 し た か な を 読み と し て 持つ 1] 文字 の 洪 字 に 
変え ます . 

⑥ 非 漢字 変換 記号 や 特殊 か な の 入力 に 使用 し ます . 

⑦② ュ ー ド 変換 JIS コ ュー ド ま た は シフ ト JIS ュー ド を 入力 し て , 





それ に あたる 1 文字 の 涯 字 に 変え ます . 


Ns- 日 本 語 BASIC 日 本 語 モ キー ド , N88 エ ディ タ で は , 単語 単位 , 文節 


単位 に 限ら ちず, 最高 95 文 字 , 16 文 節 まで , 1 度 に 変換 する こと が で きま 
す . これ を , 連 文 節 変 換 と いい ます . 連 文 節 変 換 に つい て は , 本 章 の 第 


5 節 を ご 覧 くだ さい . 
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B. 入力 / 変 換 中 の 
画 向 推移 


/. 未 決定 状態 


表示 
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① 入力 され た か な は , Ns- 日 本 語 BASIC 日 本 語 モ ー ド で は 反転 表示 , 
N88 エ ディ タ で は 黄色 で 表示 され ます . 














| あお い 上 | 





⑨ 一 計 を 押す と , 党 字 の よう に いく つか の 候補 を も つ 場 合 は , そ 
の 候補 が , Na 日 本 語 BASIC 日 本 語 モ ー ド で は 反転 表示 , N88 エ 
ディ タ で は 水色 で 表示 され ます ( 連 文 節 変 換 の と き の 表 示 に つい て は , 
本 章 第 5 節 を ご 覧 くだ さい ). 








半 





③ (一 =0 を 押し ます . 文字 が 決定 され る と , 反転 や 水色 表示 は 消 
え , 通常 の 表示 と な り ま す . 


SL 


ト 記 ① と ② の 状態 を 未 決定 状態 , また , その 状態 に ある 文字 列 を 未 決 
定 文字 列 と いい ます . 

未 決定 状態 に ある 文字 は , さら に 別 の 候補 に 変換 し た り , 入力 直後 の 
状態 に 戻し た りす る こと が で きま す . 








ファ ンク ショ ン キ ー の 1 て 5, お よび 6 , 10 に は 入力 モー ド や 変換 
モー ド を 選択 する た め の い ろ い ろ な 機能 が 割り 当て られ , 画面 上 に は 次 
の よう に 表示 され ます . 

< く N。z 日 本 語 BASIC 日 本 語 モ ー ド >> 





1 較 - 1 1 Il FREEM 





第 6 章 日 本 語 入力 / 変 換 (PC-8801MA) 


Na 日 本 語 BASIC の ファ ンク ショ ン 表 示 は 通常 10 個 で す が , ファ ンタ 
ンション キー 表示 は , 5 個 表示 に 変え た る こと も で きま す . 5 個 胡 示 に する 
に は , CONSOLE , . 1 また は WIDTH 文 ( た と えば WIDTH 40 .20 ) を 実行 し 
ます . ぁ ふたたび 元 の 10 個 表示 に 戻す に は , CONSOLE ..2 また は WIDTH 文 
(た と えば WIDTH 80 , 20) を 実行 し ます . 








な お , CONSOLE . .0 と する と , 半角 モー ド 時 に は ファ ンク ショ ン 胡 
示 が きえ ます が , 侍 呈 を 押す と ファ ンク ショ ン 表 示 が 現れ ます . 
人 前 を 押し て 半角 モー ド に 戻る と , ファ ンク ショ ン 表 示 が 消え ます . 
ファ ンク ショ ン 表 示 を 消し た 状態 で (, カ ー ソ ル を 最 下 行 に 置き , 
人 を 押し て も , 全角 文字 入力 モー ド に は な り ま せん の で , 注意 し て 


くだ さい . 
<<N88 エ ディ タ >> 
シフ ト を 押さ な い 状 態 








シフ ト を 押し た 状態 





回 5 四国 HE 還 還 (< の ] 





に の うち , 日 本 語 の 入力 編集 に 使 2 ファンク ショ ン キ ー は , | シン フト | 
を 押さ な い 状態 の [| 件 ・5 と シフト を 持 し た 状態 の 
人 ff・5 で , それ 以外 は 編集 用 の キー と な っ て いま す . 
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. 単 漢字 変換 等 の 
候補 表示 


10, 学習 機能 に つい て 


88 


単 漢字 変換 , 非 漢字 変換 で は , 候補 を 画面 最 下 行 に まとめ て 表示 し ま 
す が , この 表示 の 個数 は , WIDTH 文 で 指定 する 表示 の 桁 数 に より , 次 
の よう に 異な り ま す . (Ngs- 日 本 語 BASIC 日 本 語 モ キー ド の み ) 

<80 桁 表示 (た と えば , WIDTH 80, 20) の と き ー 一 一 10 個 〉 








く 40 桁 表示 (た と えば , WIDTH 40, 20) の と き ー 一 5 個 〉 








漢字 変換 な ど が 行わ れる と , その 結果 を 記憶 し て お き , 次 回 か ら は そ 
の 候補 を 最初 に 表示 し ます . これ を , 学習 機能 と いい ます . 学習 機能 
は , 単語 単位 , 文節 単位 の 変換 が 行わ れ た 場合 だ け で な く , 連 文節 変換 
の な か で 行わ れ た 場合 で も , 有効 に 働き ます . 

た だ し , Na 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク に ライ ト プ ロ テク トシ ー 
ル が 貼っ て ある と , 学習 機能 が 働き ませ ん . 

な お , 単 漢字 と 非 漢字 の 候補 文字 の 語順 に は , 学習 機能 か あり ま 
せん . 





文字 の 入力 











ここ で いう ら 「 文 字 の 入力 」 と は , キー ボー ド に 記さ れ た アル ファ ベッ ト や カタ カナ , 記号 な ど を 全角 文 
字 と し て 入力 する こと で す . 

この よう に し て 入力 され た 英 数 字 , ひら が な , カタ カナ は 未 決定 文字 列 と し て 扱わ れ , 変換 の 対象 と 
な り ま す . 未 決定 文字 列 は , Na 日 本 語 BASIC で は リバ ベー ス 表 示さ れ N88 エ ディ タ で は 黄色 で 表示 され 
ます け 。 

な お , 以下 の 説明 の うち , 全角 カタ カナ は Ng 日 本 語 BASIC 日 本 語 モ キー ド で は 入力 で きま せん . 


] . 全角 ひら が な の 全角 ひら が な を 入力 する に は , JIS か な 入力 と ロー マ 字 入力 の 2 と お 
入力 り の 入力 方 法 が あり ます . 
た と えば , "に ゅ らち り ょ く の "の 入力 を 例 に と っ て それ ぞ れ の 場合 を 説 
明 し ます . 
@JIS か な 入力 


半角 英 数 状態 で 企 贈 を 押し ます . 全角 入力 モー ド に な り ま す . 
を 押し ます . JIS か な 入力 モー ド に な り ま す . 














(ニー を 押し ます (ーー の 代わ り に (テー を 押せ ば 漢字 区 変 
換 さ れ ま す . 変換 に つい て は , 本 章 4 節 「 入 力 し た 文字 の 変換 ] を ご 覧 く 
だ さい ). 

る ローマ字 入力 
半角 英 数 状態 で 條 贈 を 押し ます . ロー マ 字 入力 モー ド に な り ま す . 
文字 を 入力 し ます . 


天天 | に | | | に | し | まで 
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に 中 つよ 上 














(0 を 押し ます (し に = の 代わ り に ュー を 押せ ば 漢字 に 変 
換 さ れ ま す ・. 変換 に つい て は , 本 章 4 節 「 入 力 し た 文字 の 変換 ] を ご 覧 く 
だ さい ). 


ロロ 全角 英 数 字 の 入力 「N88-BASIC」 と 入力 する に は , 次 の よう に し ます 
半 英 の 状態 で 人 ほ 崎 を 押し ます . 全角 入力 モー ド に な り ま す . 
3] を 才 し ます . 全角 英 数 モー ド に な り ま す . 
| は 引 を 押し 下げ た 状態 に し ます . 
文字 を 入力 し ます . 


(WC ます 

















決定 キー を 押す と 英 数 字 が 決定 され ます . 


. 全角 カタ カナ の 入力 N88 エ ディ タ で は (詳し く は 本 章 4 節 「 入 力 し た 文字 の 変換 ] を ご 覧 く 
だ さい .), 次 の よう に し て , キー ボー ド か ら 直 接 全角 カタ カナ の 入力 が 
で きま す . ここ で は 「 コ ンピュータ ]」 と 入力 する 例 を 説明 し ます . 
半角 英 数 の 状態 で 條 内 を 押し ます . 
(5 を 押し ます . 全角 カタ カナ 入力 モー ド に な り ま す . 
文字 を 入力 し ます . 





ンコ ュー タ 。< 
[EUE] 











を 押し ます (人 ュー の 代わ り に (ュー ュー を 押せ ば 漢 字 に 変 
換 さ れ ま す . 変換 に つい て は , 本 章 4 節 「 入 力 し た 文字 の 変換 ] を ご 覧 く 
だ さい ). 
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入力 し た 文字 の 変換 








Na- 日 本 語 BASIC の 日 本 語 モ ー ド ,N88 エ ディ タ で は , 入力 し た 文字 を さま ざま に 変換 する こと が で き 
ます . 

た と えば , 全角 漢字 また は カタ カナ (た だ し カタ カナ は , Ng 日 本 語 BASIC 日 本 語 モ キー ド の み ) に , ま 
た JIS コー ド を 漢字 な ど に 変換 する こと が で きま す . 

ここ で は , 単語 ある い は 文節 単位 で の さま ざま な 変換 の し か た を 紹介 し ます が , 実際 に は 最長 95 文 
字 , 16 文 飾 まで 1 度 に 変換 する こと が で きま す . これ を 連 文 節 変 換 と いい ます (詳し く は 本 章 5 節 「 連 文 
節 変換 ] を ご 覧 くだ さい ). 


] . か な 漢字 変換 決定 状態 の ひら が な (また は カタ カナ ) を 読み と し て 持つ 漢字 の 候補 
を 表示 させ , 目的 の 字 が 出 た ら そ の 字 に 変換 させ ます . 
" 凡 沈 勾欄 と 入力 し ます . 


























を 押す ご ど と に 漢字 候補 が 次 々 と 表示 され ます . 
日 的 の 漢字 を 通り 過ぎ た ら 10M (回 証 )( 日 本 語 モ ー ド の と き ), 
| レスト 十 (5l( 必 名 )(N88 = ティ タ の と き ) を 押し ます . 
(N88 ェ ディ タ で は , [シフト + で も 前 師 補 が 表示 され ます ). 
gm 
あお い ご 壮 ご 青い ご 基 い ご …… づつ 建 お い 


シット"+ 中 軸 | (CN88 ニ ディ タ の と き ) 
[ 代 19M (日 本 語 モー ド の と き ) 
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. 半角 カタ カナ 
MT ml 
《 半角 カナ 
(NBB エ ディ タ ) 


WE 【( キ ギ カ ナ b 
(Ne- 日 本 語 BAGIC 
日 本 語 モ ー ド ) 


. 全角 カタ カナ 
(に () 
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(ーー を 押し ます . 


文字 列 が 決定 され , 画面 表示 が 変わ り ま す . 








壮 ピ 








未 決定 状態 の ひら が な (また は カタ カナ ) を 半角 の カタ カナ に 変換 し ます . 


"本 2 記入 培 周 "と 入力 し ます . 














| シン ト | + | ( 連 且 )(N88 エ ディ タ の と ざ ), (ff・6|( 双 須 
(日 本 語 モ ー ド の と き ) を 押し ます . 
半角 カタ カナ に 変換 し , 決定 され ます . 








ゴト" ュー 








未 決定 の ひら が な を 全角 の カタ カナ に 変換 し ます . 
全角 カタ カナ の 入力 は , 本 章 「 3 . 文字 の 入力 」 を ご 覧 くだ さい . 
"本 昌和 2 洒 坊 培 時 と 入力 し ます . 











| し 5 (本 ) を 地 し ます . 
全角 カタ カナ に 変換 され ます . 














ーー ェ 0 を 押し ます . 


第 6 章 日 本 語 入力 / 変 換 (PC-8801MA) 


4 有 再 変 換 全角 ひら が な , カタ カナ , 英 数 字 に 決定 し た 文字 列 を 未 決 定 状態 に 戻 
い ・ 未 決定 状態 に 戻れ ば 度 変換 し な お すこ と が で 
( 再 変換 ) し ます . 未 決定 状態 に 戻れ ば も う 1 度 変換 し な お す きま す 


" 騙 家 星 引 と 入力 し , 決定 し ます . 





た と えば は 上 











再 変換 し た い 文 字 列 の 先頭 (ここ で は 描 庄 ) に カー ソル を 移動 し ます . 














< 日 本 語 モ ー ド 〉 
(本 時 園 ) を 押し ます . 


再 変換 し た い 文 字 列 の 末尾 (ここ で は 証 軒 ) に カー ソル を 移動 し ます . 
文字 列 が 未 決定 の 状態 に 戻り ます . 
く <N88 エディ タ >〉 


( 功 男 ) を 押し ます . 
再 変換 し た い 文 字 列 の 末尾 (ここ で は 丁 置 ) に カー ソル を 移動 し ます . 
(上 本 時 還 ) を 押し ます . 文字 列 が 未 決定 の 状態 に 戻り ます . 

















ここ で (0 を 押す と , 再 変換 を する と と が で きま す . 
目的 の 文字 に 変換 され た ら , 決定 し ます . 
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ロ . 単 漢字 変換 
(4 単 送 字 
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単 漢字 変換 で は , 入力 され た 文字 列 を 読み に 持つ 1 文字 の 漢字 に 変換 
し た り , JIS ュ コード に 対応 する 漢字 を 入力 し た り し ます . 

また , 記号 や 外字 の 入力 も で きま す . 

e 入力 され た 文字 列 を 読み に 持つ 1 文字 の 漢字 に 変換 する 

" 久 軸 貞 と 入力 し ます . 


D "て 
多 | 














(西本 思 ) を 押し ます . 
画面 に ' 押 計 瑞 "を 読み に 持つ 漢字 の 候補 が , 10 個 まで 表示 され ます . 





1 置 2 の 会 3: 朋 4 回 5 塊 6: 壊 7 廻 8: 快 9: 怪 : 悔 91/28 [ 単 涯 字 ] 





を 押す と 次 の 10 個 が 表示 され ます . 目的 の 文字 が 出る まで [|V』 を 
押し ます . 

目的 の 漢字 が 画面 表示 され た ら | 之 』 で カー ソル を 合わ せ , 
(ニー を を 押す か , 漢字 の 前 に 表示 され て いる 番号 を 入力 し ます . 





っ ーー トー 


4: 介 2 会 3: 朋 4: 回 5 則 6: 壊 7: 廻 8: 快 9: 怪 9: 悔 65/68 [ 単 漂 字 ] 


目的 の 漢字 が 表示 され ます . 





塊 





eJIS コ ー ド に 対応 する 漢字 を 入力 する 
『 リ ファ レン スマ ニュ アル 』 の 資料 8「 日 本 語 ユ ー ド 」 の 表 か ら 目 的 の 
漢字 を 探し , 対応 する コー ド を 入力 し ます . 

















第 6 章 日 本 語 入力 / 変 換 (PC-8801MA) 


| (回 共 ヨ ) を 押し ます . 
目的 の 漢字 が 表示 され ます . 





唄 邊 











e 記号 外字 を 入力 する 
記号 や 外字 は 次 の よう に 入力 し ます . 
ギリ シア 文字 …" ぎ り し あ " 











(本 還 革 加 ) を 押し ます . 
画面 下 に ギリ ン ア 文字 の 候補 が 10 個 まで 表示 され ます . 





4 較 22B 3T 4A 5:E 6:Z 7:H 8:@ 9:1 8:K 84/48 [上 単 河 地 ] 





を 押す と 次 の 10 個 が 表示 され ます . 日 的 の 文字 が 出る まで |!\』 を 
画 し ます . 

目的 の 文字 が 画面 に 表示 され た ら , 1 を 公有 で カー ソル を 合わ せ , 
を 押す か , 文字 の 前 に 表示 され て いる 番号 を 入力 し ます . 





ip 2 の 3: て 4 リ 0 93 較 607 7 の 8: の 45/48 [ 単 涯 字 ] 





目的 の 文字 が カー ソル 位置 に 表示 され ます . 





% 邊 
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B. 
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非 漢字 
| し 2| ( 較 ) 


非 漢字 は , 記号 の 入力 を 行う と き に 用 いま す . 

. ぞ ( 硬 還 友 軸 ) を 押す と , 画面 に 記号 , ギ リッ プア 文字 ロシア 文 
特殊 か な , 外字 の 順に 候補 文字 が 10 個 ずつ 表示 され ます . 
NN し た い 位置 に カー ソル を 移動 し , lf・2| 』( 思 本 至 選 ) を 押し 

ます . 


画面 に 候補 が 10 個 表示 され ます . 








を 押す と 次 の 10 個 が 表示 され ます . 日 的 の 文字 が 出る まで [MI 
を 押し ます . 


目的 の 文字 が 画面 下 に 表示 され た ら , [| 錠 』( マ で 文字 に カー ツル を 
合わ せ て (ュー を 押す か , 文字 と 一 緒 に 表示 され て いる 番号 を 入 
の 





11O 2H 3P 4 園 5T 6:T 7 の 0 8:X 9:Y 8QO 





目的 の 文字 が カー ソル 位置 に 表示 され ます . 





2 上 











連 文郎 変 撰 








Na 日 本 語 BASIC の 日 本 語 モ キー ド , N88 エ ディ タ で は , 最高 95 文 字 , 16 文 飾 ま で の 数 字 , カタ カナ , 句 
読点 を 含む 文字 列 を 1 度 に 漢字 か な 混じり 文 に 変換 する こと が で きま す . これ を , 連 文 節 変換 と いい ます . 


] . 連 文 節 変換 の 流れ 連 文節 変換 を 行う と , 入力 し た 文字 列 を 自動 的 に 妥当 と 思わ れる 文節 

に 区 切り , それ ぞ れ の 文節 に 対し て 変換 の 候補 を 表示 し ます . 複数 の 文 
節 の らち, と くに 現在 変換 の 対象 と な っ て いる 文節 を 「 注 目 文節 」 と いい 
ます . 

注目 文節 は , 全 中 0 を 押し た 直後 に は , 先頭 の 文人 節 と な っ て お り , 
Na- 日 本 語 BASIC 日 本 語 モ キー ド で は 反転 表示 , N88 エ ディ タ で は 水色 で 
表示 され ます . 

目的 の 変換 結果 に な ら な か っ た 場合 は , 注目 文節 を 移動 させ , 党 字 の 
候補 や 文節 の 長 さ を 上 正しく 変え て , 目的 の 文字 に 変換 し ます . 

連 文 節 変 換 は , 次 の よう な 流れ で 行い ます . 










































女 節 の 区 切り が (slielt KGHIZ っ | 
的 注目 凛 節 の 移動 で 注目 廊 節 の 長 さ を 変換 | 
の 2 
内 

品 

さ 

れ | 候補 が 違う (を で . 0 | 

内 記 に 


注目 交 節 の 移動 





は さ 避 薄 対 石 性 諸 Sm 








土石 判 議 S 計 mm 


薄 








人 
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ど . 注目 駐 節 の 移動 
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日 的 の 変換 結果 に な ら な い 文 節 が あっ た 場合 は , 注目 文節 を 修正 し た 
い 文 節 に 移動 し ます . 

注目 文 侵 を 右 に 移動 する に は , [ そ 』 を 押し ます -. 

注目 文節 を た に 移動 する に は , | を を 押し ます . 
e 右 隣 の 文節 に 移動 する 





還 靖 関 に に 幸い 











| ウ を 押し ます . 





教 派 と 男 較 夫 い 





最後 の 文 館 で | う 』 を 押す と , 先頭 の 文 飲 に 移動 し ます . 
左 隣 の 文節 に 移動 する 





教 泡 と 区 に 回 還 











| を を 者 し ます . 





教派 と 軒 畔 球 い 








先頭 の 文節 で (を を 押す と , 最後 の 文節 に 移動 し ます . 


第 6 章 日 本 語 入力 / 変 換 (PC-8801 MA) 


. 連 文 節 変換 の 連 文 節 変換 の 基本 的 な 手順 は 次 の よう に し ます . 
基本 的 手順 いっ た ん 変換 し た 後に 読み が な に 戻し た いと き は , 人 ESCM を 押し ま 
1 す . 未 決定 文字 列 が すべ て 読み が な に 戻り ます . 














を 押し ます . 
に が 漢字 か な 混じり 文 に 変換 され , 先頭 の 文節 が 注目 文節 
と な り ま す . 

















すべ て の 文節 が 目的 の 文字 に 変換 され て いた らし ュー= を 押し ます . 
決定 され る と , 通常 の 表示 と な り ま す . 














4. 候補 が 違う 場合 ーー 0 を 押し て , 日 的 の 文字 に 変換 され な か っ た 場合 は , 修正 し た 


い 文 節 に 注目 文節 を 移動 し て , も う 1 上 度 変換 し な お し ます . 
' 記 更 枯 E9W2EW 生 区 往 と 入力 し ます . 


変換 
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に 2 修正 したい 文 節 に 注目 文人 節 を 移動 し ます . 














目的 の 文字 に 変換 され る まで (ュー ぉ 0 を 押し ます . 





ET 





(= を 押し ます . 


ロ . 区 切り が 違う 場合 (0 を 押し て , 文節 の 区 切り が 適切 で な か っ た 場合 は , 修正 し た 
+ は 1 い 文 館 に 注目 文節 を 移動 し , 注目 文節 の 長 さ を 変え ます -. 


伯 ラ NN+ 文節 を 長く する に は , |[ シ フト [| う | を 押し ます . 
文節 を 短く する に は , [シフ ト l (を を 押し ます . 
注目 文 館 の 長 さ を 変え る と , 変更 後 の 文 節 の 長 さ に 従っ て その 文節 以 
降 が 自動 的 に 変換 し な お され ます . 
"本 要 各 FE ま 家 者 E ま 机 章 と 入力 し ます . 











テー を 押し ます . 








還 類 敵 に に 春 い 











[<] 必 ! で 長 さ を 変え た い 文節 へ 注目 文 侵 を 移動 し ます . 





還 是 敵 に 幸い 
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B. 注意 事項 


第 6 章 日 本 語 入力 / 変 換 (PC-8801MA) 


[を を 押し ます . 
注目 文節 が 1 文字 分 短く な り , それ に 伴っ て 自動 的 に 変換 が 行わ 
れ ま す . 

















文 節 の 長 さ を 修正 し て も , 目的 の 文字 に 変換 され な か っ た と き は , さ 
ら に (=ーm0 を 押し ます . 


今日 は 軸 畔 泰 い 











目的 の 漢字 に 変換 され た ら を 押し ます . 


・ 連 文節 変換 で は , か な 文字 数 95 文 字 以 内 で 16 文 人 節 まで の 文字 列 を 1 度 
に 変換 する こと が で きま す が , この 範囲 で も , 変換 用 メモ リ 容 量 の 者 
合 上 , 変換 で き な い と と が あり ます . 

・ 伯 LT を 人 レト 有 ウ | で 人 節 の 長き を で ロ に する こと は 
で きま せん . 

・ 六 節 変 換 の 学習 は 行い ます が , レフト l+ ( そ 』 レラ トリ +( う | で 
変更 し た 文節 の 区 切り の 学習 は 行い ませ ん . 

・ 注 目 し て いる 文節 の 右 隣 り に 記号 等 が ある と き |[ シ フト l+ <] , 
レフト | ( ウ M で 変更 する こと が で きま せん . 

・ 文 節 の 長 さ を 変 更 す る こと に より , 漢字 や カタ カナ に 変換 で き な く 
な っ た 文字 列 は , 文節 の 長 さ が 変わ り ま せん . 

・ 連 文節 変換 が うま く で き な い と き は , ", "等 を 文節 の 区 切り と し て 入 
れる と , うま く 変 換 で きる こと が あり ます . 

・ 学 習 結果 は 電源 を 切っ て も 保存 され て いま す . 

・ シ ステ ム デ ィ ス ク に ライ ト プ ロ テク トシ ー ル が 貼っ て ある と , 学習 機 
能 が 働き ませ ん . 学習 機能 を 働か せ た い と き は , 必ず ライ ト プ ロ テク 
トシ ー ル を は が し て くだ さい . 

・ 連 続 し て | シフ ト l+ (』 , (レラ トリ + (で 交 館 の 長 さ を 変更 し て 
いる と 変換 が 止 る と き が あり ます . この と き に ゃ も う 1 度 (ューs_0 を 提 
す と 元 に 戻り ます . 
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/. 人 各 キ ー の 使い 方 
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Ner 本 語 BASIC 日 本 語 モー ド N88 エ ディ タ 





全角 入力 モー ド と 半角 入力 モー ド の 切り 頑 え を 行い ます . 








ロー マ 字 入力 モー ド と か な 入力 モー ド の 切り 共 え を 行 
いま す . 





未 決定 文字 列 を 漢字 か な 混じり 文 に 変換 し ます . 
この キー を 繰り 返し 押す こと に より , 次 々 に 漢字 候補 
が 現れ ます . 候補 は , 次 の 文字 を 入力 する か , 
また は 公則 を 押す こと に より 決定 され ます . 


(/ ま 








苔 2 な 4 ( 民 - 対 を 押し て 現在 表示 


され て いる 候補 の 1 つ 前 の 
候補 を 表示 し ます . 





未 決定 文字 列 を 未 決 定か な 文字 列 に 戻し ます . また , 
それ ぞ れ の 変換 処理 の キャ ン セ ル を 行い ます . 





注目 文節 の 移動 を 行い ます . 


注目 文節 の 長 さ を 変 更 し ます . 





全角 の スペ ー ス が 入力 され ます . スペ ー ス の 左 隣 が 変 
換 の 途中 だ っ た 場合 は , スペ ー ス の 入力 に よっ て 決定 
され ます . 









Ne 本 語 BASIC 昌 本 馬 モ ー ド | 。 N88 ェ ディ 
(本 還 角 )| 淡 字 の 読み や JIS コー ド , シフ ト JIS コー ド に 対 
1 文字 の 漢字 に 変換 し ます . 
また , 次 の よう な 読み を 漢字 以外 の 文字 に 変換 し ます . 

(1)「 ぎ り し あ 」 つ 人 LM 一 ギリ シャ 文字 

(⑳「 ろ し あぁ 」 つ 作 つ ロシア 文字 

(3 「 か な 」 一 ML 萌 つ 特殊 か な 

《⑳⑩「 が いじ 」 つ 條 一 外字 
人 を 押す と , 画面 の 最 下行 に , 10 文 字 ず つ 候 補 文 字 
が 表示 され ます (日 本 語 モ ー ド の と き 40 文 字 / 行 で は 
5 文字 ずつ ).11 文 字 以 上 の 候補 が ある 場合 は [4 人 | 
に よっ て , 次 の 候補 群 。 前 の 候補 群 を 表示 させ ます . 















[ 応 する , 





第 6 章 日 本 語 入力 / 変 換 (PC-8801 MA) 


Nan- 日 本 語 BASIC 日 本 語 モー ド N89 テ = デア ィ イタ 
[ 単 漢字 ] の 左 の 数 字 に よっ て , 全部 で 何 文 字 の 候補 が 
あり , その 中 の 何 番目 の 候補 が 表示 され て いる か が わ 
か り ま す . た と えば "20/49" と 表示 され て いる と き は , 
49 文 字 の うち の 20 番 目 の 候補 を 指し て いる と いう こと 
に な り ま す . 
候補 は , 0 - 9 の 数 字 を 入力 する か , |』 (用 | で 文字 
を 選ん で 人 WM を 押す こと に より 決定 し ます . 

[2 ( 四 王 生 当 ) を 押す と , 記号 。 ギリ シャ 文字 。 ロシア 文字 , 

特殊 か な , 外字 の 順 で 画面 に 表示 し ます . 

候補 の 選択 方 法 は 単 漢字 と 同じ で す . 














(3】 ( 棚 柳 ) | ロー マ 宇 入力 モー ド と 英 数 字 入 力 モ ー ド の 切り 槍 え を 
行い ます . 





4| (本 層 桂 )| 全角 ひら が な , 全角 カタ カナ , 英 数 字 に 決定 し た 文字 
列 を 未 決定 状態 に た 戻し ます . 





(5 ( 及 必 計 ) | 未 決定 文字 列 を 全角 カタ カ | 全角 ひら が な モー ド と 全角 
ナ に 変換 し ます . カタ カナ モー ド の 切り 替え 
を 行い ます . 





( 世 服 軒 ) | 未 決定 文字 列 を 半角 カタ 
カナ に 変換 し ます . 


(ol( 還 寿 衣 ) を 押し て , 現在 表 
示さ れ て いる 候補 の 1 つ 前 
の 候補 を 表示 し ます . 


了 : 請 相 較 未 決 定 文字 列 を 半角 カタ 


《 半角 カナ 肖 カナ に 変換 し ます . 

















レラ ト + 伯 引 (0 を 押し て , 現在 表 
(加計 誤 ) 示さ れ て いる 候補 の 1 つ 前 
の 候補 を 表示 し ます . 
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NB8B エ ディ タ 





PO-BBU 1MA で は , 日 本 語 の 文書 を 作成 。 編集 し , ディ スク 
へ の 読み 書き も 手軽 に で きる ユー ティ リティ を 備え て いま す . 
それ が NBB エ ディ タ で す . 

作成 し た 文書 は その まま 通信 に も 利用 で きま す . 

また , 検索 ・ 置 換 な ど ご ど スクリーン エ ディ タ に は な い 編 集 機 能 
備え て と おり, プロ グラ ム の 修正 に も と て も 便利 で す . 
NBB エ ディ タ は , P-88U 1 MA の Neme- 日 本 語 BAGIO シス 
デ 作 デイ スク に 交 ら で いい まず 





PC-B8BU1FA で は , NBB エ ディ タ を ご 使用 に は な れ ま せん . 

















NBB エ ディ タ の 概要 








PC-8801MA の Ng 日 本 語 BASIC シス テム ディ スク に 入っ て いる N88 エ ディ タ は , 文書 ファ イル を 作 
成す る た め の ユ ー テ ィ リ ティ です. 
ここ で は , N88 エ ディ タ の 概要 に つい て 説明 し ます . 


1. NBB エ ディ タ と は 


. NBB エ ディ タ の 
機能 \ ろ いろ 


う . デー タフ ァイル の 
管理 


N88 エ ディタ は , PC-880IMA の Ng- 日 本 語 BASIC ン システム ディ スク 
上 の ユー ティ リティ の 1 つ で , PC-8801MA V2 モ ー ド で 動作 し ます . 

日 本 語 入 力 , 編集 機能 こよ り , 日 本 語 の 文書 を 作成 で きま す . 作成 し 
た 文書 の ディ スク へ の 書き 込み , 読み 込み も 手軽 に で きま す . 

フル スク リー ン エ ディ タ で す の で , ファ イル 中 の 修正 し た いと ころ へ 
カー ソル を 自由 に 移動 し , 編集 を 行う こと が で きま す . 

また , スク リー ン エ ディ タ に は な い 編集 機能 を 備 と を てい ます ので , プ 
ログ ラム の 修正 も 簡単 に 行え を ます . た だ し , N88 エ ディ タ 上 で プロ グラ 
ム の 実行 は で きま せん . 


N88 エディ タ で 編集 で きる 文字 は , 半角 の 英 数 字 / カ タカ ナ (ANK) , 
全角 の 英 数 字 / ひ ら が な / カ タカ ナ , 漢字 , コン トロ ー ル コー ド で す . 
漢字 の 入力 は , 全角 の ひら が な を 漢字 に 変換 し て 行い ます . 
連 文 館 変 換 に より , 95 文 字 , 16 文 節 まで の ひら が な を 1 度 に 変換 する こ 
と が で きま す . 

ユー ザ 辞 書 登録 を 使っ て 長い 語句 や 1 度 で 変換 で き な い 漢字 な ど を , 
ユー ザ 辞 書 に 登録 で きま す . 

また , N88 エ ディ タ は 豊富 な 編集 機能 を 備え て いま す . 

た と えば , 検索 ・ 置 換 で ファ イル 中 の 指定 し た 語句 を 他 の 語句 に 1 度 
に 置き 換え た り , カッ ト , ペー スト を 使っ て ファ イル 中 の 文章 を 並べ 替 
えた りす る こと が で きま す . 


N88 エ ディ タ は , Ns-BASIC V1/V2 フ ォ ー マ ッ ト デ ィ ス ク 上 の アス 
キー 形式 の ファ イル を 読み 込ん で 編集 し た り , 作成 し た 文書 を 
Ns-BASIC V1/V2 フ ォ ー マ ッ ト デ ィ ス ク 上 に 書き 込む こと が で き 
ます . 

使用 で きる メデ ィ ア の タイ プ は 2D, 2HD で , 自動 判別 が 行わ れ ま す . 

N88 エ ディ タ の 起動 後に ファ イル 名 を 指定 し て 既存 の ファ イル を 読み 
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込ん だ 場合 は , 終了 する と き に は 自動 的 に その ファ イル 名 で 書き 込ま れ 
ます . 

その と き , ディ スク 内 に ある 編集 前 の ファ イル は その まま の 形 で ベッ 
クア ッ プ ファ イル と し て 残り ます . 











_ Ver.2.0 
ッ プ ファ イル 
Ver. 3.0 





バッ クワ 


新しい ファ イル 
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NBB エ ディ タ を 使っ て 
みる 





で は , さっ そく N88 エ ディ タ を スタ ー ト し , 文書 ファ イル を 作成 し て み ま し ょ うら . 
ここ と で は PC-VAN に 送る 通信 文 を 作っ て みる こと に し ます . スタ ー ト か ら 終 了 ま で の 流れ を 順 を 
追っ て 説明 し ます の で , 手順 に 従っ て 操作 し て くだ さい . 


] . スタ ー ト する N88 エ ディ タ を スタ ー ト する に は , まず Na- 日 本 語 BASIC を 起動 し , 
その 上 で 次 の よう に 入力 し ます (ここ と で は ドラ イブ 1 に 入れ ます ). 


RUN "n88ed.ipl" 4 の 
する と , 前 


(に ある ファ イル を 編集 する 場合 は , この 初期 画面 で ファ イル を 読み 出 し 
ます (本 章 8 の EE の 


0111 1 EE EE 
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ど . 文字 を 入力 する 
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* [EOB] 
編集 中 の ファ イル の 最 下 行 を し ます . 
デー タ は , 常に この マー ク か ら 上 の 行 に 表示 され ます . 
新しい ファ イル を 作成 する と き は , この マー ク が 画面 の 最上 行 に 
表示 され ます . 
リタ ー ン マー ク 
行 の 最後 を 表し ます . 
を 押す と , 必ず この マー ク が 表示 され ます . 
1 還 間 OMEEE 
ファ ンク ショ ン 表 示 
ファ ンク ショ ン キ ー に 対 応 す る 機能 を 表示 し て いま す . 
・ [ 半 英 ] 
現 在 の 入力 モー ド を 示し ます . 


N88 エ ディ タ が スタ ー ト したら, 次 は 入力 で す . 
キー 入力 は , 常に 挿入 モー ド で 行わ れ ま す . 
N88 エ ディタ で は , 半角 文字 と 全角 文字 の 両方 が 入力 で きま す . 漢字 
も 入力 で きま す . 
で は , まず 半角 で "HELLO" と 入力 し て み ま し ょ う . 
入力 モー ド は , スタ ー ト 時 は "[ 半 英 ] す に な っ て いま す . 
月 を 押し ます . 
① " 軸 調 軸 ' と 入力 し ます . 








HELLO. 時 
[EE] 








問 違っ て 入力 し た ら 軸 請 還 還 還 国 較 還 還 上 
① [を 』 で 間違っ た 文字 に カー ソル を 移動 し ます . 








時 LLO. 
LEOE] 











d. 漢字 を 入力 する 


第 フ 章 N88 エ ディ マヤ 


② (人 MM を 押し ます . 





四 L0. 
[EOE] 








③ 正しい 文字 を 入力 し ます . 





量 10. 
[EOB] 











④ カー ソル を ピリ オド (. ) の と な り の 位置 に 戻し ます . 





HELLO. 邊 
[EUE] 











次 に , 全角 で "今日 は , 青木 さん "と 入力 し て み ま し ょ う . 

今 , 入力 モー ド は "[ 半 英 ]" で す の で 伴 基 を 押し て 全角 ひら が な が 和信 
力 で きる 状態 に 切り 替え ます . 
③④ | を を 押し ます . 入力 モー ドド の 表示 が "[ 全 か ]" に な り ま す . 
の あの EE 還 度 洋 多 章 と 入力 し ます -. 





HELLO0. こ ん に ち は 、 あ お き さ ん 四 
[EUE] 











③ (。 な 0 を 折 し ます -. 

先頭 の 文節 が 水色 で 表示 され ます . これ を 注目 文 節 と いい ます . 

その 他 の 文字 列 は 黄色 で 表示 され ます . これ は , 未 決 定 で ある こと を 
示し て いま す . 

注目 文 節 な どの 意味 に つい て は , 「 第 6 章 日 本 語 入 力 / 変 換 」 を ご 覧 
ん な きい 。 





HELLO. 今 日 は 、 青木 きん 。 自 
[EOB] 
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④ (一 = を 押し ます . 文字 列 が 決定 され , 自 で 表示 され ます . 





HELLO. 今 日 は 、 青 木 き ん 。 自 
[EOE] 





⑤ を 押し ます . 
を 押す と , カー ソル が 次 の 行 の 先頭 に 移動 し ます . 








HELLO. 今 日 は 、 青木 さん 。+ 
星 OB] 











還 N88 エ ディク の (湯量 
N88 エ ディ タ で は , は 履行 の 働き を し ます -. 
N88 エ ディ タ は 常に 挿入 モー ド で す の で , 行 の 途中 で 1g を 押す 
と , と が 挿入 され て 行末 まで が 改行 され ます . 





HELLO. 層 日 は 、 青木 さん 。* 


[EOB] 





- 旧 20 を W す . 





HELL0.< 
層 日 は 、 青木 さん 。* 
[EOB] 








4. 作っ た 文書 を 編集 作っ た 文書 を 修正 する た め に , N88 エ ディ タ に は , 検索 / 置 換 , カッ ト , 
する コピー, ペースト, 行 削除 / 行 復活 な ど , 豊富 な 編集 機能 か あり ます -. 
例え ば , 「 青 木 さ ん 」 を 「 高 橋 さ ん 」 に 置き 換え る に は 次 の よう に し 
まま: 
① | レフト (人 を 押し て , ファ イル の 先頭 に カー ツル を 移動 し 
ます . 
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第 フ 章 N88 エ ディ マタ 


@② レラ ll+ ( 計 園 ) を 反し ます . 


画面 下 に 次 の よう に 表示 され ます . 


























最初 の 置換 文字 を 検索 後 , 画面 下部 に 次 の よう に 表示 され ます . 





置き 換え ます か Yes), NGo), AC11) or Quit 遂 





⑥⑤ 検索 し た 文字 列 を すべ て 1 度 に 置換 し た い 場 合 は , を 押し ます . 
文書 中 の 「 再 木 さ ん 」 が すべ て 「 高 橋 さ ん 」 に 置き 換え られ ます . 





HELLO.< 


今日 は 、 高橋 さん 。 時 
[EOB] | 
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り . 終了 する 
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文書 が 完成 し た ら , N88 エ ディ タ を 終了 し まし ょ う . 

終了 する に は 2 つの 方 法 が あり ます . 

1 つ は 作っ た 文書 を ディ スク に 書き 込ん で 終了 する 方 法 で , も う 1 つ 
は 書き 込ま ず に 終了 する 方 法 で す . 書き 込ま ず に 終了 する と , 今 作っ た 
文書 は 消 を て し まい ます . 

ェ エディタ を 終了 し た 後 は , Ng 日 本 語 BASIC を 使う?( 9 
( 副 必 光紀 )) か , も 5 1 度 テ ディ ク に 戻る (| (本 義 )) か を 選 
択 し ます . 

(1) 文 書 を ディ スク に 書き 込ん で 終了 する 


① シフ ト l+ f10| ( 攻 講 較 ) を 押し ます . 


画面 に 次 の よう に 表示 され ます (文書 ファ イル を 新規 作成 し た 場合 ) 





ファ イル 名 : 邊 





また , 既存 の ファ イル を 編集 し た 場合 , "ファ イル [xx xx. xx] へ 
書き 込み ます か ? Y(es)or N(o) " と 表示 され ます か ら , ファ イル を 
更新 する と き は , Y 作 の と 押し て くだ さい . ③ の 手順 に 移り ます -. 
N 和孝 す と ② の 手順 に 移り , 新規 の 文書 ファ イル と し て ディ スク 
に 書き 込ま れ ま す . 
② ファ イル 名 を 入力 し ます . ファ イル 名 と し て 入力 で きる の は , 半角 

英 数 , 半角 カタ カナ で す . 





ファ イル 名 : TUUSIN 











③ 人 | を 押し ます . 
[書き込み 中 ]" と 表示 され ディ スク に 書き 込ま れ ます . 
④ ( 配 語 還 ) また は 6 ( 硬 民 箇 思 ) を 所 し ます . 


第 / 章 N88 エ ディ マヤ 





(2②⑦ 文 書 を ディ スク に 書き 込ま ず に 終了 する 
① 「 角 また は ( ほ 則 [ | を 押し ます . 
画面 下 に 次 の よう に 表示 され ます . 





編集 を 中 止 し ます か ? Yes) cr NCo) ?2 自 








⑨ 人 を 孝 し ます . 
新規 作成 し た ファ イル は すべ て 失わ れ ま す . 
③ に (本 還 語 ) また は 6 ( 還 記 ) を 池 し ます 
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カー ソル 移動 
1 文字 し (人 避 | ター ソル を 矢 Eh の 方 向 に 1 文字 分 移動 する . 
次 ワー ド 店 + 何 カー ソル を 今 いる ワー ド の 次 の ワー ド に 移動 する . 
前 ワー ド 了 証 回] カー ソル を 今 い る ワー ド の 前 の ワー ド に 移動 する . 
行頭 レラ + カー ソル を 行頭 に 移動 する . 
行末 レラ ト M + ?]】 | カー ソル を 行末 に 移動 する . 
ファ イル 頭 レラ + 付 1 カー ソル を ファ イル の 先頭 に 移動 する . 
ファ イル 末 シフ ト 』+ 人 】 | ター ソル を ファ イル の 末尾 に 移動 する . 

画面 移動 
ロー ル ア ッ プ 
ロー ル ダ ウ ン 








画面 を 1 行 上 に スク ロー ル ア ッ プ す る . 
画面 を 1 行 下 に スクロール ダ ウン する . 


剛 尼 選 


カー ソル の 左 隣 の 文字 を 1 文字 削除 する . 122 
カー ソル の 左 隣 の 文字 を 1 文字 削除 する . 122 
カー ソル の 位置 の 文字 を 1 文字 削除 する . 122 
カー ソル の 位置 より リリ ター ンマ ー ク まで を 削除 する . 123 
カー ソル の 位置 より リターン マー ク ま で を 削除 する . 123 
行 削除 で 削除 し た 行 を 復活 し 挿入 する . 123 
入力 ・ 編 集中 の ファ イル を すべ て 消去 する . 132 
次 に キ 一 入力 され た コー ド を テキ スト バッ ファ に 挿入 | 120 
する . 
半角 8 文字 分 の スペ ー ス を 挿入 する . 31 


後退 


十 
に 


削除 
行 削除 


十 邊 一 
本 )、 


% 国 岡 四国 


N 
| 
ー| 


菩 上 


行 復活 
全 削 除 


コン トロ ー ル コー ド 挿 入 


K 
| 
二 十 
ーー 、 
回 1 


ら 





ET 折 
1 で < 
ミー 

ェ ー へ 

ゃ 

回 

ら 


き 














カッ ト , コピ ー, ユー ザ 辞 書 登録 する 文字 列 を 指定 す | 124, 125, 
る . 126, 133 
男 囲 指定 し た 文字 列 を 削除 し .。 ペー スト バッ ファ に し | 124,126 
まう . 
範囲 指定 し た 文字 列 を 残し . ペー スト バッ ファ に し ま | 125, 126 
う 。 
ペー スト バッ ファ に と りこ まれ た 文字 列 を カー ソル 位 | 126 
置 に 挿入 する . 


範囲 


カッ ト 


コピ ーー 














EEBE 
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謗 
ファ イル 中 の 指定 し た 文字 列 を 探し 出す . 
次 の 検索 文字 を 探し 出す . 
カー ソル 位置 より 後ろ の に ある 最初 の 検索 語 を 置換 する . 
ファ イル 中 の すべ て の 検索 語 を 置換 する . 





※ ※ ※ ※ 








ユー ザ 辞 書 登録 語句 を 自分 で 指定 し た 読み で ユー ザ 辞 書 に 登録 する 
ユー ザ 矢 書 削除 ユー ザ 辞 書 に 登録 し た 語句 を 削除 する . 





*| ファ イル 読み 込み 既存 の ファ イル を ディ スク か ら 読 み 込む . 

*| 終了 ピ 作成 し た ファ イル を ディ スク に 書き 込み 終了 する . 
強制 終了 作成 し た ファ イル を ディ スク に 書き 込ま ず に 終了 する . 

作成 し た ファ イル を ディ スク に 書き 込ま ず に 終了 する . 





再起 動 N88 エ ディ タ 終 了 後 も う 1 度 N88 エ ディ タ に 戻る . 114, 115 
リセ ッ ト 5 N88 エ ディ タ 終 了 後 N88- 日 本 語 BASIC を 起動 する . | 114, 115 





プリ ント アウ ト | 作成 し た ファ イル を プリ ンタ に 出力 する . 
中 止 N88 エ ディ タ 中 の コマ ンド を キャ ン セ ル す る . 

















玉 … 未 決定 の 文字 列 が か ある と き は 働き ませ ん . 


N88 エ ディ タ を 終了 し た 場合 , 「 終 了 」, 「 強 制 終了 」 を 問わ ず に , 辞書 の 学習 内 容 が ディ スク に 書き 込 
まれ ます . 
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カー ソル と て 画面 の 移動 











N88 エ ディ タ で の 文字 の 入力 ・ 編 集 は , カー ソル の 位置 か ら 行 いま す . 
カー ソル を 日 的 の 位置 に 移動 させ る に は , 以下 の よう な 方 法 が あり ます . 
また , 入力 ・ 編 集 し た いと ころ を 画面 に 表示 させ る た め , 画面 移動 を 行う こと も で きま す . 


1. カー ソル を 1 つ ず (し lf す と 。 キー に 寺 い て ある 矢印 の 向き に カー ツル 
つ 移 動 する が 1 文字 分 ずつ 移動 し ます . 


選 . カー ソル を ワー ド 半角 英 数 で は , 上 人 を 押す と カー ソル が 今 いる ワー ド の 次 の 
単位 で 移動 する ワー ド , また , | 二 引 人 e 』 を 押す と 今 いる ワー ド の 前 の ワー ド に 移動 
回 + 佑 , し ます . ワー ド と は , 半角 スペ ー ス , 全角 スペ ー ス で 区 切ら れ た 文字 列 


の こと で , スペ ー ス も 1 つの ワー ド と みな し ます . 


| 例 | 





uu are you today? と 
[EUOE] 














』 s 十 凶 』 





How 由 s you todsy? 
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第 / 章 N88 エ ディ ツヤ 


. カー ソル を 行末 , レフト | (うく を 提 す と , カー ソル が 行 の 森尾 また は 先頭 に 移 
行頭 に 移動 する 動 し ます . 
ジロ + ラ ! 











今日 は 、 青木 さん 。 園 返 事 あ り が と う 。 * 
[EUE] 








ZIES 





剛 日 は 、 青木 さん 。 お 返事 あり が と う 。 < 
[EOB] 











4. カー ソル を ファ イ レフト |I +[V 人 を 地 す と 。 カーソル が 編集 中 の ファ イル の 末尾 ま 
ル の 未 尾 , 先頭 に 。。 た は 先頭 に 移動 し ます . 





移動 する 
ジリ + 仙 人 Q 
5. 男 面 の 移動 [ば を 押す と , カー ツル は その まま の 位置 で ,、 フ ァイル の 胡 示 
人 u! 内 容 を , 上 下 に スク ロー ル ア ッ プ , スク ロー ル ダ ウ ン さ せる こと が で き 


ます . 
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入力 / 変 換 





N88 エ ディ タ で は 。, 半角 文字 (ANK ) と 全角 文字 . コン トロ ー ル コー ド が 入力 で きま す . 全角 か な で 入 
力 し た 文字 は , 漢字 に 変換 で きま す . 

半角 文字 , 全角 文字 の 入力 ・ 変 換 の し か た に つい て は , 「 第 6 章 日 本 語 入 力 / 変 換 ] を 参照 し て くだ 
さい . 

ここ で は , 「 第 6 章 日 本 語 入力 / 変 換 ] で は 触れ て いな い コ ント ロー ルコ ュ ー ド の 入力 に つい て 説明 し ます 


]. コン トロ ー ル コー 通信 文 で は , コントロール ュー ド (CR, LF な ど ) を 送っ て 画面 の 制御 
ド の 入力 な ど が で きま す . 
コン トロ ー ル コー ド は 半角 モー ド で の み 入 力 で きま す . 
ュ コントロール コー ド を 入力 する と 緑色 で 半角 分 の スペ ー ス に 上 下 2 段 
で 表示 され , 他 の 入力 文字 と 区 別 さ れ ま す . 
プリ ント アウ ト し た と き に は , CR, LF のみ を 出力 し , その 他 の コー 
ド は 空白 (20h) に な り ま す . 


① 半角 モー ド に し , 全 引 人 』 を 押し ます . 

@⑨ ュ ン トロ ー ル ュー ド を 入力 し ます (ここ で は 全員 伯 ] を 押し て , 
コン トロ ー ル ュ コード 0DH を 入力 し ます ). 
ュ コント ロール ュ コード に 対応 する キー は 「 資 料 1. コン トロ ー ル ュ コー 
ド 」 の 表 を 参考 に し て くだ さい . 
コン トロ ー ル コー ド は , 緑色 で 表示 され ます . 





今日 は 、 青木 さん 。 9 
[EOB] ( 
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N88 エ ディ タ は 豊富 な 編集 機能 を 持っ て いま す . カッ ト , ペー スト を 使っ て 文章 を 入れ 替え た り , 検 
索 , 置換 を 使っ て , ある 単語 を 別 の 単語 に 置き 換え た りす る こと が で きま す . 
これ ら の 機能 は , スク リー ン エ ディ タ に は な い 便 利 な 機能 で す . 


] 挿入 N88 エ ディ タ は , 常に 皇 人 モー ド で す . 
文字 を 挿入 する と き は , 挿入 し た い 位 置 に カー ソル を 移動 し , 文字 を 
入力 し ます . 


文字 を 挿入 し た い 位置 に カー ソル を 移動 し ます . 





お 返事 剛 り が と う 。 * 








文字 を 入力 し , 決定 し ます . 





お 返事 と どう も 圏 り が と う 。 + 








人 ざ M を 挿入 する と , 以下 の よう に な り ま す . 
挿入 前 








お 返事 岡 り が と う 。* 





挿入 後 
お 返事 + 


2 op 
[EOB] 
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ら 一 字 削 除 文字 を 削除 する に は 2 つの 方 法 が あり ます . [ 了 週 また は 全 + 
人 表 ( 放 | + 人 K』 を 卓 す と カー ソル の 左 隣 の 文字 が 削除 され 。 個 呈 を 押す と カー ツル 公 
下 置 の 文字 が 削除 され ます . 

< 後 退 ) 
削除 し た い 文字 の 石 隣 に カー ソル を 移動 し ます . 





お 返事 を 圏 り が と う 。 + 











後退 を 押し ます . 





お 返事 義 り が と う 。 + 








く 削 除 > 
削除 し た い 文 字 に カー ソル を 移動 し ます . 





お 返事 圏 あ り が と う 。 * 








(MM を 押し ます . 





お 返事 剛 り が と う 。 + 








ご を 削除 し た 場合 は , 以下 の ひよ うに な り ま す . 
削除 前 


あり が と う 。+ ょ 
[EOE] 
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第 / 章 N88 エ ディ 
削除 後 





お 返事 賠 り が と う 。+ 








9. 行 削除 カー ソル 位置 か ら ー ま で を 削除 し ます . 行 削除 を 行う と , カー ソル の 
十 人 人 3 位置 に 淡 の 行 が 繰り 上 が っ て きま す . 


(人 訓 販 ) 行頭 に カー ソル が あれ ば , 1 行 削除 され ます . 


は 
ame 直 
い 





お 反 事 
了 開 り が と う 。+ 
[EOB] 








レフト + 3 (本 詩 ) を 押し ます . 

















お 返事 
WEOB] 
4. 行 複 活 最後 に 行 削除 で 削除 し た 行 を カー ソル 位置 に 挿入 する こと が で きま す . 
十 人 4 引 削除 し た 行 を 復活 させ た い 位 置 に カー ソル を 移動 し ます . 
() 
| 
お 返事 + | 
上 EOB] | 





43 本 (4 (攻略 ) を 押し ます . 





| お) 事 ・ 
圏 り が と う 。 + 
| 【EOB] 
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行 復活 を 実行 し よう と し て テキ スト エリ アサ イズ を 越し た 場 
合 は , 画面 下 に 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され , 行 復活 は 
行わ れ ま せん . 





夫 2 エ 財 5 








ESCM を 押し て 処理 を 中 断 し て くだ さい . 


5. カッ ト カッ ト を 使う と , (時 ) で 指定 し た 部 分 を 1 度 に 削除 する 
(e| ( 太 較 ) こと が で きま す . 削除 し た 部 分 は [9 (正本 還 ) を 使っ て 挿入 す 
る こと が で きま す . 


f・7 R 
し | (gW 基 ) な お , 途中 で 処理 を 中 止 し た いと き は , を 押し ます . 


削除 する 範囲 の 始点 に カー ソル を 移動 し , 人 ・6』 ( 許 園 ) を 押し ます . 


3 


お 返事 あり が と う 。 ょ 
峰 日 が 経つ の は 、 早 いも の で す 。 * 
こう し て 青木 さん と メー ル を 交換 する よう に な っ て か ら も う 3 か 月 …。 ~ 


[EOE] 











(| (< で 導 除 す る 範囲 を 指定 し ます . 


お 返事 あり が と う 。・ 。 


答 す る よう に な っ て か ら も う 3 か 月 …。~ 
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7 (本 選 ) を 押し ます . 


お 返事 あり が と う 。 + 
こう し て 青木 さん と メー ル を 交換 する よう に な っ て か ら も う 3 か 月 …。 ~ 
[EOB] 








B. コピ ー ュ ビ ピー を 使う と , 介 ・6』 (回 園 ) で 指定 し た 部 分 を その まま 残し , 
人 rl ( 硫 較 ) ペー スト ベッ ファ に 取り 込み ます . コピ ー で 複 学 し た 部 分 は , 


gl( 回 I 計 ) ( 芋 調合 っ て 何 度 で も カー ソル の 位置 に 搬入 で きま す . な お 」 
途中 で 処理 を 中 止 し た いと き は , を 押し ます . 
ュ ピ ー す る 範囲 の 始点 に カー ソル を 移動 し , ( 琶 ) を 
押し ます . 


お 返事 あり が と う 。 ~ 

同日 が 経つ の は 、 早 いも の で す 。 ~ 

こう し て 青木 さん と メー ル を 交換 する よう に な っ て か ら も う 3 か 月 …。 + 
[EOE] 








に 1 に 2 13 EE ピー する 範囲 を 指定 し ます . 


[EOE] 
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[fl ( 語 加 還 ) を 押し ます . 


お 返事 あり が と う 。 ~ 

月 日 が 経つ の は 、 早 いも の で す 。 申 

こう し て 青木 さん と メー ル を 交換 する よう に な っ て か ら も う 3 か 月 …。 ~ 
[EOB] 








フ . ペー スト ペー スト 機能 は , カッ ト や コピ ー で 一 時 的 に ペー スト ベッ ファ に 取り 
に | ( 還 較 ) 込ま れ た 文字 列 を |「・9 (四柱 彩 生 思 ) で 任 志 の 位置 に 復活 させ る こと 
が で きま す . 
(gg 基 ) 


カッ ト と ペー スト で 文章 を 入れ 替 ん たり, コピ ー と ペー スト で 何 度 も 
上 BK( ベ ー ス トリ 複写 を し た り , と て も 便利 な 機能 で す . 
(9)( 回 略記) な お , 途中 で 処理 を 中 止 し た いと き は , 人 ESCM を 押し ます . 


削除 する 範囲 の 始点 に カー ソル を 移動 し , 人 ・6』 ( 話 環 』) を 押し 
ます . 


お 返事 あり が と う 。+ 

司 日 が 経つ の は 、 早 いも の で す 。 

こう し て 青木 さん と メー ル を 交換 す る よう に な っ て か ら も うさ 3 か 月 …。・ 
[EOE] 
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[| そく | と 1 で 聞 除 する 範 半 を 指定 し ます . 





に ( 七 苗 ) を 地 し ま す . 指定 し た 範囲 が 削除 され ます . 


お 返事 あり が と う 。 + 


圏 う し て 青木 さん と メー ル を 交換 する よう に な っ て か ら も う づ か 月 …。 ~ 
[EOB] 
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削除 し た 部 分 を 復活 させ た い 位置 に カー ソル を 移動 し l・9 
( 監 瑞 請 習 胃 ) を 押し ます . 


お 返事 あり が と う 。 + 

こう し て 青木 さん と メー ル を 交換 する よう に な っ て か ら も う 3 か 月 …。 ょ 
月 日 が 経つ の は 、 早 いも の で す 。 ~ 

論 OB] 





ペー スト を 実行 し よう と し て テキ スト サイ ズ を 越え た 場合 
は , 画面 に 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され , ペー スト は 
行わ れ ま せん . 





還 ま AN UE2 ホコ バー 





を 押し て 処理 を 中 断 し て くだ さい . 
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B. 検索 / 次 検索 
+ 記 中 / 
( 松 索 り 
上 
( 攻 臣 ) 


第 / 章 N88 エ ディ 


文書 中 の 指定 し た 文字 列 を 1 つ 1 つ 探し 出す こと こと が で きま す . これ を 
検索 と いい ます . 

検索 は , カー ソル の 位置 より 後ろ で 行わ れ ま す . 検索 で きる 文字 数 
は , 全角 で 30 文 字 以内 で す . 半角 文字 の 場合 は , ワー ド 単 位 で 検索 を 行 
いま す . 

検索 し た い 文字 列 が 2 つ 以 上 ある と きせ は 。 次 検 索 (([ シ フト | + 人 ) 
で 次 の 検索 文字 へ カー ソル を 移動 させ ます . 

な お , 途中 で 処理 を 中 止 し た いと き は , を 押し ます . 


|[ 條 | を 押し て , カー ソル を ファ イル の 先頭 に 移動 し ます . 
| シフト + (6 (W 舞 因 ) を 押し ます . 


画面 に 次 の よう に 表示 され ます . 




















人 の M を 押し ます -. 
検索 され た 文字 列 の 冒頭 に カー ソル が 移動 し ます . 


お 返事 あり が と う 。+ 

月 日 が 経つ の は 、 早 いも の で す 。 ~ 

こう し 斑 青 木 さ ん と メー ル を 交換 する よう に な っ て か ら も うか 月 …。 * 
[EOE] 
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次 の 文字 を 検索 し た いと き は , [シフト + ( 工 を 押し 
ます . 
指定 し た 文字 列 が 見 つか ら な いと き は , 画面 に 次 の よう に 表示 され 
ます . 





[検索 ] 指定 し た 文字 列 が 見 つか り ま せん 。 





口 . 置換 / 全 置 損 文書 中 の 指定 し た 文字 列 を 探し 出し , 別 の 文字 列 に 置き 換え る こと を 
レス (al/ 置換 と いい ます . 
( 旋 峰 ) 置換 は カー ソル の 位置 より 後ろ で 行わ れ ま す . 置き 換え る 文字 列 は , 
レラ ト N+ (に 検索 文字 , 眉 換 文字 と も 全角 で 30 文 字 以 内 で す . 


半角 文字 の 場合 は , ワー ド 単 位 で 置換 を 行い ます . 

な お , 斬 換 と 全 置 換 は , 置換 が 最初 の 検索 文字 だ け を 置き 換え て 置換 
モー ド を 終了 する の に 対し , 全 置 換 は カー ソル 以降 , 文 本 まで の すべ て 
の 検索 文字 が 置換 の 対象 と な り ま す . 

途中 で 処理 を 中 止 し た いと き は , [ESCM を 押し ます . 


( 較 問 ) 


置換 
置換 を 始め た い 位置 に カー ソル を 移動 し ます . 


了 レ ラリ + (al ( 還 芋 症 ) を 押し ます . 


画面 下 に 次 の よう に 表示 され ます . 
































" 衣 木 さん "が "高橋 さき ん "に 置き 換わり ます . 
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第 / 草 N88 エ ディタ 


全 置換 
シフト (人 を 押し て カー ソル を ファ イル の 先頭 に 移動 し ます . 
レ ラ + 件 ( 臣 華 革 還 ) を 押し ます . 

画面 に 次 の よう に 表示 され ます . 






































Y : 検索 され た 文字 列 を 置換 し , 残り の ファ イル に 対し て 検索 を 
続け ます . 
N : 検索 され た 文字 列 は 置換 せ ず , 残り の ファ イル に 対し て 検索 
を 続け ます . 
A : 検索 され た 文字 列 以 降 , 検索 され た 文字 列 を すべ て 置換 
し ます . 
その 他 : 置換 を 終了 し ます . 
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]l, 全 削 際 現在 , 入力 / 編 集中 の 文書 を すべ て 消去 し て , N88 エ ディ タ を 初期 状 


了 レ ラリ + 人 ra 態 に 戻し ます . 


( 弱 ) た だ し , ペー スト ベッ ファ に ある 文字 列 は , その まま 保存 され ます . 


[ シフト + 人 2| (回 琶 詩 ) を 押し ます . 
画面 下 に 次 の よう に 表示 され ます . 





| 
| 
| 文章 を 消去 し ます か ? Y(es) cr No) 邊 
| 








Y : 入力 / 編 集中 の 文書 を すべ て 消去 し , N88 エ ディ タ を 初期 化 
し ます . 
その 他 : な に も せ ず N88 エ ディ タ に 戻り ます . 
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ユー ザ 辞 書 管 理 





N88 エ ディ タ で は , 語句 を 自分 で 指定 し た 読み で ユー ザ 自 身 の 辞 書 に 将 録 する こと が で きま す . 
よく 使う 単語 や 長い 語句 , 1 度 で 変換 で き な い 単語 な ど を 登録 し て お く と , 次 か ら は 指定 し た 読み を 
入力 すれ ば , 登録 し た 語句 に 変換 で きま す . また , 登録 し た 語句 は 削除 する こと も で きま す . 

な お , N88 エ ディ タ で 使う ユー ザ 辞 書 と Ng 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク の ユー ザ 辞 半 は まっ た く 
同じ ゃ の で , どちら か ら で も ユー ザ 辞 書 管理 が 行え ます . 


語句 を 自分 で 指定 し た 読み で ユー ザ 辞 革 に 登録 し ます . 存 録 する と き 


] . ユー ザ 矢 書 登録 員 
全 s| ( 監 回 は , まず [6| ( 還 園 ) を 孝 し て 企 録 し た い 語句 を 指定 し , 修 録 モー ド 
に し ます . 
史 な お , 途中 で 処理 を 中 止 し た いと き は , 人 ESCl を 押し ます . 


( 較 顎 ) を 押し ます . 
る 以 I ] 條 で 録 し た い 語 句 を 範囲 指定 し ます . 











PCW を 押し ます . 
画面 下 に 次 の よう に 表示 され ます . 





[単語 登録 ] 読み : 





読み (最大 56 文 ) を 入力 し , 人 を 孝 し ます . 
酵 書 登録 が 終了 し , 通常 の 入力 状態 に 戻り ます . 
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ユー ザ 矢 書 削 除 ユー ザ 辞 書 に 登録 し た 語句 を 削除 し ます . 途中 で 処理 を 中 止 し た いと 


cl き は , を 押し ます . 


IIPCM を 押し ます . 
画面 に 現在 登録 され て いる 内 容 の 一 覧 が 表示 され ます . 画面 下 に 次 の 
よう に 表示 され ます . 

















[単語 削除 ] 登録 番号 : 





削除 し た い 語 句 の 番号 を 入力 し , fg を 押し ます . 
画面 下 に 次 の よう に 表示 され ます . 





[ 単語 削除 ] 単語 ネネ を 削除 し ます か Y(es) or No) 邊 





Y : 指定 し た 語句 を ユー ザ 辞 書か ら 削除 し ます . 
N : 指定 し た 語句 を ユー ザ 辞 書か ら 削 除 せ ず に N88 エ ディ タ に 
戻り ます . 
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ご 】 ファ イル 入出 力 








N88 エ ディ タ で は , Ns-BASIC V1/V2 フ ォ ー マ ッ ト デ ィ ス ク 上 の アス キー 形式 ファ イル を 読み 込ん 
で 編集 し た り , 作成 し た 文書 を Na-BASIC V1/V2 フ ォ ー マ ッ ト デ ィ ス ク 上 に 書き 込む こと が で きま す . 
使用 で きる メデ ィ ア の タイ プ は 2D, 2HD で, 自動 判別 機能 を 備え を て いま す . 

新しく 作成 し た ファ イル は , N88 エ ディ タ を 終了 する と き に ファ イル 名 を 入力 し , その ファ イル 名 で 
ディ スク に 書き 込み ます -. 

既存 の ファ イル を 修正 する 場合 は , N88 エ ディ タ を 起動 し た と き に , ファ イル 名 を 指定 し て ディ スク 
か ら 読 み 込 み ま す . 終了 する と き に は 自動 的 に その ファ イル 名 で ディ スク に 書き 込ま れ ま す . 


1. 既存 の ファ イル を ファ イル を 読み 込む に は , N88 エ ディ タ を 起動 させ た 後 , 
ディ スク か ら 読 み (生生 婁 ) を 押し て ファ イル を 指定 し ます . ファ イル 名 と し て 使用 で き 
込む る の は , 半角 英 数 , 半角 カタ カナ で す . 

ro| (本 池 引 ) この と き に , テキ スト ペッ ファ 上 に すでに 文書 が 作成 きま れ て いた ら 」 

時 追加 する か 上 書き する か を 指定 し ます . 

な お , 途中 で 処理 を 中 止 し た いと き は , 人 ESCM を 押し ます . 


[FM (本 務 婁 ) を 押し ます . 
画面 下 に 次 の よう に 表示 され ます . 





ファ イル 名 








ファ イル 名 を 入力 し , 作 ⑦M を 押し ます . 





ファ イル 名 : TUUSIN 





135 


ら . 作成 し た ファ イル 
を ディ スク に 書き 
込む 
(2M+ 條 9 

(KR 了 D 
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剛 テ キス トバ ッ ファ が 空 で な いと き 
画面 下 に 次 の よう に 表示 され ます . 








ファ イル 読み 込み 済み で す 。 追加 し ます か ? Yes) or NCo) 邊 








Y : [IEOB] 以 降 に ファ イル の 内 容 を 追加 し ます . 

N : 現在 テキ スト バッ ファ に ある デー タ を 破棄 し , テキ スト エリ ア の 
先頭 か ら フ ァイル を 読み 込み ます . 

語 





愉 


N88 エ ディ タ を 通常 に 終了 (|[ シ フト l+ 人 F19 ) す る と 作成 し た 文書 は 
指定 し た ファ イル 名 で 書き 込ま れ ま す . 

終了 手順 と し て は , ほか に 層 引 人 』 や ( 電 | が あり ます が , この 
電 合 は ディ スク 上 に は 書き 込ま れ ま せん . 

な お , 正常 終了 で 作成 文書 を 書き 込ん だ 場合 は , も と の ファ イル は 
ベッ クア ッ プ ファ イル (拡張 子 BAK) と し て 保存 され ます . た だ し , 
バッ クア ッ プ ファ イル を 修正 し た 場合 は , も と の バッ クア ッ プ ファ イル 
は 消え て し まい ます . 


レフト | ] 人 FOM ( 還 還 ) を 押し ます . 

新規 作成 な ど , 作成 し た ファ イル に ファ イル 名 が 指定 され て いな いと 
き は , 画面 下 に 次 の よう に 表示 され ます の で , ファ イル 名 を 入力 し て く 
だ さい . ファ イル 名 は , 半角 で 6 文字 以内 で す . 





ファ イル 名 : 和 





既存 の ファ イル を 読み 出 し て 再編 集 し た 場合 , 画面 下 に "ファ イル [ x 
xxx. xxxl」 へ 書き 込み ます か ? (Y) es or (N) o "と 表示 され ます . 


・ デ ィ ス ク 書 き 込 み 時 エラ ー( デ ィ ス ク フ ル 等 ) が 発生 し た と 
き は , 別 の デー タデ ィ ス ク を 用 意 し て , ファ イル 名 の 入力 
か ら 繰 り 返 し て くだ さい . 


・ 学 習 機能 よ , | シフト 人 F19M (本 較 ) ま た は 伯 引 時 に 


行わ れ ま す . 


注意 





文書 の 印刷 


N88 エ ディ タ は 作成 し た 文書 内 容 を 先頭 か ら プ リン タ で 印刷 する こと が で きま す . 


]. ブリ ント アウ ト 
較 


作成 中 の 文書 の プリ ント アウ ト は | 開 』 を 押す と 行わ れ ま す . プリ ン 
ト ア ウト は , 画面 家 示 と は 無関係 に 文書 の 先頭 か ら 行 われ ます . プリ ン 
ト ア ウト を 途中 で や め た いと き は , | 際 四 を 押し ます . 


た だ し , コン トロ ー ル ュー ド に つい て は CR, LF の み を 出力 し , その 
他 の コー ド に つい て は 空白 (20H) を 出力 し ます . 


( 唐 を 地 し ます . 


カー ソル は どの 位置 に あっ て も か まい ませ ん . 


注意 プリ ンタ は , PC-PR406H , PC-PR406M な どの 漢字 プリ ンタ 
を 使用 し て くだ さい . 


詳し く は ,『 ユ ー ザ ー ズ ガイ ド 有 叶 第 5 章 9 節 周辺 装置 / 周 辺 
機器 ] を 参照 し て くだ さい . 
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日 本 語 処理 
(Nas- 日 本 語 BASIC) 





本 機 は , JIG 第 1 , ご 水 準 の 日 本 語文 字 を 格納 し た HOM を 標準 で 
備え て いま す . 

また , プロ グラ ミン グ 言 語 と し て Nsm-BASIO に , 日 本 語 処理 機能 
を 付加 し た Nee- 日 本 語 BASIC を 用 意 し , 強力 な 日 本 語 処理 機能 
を 持っ て いま す . 

この 章 で は , 本 機 の 持つ 日 本 語 処理 機能 を より 有効 に お 使い いた だ 
く た め の 説明 を し ます . 





Ns- 日 本 語 ASIO を 使用 する た め に は , Namw- 日 本 語 BAGIO シ 
ステ ム デ ィ ス ク か が 必要 で す . 














日 本 語 処理 こ は 








日 本 語 処理 機能 を 使用 する こと に より , 日 本 語文 字 列 を , 英 数 カナ と 同じ よう に PC-PR406 系 プリ ン 
タ の よう な 漢 字 出 力 可 能 な プリ ンタ に 印字 する こと が で きま す . 
日 本 語 処理 機能 を 整理 する と , 次 の よう に な り ま す . 


] . 日 本 語 入力 連 文 節 変換 入力 (PC-8801FA は 就 語 変換 入力 ), 表示 選択 入力 な どの 
入力 機能 を 使用 し , キー ボー ド か ら の 日 本 語 入力 が 可能 で す . 


. 文字 列 定 数 と し て プロ グラ ム テ キス ト の 中 で の 文字 列 定数 と し て 日 本 語文 字 列 を 定義 す 
の 日 本 語文 字 列 定 る も の で , 英 数 カナ と 同じ よう に " "(ダブ ルク ォ ー テ ーション ) で く 
義 くっ て 定義 し ます . 
日 本 語文 字 列 と し て は , 定数 と し て 定義 する 場合 と , 文字 列 変数 を 引 
用 する 場合 と が あり ます . 


た と えば , 「 日 本 語 」 と いう 文字 列 を PRINT 命 令 の 中 で 定数 と し て 定 
義 す る 場合 , 次 の よう に 入力 し て くだ さい . 
PRINT "日 本 語 ' パ | 





PRINT "日 本 語 " 
日 本 語 
Ok 










"日 本 語 " と いう 文字 が 画面 に 表れ まし た ね . 
ある い は 「 日 本 語 」 を , PRINT 命令 の 中 で 文字 列 変 数 を 引用 する 場合 , 
次 の よう に 入力 し て くだ さい . 前 と 同じ よう に "日 本 語 " が 画面 に 表れ 
ます . 
a$ ニ "日 本 語 ' 4gM 
print a$ gl 
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as$=" 日 本 語 " 








Print 3 や 
日 本 語 
Ok 
邊 
づ . 日 本 語文 字 列 の 印 日 本 語文 字 列 を PC-PR406 系 の 漢字 出力 可能 な プリ ンタ に 出力 すれ 
刷 ば , 日 本 語文 字 を 印刷 する こと が で きま す (PC-PR201 系 プリ ンタ を 使用 


する と 明 朝 体 の 印字 が 可能 で す ). 
LPRINT "日 本 語 'M 


4. 日 本 語文 字 列 の 操 日 本 語文 字 列 を 操作 する た め に 種々 の 関数 が 用 意 さ れ て お り , それ ら 
作 の 関数 を 使用 する こと に より , た と えば , 文字 列 中 の 全角 文字 を 1 ベイ 
ト 系 英 数 カナ 文字 に 変換 し た り , 文字 列 に 含ま れる 文字 数 を 数 えた り で 

きま す . 


一 例 と し て , 次 の と お り に 入力 し て くだ さい . 画面 に 指定 し た 文字 列 
の 文字 数 が "7" と 表示 され ます . 
? KLENC"NEC 日 本 電気 ") 


? LENCYNEG 日 本 電気 ") 








142 


第 8 章 日 本 語 処理 (Nss - 日 本 語 BASIC) 


口 . 日 本 語文 字 列 の 日 本 語文 字 列 も 1 ベイ ト 系 英 数 カナ 文字 と 同じ よう に ファ イル に 出力 
ファ イル 入出 力 する こと が で きま す . 下 の プ ログ ラム は , 日 本 語文 字 列 を ディ スク ファ 


イル (シー ケン シャ ルフ ァイル ) に 出力 し , すぐ に 読み な お し ます . 下 に 
示す よう に 入力 し て くだ さい ). 

10 open "DATA" for output as 壮 1 1g 

20 print 1 ," 日 本 語 " 9 

30 close 1g 

40 open "DATA" for input as 壮 1 fg 

50 input #1.a$ 9 

60 print a$ 1g 

70 close 1g 

RUN 9 


シー ケン シャ ルフ ァイル に つい て は , 本 書 第 16 章 を 参照 し て くだ さい . 
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日 本 語文 字 ( 主 角 文 字 ) 








] . 半角 文字 と BASIC で PRINT 文 , INPUT 文 , REM 文 や 文字 定数 , 文字 変数 (変数 
全角 文字 名 に $ が 付く も の ), STRING$, MID$ な どの 関数 に よっ て 様々 な 文字 列 
を 扱い ます . 


N-sBASIC な どの 日 本 語 処 理 機能 を 持た な い BASIC で は , 文字 列 と し 
て 本 書 資料 2 の 「 キ ャ ラク タコ ュー ド 」 に あげ られ て いる 256 種 類 の 1 ベイ 
ト 系 英 数 カナ 文字 (これ を 半角 文字 と いい ます ) だ け を 扱い ます . 

これ に 対し て Ng 日 本 語 BASIC で は , 半角 文字 に 加え て 日 本 語 コ ー ド 
に あげ られ て いる 6439 種 類 の 菩 字 と 453 種 類 の 漢字 以外 の 文字 (これ を 全 
角 文 字 と いい ます ) を 扱う 2 こと が で きま す . 

な お , 日 本 語 コ ー ド に つい て は 「 リ ファ レン スマ ニュ アル ]」 を 参照 し て 
くだ さい . 


シフ ト JIG コー ド Na 日 本 語 BASIC は , 全角 文字 を "シン フト JIS コード" と 呼ば れる コー 
に つい て に 9 紋 NN ま 
日 本 語文 字 は , 一 般 的 に は JIS の 規格 で 定め られ て いる "JIS コード“" 
と 呼ば れる コー ド で 扱わ れ て いま す が , Ne 日 本 語 BASIC で は , 内 部 で 
処理 し や すい シフ ト TJIS コー ド を 採用 し て いま す . 
し た が っ て , 外部 の 機器 と の 間 で 日 本 語 デ ー タ を や り と りす る 場合 
や , Ns 日 本 語 BASIC で 作っ た ファ イル を 他 の コン ピュ ー タ が 読み 取る 
場合 な ど は , シフ ト JIS コー ド を JIS コー ド に 変換 する 必要 が あり ます . 
シフ ト ]JIS コー ド と JIS コー ド の 変換 の サブ ルー チン の 例 を あげ て お 
きま す . 
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d. 主 朋 文字 が 使え る 


部 分 


第 8 章 日 本 語 処 理 (Nas- 日 本 語 BASIC) 


シフ ト JIS コー ドーJIS コー ド 変 換 サ ブル ー チ ン 
SHIFTJISS に シン シフト]JIS コー ド を 入れ て お く と , JIS$ に JIS ュ ー ド を 
入れ て 返す サブ ルー チン で すず す . 


199 の 
119 の 
129 
139 
149 
159 
169 
179 
189 
19 の 9 
29 の 
219 
229 
23 の 


"シフ ト JIS つ JIS コー ド 変 換 サ プル ー チ ン 
SJH=VAL("8H"+LEFTS(SHIFTJIS$,2) ) 
SJL=VAL("8H"+RIGHTS(SHIFTJISS,2 ) ) 

IF SJL<=8H9E THEN GOSUB *LESSER9EH ELSE GOSUB *GREATER9EH 
JIS$=HEX$(JH)+HEX$(JL) 

RETURN 

*LESSER9EH 

IF SJH<=&H9F THEN JH=(SJH- 8H7 1 ) *2+1 ELSE JH=(SJH- 8HB1 )*2+1 
IF SJL>=&H89 THEN JL=SJL-8H1F-1 ELSE JL=SJL-8H1F 

RETURN 

*GREATER9EH 

IF SJH<=8H9F THEN JH=(SJH- &H79)*2 ELSE JH=(SJH-8&HB9) *2 
JL=SJL- 8H7E 

RETURN 


JIS コー ドッ シ フト JIS コー ド 変 換 サ ブ プルー チン 
JIS$ に JIS コー ド を 入れ て お 8 く と , SHIFTJIS$S に シフ ト JIS コード を 
入れ て 返す サブ ルー チン で す . 


19 の 
11 の 
12 の 
139 


149 


159 
16 の 


179 


'JIS ユ シフ ト JIS コー ド 変 換 サ プル ー チ ン 
JH=VAL("8H"+LEFTS(JISS,2) ) "JHiJIS コ ー ド の 1 バイ ト め 
JL=VAL("8H"+RIGHTS(JISS,2)) "JL:JIS コ ー ド の 1 バイ ト め 
IF JH<=8H5E THEN SJH=INT((JH-1 ) /2)+&H71 


ELSE SJH=INT((JH-1)/2)+8HB1 'SJH: シ フト JIS コ ー ド の 1 バイ ト め 
IF JH MOD 2= の THEN SJL=JL+&H7E:GOTO 169 


ELSE SJL=JL+8H1F *SJL: シ フト JIS コ ー ド の 2 バイ ト め 
IF SJL>=&H7F THEN SJL=SJL+1 
SHIFTJIS$=HEX$(SJH)+HEXS(SJL ) *SHIFTJISs: シ フト JIS コ ー ド を 
16 進 数 の 文字 列 で 返す 
RETURN 


全角 文字 は , 次 の よう な 部 分 に 使う こと が で きま す . 


(1) 文字 列 の 内 容 

(2) 文字 定数 (" "で 囲ま れ た 文字 列 ) 

(3③) REM 文 の 中 の 注釈 

(4) DATA 文 の 中 の 文字 定数 

(5) ファ イル 名 

(6) INPUT (WAIT), LINE INPUT (WAIT ) 文 の プロ ンプ ト 文 
⑰) ファ ンク ンション キー の 内 容 
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画面 構成 








全角 文字 は 漢字 な ど を 表示 する の で , 下図 に 示す よう に 半角 文字 と は ドッ ト パ タ ー ン が 違い ます . 


全角 文字 半角 文字 
16 ド ッ ト 8 ドッ ト 





画 回 男 男 

16 ド ッ ト 還 副 画 避 国 較 是 画 男 | 6 ドッ ト 
回 一 国 回 映 圏 較 較 国 
H LT LLL 





し た が っ て , 全角 文字 は 半角 文字 2 文字 分 の スペ ー ス を 必要 と し ます . つま り , 1 行 を すべ て 全角 文 
子 で 埋め た 場合 は , 半角 文字 の 半分 し か 表示 で きま せん . 

も ちろ ん , 下図 に が す よ うに 全角 文字 と 半角 文字 を 混在 きせ る こと も で きま す . 
WIDTH 80, 20 : SCREEN 4 の 場合 


1234567 ・・・・ 77 78 7980 


1 重 | 狗 | ー 40 字 / 全 角 文 字 
に 





5 時 |m| を 国 引 時 上 
者) 


20 
この 例 の 場合 , 1 画面 に は 40x20 テ 800 個 の 全角 文字 が 表示 で きる こと に な り ま す . 


WIDTH 文 の 第 1 パラ メー タ (1 行 の 中 の 文字 数 ) は , 半角 文字 で 数 えた 値 に な り ま すか ら 注 意 し て く 
だ さい . 
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第 8 章 日 本 語 処 理 (Nss- 日 本 語 BASIC) 
WIDTH 文 の 設定 と , その と き に 表示 で きる 全角 文字 と は , 下 の 表 に 示す よう な 関係 に な り ま す . 


SCREEN 3 の 場合 





WIDTH 文 の 指定 | 表示 で きる 全角 文字 の 数 
WIDTH 80, 12 40 文 字 X12 行 480 文 字 
WIDTH 80, 10* 40 文 字 X10 行 =400 文 字 


WIDTH 40, 12 20 文 字 x12 行 =240 文 字 
WIDTH 40, 10* 20 文 字 x10 行 =200 文 字 


SCREEN 4 の 場合 


_WIDT 昌 文 の 指定 | 表示 で きる 全角 文字 の 数 
WIDTH 80, 25 40 文 字 X25 行 =1000 文 字 


WIDTH 80, 20* | 40 文 字 x20 行 = 800 文 字 
WIDTH 40, 25 20 文 字 x25 行 = 500 文 字 
WIDTH 40, 20* | 20 文 字 x20 行 = 400 文 字 





* SCREEN 文 を 実行 する と, WIDTH 文 の 第 2 パ 
ラメ ー タ ( 行 数 / 画 面 ) は , 自動 的 に 10 ま た は 20 に 設 
定 さ れ ま す . 
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日 本 語 処理 用 関数 








日 本 語 処 理 用 の 関数 と し て , KPOS, KLEN な ど が あり ます . 

これ ら の 関数 に つい て は 「 リ ファ レン スマ ニュ アル ]」 を 参照 し て くだ さい . 

BASIC 中 の 文字 お よび 文字 列 を 操作 する 関数 や ステ ー ト メン ト は , すべ て 半角 文字 と 全角 文字 を 混 
寿し て 扱え る よう に な っ て いま す . 

この た だ ため, INSTR 関数 , MID$ 関数 , RIGHTS$ 関数, LEFT$ 関数 が 期待 どおり の 動作 を し な いこ と が 
あり ます . これ ら の 関数 は , 全角 文字 , 半角 文字 を 区 別して 扱わ ず , 全角 文字 は 半角 文字 が 2 個 並 ん で 
いる も の と し て 動作 を する た めで す . 

た と えば "AB 涯 字 CD" と いう 文字 列 は , 下図 に 示す よう に 8 ベイ ト の 半角 文字 と みな され ます . 


ll = * |els 
EEECPE ロ 


ここ で は , MID$ 関数 と INSTR 関数 を 例 に あげ て , 文字 列 の 扱い に 関す る 留意 点 を 説明 し て いき ま 
す . 


1. MIDS 関 数 ド に 示す と お り に 入力 し て くだ さい . 
print mid$ ("AB 海老 ",3,2) 


"AB 海老 "と いう 文字 列 の 3 バイ ト 目 か ら 2 バ イト の 長 さ の 文字 列 を 切 
り 取っ て 表示 させ て いま す . " 海 " は 1 文字 で 2 ベイ ト の 長 さ が あり ます 
か ら , 正しい 結果 が 得 ら れ た わけ で す . 
今度 は 下 に 示す よう に 入力 し , 実行 し て くだ さい . 
print mid$(" AB 海老 ",4,2) 


お か し な 結果 に な り ま し た ね . 

"海老 "を シフ ト JIS ュー ド で 表す と , 8A43H 9856H と な り ま す . 今 の 
協 合 , "AB 海老 '「 の 4 バイ ト 目 は , " 海 "の 後ろ 半分 の 43H で す . そこ か ら 
2 ベイト 分 を 切り 取る と いう こと は " 老 " の 前 半分 で ある 98H ま で を 切 
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. INSTH 関 数 


第 8 章 日 本 語 処 理 (Nss- 日 本 語 BASIC) 


り 取っ て 1 つの 文字 の デー タ と し て 表示 する と いう こと に な り ま す 
(98H だ け で は 文字 の デー タ と し て 定義 され て いな い の で , 実際 に は 半 
角 文 字 の C が 表示 され ます ). 

この よう に 文字 列 の 切り 分 け 方 に 注意 し な いと , 場合 に よっ て , お か 
し な 文字 が 表示 され て し まい ます . 

全角 文字 を 含む 文字 列 を 操作 する 場合 は , 全角 文字 の 半分 だ け を 切り 
取ら ず , 1 文字 分 を 2 バイ ト 単 位 で 組 に し て 扱う よう に し て くだ さい . 
全角 文字 と 半角 文字 と の 混在 する 文字 列 で , 半角 文字 と 同じ よう に 全 
角 文 字 も 1 文字 ずつ 扱い た い 場 合 に は , KLEN 関 数 , KPOS 関 数 と 組み 
合わ せ て プロ グラ ム を 組ん で くだ さい . 

LEFT$, RIGHT$, MIDS ス テー トメ ント も 同様 の 注意 が 必要 で す . 


同じ 文字 "S" を 探す 場合 で も , うま くい く 場 合 と うま くい か な し い 場 合 
が あり ます . まず は , 下図 に 示す よう に 入力 し 実行 し て くだ さい . 


うま くい く 場 合 


PRINT INSTRX" 日 本 語 BASIC',"S") 








うま くい か な しい 場合 





PRINT INSTR( "上 鬼 が 島 BASIC","S") 
2 


(Ok 
し] 












どう で すか ? 結果 が 違い ます ね . 

これ は , BASIC が 全角 文字 を シフ ト JIS コー ド に し て 処理 する た め に 
起こ る も の で す . 

上 図 で うま くい か な い 場 合 で は , 文字 列 の 中 の " 鬼 " の シフ ト TJIS コ ュー 
ド は 8B53H で , この うち 下位 バイ ト の 53H が "S" の キャ ラク タコ ー ド と 
同じ た め , BASIC は , ここ で 発見 し た と みな し て し まう か ら で す . これ 
は , 調べ た い 文 字 が 半角 文字 1 文字 の と きのみ に 起こ り , 半角 文字 が 2 
文字 以上 , お よび 全角 文字 の と き に は 起こ り ま せん . 

この 問題 を 解決 する サブ ルー チン を 含む プロ グラ ム が 次 ペー ジ に 示し 
て あり ます . 
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150 


199 "INSTR 補 止 ブ プログラム 
119 " 
129 X$= 
139 YS$= 
149 N=1 
159 " 
169 GOSUB *ADVANCED . INSTR 

179 PRINT Y$:" は 、":iX$:" の "NO:" リ バイ ト め に あり ます 。" 
189 END 

199 " 

299 *ADVANCED. INSTR 

219 IF LEN(Y$)=1 AND ASC(Y$)<256 THEN 259 

22 の 9 ' Y$ が 、2 バ イト 以上 の と き 

239 NO=INSTR(N,X$,Y$) 

249 GOTO 339 

259 ' Ys$ が 、 半 角 文 字 1 文字 の と き 

269 Y=ASC(Y$) : I=N 

279 C=KPOS(X$, 1 ) 

28 の IF C=@ THEN 339 

299 W$=MID$S(X$,C,1 ) 

399 IF ASC(W$)=Y THEN NO=I 

319 IF NO= の THEN =I+1:GOTO 279 

329 NO=KPOS(X$,NO) 

339 RETURN 


" 鬼 が 島 BASIC" 
ww 


この プロ グラ ム は , 半角 文字 が 1 文字 の と きだ け 別 の サブ ルー チン で 
判断 し て いる の で , 正しい 結果 が 得 ら れる わけ で す . 

この プロ グラ ム で は , 120 行 て 140 行 で X$ に 調べ る 文字 列 を 代入 し , 
Y$ に 調べ た い 文 字 列 を 代入 し ます . そし て , 何 ベ イト 目 か ら 調べ る か 
を N に 代入 し ます . それ か ら , 200 行 か ら 始 まる サブ ルー チン を 実行 し 
ます . 

サブ ルー チン の 中 で は 210 行 で , Y$ が 1 文字 で 半角 文字 の 場合 と そう 
で な い 場 合 の 区 別 を し ます . そし て , 1 文字 で 半角 文字 の 場合 は 250 行 
へ 実行 が 移り , ここ で 正しい 判断 を し ます . また , そう で な い 場 合 は 
INSTR 関数 で 処理 で きる の で , 220 行 へ 実行 が 移り ます . どちら も NO と 
いう 変数 に 答え を 代入 し て , 330 行 の RETURN 文 で サブ ルー チン を 終わ 
り ま す . その 後 170 行 に 帰り , NO を 表示 し て プロ グラ ム を 終了 し ます . 

これ に より , INSTR 関 数 は 正確 に 動作 で きる よう に な り ま す . し た 
が っ て , INSTR 関数 で 半角 文字 1 文字 の 判断 を する と き は , この プロ グ 
ラム の 250 行 か ら 310 行 を 参考 に し て , プロ グラ ム を 作成 し て くだ さい . 

さて , INSTR 関 数 は , 調べ た い 文字 が その 文字 列 の 左 か ら 何 バイト 目 
に ある か を 返す も の で す が , 何 文字 目 に ある か を 得 た い 場 合 も や ありま 
す . 特に 全角 文字 を 使用 し て いる と , INSTR 関 数 で は , バイ ト 数 王 文字 
数 が 成立 し な い の で , 文字 列 操 作 が 厄介 な も の に な り ま す . そこ で , 拡 
張 INSTR 関 数 と で も いう プロ グラ ム ( サ ブル ー チ ン ) を 作成 し まし た . 
次 ペー ジ に 示し た も の が そう で す . 


第 8 章 日 本 語 処 理 ( Nss- 日 本 語 BASIC) 


1 の の 
11 の 
129 
13 の 
1 4 の 
15 の 9 
169 の 
179 の 
189 の 
199 の 
29 の 
219 
22 の 
239 の 
24 の 
259 の 
269 
27 の 
289 の 
299 
3 の の 
31 の 
329 
339 
34 の 


・ 拡張 INSTR 関 数 ブロ グラ ム 

X$=" 鬼 が 島 BASIC" 

Ys$="Sr 

N= 1 

GOSUB *ENHANCED . INSTR 

PRINT Y$S:" は 、"iX$:7" の "iiNOi" 文 字 め に あり ます 。" 
END 

*ENHANCED. INSTR 

IF LEN(Y$)=1 AND ASC(Y$)<256 THEN 279 


" Y$ が 、2 バ イト 以上 の と き 
NO=INSTR(N,X$,Y$):IF NO= の THEN 349 
C$=LEFT$S(X$,NO-1 ) 

C=LEN(C$) -KLEM(C$ ) : NO=NO-C 

GOTO 349 


' Y$ が 、 半 角 文 字 1 文字 の と き 
Y=ASC(Y$) : TI=N 

C=KPOS(X$, 1! ) 

IF C= の 9 THEN 349 
WS$=MID$(X$,C,1 ) 

IF ASC(W$)=Y THEN NO=1I 

IF NO=9 THEN 1=1I+1 :GOTO 299 
RETURN 


これ に より , NO と いう 変数 に 文字 数 (半角 文字 と 全角 文字 混在 の キャ 
ラク タ 数 ) を 返す こと が で きま す . プロ グラ ム の 内 容 に つい て は , ほ と 
ん ど INSTR 関数 の プロ グラ ム と 同じ な の で , そちら を 参照 し て くだ さ 


い . 
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日 本 語文 字 の ブ プリ ンタ へ の 
出力 








Ng 日 本 語 BASIC は , 漢字 な どの 全角 文字 を 出力 で きる 日 本 語 プ リン タ を サポ ー ト し て いま す . 
LPRINT 文 や LLIST 文 を 使っ て , 全角 文字 を 含む 文字 列 や プロ グラ ム を 日 本 語 プ リン タ に 印字 する こ 
と が で きま す . また , COPY 文 や , 全 + 仙 で プリ ンタ の 文字 フォ ント を 使っ た 画面 コピ ー も 可 


能 と な っ て いま す . 


ここ で は , 主 な プリ ンタ の うち , Na 日 本 語 BASIC に 適し た プリ ンタ , 使用 する と き に 注意 が 必要 な 
プリ ンタ な ど に つい て 解説 し ます . 


]. Ngg- 日 本 語 
BAGIC に 適し た 
プリ ンタ 


. 注意 が 必要 な ブリ 
ウツ 
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下図 に 示し た プリ ンタ は , Na 日 本 語 BASIC の すべ て の 機能 が サポ ー 
ト さ れ て いま す . 








48 ド ッ ト 日 本 語 プ リン タ 
24 ド ッ ト 日 本 語 プ リン タ 


PC-PR406LP2 
PC-PR201F, PC-PR101F 
PC-PR201H2 
PC-PR201V 
PC-PR201TL 
PC-PR101TL 
PC-PR406M 

PC-PR406H 

PC-PR406S 














スキ ャ ナ プ リ ンタ 





(1) 半角 文字 と 全角 文字 の 比 が 1 : 2 に な ら な い プ リン タ 
下図 に 示し た プリ ンタ に 全角 文字 を 含む 文字 列 を 印字 し た 際 , 半角 
文字 と 全角 文字 の 比 が 1 : 2 に な っ て いま せん の で , 桁 が 揃わ な い 場 
合 が あり ます . 





24 ド ッ ト 日 本 語 プ リン タ PC-PR104 

PC-PR405 
18 ド ッ ト 日 本 語 プ リン タ PC-PR202K 
16 ド ッ ト 日 本 語 プ リン タ PC-PR403 








これ を 補正 する た め に は , シス テム ディ スク に 入っ て いる ユー ティ 
リティ を 使用 し て くだ さい . 
シス テム ディ スク が ドラ イブ 1 に 入っ て いる こと を 確認 し た うえ で , 


run "setpdt.j88" 


を 実行 し ます . 





1. 文字 列 定数 の 有効 
文字 数 


. 日 本 語文 字 列 の 
ラン ダム ファ イル 
へ の 出力 


d. ファ ンク ショ ン 
キー の コピ ー 





注意 事項 








文字 列 定数 は 最大 255 桁 で す が , 全角 文字 を 含む 場合 , 全角 文字 の 1 
文字 が 半角 文字 2 文字 に 対応 し て いる た め , 実際 の 有効 文字 数 は それ 以 
ド と な か まず 

すべ て の 全角 文字 か ら 成 る 文字 定数 の 最大 文字 数 は 127 文 字 で す . 


ラン ダム ファ イル に 日 本 語文 字 列 を 含ん だ デー タ を 出力 する 場合 , 全 
角 文 字 1 文字 が 英 数 カナ 文字 2 文字 に 対応 する こと を 考え て フィ ー ル ド 
長 を 決定 する 必要 が あり ます . 

10 a$ ニ "日 本 語 " 


20 lset fa$ 三 a$ 2 
30 put ##1.i の 


この 場合 , フィ ー ル ド fa$ の フィ ー ル ド は 最低 6 文字 必要 と な り ま す . 
field 韻 1,10 as fa$,・・・・ 


Nr 日 本 語 BASIC の 日 本 語 モ ー ド で COPY 1 9M を 行っ た 場合 , 
ファ ンク ンション キー の 内 容 は コピ ー さ れ ま せん . 
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日 本 語 ユ ー テ ィ リ ティ 





Nma- 日 本 語 BASIOD シス テム ディ スク に は , 外字 と ユー ザ 辞 書 を 
管理 し た り , Ngg- 日 本 語 BASIO(B5) や Nma- 漢 字 BASIO, BB01 漢 
字 昌 ASIC で 使わ れ て いる 日 本 語 コ ー ド を Nme- 日 本 語 BASIO で 
扱え る シフ トリ IS コー ド に 変換 し た り , 市 販 の ワー プロ ソフ ト (d 種 ) 
で 作成 し た 文書 ファ イル を Nma- 日 本 語 BASICO の デー タフ ァイル 
に 変換 する ユー ティ リティ プロ グラ ム が 入っ て いま す . この 章 で は , 
これ ら の ユー ティ リティ プロ グラ ム の 紹介 と 使い 方 を 説明 し ます . 
な お , この 章 で は , Nas- 日 本 語 BAGIO シス テム ディ スク を 単に 
シス テム ディ スク と 称す る 場合 が あり ます . 














日 本 語 ユ ー テ ィ リ ティ の 





Ns- 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク に は , 日 本 語 処理 機能 を より 効率 よく 使っ て いた だ くだ た め に 5 つ 


の ユー ティ リティ プロ グラ ム が 用 意 さ れ て いま す . 


こと では, 各 ユ コー ティ リティ プロ グラ ム の 機能 を 箇 単 に 説明 し ます . 


日 本 語 処理 に 関係 の ある ユー ティ リティ プロ グラ ム ( 以 後 , 日 本 語 
ユー ティ リティ と 遇 し ます ) は 下 の 表 の よう な 種類 が あり ます . 


font.fa 
(PC-8801FA の 場合 ) 
font.ma 


(PC-8801MA の 場合 ) 


prload.fa 
(PC-8801FA の 場合 ) 
prload.ma 
(PC-8801MA の 場合 ) 


usrdic.fa 
(PC-8801FA の 場合 ) 
.| usrdic.ma 
(PC-8801MA の 場合 ) 
cdcnv.fa 
(PC-8801FA の 場合 ) 


cdcnv.ma 
(PC-8801MA の 場合 ) 


外字 管理 


@ シス テム ディ スク 上 に 書き 込ま れ て いる 外字 の フォ 
ント (書体 ) の 定義 変更 を 行う . 

@ 外字 は 画面 表示 用 (16 ド ッ ト X16 ド ッ ト ) と プリ ンタ 
印字 用 (24 ド ッ ト X24 ド ッ ト ) が ある . 

プリ ンタ へ の 外字 ロー ド 

@ 外字 を プリ ンタ に 送る . 





ユー ザ 辞 書 管理 
@ シス テム ディ スク に 入っ て いる ユー ザ 辞 書 へ の 語 傾 
の 登録 , 変更 な ど を 行う . 





日 本 語 コ ー ド の 変換 

@ Nss - 日 本 語 BASIC と 他 の BASIC 問 で の 日 本 語文 字 , 
の デー タ 交 換 を 行う た め に , デー タフ ァイル 内 の 日 
ト 語文 字 列 の コー ド を 各 BASIC で 扱え る 日 本 語 コ 
ー ド に 変換 する . 





flcnv.ut 





文書 ファ イル の 変換 

@ 市 販 の ワー プロ ソフ ト ( 3 種 ) で 作成 し た 文書 ファ イ 
ル と Nass- 日 本 語 BASIC で 扱え る ファ イル 形式 を 相 
互 に 変換 する . 





Na 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク に は , ディ スク コー ド (N。- 日 本 
語 BASIC を 動か す た め に 必要 な デー タ ) の 他 に 日 本 語 へ の 変換 を 行う た 
め の 辞 書 , ユー ザ 辞 書 や 外字 の フォ ント デー タ な ど が 書き 込ま れ て い 


ます . 
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日 本 語 ユ エー ティ リティ を 動か し て いる と き は , Na 日 本 語 BASIC か 必 
要 に 応じ て こと これ ら の デー タ を ンス テム ディ スク か ら 読 み 込ん だ り , 書き 
換え た り し ます か ら , Ns- 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク は 必ず 本 体内 
蔵 の ドラ イブ 1 ( 外 付け ドラ イブ ユニット を 接続 し て いる と き は , 外 付 
け ド ライ ブユ ニッ ト の ドラ イブ 1) に セッ ト し て お いて くだ さい . 





外字 管理 


[font.fa(PC-8801FA),font.ma(PC-8801MA)] 








Na 日 本 語 BASIC で は , 本 機 に 実装 され て いる 漢字 ROM に 入っ て いる 日 本 語文 字 を 扱う 機能 を 持っ 
て いま す . それ に 加え て , ユー ザ が 作っ た 文字 / 記 号 ( 外 字 ) 等 を Ns 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク 上 
に 書き 込み , BASIC の 命令 で 扱う こと が で きま す . 


Na 日 本 語 BASIC の KPLOAD 文 は 外字 を 定義 する た め の 命令 で す 
が , KPLOAD 文 を 使っ て , プロ グラ ム 上 で 外字 を 定義 する の は か な り 
厄介 で す . また , KPLOAD 文 で は , シス テム ディ スク 上 の 外字 辞書 の 
書き 換え は で きま せん . 

し か し , この 外字 管理 コー ティ リティ を 使う こと に より , 箇 単 に 外字 
を 定義 する こと が で きま す . また , ある シス テム ディ スク 上 の 外字 デー 
タ を 他 の シス テム ディ スク に 転送 し た り , プリ ンタ 対し て 外字 デー タ 
を 送る こと も で きま す . 

外字 管理 ユー ティ リティ は , 外字 の コー ド と し て JIS コー ド を 用 いま 
す . JIS コー ド の 7621H か ら 765FH ま で の 63 文 字 分 の 領域 が , 外字 専用 
に 確保 され て いま す . 

Ng 日 本 語 BASIC で は , 全角 文字 (外字 を 含め て ) を シン フト JIS コード 
で 表現 し ます か ら , この ユー ティ リティ で 作成 し た 外字 を Na- 日 本 語 
BASIC で 扱う 場合 は , 次 の 表 を 参照 し て , シフ ト JIS コ ー ド を 調べ て く 
だ さい . 

















763F EBBD 
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外字 管理 ユー ティ 
リティ を スタ ー ト 
する 


Na- 日 本 語 BASIC を スタ ー ト させ , "font. "を ロー ド し , 実行 し ま 

5 ボ 。 

注意 ユー ティ リティ プロ グラ ム の 入っ て いる フロ ッッ ピー ディス ク 
を ドラ イブ 1(8 イ ンチ ディ スク ユニ ッ ト が 接続 され て いる 
と き は ドラ イブ 3) に セッ ト し て くだ さい . この 例 は , ドラ 
イブ 1 に シス テム ディ スク が セッ ト き され て いる と 想定 し た と 
き の も の で す . 


load "font . て " fg 
run 


し ば らく する と 次 の よう に 表示 され ます . 





変更 し た い 外 字 の 入っ て いる シス テム ディ スク を セッ ト し て 
ドラ イブ 番号 を 入力 し て くだ さい : 時 








メッ セー ジ に 対し て , シス テム ディ スク が セッ ト さ れ て いる ドラ イブ 
番号 を , た と えば , 


と 入力 し ます . 


8 イン チ デ ィ ス ク ユ ニッ ト が 接続 され て いれ ば , ドラ イブ 番 
号 は 3 に な り ま す . 
数 字 は 半角 文字 で 入力 し て くだ さい . 
以下 , メニ ュー で 処理 を 選ん だ り , ドラ イブ 番号 を 入力 する 
と きゃ る 同様 で す . 


メニ ュー 画面 が 表示 され ます . 


。 作 成 登録 され て いる 外字 の 修正 
デー タ を 別 の メデ ィ ア に 転送 


どの 処理 を 行い ます か ? 四 
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. 外字 を 作る スニ ュー 画面 で 
と 入力 し ます . 


実際 に 外字 を 作り な が ら 手 順 を 説明 し て いき ます . と いう マー ク を 
作っ て み ま し ょ う (⑮ は 漢 字 ROM に 入っ て いま せん か ら , 外字 と し て 定 
義 し な いと 表示 で きま せん ). 

(1) 外字 コー ド を 定義 する 
外字 コー ド の 7621H に ⑤ を 定義 する こと に し まし ょ う . 


現在 7621H に 定義 され て いる 外字 (買っ た ば か り の と き は 
" 回 "が 定義 され て いま す ) が 更新 され ます . 











に 対し て , 


7621 fg 


と 入力 する と , 次 ペー ジ の よう な 作成 画面 が 表 が され ます . 
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作成 画面 













玉 玉 玉 氷 来 件 成 キキ + ォ キキ ォ 


外字 コー 





Soooooeoo@@ の AA スス スス AA っ へ 潮 


eooeoeoe@@ の 


作成 中 の 外字 コー ド が 表示 
され ます . 


ゃ eoeoee み 


『 





ぐる ぐ の の の る ④ の の の の の る の の の の の の 














* 
@@ の る の の の の の る の る る の の の 9 る 





ン 2 の さ 


思 | 














現在 定義 され て いる 外字 の 
一 覧 表 が 表示 され ます . 
標準 ディ スプ レイ (640X 
200 ド ッ ト ) を 使っ て いる と 
き は 表示 され ませ ん . 





作成 を 終了 し て メニ ュー に 戻り ます 
この と き , プリ ンタ が 接続 きれ て いれ ば 
プリ ンタ に 外字 デー タ を 送り ます . 


(に 

標準 ディ スプ レイ を 使っ て いる と き は ,。 | 過 引 
に は 還 語 証 是 3 較 と 設 ま され て いて , これ を 押 
すこ と に よっ て , 現在 定義 され て いる 外字 の 一 覧 
表 が 表示 され ます . 


候 引 


作成 中 の 外字 を シス テム ディ スク の 外字 辞書 に 登録 し ます . 








ーー 人 2 
漢字 ROM に 入っ て いる 文字 や , 現在 定義 され て いる 外字 の フォ ント を 呼 
び 出 し ます . 
外字 作成 エリ ア で す . 
I6XI6 ド ッ ト の 文字 は 画面 表示 用 , 24X24 ド ッ ト の 文字 は , 24 ド ッ ト 日 本 語 プ リン タ 用 で す 
16 ド ッ ト 日 本 語 プ リン タ で は , 外字 を 印字 する こと は で きま せん 
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画面 に は , 現在 定義 され て いる フォ ント が 表示 され ます . 





(し 生生 は き 0 この 人 む い 電 3 は はご つい 1 の 5 ミニ こら SASZDSIOSCHO に 
PT OAMSRSW 
凍っ の 間 ・ ・ 剖 還 半 ro に つ 「 シ 全 ・ 
ST RS ト 1 IE 衣 コー は SO こい まさ むき OCS2 部 ・ 
ot ・ 末 ・・ 尊 ・ 六合 CR 「 1 1 1 時 
生計 な ho 者 ・ 剖 ・・ 部 の こも 0 理 ・ ・ 基 部 ・ 
- 吉 ・・ 、・・ 尊 末吉 (8 「 人 REHT を SER E 
・ 各 ・・ 尋 間 末 各部 章 ・ 思 仙 5 | EE、 EEE 量 
、 天 ・ 琴 ・・・・・・ ・ 更 ・ (EE ED 間 ・ 部 ・・・ 芝 ・ 
・ 豊 ・ AN ム 上 ・ 弄 ・ し | EE EE 呈 
II 0 ・ 人 二 二 CDS TCPUERUIC 間 ・・・ 加 ・・・ 聖 ・ 
SU DOSRIOIS SB 0 「 ) RE 「 生還 PRIE 1 衣 
人 【 エ 全 て て 1 EE ET で 
L ト エエ ルト トト エト トト エコ ュ 王 還 ( 東 。  ・・ 
フー か て PS 隊 二 
電 ) そい 0 ・ 剖 ・ 
加 ・ ・・ 間 間 要 旬間 音 人 ゆ 章 吾 ・ ・ー [ 是 
し ERO に 1 に SEIKRS2 3 章 ・ 
し 3 1 っ BE 部 ・ 
3 汗 SHH し 全 
て かゆ か の る る る の る や ひひ ひひ の ひか の ・ 
回 








(2) 外字 を デザ イン する と き 
外字 を デザ イン する と き は , 皮 存 の フォ ント に 似 た も の が あれ ば , 
それ を 呼び 出し て 修正 する の が 使 利 で す . 
既存 の 文字 を も と に し て フォ ント を 作る の が や り に くし 電 
合 は , 慣 請 を 押し て , 自 紙 の 状態 か ら 文字 の デザ イン を し 
ます . 


日 本 語 コ ユー ド (「 リ ファ レン スマ ニュ アテ アル] 資料) の 中 に アル ファ ベッ 
ト の R が あり ます か ら , これ を 呼び 出し て , に な お すこ と に し ま 
39 

2 (回 還 ) を 押し ます . 





J 1 己 コ ー ド : 自 








対し て , 
2352 1gI 
と 入力 し ます . 
R の JIS コ ー ド で す . 日 本 語 コ ー ド 表 (「 リ ファ レン スマ 
ニュ アル ]」 資 料 8 ) で 探し ます . 
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本 機 に 内 蔵 さ れ て いる 漢字 ROM か ら R の フォ ント が 読み 出さ きれ て 
画面 に 表示 され ます . 

















漢字 ROM に は , 16x16 ド ッ ト の 画面 表示 用 の 文字 し か 
入っ て いま せん . 


(3) 16X16 ド ッ ト の フォ ント を 作る 
16xX16 の フォ ント 表示 エリ ア の 左上 端 に 点滅 し て いる カー ソル を 
動か し な が ら , R を ⑤ に な お し て いき ます . 


作成 中 いつ で も 5 ( 共 還 ) を 押す こと に よっ て , 作成 
中 の 外字 の 定義 を 中 断 す る こと が で きま す . 
に 5 ( 座 還 較 ) を 押す と (8) に 移り ます . 
テン キー を 使っ て , カー ソル の 移動 と , ドッ ト の ON/OFF を 行い ま 
す . 


フォ ント の 作成 の 途中 で 初め か ら や りな お し た いと き や , 
白紙 に 戻し た いと き は , 作成 中 いつ で も (2 の 操作 を 行う こ 
と が で きま す -. 











164 


第 9 章 日 本 語 ユ ー テ ィ リ テイ 


ト の 図 は , 16X16 ド ッ ト の フォ ント が で き 上 が っ た と ころ で す . 











トト 1 」 5 転 2 品 ユ て エエ ユル エエ ユル エト エエ 1 ユ 1)」 店 
豊 茜 ・ 9 て SYS0SWE Et2NE2 ニ 38SER6338l し 
・ の ・ ゃ る ゆみ の ・ ーー 芝 
ii 【 【 生還 IDR ド ユ トト 1 生 陸 
「 1 | (53 に SB2 時 2 LE [ 弄 加 ・ ・ 柚 ・ 
て 1 1 生生 1 BE OR 
・ 弄 ・ ・ 王 ・ [ ] SM [ ] る お 133 SR | [ ] ・ ・ 剖 ・ 
・ ・ 更 ・ 王 ES 寺 競 OTC と 32 て Pr KN トス 琴 ・ [ R ・ 弄 
・ ・ 得 ・ ・ 如 ・ ・ | 0 稼い [. 5 東 5 ・ 加 ・ 
し 1 【 は 
FPS] SE 上 2 2054 生 [ ] ・ ・ 部 ・ 
1 千本 琶 1 ] は さと イヤ キャ ヤ て で 
NE 2 1] 1 8 3 ・ 剖 ・ 0 お 2 08HSCI2ORHT2HCI2RISS ・ ・ 弄 ・ 
に 25 0233 PBB EEE ・ 末 ・ い 有 ro oon ・ 各 RB ・ 了 弄 
EERCEICOH EDENIDIICRCHEIIEIDD ・ 夢 ・ 
し あや の も の る 9 も ゆ ・ 
『! ・ 杜 シー | 剤 
ー" ・ 吉 いつ 3 時 補 で 9 SSH ADS YNSNIL [ 」 
の 06 に る > 38289 0 
の の ひひ ゅ の ひひ の の の も ひひ の の 
加 








(4) 24X24 ド ッ ト の フォ ント を 作る 
| を 押す と , カー ソル が 24x24 ド ッ ト の フォ ント 表示 エリ ア に 
移り ます . 


人 ②M は , 16x16 ド ッ ト と , 24x24 ド ッ ト の 切り 震え を し 


ます . 


24xX24 ド ッ ト の プリ ンタ 印字 用 の 文字 も 同じ よう に し て 作成 し ま 
す . 


24X24 ド ッ ト の フォ ント は , まず 但 放 を 押し て 自 紙 の 状 


態 か ら 作 り ま し ょ う . 


談 頁 の 図 は , 24X24 ド ッ ト の フォ ント が で き 上 が っ た と ころ で す . 
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が EE [ 1 ] ] 王 生 二 二 本 全 か 
・・・ 弄 3 ニッ SN 尊 間 RT 1 CSS 
さい EEC て 

る ・ の の の の の す の の 時 人 ま ま まま すま です で 5 
「 全 ーー ・ 9 ある ひる ひひ の ひみ ゅ 。 ・ 

・ 各 RS ラン る だ っ な お RE 時 2 認め 全 

も ・@ WI の の 

| 一 ・ 弄 ・ で の ES TE EEE EE ・ 章 穫 EE ve が の ト T 』 「 ] 

23 も 9 や け ーー 生生 時 1 0 

[ ] ・ 弄 ・ ・ 机 ・ | ] ・ 加 er うま 3 画 章 HCS | 弄 
る ひひ の の の の し まき トト ヘム ムムッ み 
1] 1 】 ・ 部 2 ニニ しゃ で 重 間 CTO 
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(⑤) 外字 の 登録 
フォ ント の 作成 が 終わ っ た ら , これ を シス テム ディ スク に 書き 込み 
ます . 
[3 (W 愉 桂 ) を 押す と , 書き 込み が 行わ れ ます . 


(6) 登録 の 確認 を する 
画面 下 の 外 字 の 一 覧 表 を 見 て み ま し ょ う . 
標準 ディ スプ レイ を 使っ て いる と き は , 條 ・4M( 較 過 ) を 
押す と , 外字 の 一 覧 表 が 表示 され ます . 


外字 ュー ド 7621 の 欄 に , いま 作っ た 文字 が あり ます . 








8 
⑯ 
人 1 WI 到 
ァ の 人 "HP 


に 
Cm 











(⑰) 他 の 外字 の 作成 と 登録 
定義 し た い 外 字 が 他 に も あれ ば , 1⑪) て (6) で 行っ た の と 同じ ょ うに 繰 
り 返し ます . 


第 9 章 日 本 語 ユ ー テ ィ リ ティ 


(@) 終了 
外字 の 作成 が 終了 し た ら , "外字 コー ド : "に 対し て 外字 コー ド を 入 
力 し な いで 州 ⑦M を 押し ます . 
次 の メッ セー ジ が 表示 され ます . 





タク 、 加 ドド し まき か が 
(マン NN) 年 








外字 管理 ユー ティ リティ の 作業 を 終え を た あと , すぐ に プリ ンタ 人 ヒ 外 
字 を 印字 する 必要 が あれ ば , 


例 


と 入力 し ます . 


と りあ え ず 外字 の 作成 だ けし て お き , プリ ンタ へ の 印字 を 
行わ な いと き は n と 入力 し ます . 外字 を プリ ンタ へ 印字 す 
る 前 に , 本 章 の 3 人 節 「 け プリ ンタ へ の 外字 ロー ド 」 の ユー ティ 
リティ を 行っ て くだ さい . 
また , y,n は 半角 文字 で 入力 し て くだ さい . 大 文字 で も 小 
文字 で も か まい ませ ん . 以下 , 同様 で す . 


次 の よう に 表示 され て プリ ンタ へ 外字 が 書き 込ま れ ま す . 


プリ ンタ が 接続 きれ て いな いと , 





ブリ ンタ 準備 し て くだ さい 








と 表示 され ます か ら , プリ ンタ を 接続 し て 衝 を 押し て 
くだ さい . 

この よう に 表示 され た あと , プリ ンタ へ の 書き 込み (ロー 
ド ) を 中 止 し た いと き は [し (本 本 較 ) を 押し て くだ さ 
い . メニ ュー 画面 に 戻り ます . 
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プリ クラ に ロー ド 中 で す 





書き 込み (ロー ド ) が 終わ る と メニ ュー 画面 に 戻り ます . 


d. 外字 を 転送 する 外字 管理 ユー ティ リティ の メニ ュー 画面 で , 
> 師 ! 


と 入力 する と , "転送 "の 画面 が 現れ ます . 


ネ 水 氷 ※ 転 送 ポポ ネネ 玉 


転送 先 の ドラ イブ 番号 : 自 


し lood  。 語 - - 較 - - 骨 … . - 還 父 ( 





も と に な る 外字 デー タ の 書き 込ま れ て いる シス テム ディ スク と , 転送 
先 の シス テム ディ スク を セッ ト し ます . 


外字 デー タ の 書き 込ま れ て いる シス テム ディ スク は , メ 
ニュ ー 画 面 で 入力 し た 番号 の ドラ イブ に 入れ て くだ さい . 


そし て , 転送 先 の ドラ イブ 番号 を , た と えば , 
2 避 


と 入力 し ます . 
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次 の よう に 確認 を 求め て きま す . 





ドラ イブ 1 ーー> ド ライ ブ 8 


転送 し ます か (Y ン N) ? 自 








y 1gI 
と 入力 し ます . 
n と 入力 する と メニ ュー 画面 に 戻り ます . 


災 の よう に 表示 し な が ら , 外字 デー タ が 転送 され ます . 








デー タ き 転送 中 で す 
し ば らく お 待ち くだ さい 








転送 が 終わ っ た ら を 押せ ば , メニ ュー 画面 に 戻り ます . 
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プリ ンタ へ の 外字 ロー ド 


[prload.fa(PC-8801FA),prload.ma(PC-8801MA)] 











この ユー ティ リティ は , Na 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク 上 に ある 外字 デー タ を プリ ンタ に 送り ま 
す ( ロ ー ド ). た だ し , 外字 を ロー ド し 印字 で きる の は , 次 の 日 本 語 プ リン タ ( ま た は その 同等 品 ) だ け で 
す . 

※ プ リン タ の 電源 を OFF に する と , プリ ンタ に ロー ド し た 外字 が 消え ん て し まい ます . この 場合 は , も 

う 1 度 "prload<" を 用 いて 外字 フォ ント を プリ ンタ に ロー ド し な いと , 外字 は 印字 で きま せん . 





PC-PR201F, PC-PR101F 
PC-PR201H2 

PC-PR201V 

PC-PR201TL 

PC-PR101TL 

PC-PR406M, PC-PR406H, PC-PR406S 
PC-PR406LP2 








] プリ ンタ へ の 外字 Na- 日 本 語 BASIC を スタ ー ト させ , "prload . "を 実行 し ます . 
ー ド コー テレ | 
日 ド ユ ー テ ィ リ 注意 この 例 は , 8 イン チ デ ィ ス ク ユ ニッ ト を 接続 し て いな い 場 合 


ティ の スタ ー ト 


を 想定 し て いま す . 8 イン チ デ ィ ス ク ユ ニッ ト を 接続 し て い 
る 場合 は , ミニ ディ スク ドラ イブ の ドラ イブ 番号 を 指定 し ま 
5 まま 、 


run "prload . て" fg 


画面 に 次 の よう に 表示 され て , プリ ンタ へ の ロー ド が 行わ れ ま す . 


必ず ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 右側 の ドラ イブ か ら 外 字 デ ー 
タ が 読み 出さ れ ま す . 
また , プリ ンタ が 接続 され て いな いと , 





ゴリ ンタ を 準備 し て くだ さい 








と 表示 され ます か ら , プリ ンタ を 接続 し て 人 2』 を 押し て く 
だ さい . 
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. 終了 


第 9 章 日 本 語 ユ コー ティ リティ 








9 ト 表 を リン タ へ ロー ド 中 で す 
し ば らく お 待ち くだ さい 








プリ ンタ へ の ロー ド が 終わ る と , 次 の よう な メッ セー ジ を 表示 し て 


"prload . "プロ グラ ム が 終了 し ます . 








なわ り ま し た 
k 
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ユー ザ 辞 書 管理 


[usrdic.fa(PC-8801FA), usrdic_ma(PC-8801IMA)] 








Ns- 日 本 語 BASIC は , PC-8801MA で 約 6 万 5 千 語 , PC-8801FA で 約 3 万 5 千 語 の 辞書 を 持ち , 連続 
し た 16 の 文節 単位 (PC-8801MA), 熟語 単位 (PC-8801FA ) で か な を 漢字 に 変換 し な が ら , 日 本 語 の 入力 
を 行う こと が で きま す . 

さら に Na 日 本 語 BASIC は , 珍し い 名 前 や 長い 固有 名 詞 , よく 使う 決ま り 文 句 な ど を , ユー ザ に 用 意 
され た 辞書 に 登録 で きま す の で , と て も 便利 で す . 

ユー ザ 辞 書 管理 ユー ティ リティ は , ユー ザ 辞 書 へ の 熟語 の 登録 , 変更 , 削除 な ど を 行い ます . また , 
ユー ザ 辞 書 を , ある ンス テム ディ スク か ら 他 の シス テム ディ スク に 転送 する こと も で きま す . 


]. ユー ザ 辞 書 管理 Na- 日 本 語 BASIC を スタ ー ト させ , "usrdic . "を ロー ド し , 実行 し ま 
ユー ティ リティ の 。 す -. 
スタ ー ト 注意 ユー ティ リティ プロ グラ ム の 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 


を ドラ イブ 1(8 イ ンチ ディ スク ユニ ッ ト が 接続 され て いる 
と き は ドラ イブ 3) に セッ ト し て くだ さい . この 例 は , ドラ 
イブ 1 か ら ロ ー ド し て くる と 想定 し た と き の も の で す . 


load "usrdic . …" ol 
run 


し ば らく する と 次 の よう に 表示 され ます . 





変更 し た い ユ ー ザ 辞書 を 含む シス テム ディ スク を 
Rg 4 に ピッ ト し て くだ さい 








対象 と な る ユー ザ 辞 書 の 入っ て いる シス テム ディ スク を ドラ イブ 1 に 


セッ ト し , の を 押し ます -. 


ンス テム ディ スク に は , ユー ザ 辞 書 用 の 領域 が あら か じ め 確 
保 さ れ て いま す ( 買 っ た ば か り の と き に は 空っぽ で す が ). 
ユー ザ 辞 書 は FILES 命令 で は 見 る こと と は で きま せん . 
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メニ ュー 画面 が 現れ ます . 


. 登録 .……. 新 規 に 勲 語 を 登録 

・ 変更 .…. 登 録 し た 悪 語 の 変更 

・ 削 除 .……. 登 角 し た 悪 語 の 削除 

ー 覧 .….…. ユ ー ザ 辞書 の 画面 表示 お よび , プリ ンタ 出力 
転 送 .…. ユー ザジ 辞 書き 別 の メデ ィ ア に 転送 


1 
用 
So) 
4。 
5。 


と の 処理 を 行い ます か ? 





(1) メニ ュー 画面 で 1 と 入力 し ます . 
2) 次 の よう に , 読み が な の 入力 を 求め て きま す . 





ャ 
* 


当 
Ss 











ここ で , ユー ザ 辞 書 に 登録 し た い 熱 語 の 変換 の も と に な る 「 読 み 」 を 
ひら が な で 入力 し , を 押し ます . 


「 読 み 」 は , 全角 文字 の ひら が な , 英 数 字 で 入力 し ます . 入 
力 の 方 法 が わか ら な いと き は , 第 5 章 を ご 覧 くだ さい . 
また , 熟語 の 登録 を 中 断 し て メニ ュー に 戻り た いと き は , 
ここ で 何 も 入 力 し な いで を 押し て くだ さい . 


ここ で は , 例 と し て , 
に ち で ん 


と 入力 し て み ま す . 


173 


3) 次 に , 「 読 み ] に 相当 する 語 を 入力 し ます . 





豆 れ = 五 ・ 
式 KN ロロ * 邊 











に 対し て , ここ で は , 


日 本 電気 株 式 会 社 
と 入力 し まし ょ う . 


熟語 は 全角 文字 16 文 字 以下 で 入力 し て くだ さい . 
そし て , 区 語 の 登録 を 中 断 し て メニ ュー 画面 に 戻り た いと 
き は , ここ で 何 も 入 力 し な いで を 押し て くだ さい . 
また , すでに 同じ 語 が 登録 し て あれ ば , 





同じ 勲 語 が 既に 登録 され て いま す 








と いう メッ セー ジ が 表示 され ます . 


(4) 「 読 み 」 と 「 熱 語 」 の 入力 が 終わ る と , 辞書 に 入れ て よい か どう か を 確 
認 し て きま す . 





登録 し ます か (Y ン N) ? 自 





y 
と 入力 し ます -. 
n と 入力 する と , (② に 戻り ます . 


6) (② に 戻り ます か ら , 他 に 登録 し た い 読み が あれ ば ②④⑭ を 繰り 返 
し , 登録 を 終了 する と き は "読み : "に 対し て 人 2 を 入力 すれ ば , メ 
ニュ ー 画 面 に 戻り ます . 
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d. 変更 


第 9 章 日 本 語 コ ー テ ィ リ ティ 


1) メニ ュー 画面 で 2 人 2 と 入力 し ます . 








ロ iili 
本 
Ys 
| | 








変更 し た い 語 の 「 読 み 」 を 入力 し ます . 


読み を 入力 せ ず (に 人 WM を 押す と , 変更 は 中 断 され て メ 


ニュ ー 画 面 に 戻り ます . 


(2② 入力 し た 「 読 み 」 で 登録 し て ある 「 吉 語 ] が すべ て 表示 され ます . 


登録 し て ある 熟語 が 一 画面 に 表示 し きれ な いと き は , 
人 を 押す と 続き が 表示 され ます . 


1. 日 本 電気 株 式 全社 
2 日 林 電 所 


日電 


Ss 呈 = 天 りー 3 
登録 語 炎 = 3 


どの 熟語 を 変更 し ます か 自 


| lood 関 >。。=。 較 。。。 半 。。。。 較 : 」 | 





変更 し た い 「 吉 語 ] の 番号 を 入力 し ます . 


「 読 み 」 に 対す る 「 部 語 」 が 一 語 だ け の と き は , 番号 を 入力 す 
る 必要 は あり ませ ん か ら (3) に 移り ます . 


た と えば , 上 の 例 の 2 番 を 変更 し た けれ ば , 
2 人 届 


と 入力 し ます . 
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(⑬③ 新しい 吉 語 を 入力 し ます . 


熱 語 を 入力 せ ず に を 押す と , 変更 は 中 断 さ れ て メ 
ニュ ー 画 面 に 戻り ます . 





全う 五 ・ 
CS 語 : 自 








(4) 新しい 熱 語 を 入力 し 終わ る と , 





"日 本 電気 !ーーー> "日 電 HE "に 変更 し ます か (Y ン N) ? 自 








と 確認 を 求め て きま すか ら , 


y 


と 入力 し ます . 
n と 入力 する と , 熟語 の 変更 は 中 断 さ れ て (1) に 戻り 
まま) 


⑤) 辞書 が 書き 換え られ て (1) に 戻り ます . 


変更 を 終了 し た いと き は , "読み : "と 表示 され て いる 状態 
で , 読み を 入力 し な いで 作 ⑦M を 押せ ば メニ ュー 画面 に 戻 
り ます . 
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4. 削 際 





第 9 章 日 本 語 ユ ー テ ィ リ ティ 


1) メ = ェ ュー 画面 で 3 人 2M と 入力 し ます . 





ニ 二 
El み ・ 自 











削除 したい 「 将 語 」 の 読み を 入力 し ます . 
読み を 入力 せ ず に の M を 押す と , 削除 は 中 断 さ れ て メ 
ニュ ー 画 面 に 戻り ます . 
(② 入力 し た "読み "で 登録 し て ある "熟語 "が すべ て 表示 され ます . 


登録 し て ある 熱 語 が 一 画面 に 表示 し きれ な いと き は , 
人 を 押す と 続き が 表示 され ます . 


ネネ ※ 削 除 ネネ ネネ ※ 


日 本 所 株 式 会 社 
・ 日 
・ 日 電 HE 


登録 語 牙 = 3 


と の 熟語 を 削除 し ます か ? 自 


| locd 回 。 。。 関 。 。 半 。 。 壮  ) ] 


削除 し た い " 苑 語 "の 番号 を 入力 し ます . 


"読み "に 対す る "部 語 "が 一 語 だ け の と き は , 番号 を 入力 す 
る 必要 は あり ませ ん か ら (3) に 移り ます . 


た と えば , 上 の 例 の 2 番 を 削除 し た けれ ば , 


2 


と 入力 し ます . 
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(3③) 次 の よう に 確認 を 求め て きま す . 


ネ 玉 素 玉 削 除 ネネ *※*※※ ネ 


・ 日 本 画 所 株 式 会 
・ 日電 
・ 日電 HE 


登録 語 到 = 




















日 電 を 削除 し ます か (マン N) ? 自 


| losd--- 関 。。。 関 。 。 関  - 較 父 「 | 





y 人 


と 入力 し ます . 
n と 入力 する と , 熟語 の 削除 は 中 断 さ れ て (1 に 戻り 
ます . 


(4) 辞書 が 更新 され て (1) に 戻り ます . 


"読み "に 相当 する "熟語 "が 1 つ し か な か っ た 場合 は , " 読 
み " も " 熱 語 " と 同時 に 削除 され ます . 
また , 削除 を 終了 したい とき は , "読み :" と 表示 され て い 
る 状態 で , 読み を 入力 し な いで 9M を 押せ ば メニ ュー 画 
面 に 戻り ます . 


178 


第 9 章 日 本 語 ユ ー テ ィ リ ティ 


(①) メ = ェ ュー 画面 で 4 人 2M と 入力 し ます . 
(② プリ ンタ へ も 同時 に 出力 する か どう か を 選び ます . 


だ け を 入力 する と メニ ュー 画面 に 戻り ます . 





プリ ンタ に 出力 し ます か (Y ン N) ? 自 








画面 と , プリ ンタ と の 両方 に 出力 し た けれ ば , 
yg 
と 入力 し ます . 


(3) ユー ザ 辞 書 に 登録 され て いる 語 を すべ て 見 た いか , "読み "を 指定 し 
た いか を 1 2 また は 2 9 で 選択 し ます . 


作 ②M だ け を 入力 する と メニ ュー 画面 に 戻り ます . 


米 決 米 米 水 0 二 。 覧 ネネ ネ 米 ※ 


全 部 ユー ザ 辞 書 を 主 部 表示 


分 指定 し た 読み の 勲 語 の 表示 


どの 処理 を 行い ます か ? 自 











④⑳ で 2 の を 振 し た 場合 は 。 





読み : 自 











に 対し て 「 読 み 」 を 入力 し ます . 


人 ⑦M だ け を 入力 する と メニ ュー 画面 に 戻り ます . 
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⑤) 一 覧 表 が 表示 され ます . 


KS 邊 っ 炒 水 PR ボ 


1. 日 本 電気 株 式 信 
U 日 


3. 日 電 
3 





HE 


登録 語 赦 = : 


リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 

















(PC-8801FA の 場合 


一 画面 に 入り きら な いと き は , 作 ⑦M を 押し な が ら 表 示さ せ て いき 
ます . 
一 覧 表 の 表示 が 終わ っ た ら , 人 を 電 す と メニ 。 画面 に 戻り ます . 


(3 で "1. 全部 " を 選択 し た 場合 , 途中 で 表示 を 中 断 し た い 
と き は [5 ( 世 王 ) を 押し ます . 


転送 メニ ュー 画面 で 5 放 9』 と 入力 し ます . 


ポポ *※ 素 転 送 ネネ 


転送 先 の ドラ イブ 番号 : 自 
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第 9 章 日 本 語 ユ ー テ ィ リ ティ 


も と に な る ユー ザ 辞 書 の 入っ て いる ンス テム ディ スク は , 必ず ドラ イ 
ブ 1(8 イ ンチ ディ スク ユニ ッ ト が 接続 され て いる と き は ドラ イブ 3) に 
入れ て お きま す . 

ユー ザ 辞 書 を 書き 込む セン シス テム ディ スク を セッ ト し , その ドラ イブ 番 
号 を 入力 し ます . た と えば , 


2 《 避 


と 入力 し ます . 
炊 の よう に 確認 を 求め て きま すか ら , 





NR > ドラ イ ゴ ? 
転送 し ます か (Y ン N) 7 








y fg 


\ 


と 入力 し て くだ さい . 


n と 入力 する と メニ ュー 画面 に 戻り ます . 


次 の よう に 表示 され て 転送 が 行わ れ , 終了 する と メニ ュー 画面 に 戻り 
ます . 


* 米 氷 水 転 送 ポポ 米 玉 ※ 


ドコ ドラ イツ 2 


デー タ き 転送 中 で す 
し ば らく お 待ち くだ さい 
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コー ド 変 所 


[cdcnv.fa(PC-86801FA), cdcnv.ma(PC-8801MA)] 








Ng- 日 本 語 BASIC で は , 全角 文字 を シフ ト JIS コー ド で 扱い ます . つま り 関 数 の 引数 や , 文字 列 の 内 部 
形式 な ど が シフ ト JIS コー ド で 表現 され る わけ で す . し た が っ て , 全角 文字 を 含む ファ イル も , シフ ト 
JIS ュー ド か ら 成 り 立 っ て いま す . 


日 本 語 を 扱う こと の で きる BASIC は , Na 日 本 語 BASIC の ほか に も い 
くつ か あり ます . し か し , それ ぞ れ の BASIC で 文字 列 の 表現 の 方 法 が 異 
な る た め , その まま で は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 上 の デー タフ ァイル を 共通 
に 使う こと が で きま せん . 

ュー ド 変 換 ユ エー ティ リティ は , 次 の ペー ジ の 表 の 4 種類 の BASIC で 
作成 し た デー タフ ァイル に 含ま れる , 異な っ た 表現 の 全角 文字 を どい に 
変換 し ます . 

ュー ド 変 換 ユ エー ティ リティ は , デー タフ ァイル (シー ケン シャ ルフ ァ 
イル と ラン ダム ファ イル ), お よび アス キー 形式 で 書き 込ま れ た プロ グ 
ラム ファ イル に 含ま れる 文字 列 を 変換 し ます . ベイ ナリ 形式 で 書き 込ま 
れ た プロ グラ ム フ ァ イル や 機械 語 フ ァイル の 変換 は 行い ませ ん . 

各 BASIC で 文字 列 の 表現 が 異な る た め に , 次 の よう な 制限 が あり ま 
を 

e Ns 日 本 語 BASIC で は , 2 ベイ ト の 半角 文字 , 本 角 文字 は 扱う こ 
と が で きま せん . この た め , 他 の BASIC で 作ら れ た ファ イル に こ 
の よう な 文字 が 含ま れ て いる と き は , Ng 日 本 語 BASIC 用 ファ イ 
ル で は 1 バイ ト の 半角 文字 (に なり ま す (2 ベ イト の 半角 ひら が な 
は , 1 ベイ ト の 半角 カタ カナ に な り ま す ). 

e Ns 日 本 語 BASIC で は , 日 本 語 モ キー ド で グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タ 
を 文字 列 中 に 含む こと は で きま せん . 他 の BASIC の ファ イル に 
グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タ が 含ま れ て いる と き は , スペ ー ス に 変換 
され ます . 

* 次 ペー ジ の 表 の よう に 同じ 文字 列 を 表現 する 場合 で も , BASIC 
に よっ て 必要 な ベイ ト 数 が 違い ます . し た が っ て , ラン ダム ファ 
イル を 変換 する と き は , フィ ー ル ド の 長 さ が 余っ た り , 足り な く 
な っ た り し ます . 足り な いと き は , 文字 列 は 途中 で 切れ て し まい 
ます 9:。 
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Nas- 日 本 語 BASIC 
(日 本 電気 株 式 会 社 ) 


第 9 章 日 本 語 ユ コー ティ リティ 


1 全角 文字 の 表現 | 
( 例 と し て "AB 日 本 語 CD" を 16 進 数 で 表現 し た ) 


ー テ ィ リ ティ で 扱え る 
フロ ッ ピ ニー アイ ィ イス ク の タイ 





PC-8801MH 
PC-8801FH 
PC-8801mkIIMR/ 
PC-8801mkIIFR/ 
PC-8801mkIlss 用 


シフ ト JIS コー ド を 使う . 全角 文字 は 2 バイ ト , 半角 
文字 は 1 バイ ト で 表現 きれ る . 
( 例 ) 


AlB 日 本 語 |C|D 
41|42193FA|967B | 8CEA|43144 10 バ イト 





@5.25 イ ンチ 両面 高密 度 、 両 面 倍 
密度 ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
(2HD, 2D) 

@ 8 インチ 両面 倍 密 度 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 





Na- 日 本 語 BASIC(86) 
(日 本 電気 株 式 会 社 ) 


PC-9800 シ リー ズ 
用 


JIS コ ー ド の 前 に KI( 漢 字 イ ン )、 後に KO( 漢 字 ア ウト ) 
を 付け る . 
( 例 ) 


Al s ki | 本 | 呈 |kolc 
41142 1B48 | 467C 4B5CI386C |'B48 43 


14 バ イト 














@5.25 イ ンチ 両面 高密 月 

ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (2HD) 
@5.25 イ ンチ 両面 倍 宙 度 倍 

ミニ フロ ッッ ピー ディスク (2DD) 
@5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 

ミニ フロ ッ ピ ピー ディ スク (2D) 
@ 8 インチ 両面 倍 密度 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 





8801 漢 字 BASIC 
(株 式 会 社 レ シス テム ソフ ト ) 


(8801 漢 字 BASIC は 株 式 
会 社 東海 クリ エイ ト と の 
協同 企画 商品 で す . ) 
Nm- 洪 字 BASIC 
(PC-8834-2W(K)) 
(日 本 電気 株 式 会 社 ) 





PC-8800 シ リー ズ 
用 


JIS コ ー ド の , 8 ビッ ト 日 と 16 ビ ッ ト 日 を ON に し た っ ュ 
ー ド の 前 後に 漢字 イン . 漢字 アウ ト を 付け る . 2 バイ 
ト の 半角 文字 1/4 角 文字 も 扱う こと が で きる . 


( 例 ) 
必 記 回国 


slkil 
42| 7F| ceFclcBpc| BaEc|7F |43|44| 12 バ イト 





@ 5.25 イ ンチ 両面 倍 党 度 

ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (2D) 
@ 8 イン チ 両 面 倍 密度 

フロ ッッ ピー ディス ク 





PC-8800 シリ ー ズ 
上 


1. コー ド 変 換 


ユー ティ リティ の 


スタ ー ト 





JIS コ ー ド を , 下位 バイ ト , 上 位 バ イト の 順に 並べ , 前 
に KI を 付け る . 2 バイ ト の 半角 ひら が な と 1 バイ ト 
の 半角 文字 の 前 に は それ ぞ れ 特殊 な 制御 文字 ( 下 の 例 
の * の 文字 ) を 付け る . 











@5.25 イ ンチ 両面 倍 密 

ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (2D) 
@ 8 インチ 両面 倍 密度 

ロッ ピ ー デ アザ ィ スグ 





Na 日 本 語 BASIC を スタ ー ト させ , "cdcnv . 一 "を ロー ドレ し, 実行 し ま 


記 


load "cdcnv . -ー" tg 
run fg 


し ば らく する と , メニ 


ュー 画面 が 表示 され ます . 
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《〈 NN88- 日 本 語 BAS 1C コ ー ド コン バー タ 2 





IN88- 日 本 語 BAS 1 C と 他 の 漂 字 AS 1 〇 の 間 の 日 本 語 コ ー ド 変換 を 行い ます 


。 880 1 漢字 BAS 1Cーーー> NN88- 日 本 語 BAS1C 

。 NN88- 漂 字 BAS 1C 一 ーーー> IN88- 日 本 語 BAS1C 

。 NN68- 日 本 語 BASIC(86) 一 一 > N88- 日 本 語 BAS 1 C 
。N88- 日 本 語 BAS 1C 一 - 一 > 880 1 漢字 BAS1IC 
。IN88- 日 本 語 BAS1C 一 一 一 > NN88- 日 本 語 BASIC(86) 


どの 変換 を 行い ます か ? 自 


Llood 。 関 = 回 = = 較  。 還 ※ 





己 . メニ ュー の 選択 1. で 5. の うち か ら , どの 変換 を 行う か を 選択 し て 番号 を 入力 し ます . 
ここ で は 「Ns- 漢 字 BASIC っ Na 日 本 語 BASIC」 を 例 に , 操作 手順 を 説明 
し て いき ます . 


2 
と 入力 する と , 次 の よう に 表示 され ます . 


人 ⑦M だ け を 入力 する と 終了 し ます . 


届 河 字 BAS 1 ご ーー> NN88 日 本 語 BAS! 


NN8g 漂 字 ピ AS 1C の ドラ イブ 番号 は ? 
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d. デー タ の 変換 元 の 
ドラ イブ 番号 の 指 
定 


4. 変換 し た デー タ の 
転送 先 の ドラ イブ 
番号 の 指定 


第 9 章 日 本 語 ユ コーティ リティ 


ここ で , 変換 され る デー タフ ァイル の 入っ て いる ドラ イブ 番号 を 入力 
. こ とこ で は ドラ イブ 1 に Na 漢字 BASIC の ファ イル が 入っ て いる 


と 入力 し ます . 


玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 米 玉 玉 玉 玉 玉 
PC-8801MA の 場合 の み … 
玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 
1. で 3. を 選ん だ と き は , この 後 , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の タイ 
プ を 指定 し ます . 





フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の タイ ブ は (1:2D, 2:2D, 3:2HD) ? 目 





に 対し て 13 の 番号 を 入力 し て くだ さい . 


炊 に , 変換 され た ファ イル を 転送 する 先 の ドラ イブ 番号 を 答え ます . 





IN88- 日 本 語 AS 1C の ドラ イブ 番号 は ? 自 





CTC は 
2 人 
と 入力 し ます . 


玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 末 床 末 玉 玉 玉 玉 玉 
PC-8801MA の 場合 の み … 
ネ ポポ ポポ ※ 玉 氷 玉 玉 玉 玉 玉 玉 来 来 玉 玉 玉 
転送 する 先 の ドラ イブ 番号 は , も と に な る ファ イル の 入っ て 
いる ドラ イブ 番号 と は 違う 番号 を 指定 し な けれ ば な り ま せ 
ん . 
そし て , 1. で 5. を 選ん だ と き は , この 後 , フロ ッ ピ ー デ ィ ス 
ク の タイ プ を 指定 し ます . 
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フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の タイ プ は (1:20, 2:2DD, 3:2HD) ? 自 








に 対し て 1^3 の 番号 を 入力 し て くだ さい . 


ネネ ネネ ポポ ポポ ポポ ネネ ポポ 玉 玉 玉 来 
PC-8801FA の 場合 の み … 

ネネ ポ ネ ポポ ネネ ポ ネ ポポ 末 氷 ポ 玉 玉 玉 素 玉 

転送 の も と に な る ファ イル が 入っ て いる の と 同じ ドラ イブ 番 
与 を 指定 する と , 5. の と き に (この 例 で は ドラ イブ 1) 変換 さ 

れ て で きる ファ イル の ファ イル 名 も 聞い て きま す . 

つま り , 同じ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に , 文字 表現 の 異な る 2 つ 

の デー タフ ァイル を 持つ こと に な り ま す . 


D. 変換 する デー タ ドラ イブ 1 に 書き 込ま れ て いる すべ て の ファ イル 名 が 表示 され , この 
ファ イル の 選択 中 か ら ど の デー タフ ァイル を 変換 し た いか を 聞い て きま す . 


IN6B- 漂 字 BAS 1 Cーー> IN88- 日 本 語 BAS1IC 





n 海老 , kpload, Jl0sSil J to s,J 
0 語 作 人 sit ENINSTIR GBCHRF data1 dat 
ahc 


変換 する ファ イル 名 : 


losd_ - 議 - - : 較 --  - 較 - ご 吾 中 . 





ファ イル 名 を , た と えば 
data1. dat gl 


の よう に 入力 し ます . 
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B. ラン ダム ファ イル 
の 変換 


ノ . フィ ー ル ド の 指定 
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BASIC に よっ て は , ファ イル 名 に 全角 文字 を 使用 で き な い 
場合 が あり ます か ら 注 意 し て くだ さい . 
また , ドラ イブ 1 に Ns 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク が 
セッ ト さ れ て いな いと , 全角 文字 の 入力 は で きま せん . 
ュー ド 変 換 の 対象 と な る ファ イル は , 半角 文字 で ファ イル 名 
を 付け る こと を お 勧め し ます . 


次 に , 





ラン ダム ファ イル で すか (Y ン N) ? 自 








と 聞い て きま す . ラン ダム ファ イル を 変換 する 場合 は , 
y 
と 入力 し ます . 
シー ケン シャ ルフ ァイル (アス キー 形式 で 書き 込ま れ た プロ 
グラ ム フ ァ イル ゃ 含む ) の 場合 は n 放 9M と 入力 し ます . 


ラン ダム ファ イル の 場合 は , フィ ー ル ド が どの よう に 指定 され て いる 
デー タ で ある か を 答え る 必要 が あり ます . 





フィ ー ル ド の 指定 : 











に 対し て , コー ド 変 換 を し た い 文 字 の 部 分 の フィ ー ル ド の 長 さ と , 数 値 
の 部 分 と に 区 別して , た と えば 次 の よう に 指定 し ます . 


C30, N10, C40, N12 | 


文字 列 が それ ぞ れ 数 値 が それ ぞ れ 10 バ イト , 
30 バ イト , 40 バ イ 12 バ イト の 長 さ で フィ ー ル 


ト の 長 さ で フィ ー ド 設定 され て いる こと を 示 
ルド 設定 され て い す . 
る こと を 示す . 
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図示 する と , 次 の よう に な り ま す . 


1 レコ ー ド 





10 バ イト 12 バ イト 





変換 され な い . 


変換 に よっ て , 文字 列 の 長 さ が 変わ り 
ます が , 指定 され た 長 さ の フィ ー ル ド 
内 で 左 に つめ て , フィ ー ル ド に 格納 さ 
れ ま す . 足り な い 場 合 は 途中 で 切れ ま 
す . 


OO 
珍 
@ 


変換 を 始め て よい か どう か 確認 を 求め て きま す . 


IN88- 漢 字 BAS 1Gーー> N88- 日 本 語 BAS ICQ 
1:data1.dat ーー--)2 idata1.dat 
ラン ダム ラジ ァ イル 
FIELD: C3H,N18.C48,N12 


変換 し ます か (Y ン N) ? 自 


| ioz】 較 >。=。 較 = 半 。。。。 四 中 上 





y 
と 入力 する と , 変換 が 始ま り ま す . 


n 人 9 と 入力 する と , メニ ュー 画面 に 戻り ます . 


変換 中 は , 次 の 例 の よう に メッ セー ジ が 表示 され ます . 
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NN88- 漂 字 BAS 1Cーー> NN88- 日 本 語 BAS 1 


変 所 す る ファ イル は 全部 で 5 し コー ド あ りき ます 
現在 2 レコ ー ド が 変換 済み で す 


和 換 中 で す 


| load - - 症  . 較 。 較 -::。 回 中 凸 | 





ファ イル に , グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タ や , 2 バイ ト で 表 さ れ て いる 半 
角 文 字 ( す 角 文 字 ) が あっ た 場合 , 次 の よう な 警告 を 表示 し ます . 


ファ イル に どら バイ ト 系 の 半角 文字 が あり ます 。 1 バイ ト 系 の 文字 に 変換 し まし た 
ファ イル に どら バ イト 系 の 1 4 角 文 字 が あり ます 。 1 バイ ト 系 の 文字 に 変換 し まし た 
ファ イル に グラ フィ ッ ク 文 字 が あり ます 。 空 日 に 変換 し まし た 











Na 日 本 語 BASIC で は , 2 バイ ト で 表 さ れる 半角 文字 や 本 角 
文字 は 使用 で きま せん . 
また , 日 本 語 モ キー ド で は グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タ は 扱え ませ 
ん か ら , それ ぞ れ 次 の よう に 変換 され ます . 
2 ベイ ト の 半角 文字 一 一 一 一 1 バイト の 半角 文字 





2 バイト の 本 角 文字 1 バイ ト の 半角 文字 


グラ フィ ッ ク キ ャ ラク ターー… ス ペー ス 


変換 が 終わ る と 次 の よう に 表示 され ます . を 押す と メニ ュー 画 
面 に 戻り ます . 





変換 は 終了 し まし た 
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文書 ファ イル の 変換 
(市 販 の ワー プロ ソフ ト ) 





この ユー ティ リティ は 市 販 の ワー プロ ソフ ト 3 種 で 作成 し た 文書 ファ イル の 形式 と Ns 日 本 語 BASIC 
の ファ イル 形式 を 相 に 変換 する た め の プ ログ ラム で す . 

いっ た ん , Ns 日 本 語 BASIC の ファ イル 形式 に 変換 され た ファ イル は , BASIC の デー タフ ァイル と し 
て 扱わ れる の で , N88 エ ディ タ で ファ イル の 内 容 を 編集 , 修正 で きま す . 


この ユー ティ リティ プロ グラ ム で 変換 で きる ファ イル の 組み 合わ せ は 





次 の と お り で す . 
Super 春 望 < Nas- 日 本 語 BASIC 
JET8801A Na- 日 本 語 BASIC 





ュー カラ K2 (art) ニ ーーー ッ Ng- 日 本 語 BASIC 

基本 的 に 上 記 の ワー プロ ソフ ト で 作成 し た 文書 ファ イル 中 に 含ま れる 
日 本 語文 字 列 は Ng:- 日 本 語 BASIC で 扱え る 日 本 語文 字 列 に 変換 され ま 
す が , こと の ユー ティ リティ ブロ グラ ム で 変換 で きる 文字 は 次 の よう な 規 
則 に 従っ て 変換 され ます . 
e 半角 文字 , 全角 文字 は その まま の 大 き さ で , Ng 日 本 語 BASIC や ワー 
プロ ソフ ト で 扱え る 文字 に 変換 され ます . 

e 拡大 文字 は , 全角 文字 の 大 き さ に 変換 され ます . 

e ]/4 倍 角 文 字 は , 半角 スペ ー ス に 変換 され ます . 
e 外字 は , 全角 スペ ー ス に 変換 され ます . 

e 有野 線 は , 半角 スペ ー ス に 変換 され ます . 
@ 次 の よう な 文字 の 装飾 は , 無効 と な り ま す . 

・ 下 線 

・ 網 か け 

・ 反 転 

・ ア トリ ビュ ー ト 

また だ, フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の タイ プ を 自動 的 に 判別 する の で , 同じ タ 
イプ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は ゃ も ちろ ん 違う タイ プ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
と の ファ イル 変換 も 可能 で す (PC-8801FA で は , 2HD タ イプ の ファ イル 
変換 は で きま せん ) . 
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]. ファ イル 変換 ユー 
ティ リティ の スタ ー 
ト 


. メニ ュー の 選択 


第 9 章 日 本 語 ユ ー テ ィ リ ティ 


Na- 日 本 語 BASIC を スタ ー ト させ て , "flcnv.ut "を ロー ド し , 実行 
し ます . 


LOAD "flcnvut "の 


RuN fg 


し ば らく する と , 次 の よう な メニ ュー 画面 が 表示 され ます . 





変換 モー ド で は 選択 前 に , シス テム ディ スク を 出し た 場合 , メニ ュー 
の 下 に "シス テム ディ スク を 入れ て 下さ い " と メッ セー ジ が 表示 され ます . 

1.- 5. の うち か ら , どの 変換 を 行う か を 選択 し て 番号 を 入力 し ます . 
hk KG な 「N。- 日 本 語 BASIC - Super 春 望 」 を 例 に , 操作 手順 を 説明 放 
ます . 

1 fg 

と 入力 する と , 次 の よう に 表示 され ます . 
だ け を 押す と , プロ グラ ム が 終了 し ます . 


8-H 村 BAS10--)Super 導 


NW-HBASIGOR2 イ 0, 
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d. ドラ イブ の 選択 変換 し た い デ ー タ ファ イル が 書き 込ま れ て いる Ns 日 本 語 BASIC の 
デー タデ ィ ス ク が セッ ト さ れ て いる ドラ イブ の 番号 を 入力 し ます . ここ 
で は 内 蔵 の ドラ イブ 1 に セッ ト さ れ て いる と いう 想定 で 話 を 進め ます . 
次 の よう に 入力 し ます . 
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\ 


火 の よ うな メッ セー ジ が 画面 下部 に 表示 され ます . 





Super き 剖 了 7N0, 信 





次 に , 変換 し た ファ イル を 転送 する Super 春 望 の 文書 フロ ッ ピ ー が 
セッ ト さ れ て いる ドラ イブ の 番号 を 入力 し ます . ここ で は 内 蔵 の ドラ イ 
ブ 2 に セッ ト さ れ て いる と いう 想定 で 話 を 進め ます . 

次 の よう に 入力 し ます . 

2 

次 の よう な メッ セー ジ が 画面 下部 に 表示 され ます . 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が 確実 に 各 ド ライ ブ に セッ ト さ れ て いる か を 確認 
し て くだ さい . 





2H り ビ プ ィ 2% ト L(〈6(。 


$2LN で か 0 り /n) 人 





確認 し た ら , 次 の よう に 入力 し ます . 


y《 届 


ドラ イブ 1 に セッ ト さ れ た ディ スク に 書き 込ま れ た ファ イル の 一 覧 
が , 次 の よう に 表示 され ます . 


N 作 9 と 入力 する と , メニ ュー 画面 に 戻り ます . フロ ッ 
ピー ディ スク を 変更 し た いと き は , NM と 押し ます . 
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第 9 章 日 本 語 ユ ー テ ィ リ ティ 


NW6 2 人 0 | NUDE 「 千 ま 
1 ドラ 7 2 (9D) 


多 度 2FM 光 3.FU 度 4 昌江 
SB 池 6F 上 UM 7 人 M 伯 8.F 中 流 
9.「MMMK 10.FHM 農 


導 3 カ 0 鶴 由 





et 変換 する ファ イル 次 に , 変換 する ファ イル を 画面 に 表示 され た ファ イル 一 覧 の 中 か ら 番 
の 選択 号 で 選択 し ます . 
こと で は , 1 番 の 「FILE01DOC と 」 と いう ファ イル を 変換 する と いう 想 
定 で 話 を 進め ます . 
次 の よう に 入力 し ます . 
11 蛋 


する と , 画面 下部 に 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます . 


導い 7 アイ 必 : 
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B. ファ イル の 変換 次 に , ドラ イブ 2 に セッ ト し た Super 春 望 の 文書 フロ ッ ピ ー に 転送 す 
る 際 の ファ イル 名 を 入力 し ます . ここ で は , " TEST "と いう ファ イル 名 
で 転送 する と いう 想定 で , 話 を 進め ます . 
次 の よう に 入力 し ます . 


FES 


する と , 次 の よう な 画面 が 表示 され ます . 


NM- 昌 述 BAS10--〉Super き 
27 1、(2D) 577 2.(20) 


IM 個 ゝ TEST 


』2LA で 未 (y/n) 





変換 され る ファ イル 名 を 確認 し て , よけれ ば 次 の よう に 入力 し ます . 
yg 
nM と 入力 する と , メニ ュー 画面 に 戻り ます . 


次 の よう な メッ セー ジ が 画面 下部 に 表示 され , ファ イル 変換 が 開始 さ 
れ ま す . 








変換 が 終了 する と , 次 の よう な メッ セー ジ が 画面 下部 に 表示 され 
ます . 


株 人 し た 。 醸 T(y/n) ? 
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第 9 章 日 本 語 ユ コーティ リティ 
交 の よう に 入力 し ます . 
nta 
プロ グラ ム が 終了 し , BASIC の コマ ンド レベ ル に 戻り ます . 
注意 > y⑳M と 入力 する と , メニ ュー 画面 に 戻り ます . 他 の デー 


タフ ァイル や 文書 ファ イル を 変換 し た いと き は , y 作 9W と 
押し て , 1. の 手順 か ら 始 め て くだ さい . 
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Nss-BASIC/INme- 日 本 語 BAGIOC は , グラ フィ ッ ク や 文字 の 表示 
能力 を , 画面 モー ド に よっ て 変え る こと が で きま す . で すか ら ユ ー 
ザ は その 時 々 に 応じ て , 最適 な 画面 モー ド を 選択 する こと が で きま 
す . 

この 章 で は この 各 画 面 モ ー ド ご と の 特性 。 お よび 注意 事項 を 解説 し 
て いき ます . 











画面 モー ド の 種類 と 難 画面 
モー ド の 特色 





] . 画面 モー ド の 意味 ここ で いう 画面 モー ド と は , ドッ トグラフ ィ ッ ク の 分 解 能 , 自 黒 モー 
ド か カラ ー モ ー ド 上 で 文字 を 表示 する テキ スト 画面 の 表示 桁 数 な ど 画 面 

に 対す る 操作 の すべ て を 含む も の で す . 
Na』-BASIC/Na- 日 本 語 BASIC は , この 画面 モー ド を 必要 に 応じ て 選 


ぶな と と が で きま す . 
ロ 画面 モー ド の 種類 Na-BASIC/N。- 日 本 語 BASIC は , 次 の 5 つの 画面 モー ド を 持っ て い 
ます . 


< 画面 モー ド 一 覧 > 


使用 で きる 画面 。 | : 


ヨコ タテ | ・ テ キス ト X 1 


0 
640 X 200 | ・ カ ラー グラ フィ ッ ク x 1 RES 





・ テ キス ト 6 
640 x 200 . 白黒 クラ フィ ッ ク X3 SCREEN 1 





・ テ キス ト x 1 
640 x 400 SCREEN 2 
・ 正 黒 ク ラフ ィ ッ ク x11 


・ テキ スト と カラ ー ク ラフ | 
X 
640 X 200 ィ ッ ク 兼用 画面 x 1 SCREEN 3 


・ テ キス ト と グラ フィ ッ ク 
| 業 用 の 自 黒 融 面 。 x11OO 











日 本 語 モ ー ド 











(た だ し 画面 モー ド 2, 4 は , 専用 高 解像度 ディ スプ レイ が 接続 され て 
いる と きのみ 使用 で きま す .) 

また 観点 を 変え た て, グラ フィ ッ ク 表 示 が カラ ー で 行え る か 谷 か , 首 び 
に 使用 し て いる BASIC の 種類 に よっ て 分 類する と , 次 の よう に な り ま 
す . 


白黒 モー ド カラ ー モ ー ド 





SCREEN 1 SCREEN 0 

ヨコ タテ (Nas- BASIC) (Nss- BASIC) 

640 X 200 SCREEN 3 

(Nsg- 日 本 語 BASIC) 





SCREEN 2 

2 > (Nss- BASIC) 

640 X 400 SCREEN 4 

(Nas- 日 本 語 BASIC) 











199 


づ . 画面 モー ド の 


設定 万 法 


4. 各 画 面 モ ー ド の 


特色 


っ. BASIC で 
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使用 可能 な 
画面 モー ド 


5 つの 画面 モー ド の うち , どれ か 特定 の も ゃ の を 選択 し た い 場合 は , 前 
ペー ジ 画 面 モ ー ド 一 覧 の 右端 に 示し た よう に , SCREEN 文 で 設定 し ま 
ず 。 

な お , 初期 設定 は Ns-BASIC で は 画面 モー ド 0 (SCREEN 0) , Na 日 
本 語 BASIC に お いて は , 接続 され て いる ディ スプ レイ の 解像度 に より , 
画面 モー ド 3 (SCREEN 3) , ある い は 画面 モー ド 4 (SCREEN 4) の い ず 
れ か を 選び ます . これ を 図示 する と 次 の と お り で す . 


標準 ディ スプ レイ 高 解像度 ディ スプ レイ 


モー ド 0 (SCREEN 0) | モー ド 0 (SCREEN 0) 








Nss- 日 本 語 BASIC | モー ド 3 (SCREEN 3) | モー ド 4 (SCREEN 4) 





画面 モー ド 0…… この モー ド は , 640X200 ド ッ ト の 人 解像度 を 持ち , カ 
ラー グラ フィ ッ ク 表 示 が 行え を ます. また, テキ スト 画 
面 と グラ フィ ッ ク 画 面 が 分 か れ て いる の で , それ ぞ れ 
を 独立 し て 操作 する こと が で きま す . 

画面 モー ド 1 …… この モー ド は , テキ スト 画面 と は 別に グラ フィ ッ ク 画 
面 を 白黒 3 画面 分 持ち , 任意 の 複数 の グラ フィ ッ ク 画 
面 を 合成 , 表示 する こと が で きま す . また , テキ スト 
画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 が 分 か れ て いる の で , それ ぞ 
れ 独 立 に 操作 する こと が で きま す . 

画面 モー ド 2 …… この モー ド は , 640X400 ド ッ ト の 高 解像度 白黒 グラ 
フィ ッ ク 表 示 が 行え を ます . また , テキ スト 画面 と グラ 
フィ ッ ク 画 面 が 分 か れ て いる の で , それ ぞ れ 独立 に 操 
作 す る こと が で きま す . 

画面 モー ド 3…… この モー ド は 640X200 ド ッ ト の 解像度 を 持ち , カラ ー 
グラ フィ ッ ク 表 示 が 行え を ます . モー ド 0 と の 違い は , 
日 本 語 表 示 が 行え る 代わ り に , テキ スト 画面 と グラ 
フィ ッ ク 画 面 と が 分 離 , 独立 し て いな い 点 で す . 

画面 モー ド 4 …… この モー ド で は , 640X400 ド ッ ト の 高 解像度 白黒 グラ 
フィ ッ ク 表 示 が 行え を ます . モー ド 2 と の 違い は , 日 本 
語 表 示 が 行え る 代わ り に , テキ スト 画面 と グラ フィ ッ 
ク 画 面 と が 分 離 , 独立 し て いな い 点 で す . 


Ns-BASIC では, 画面 モー ド 0, 1, 2 の 3 種 が 使え ます (画面 モー ド 
3, 4 は 使え ませ ん ). 
Ns- 日 本 語 BASIC で は , 5 種 す べ て の 画面 モー ド が 使え ます . 








1. 画面 構成 


. テキ スト 画面 








画面 モー ドロ , 1 , 己 の 表示 





これ ら の モー ド は , テキ スト と グラ フィ ッ ク と いう 2 つの 画面 を 持っ 
て いま す . テキ スト 画面 と いう の は 文字 を 表示 する と き に 使う も の で , 
スク リー ン エ ディ タ よ り 入 力 し た 文字 や プロ グラ ム を 表示 する と き に 使 
いま す . 一 方 , グラ フィ ッ ク 画 面 は CIRCLE や LINE 等 の グラ フィ ッ ク 
ュ マ ンド を 実行 し た と き に 使う 画面 で す . な お , この 2 つの 画面 は 
Ns-BASIC/N。- 日 本 語 BASIC の 内 部 的 な も の で , ディ スプ レイ に は 両 
画面 を 還 ね た も の が 表示 され ます . 


テキ スト 画面 


ABC 





Ns-BASIC/Na- 日 本 語 BASIC で は , この 2 つの 画面 は 完全 に 独立 し 
て いま す . その うえ 画面 ど ごと に モー ド を 切り 替え る 命令 が ある の で , 画 
面 どう し の 影響 は あり ませ ん . 

以下 に , テキ スト 画面 , グラ フィ ッ ク 画 面 の 順に , それ ぞ れ の 特性 を 
ど ご 紹 介し ます . 


(1) 表示 桁 数 の 指定 
テキ スト 画面 の 表示 文字 数 は 横 80 桁 か 40 桁 で , 縦 20 行 か 25 行 を 選択 
で きま す . 
これ ら の 設定 は WIDTH 文 を 使っ て 行い ます . な お Ns-BASIC の 立 
ち 上 げ 時 に は 80 桁 X20 行 に 設定 され ます . 
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認定 方 法 | 表示 文字 数 ( 横 総 ) 


WIDTH 40, 20 
WIDTH 80, 20 
WIDTH 40, 25 
WIDTH 80, 25 























テキ スト 画面 





80 も し く は 40 桁 


PRINT "| LOVE YOU" 
110 BEEP 
END 







(2) スク ロー ル 
また , Ns-BASIC 画 面 モ ー ド 0, 1, 2 で は テキ スト 画面 の スク ロー ル 
範囲 も 設定 で きま す . 
スク ロー ル と は , 画面 が 文字 で いっ ぱい に な っ た と き に 行わ れる 画 
面 送 り の こと で , CONSOLE 命 令 で 設定 し ます . な お , この スク ロー 
ル 男 囲 は , 特に 指定 の な いと き は 初期 値 と し て テキ スト 画面 の すべ て 
の 行 を と り ま す . 





スク ロー ル 範 囲 を | 
CONSOLE で 設定 





(3) 白黒 / プ カラー モード の 選択 
文字 の 表示 の 仕方 は CONSOLE 文 を 使い , 白黒 モー ドブ カラー モー 
ド の 選択 が で きま す . 
この と き の 表 示 指定 (アト リ ビ ュ ー ト 指定 ) は COLOR 文 を 使い , 1 
文字 ご と に 表示 色 や 点 減 表 示 の 有無 を 指定 し ます . また , すでに 表示 
し た 文字 に つい て は , COLOR @ 命 令 を 使う こと に より 領域 ど と に 表 
示 の 変更 が で きま す . 
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碧 黒 モー 
CONSOLE, , 衣 9 


COLOR 文 0 - ノ ー マ ル (通常 の 表示 ) 
第 1 パラ メー タ | 1- シ ー ク レッ ト 
お よび (文字 を 表示 し な い ) 
COLOR@ 文 2 - ブ リン ク ( 点 減 す る ) 
第 3 パラ メー タ | 3 - ブ プリ ンク シーク レッ ト (1 と 同じ ) 
の 意味 4 - リ バー ス ( 反 転 する ) 
- リ バー スシ ー ク レッ ト 
(反転 し て 文字 は 表示 され な い 
- リ バー スプ ブリ ング 
(反転 し て 点滅 する ) 
- リ バー スプ リン クシ ー ク レッ ト 
(5 と 同じ ) 











. グラ フィ ッ ク 画 面 *(!) 画面 モー ド 0 の 場合 
カラ ー モ ー ド で は , 640X200( ヨ コメ タテ ) ド ッ ト 構 成 の 画面 を 1 つ 
持っ て いま す . この 画面 で は 各 ド ッ ト ど と に 色 指 定 が 行え , 通常 は 8 
色 , NEW CMD を 実行 し 拡張 命令 を 使用 すれ ば , 512 色 の 中 より 選ん 
だ 8 色 を 表示 し ます . な お , 表示 色 の 詳し い 説明 は 本 書 第 12 章 で 行い 
ます . 
(2) 画面 モー ド 1 の 場合 
この モー ド は 640X200 ド ッ ト の 白黒 画面 を 3 ペー ジ 持 っ て いま す . 
な お , グラ フィ ッ ク 画 面 に は , 各 ペ ー ジ を 自由 に 組み 合わ せ た 表 示 が 
で きま す . 
これ ら の ペー ジ の 制御 は SCREEN 命令 を 使い , その 第 3 , 第 4 パラ 
メー タ で アク ティ ブ ペ ー ジ と ディ スプ レイ ペー ジ を 設定 し ます . アク 
ティ ブ ペ ー ジ と は , グラ フィック 命令 に より 描画 を 行う ペー ジ の こと 
で , ディ スプ レイ ペー ジ と は , グラ フィ ッ ク 画 面 に 表示 を 行う ペー ジ 
の こと で すず す . 
グラ フィ ッ ク 命 令 を 行う 生 0 あだな NG 杜 


ー ン 2 
646 xsoo) (640 Xsoo) 6846X266) 


ーー ヘー 
ュー ン バ 
ーー 


ディ スプ レイ ペー ジ 
の 指定 


全 プ レー ン プレ ー ン 1 プレ ー ン 2 プレ ー ン 1 プレ ー ン 3 2 とら ン 1 ke ン 2 
表示 し な い す 


陸 | 較 計 條 


プレ ー ン 2 フレ こ ン 3 プレ ニ ン 3 


ラレー ン 1 
プレ ー ン 2 
二 
プレ ー ン 3 
トニ ーッ 
に ズー 
ご 
四 に 


回 
M 
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(3) 画面 モー ド 2 の 場合 
640X400 ド ッ ト の 白黒 画面 を 1 ペー ジ 持 つ モ ー ド で す . 


プレ ー ン 3 





* 使わ な い 


専用 ディ スプ レイ モー ド 


画面 の 構成 は 図 の よう に , 640X200 白 時 モード の と き の プ レー ン 1 
と プレ ー ン 2 が 2 つ 上 下 に つなが っ た 形 と な っ て いま す . この モー ド 
で は プレ ー ン 3 は 使い ませ ん . 

た だ し , この モー ド は 専用 高 解像度 ディ スプ レイ を 使用 し た と き の 
み 設 定 可能 と な り ま す . 





画面 モー ドコ , 4 の 表示 











] . 画面 構成 画面 モー ド 3, 4 で は , 日 本 語 処理 を 行 を ます が , モー ド 0, 1, 2 と 異 
な り テ キス ト 画 面 を 持っ て いま せん . こと の と き , テキ スト は グラ フィ ッ 
ク 画 面 に , 点 や 線 の グラ フィ ッ ク と 一 緒 に 表示 され ます . これ は , 文字 
と グラ フィ ッ ク は 相互 に 影響 し あう こと を 意味 し ます . で すか ら , 同じ 
場所 に 文字 と グラ フィ ッ ク を 表示 し た と き に は , 上 書き が 行わ れ て 最初 
に 書か れ た 方 は 消え る の で , 注意 が 必要 で す . 


モー ド 0, 1, 2 の 画面 構成 


グラ フィ ッ ク 画 面 


ディ スプ レイ 画面 





グラ フィ ッ ク 画 面 
Ed う テ キス ト 画 面 思 
グラ フィ ッ ク 画 面 を 兼ね て いる . 





ディ スプ レイ 画面 
ノ (実際 の 表示 ) 






この と ぎ き , テキ スト 画面 の 機能 は グラ フィ ッ ク 画 面 に 引き 継が れ ま 
す . これ を 図 に 示す と 次 ペー ジ の よう に な り ま す . 
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モー ド 0, 1, 2 
グラ フィ ッ ク 画 面 


グラ フィ ッ ク 命 令 
LINE 


CIRCLE 4 


テキ スト 命令 
WIpTH 
CONSOLE 





モー ド 3, 4 


グラ フィ ッ ク 命 令 
LINE 
CIRCLE 





テキ スト 命令 
WIpTH 
CONSOLE 


Na 日 本 語 BASIC に 関す る 注意 

Ns-BASIC は , グラ フィ ッ ク 画 面 と テキ スト 画面 を 合成 し て 1 枚 の 画 
面 と し て 表示 し ます が , Ns 日 本 語 BASIC で は テキ スト 画面 が な く グ ラ 
フィック 画面 に テキ スト も 表示 され ます . 下図 の よう に 実際 に 画面 に 表 
示す る デー タ が 入っ て いる 表示 デー タ エ リ ア に は テキ スト コー ド は 含ま 
れず , 別 の 文字 デー タ エ リ ア に テキ スト コー ド が 入っ て いま す . その た 
め CLS2 な ど で 画 面 が 消え ん た よう に 見 えて も 実際 に は 消え た の は 表示 だ 
け で 文字 コー ド は 消え て いま せん . 文字 の あっ た 場所 で 億 内 や 人 昨 な 
どの 文字 列 操作 を 行う と 消し た は ず の 文字 が で て き て し まい ます . 

グラ フォ ィ ッ ク 画 面 消去 や 画面 塗り つ . ぶ し を 行う と 上 記 の よう な 現象 が 
お こり ます の で 注意 し て くだ さい . 

s N-BASIC の 画面 表示 


テキ スト 
画面 





表示 画面 
s N。:- 日 本 語 BASIC の 画面 表示 


テキ スト クラ シィ ツク グラ フィ ッ ク 十 
ョ = ニード: テキ スト テキ スト 





文字 デー タ エ リ ア 表示 デー タ エ リ ア 表示 画面 


己 . テキ スト の 表示 


第 10 章 画面 モー ド 


1) 画面 モー ド 3 
この モー ド で は , 次 の 範囲 内 で 表示 文字 数 を 設定 する ほか は , 画面 
モー ド 0 と 同じ で す が , 半角 文字 モー ド と 全角 文字 モー ド で は 表示 文 
字数 が 異な り ま す ( 全 角 文 字 モ ー ド 半角 文字 モー ド X 2). 


近 が XR 


「 、| 全角 文字 モー ド 
WIDTH 40, 10 20x10 40x10 








WIDTH 40, 12 20 x12 40X12 
WIDTH 80, 10 40X10 80x10 
WIDTH 80, 12 40x12 80 x12 














(2) 画面 モー ド 4 
この モー ド は 白 黒 画面 で す が , 最大 40 桁 X25 行 (ヨコ メタ テ ) の 範囲 
内 で , 日 本 語 表 示 を 行い ます . 


表 。 基 | 
全角 文字 モー ド | 半角 文字 モー ド 
WIDTH 40, 20 20X20 40x20 
WIDTH 80, 20 40x20 








WIDTH 40, 25 20X25 
WIDTH 80, 25 40x25 
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. グラ フィ ッ ク の 表示 (!) 画 画 モー ド 3 の 場合 
この モー ド は , 画面 モー ド 0 と 同様 に 640X200( ヨ ュ メ タテ ) ド ッ ト 
の 構成 の 画面 を 1 つ 持 っ て いま す . 
この 画面 で は 各 ド ッ ト ど と に 人 色 指 定 が 行え , 通常 は 8 色 , CMD 
PAL 文 を 使用 すれ ば , 512 色 の 中 より 選ん だ 8 色 を 表示 し ます (専用 


アナ ログ ディ スプ レイ 使用 時 ). な お , 表示 色 の 詳し い 説 明 は 本 書 第 
12 章 で 行い ます . 


640 ド ッ ト 





(2) 画面 モー ド 4 の 場合 


この モー ド は 画面 モー ド 2 と 同様 に , 640X400( ヨ ュ メ タテ ) ド ッ ト 
の 白黒 画面 1 ペー ジ よ り 構 成 さ れ ま す . 


640 ド ッ ト 
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グラ フィ ックス 





Nsg-BASIC は 本 格 的 な グラ フィ ッ ク 処 理 を 実現 する た め に ., 仮想 
描画 空間 と いう 概念 を 導入 し て いま す . これ は , コン ピュ ー タ シス 
テム に ワー ルド 空間 と いう 仮想 の 描画 空間 を 設け , ここ に グラ フィ 
ッ ク を 行 お うと いう も の で す . 描か れ た グラ フィ ッ ク は Nms-BAIO 
に より グラ フィ ッ ク 画 面 へ 変換 , 表示 が 行わ れ ま す . これ に より , 
ワー ルド 空間 に 描い た グラ フィ ッ ク を 任意 に 拡大 , 縮小 , 移動 表示 
する こと が 実現 し まし た . 











座標 系 の 概要 





] 座標 系 の 種類 と Ns-BASIC/N。- 日 本 語 BASIC は , 文字 の 位置 指定 の た め の 座 標 系 と , 
各 座 標 系 の 関係 グラ フィ ッ ク 描 画 の た め の 座 標 系 の 2 つの 座標 系 を 備え て いま す . 
前 者 を , キャ ラク タ 座 標 系 , 後者 を , グラ フィ ッ ク 座 標 系 と いい 
ます . 


グラ フォ ィ ッ ク 座 標 系 は , さら に スク リー ン 座 標 系 と ワー ルド 座標 系 と 
いう 2 つの 座標 系 を 持っ て いま す . 
各 座 標 系 の 関係 は , 概念 的 に 図示 すれ ば 次 の と お り で す . 


ーーー デ ーー ウィン ドウ 







テキ スト 画面 0. 1.70141E+38) 






(0.0) 座標 系 を 使用 


(1.70141E+ 38.0) 


ワー ルト 空 


ト 空 間 
(0.24) ・ ワ ー ル ド 座 標 系 を 使用 


ビデ ュー ボー ト 
・ ス クリ ー ン 座標 系 を 使用 
(0.0) 


1 


ク 
・ グ ラフ ィ ッ ク 座 標 系 を 使用 


(639.199) 
また は 
(639.399) ディ スプ レイ 画面 


ラク タク 座標 共 一 一 テ 画面 に 存 1 g 標 で す . 座標 の 1 点 は 
名 座標 系 の 機能 キャ ラク タ 座 標示 テキ スト 画面 に 存在 する 座標 で す 。 座 様 の 1 上 
1 キャ ラク タ ( キ ー ボ ー ド を 打っ て 出る 文字 の こ 

と ) に 対応 し ます . 


グラ フィ ッ ク 座 標 系 一 グラ フィ ッ ク 画 面 に 存在 する 座標 で す . 座標 の 1 
点 は ディ スプ レイ 上 の ドッ ト に 対応 し て いま す . 





ワー ルド 座標 系 BASIC が 設定 し た 架空 の 座標 で す . ほとん どの 
グラ フィック 命令 は この 座標 系 に 対し て 働き ま 
す . 


スク リー ン 座 標 系 ーー ビュ ー ポ ー ト を グラ フィ ッ ク 画 面 と 設 定 し た と 
き , ビュ ー ポ ボー ト 内 に 存在 する 座標 で す . 
※ オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 は , ディ スプ レ 
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イ 画 面 の すべ て を ビュ ー ポ ー ト と 考え ん えた と き の 


スク リー ン 座 標 系 . 
コ . 各 上 座標 系 に 有効 な 座標 系 
BASIO 命 令 
キャ ラク タ 座 標 系 グラ フィ ッ ク 座 標 系 
・ LOCATE 

ワー ルド 座標 系 スク リー ン 座 標 系 
WINDOW GET@ 
PSET PUT @ 
PRESET POINT (関数 ) 
LINE ※ オ リ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 に 
CIRCLE 対し て 働く も の 
PAINT VIEW 
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将 座 標 朱 の サイ ズ 








] . キャ ラク タ 護 標 系 キャ ラク タ 座 標 系 は , テキ スト 画面 に 展開 され る 座標 系 で す . 
WIDTH 文 に よる 表示 桁 , 行 数 の 設定 に 従い し , キャ ラク タ 座 標 系 の 大 き 
さ は 変動 し ます . た と えば 80x25 の 文字 数 を 設定 し た 場合 , 座標 の 位置 
は 次 の 図 の よう に な り ま す . 


(0.0) 一 一 ーーーー (79.0) 





(0.24) 80x25 設 定時 の 座標 系 


また , SCREEN 2 に お いて 40X20 の 文字 数 を 設定 し た 場合 は , 次 の よ 
うに な り ま す . 


(0.0) ーーーーーーー (39,0) 


キャ ラク タ 座 標 系 





(0,19) 40x20 設 定時 の 座標 系 


己 . グラ フィ ッ ク 座 標 系 グラ フォ ィ ッ ク 座 標 系 は グラ フォ ィ ッ ク 画 面 に 展開 され る 座標 系 で す . 
画面 モー ド 0, 1, 3( 解 像 度 640X200)0 の と き は , カラ ー, 白黒 を 問わ ず 
次 の よう に な り ま す . 





(0.0) (639,0) 
(0,199) 
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また , 画面 モー ド 2 , 4 (解像度 640X400) の と き は , 次 の よう に な り 


ます . 
(0.0) ーーーーーーー (639.0) 
(0,399) 
コ ワー ルド 座標 系 ワー ルド 座標 系 と は , ユー ザ が 使う こと の で きる 最大 の 座標 系 で あ 


り , BASIC が 設定 し た 架空 の 座標 で す . その 大 き さ は , 縦 ・ 横 と ゃ も 
ー1.70141E 十 38 て 1.70141E 十 38 まで 許さ れ て いて , 負 の 領域 座標 も 表現 
する こと が で きま す . 

た だ し , 水平 方 向 の 幅 (WX。 一 WX,) お よび 垂直 方 向 の 幅 (WY。 一 WY,) 
は 1.70141E 十 38 を 超え て は な り ま せん . 点 を 打つ (PSET), 線 を 引 
く (LINE) な どの グラ フィ ッ ク 命 令 の ほとん ど は , この ワー ルド 座標 系 
に 対し て 働き ます . 


ーy ーー1.70141E38 






王 共 
ー1.70141E38 1.70141E38 
y 1.70141E38 
デュ ー ポ ー ト を 設定 し た デビュー ポー ト 内 に 存 g 標 で す . 
4. スク リー ン 座 標 系 ビュ ー ボ ポート を 設定 し た と き , ビ ポー ト 内 に 存在 する 座標 で す 


詳し く は , 本 章 第 3 人 節 「 ウ ィ ン ド ウゥ と ビュ ー ポ ー ト 」 の 中 で 述べ ます . 
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己 . ビ ピュー ポート 





ウィ ンド ウ と ビュ ー ボ ー ト 





ワー ルド 座標 系 は も と も と 架空 の も ゃ の で あり , 我々 が 実際 に 見 る こと 
の で きる 座標 は あく まで スク リー ン 座 標 な の で す . 

し た が っ て ユー ザ は , ワー ルド 座標 系 の 中 か ら 任 意 の 領域 を 指定 し , 
スク リー ン 座 標 上 に 表示 領域 と し て 割り 当て な けれ ば な り ま せん . 
Ns-BASIC で この 操作 を し て いる の が 後述 する "WINDOW" 命令 で あ 
り , この 指定 され た ワー ルド 座標 上 の 領域 の こと を ウィ ンド ウ ( の ぞ き 
窓 ) と 呼び ます . 次 の 図 で は , ワー ルド 座標 系 の (一 1000, 一 1000) か ら 
(1000, 1000) の 領域 を ウィ ンド ウ と し て いま す . 


ワー ルド 空間 (座標 系 ) 
(wy1,wy1) 






( 一 1000, 一 1000) 


(wx2,wy2) 


Ns-BASIC で は ウィ ンド ウ と は 別に "ビュ ー ポ ー ト "を 設定 する こと 
が で きま す . 

ウィ ンド ウ は ワー ルド 座標 系 に お ける 表示 領域 の 設定 で あっ た わけ で 
す が , この ビュ ー ポ ボート は , ディ スプ レイ 画面 上 に お ける 表示 領域 の 設 
定 で す . この 操作 は , 後述 する "VIEW" 命令 に よっ て 行わ れ ま す . 

次 の 図 は , ウィ ンド ウ と ビュ ー ポ ー ト の 関係 で す . 
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(wx1,wy1) ワー ルド 座標 










( 1000,-1000) 


ウィ ンド ウ 
スク リー ン 座 標 
(0.0) 
(1000,1000) 
(wx2,wy2) 


ビュ ー ポ ー ト 


この 図 で は ワー ルド 座標 系 の (一 1000, 一 1000) か ら (1000, 1000) の 領 
域 を ウィ ンド ウ と し , スク リー ン 座 標 系 の (200, 50) か ら (400, 150) と い 
う 対角線 を 持つ 四角 形 を ビュ ー ポ ー ト に 設定 し て いま す . 

この よう に ビュ ー ポ ー ト と は , ディ スプ レイ 画面 上 で 見 る こと の で き 
る 領域 な の で す . 一 度 ビ ュー ポー ト を 設定 する と , その 外側 の グラ 
フィ ッ ク 画 面 に は , いっ さい 表示 され る こと は あり ませ ん . し た が っ 
て , ビュ ー ポ ー ト を 設定 する と いう こと は ディ スプ レイ 画面 の 使用 領域 
を 設定 する の と 同じ と 考え る こと も で きま す . 


ディ スプ レイ 画面 


表示 され な い 





この ビュ ー ポ ー ト 内 の 座標 系 が , さき ほど 紹介 し た スク リー ン 座 標 系 
な の で す . スク リー ン 座 標示 と は ビュ ー ポ ー ト の 中 に の み 存 在 す る も の 
で , この 座標 系 の 各 点 は ディ スプ レイ 画面 の 1 ドッ ト に 対応 し て いま 
す . これ は あく まで 物理 的 な 意味 の 座標 系 で あり , 前 記し た ワー ルド 座 
標 と は 異な り ま す . この 座標 系 で は , ビュ ー ポ ー ト の 左上 の 頂点 が 必ず 
原点 (0, 0 ) と 設定 され , そこ か ら 画 面 上 の 各 ド ッ ト を 座標 の 1 点 と し て 
物理 的 に 展開 され ます . 

次 の 図 は ディ スプ レイ 画面 上 の 異な る 位置 に 同じ 大 き さ の ビュ ー ポ ボー 
ト を 設定 し た 例 で す . この 場合 , 2 つの ビュ ー ポ ー ト 内 の スク リー ン 座 


. サン ブル プロ グラ ム 
(ウィ ンド ウ と ビ ピュー 
ポー ト の 使い 方) 
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標 系 は 全く 等 価 と な り ま す . 
オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 スク リー ン 座 標 系 
(0.0) 





(320.50) (0.0) 





(200,100) 
(639,199) 
オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 スク リー ン 座 標 系 


(0.0) 


(0.0) 





(300,110) (200.100) 





(639,199) 


と の ビュ ー ポ ー ト 内 に 展開 され る スク リー ン 座 標 系 の 中 で , 初期 状態 
に お ける ディ スプ レイ 画面 全体 を ビ ょ ュー ポー ト と し た 場合 の 座標 系 を 特 
(に に オリジナ ルス クリ ー ン 座標 系 と 呼 尽 こと に し ます . し た が っ て , オリ 
ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 と は , 画面 の 物理 的 な 座標 系 と いう こと に な り ま 
す ( た と えば , 640x200 の 分 解 能 の 画面 で は , (0 , 0) 一 (639, 199) の 座 
標 系 と な り ま す ). 


こと で は , ウィ ンド ウ と ビュ ー ポ ー ト の 概念 を 具体 的 に 目 で 見 て 理解 
し て いた だ くだ た め に , 全く 同一 の グラ フ を 表示 する サブ ルー チン を 題材 
に 説明 し ます . これ は 4 象限 の 直交 座標 に "YーX", "Y ニ ー2 ポ X 十 15", 
"Y ニ X 玉 X/50 一 30" の 関数 を グラ フ 表 示す る も の で す . 
(1) ビュ ー ポ ー ト の 概念 を 取り 入れ た サン プル プロ グラ ム 
次 ペー ジ の VIEW サン プル プロ グラ ム は , ウィ ンド ウ を 固定 し て お 
き (160 行 ) ビ ュー ポー ト の 大 き さ を 変化 させ せな が ら , さき ほど の グラ 
フ 表 示 サ ブル ー チ ン (270 行 以降 ) を 呼ん で いま す . 実行 結果 は , グラ フ 
その ゃ も の の 形状 お よび 情報 は その まま で , 表示 され る 領域 の 大 き さ だ 
けが 変化 し て いま す . 


217 


19 の 9 '-- VIEW サン プル ファ ログ "ラム  -- 

11@ ”" 

12 の DEFINT A-Z 

139  wIDTH 8 の ,25:CONSOLE の ,25, の ,1 

14 の 9 SCREEN の , の ・COLOR 7, の :CLS 3 

159 LOCATE 29, の @:PRINT "VIEW テ ^ モ ンス トレ ーション " 

169  wINDOW(-119,-11 の )-(119, 119) 

17 の " 

189 FOR I=1 TO 5 

19 の VIEW(329-319/ 1 ,199-99/1)-(329+319/1 , 
19 の 9+99/ 1 ) , ゆ 3 

29 の GOSUB *GRAPH 

219 の FOR J= の TO 29 の の :NEXT J 

229 NEXT I 

23 の SCREEN の 

24@ END 

259 "'-- ク " ラ ブフ テ ^ ィ ス フ ? レイ ルー チン -- 

26 の 9 *GRAPH 

279 LINE(-19 の の, の)-(19 の 9, の ) , 7 

28 の LINE( の ,-1 の の )-( の ,19 の 9 の) ,7 

299 FOR X=-89 TO 8 の 

3 の の PSET(X,-X) ,1 YY= 

319 PSET(X。-(-2※X+39 の ) ) , 2 " Y=ー2※X+15 

329 PSET(X,-(X*X/59-3 の ) ) ,4 ' Y=X*X/59-39 

33 の NEXT X 

349 RETURN 
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(2) ウィ ンド ウ の 概念 を 取り 入れ た サン プル プロ グラ ム 
ト の WINDOW サン プル プロ グラ ム は VIEW サン プル プロ グラ ム の 
150, 160, 190 行 を 変更 し , 215 行 を 1 行 追加 し た だ け の も の で す . 
VIEW の 場合 と は 逆 に ビュ ー ポ ー ト を 固定 し て お き (160 行 ), ウィ ン 
ドウ を 変化 させ な が ら グ ラフ 表示 サブ ルー チン を 呼ん を で いま す . その 


フ は だ ん だ ん 拡大 きれ た も の に な っ て いき ます . 
NISRSSBS 


1 の 9 '-- WINDOW サン ファ ル ファ ログ ラム  -- 

11@ 

129 DEFINT A-Z 

139 WIDTH 8@,25:CONSOLE の ,25, の ,1 

149 SCREEN の , の :COLOR 7,@:CLS 3 

159 LOCATE 29,9:PRINT "WINDOW テ ^ モ ンス トレ ーション " 
169 VIEW(199,8)-(599,198) ,,3 

17@ " 

189 FOR I=1 TO 5 

199@ WINDOW(-299/ 1 ,-299/ 1 )-(299/ 1 ,299/1 ) 
299 の GOSUB *GRAPH 

219 FOR J= の TO 2999:NEXT J 

215 CLS 2 


229 NEXT I 

239 SCREEN 9 の 

24 の 9 END 

259 '-- グ ~ ラ ブフ テ ~ ィ スフレ イ ルー チン -- 
269 *GRAPH 


279 LINE(-19 の 9, の )-(1 の 9 の, の) ,7 
289 LINE( の ,-199)-( の ,199 の ) ,7 
29@ FOR X=-89 の @ TO 8 の 


3 の の PSET(X,-X%) , 1 ) Y= 

319 PSET(X,-(-2*X+3 の ) ) , 2 * Y=ー2*※X+15 
32 の PSET(X,-(X*X/59-39) ) ,4 ' Y=X*X/59-3 の 
33 の 9 NEXT XX 


34 の 9 RETURN 


この よう に ウィ ンド ウ と ビュ ー ポ ー ト を 適当 に 変化 させ る こと に 
よっ て , 同じ 表示 の サブ ルー チン で あっ て も , 画面 上 の 任意 の 領域 に 
拡大 , 縮小 し た 図形 が 表示 で きま すか ら , グラ フ の アレ ンジ , 画面 上 
で の レイ アウ ト な ど 容 易 に 行う こと が で きま す . 
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1. 指定 方 法 の 概 脱 


ど . 絶対 値 に よる 
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座標 の 指定 





音 座 標 系 の 指定 方 法 





これ まで いろ いろ な 座標 系 を 説明 し まし た が , ここ と で は それ ら の 座標 
夫 に 対し て , 種々 の グラ フィ ッ ク 命 令 を 使う 場合 の "座標 の 指定 の 仕方 " 
を 説明 し ます . 

最も 一 般 的 な 座標 の 指定 は 座標 の 絶対 値 に よる も の で , 座標 指定 は 普 
通 どの 座標 系 (キャ ラク タ 座 標 系 , スク リー ン 座 標 系 , ワー ルド 座標 系 ) 
に 対し て も この 指定 に より 行い ます . た だ し , ワー ルド 座標 系 に 対し て 
の 座標 の 指定 に は , 座標 の 相対 値 に よる 方 法 も 許さ れ て いま す . 

次 に , この 2 つの 指定 の 仕方 に つい て 説明 し ます (640 X200 モ ー ド の 
場合 ). 


絶対 値 に よる 座標 の 指定 と は , グラ フィ ッ ク を 描く 位置 を , 座標 系 の 
X 軸 と Y 軸 の 値 より 行う 方 法 で す . 


0 





639(X) 
(00) 


(639,199) 


199 
(Y) 絶対 座標 


これ は 最も 一 般 的 な 指定 法 で , BASIC が 持つ すべ て の 座標 系 に 対し 
て 有効 で す . グラ フィ ッ ク 命 令 な ど に お いて , 座標 指定 する 場合 , 普通 
は この 方 法 に より 行い ます . た と えば , PSET(X,Y) と いう 命令 は ワー ル 
ド 座標 系 内 の 1 点 に ドッ ト を セッ ト す る 命令 で す が , これ は 次 の よう な 
書式 で 書く ぐことができます . 
た と えば ぱ ば, 


PSET00, 100) 人 9M 


と 入力 し ます . この 場合 , ワー ルド 座標 の (100, 1000 に ドッ ト が セッ ト 
され ます . その 他 の 命令 の 場合 も , 絶対 値 に よる 座標 の 指定 で は すべ て 
この よう に (X%, Y) と いう 上 座標軸 の 値 で 指定 し ます . 


づ . 相対 仁 に よる 
座標 の 指定 
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ワー ルド 座標 系 に 描画 を 行う と き , 絶対 値 に よる 座標 の 指定 と と も に 
相対 値 に よる 座標 の 指定 も 許さ れ て いま す . 

相対 仁 に よる 座標 の 指定 と は , 座標 系 内 に 前 も っ て 設定 し た 基点 に X, 
Y 方 向 の 相対 的 な 移動 量 を な えて , 描画 の 座標 を 決め る 方 法 で す . 

た と えば , 次 の よう な 座標 系 が あり , 基点 が (320, 100) に 設定 され て 
いた と する と , 左上 の 頂点 は (一 320, 一 100) で あり , 右 下 の 頂点 は ( 十 319, 
填 99) と な る わけ で す . 





0 639(X) 


(320, 一 100) 
基点 


@ 
(320,100) 
( 十 319, 十 99) 





Y) 相対 座標 


この 指定 法 の 優れ て いる 点 は , 相対 移動 量 を 表す (X, Y) は 常に 同じ 値 
で あっ て も る , 基点 の 位置 を 動か すこ と に よっ て 違っ た 位置 を 表現 する こ 
と が で きる こと で す . 

BASIC は この 基点 に 当たる も の と し て , Last referenced Point ( 以 
後 "LP" と 呼び ます ) を 持っ て いま す . この LP は 最後 に 参照 され た 座標 
と いら 意味 で , グラ フィ ッ ク 命 令 で 座標 を ケ え た 場合 , 最後 に 指定 され 
た 座標 を 値 と し て 持ち ます . 

た と えば, POINT (X, Y) 人 2』 と いう 命令 が 実行 され た 場合 , LP は 
(X, Y) と いう 座標 に 設定 され る こと に な り ま す . 

グラ フォ ッ ク 命 令 で 相対 値 に よる 座標 を 使っ て 座標 指定 を 行う 場合 
は , 次 の よう な 書式 に な り ま す . 

PSET STEP (X, Y) 


これ は ドッ ト を セッ ト す る 命令 の 例 で す が , その 他 の 場合 も 同様 で , 
座標 を 表す (X, Y) の 前 に "STEP" を 付け て , (X, Y) が 相対 値 で ある こと 
を 表し ます . 

グラ フィ ッ ク 命 令 で 相対 値 に よる 座標 の 指定 が 許さ れ て いる の は 次 に 










PSET PRESET 

LINE PAINT 

CIRCLE POINT( ス テー トメ ント お よび 関数 ) 
GET@ (た だ し 制約 あり ) 
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カフー 表示 





Nss-BASIC は , フル カラ ー グ ラフ ィ ッ ク を 実現 し て いま す . 表示 
色 は パレ ッ ト を 使用 し , 日 つの 色 を 表示 で きま す . また 専用 アナ ロ 
グ デ ィ ス プレ イ を 接続 し 拡張 命令 を 使用 すれ ば , アナ ログ パレ ッ ト 
が 使用 で きま す . この と き に は , 表示 で きる 色 は 512 色 より 日 色 を 
任意 に 選ぶ こと が で きま す . 

この 章 で は この Nss-BASIO の カラ ー 機 能 こ つい て , その 発色 の 
仕組 みか ら 各 画面 モー ド の と き の 注 意 事 項 ま で を 解説 し て いき ます . 














3. COLOH 文 の 
使用 例 





テキ スト 画面 の カラ ー 





テキ スト 画面 は , 普通 は モノ クロ モー ド に な っ て いま す が , 
CONSOLE , , 1 人 9 を 実行 する こと に よっ て , テキ スト 画面 の カラ ー 
表示 が 可能 と な り ま す . 

この こと は , 0 て 4 の すべ て の 画面 モー ド の 場合 に あて は まり ます . 


CONSOLE , ,,1 9M を 実行 し , カラ テー モー ド に 切り 替え た の ち , 実 
際 に カラ ー 指 定 を 行う た め に 使う 命令 と し て は , COLOR と COLOR 
(@ の 2 種 か あり ます . 

COLOR 文 は , 第 1 パラ メー タ の 数 値 に 従っ て , 以降 に 表示 する 文字 
の 色 を 決定 し ます . パラ メー タ と 表示 色 の 関係 は 以下 の と お り で す . 

0 = 黒 , 1 = 青 , 2= 赤 , 3 王 紫 , 4 三 緑 , 5 水色 , 
6 三 黄色 , 7 三 白 

COLOR@ 文 は , 範囲 指定 を し た うえ で 色 指 定 を 行い , その 範 半 に す 
で に 表示 され て いる 文字 の 色 を , 色 指定 に 従っ て 変え ます . 色 指定 に 使 
ら 数 値 と 表示 色 の 関係 は , COLOR 文 の 場合 と 全く 同じ で す . 


CONSOLE , ,, 1 
COLOR 1 


以上 を ダイ レク トモ ー ド で 実行 し た と する と , "Ok"$ も 青 で 表示 され 
ます . カー ツル は も と の 色 で 表示 され ます . 以後 の キー ボー ド か ら の 入 
カカ や プロ グラ ム の 実行 結果 も , すべ て 青 で 表示 され ます . 
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4. 
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COULOHRH @ 文 の 表示 桁 数 80 x 25 の 場合 
使用 例 coNsoLE,, 1fg 
coLoR@(0.0 一 (40,10),6 2 


を ダイ レク トモ ー ド で 実行 し た と する と , 次 ペー ジ の 画面 に で 
示し た 範 胃 に すでに 表示 され て いた 文字 の 色 は , 瞬時 に 黄色 に 変わ り ま 
きき 


COLOR (0.0 た (40 ,10).6 
UIG 








プラ フィ ッ ク 画 面 の カラ ー 











有 カラ ー グ ラフ ィ ッ ク グラ フィ ッ ク 表 示 が 白黒 モー ド の と き は , グラ フォ ィ ッ ク の カラ ー 表 示 
が 可能 な 画面 モー ド は 行え ませ ん . 


カラ ー モ ー ド 





SCREEN 0 
ヨコ SCREEN 1 (Nss- BASIC) 
640 X 200 (Nss- BASIC) SCREEN 3 


(Ns- 日 本 語 BASIC) 





SCREEN 2 
ヨコ タテ (Nss- BASIC) 
640 X 400 SCREEN 4 
(Ng- 日 本 語 BASIC) 








ドッ ト 単 位 で テキ スト 画面 の カラ ー で は キャ ラク タ 単 位 で 色 指 定 を 行い まし た が , 
日 色 中 ] 色 の グラ フィック 画面 の カラ ー で は ドッ ト 単 位 で 8 色 中 1 色 を 指定 する こと 
指定 が 可能 が で きま す . 


使用 で きる 色 は , テキ スト 画面 の カラ ー と 同じ 8 色 で す . 
この こと に より , 隣り 合っ た ドッ ト で あっ て ゃ 完全 に 別 の 色 で 塗り 分 


ける と と が で きま す . 
3. CIRCLE 文 , Ns-BASIC の グラ フィ ッ ク 命 令 の ほとん どす べ て が , カラ ー グ ラ 
LINE 文 に お ける フィ ッ ク を 実現 で きま す . た と えば , 
使用 例 CIRCLE(320 ,100),50 , 4 


を ダイ レク トモ ー ド で 実行 すれ ば , 画面 中 央 に 緑 の 円 が 描 り ます . また , 
LINE(0 , 0) 一 (200 , 150), 2, BF g 


を ダイ レク トモ ー ド で 実行 すれ ば , 画面 の 左側 上 2 / 3 の 部 分 あたり に , 
赤 で 塗り つぶ され た 四角 形 が 描か れ ま す . 
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1]. パレ ッ ト の 機能 


己 . パレ ッ ト の 
初期 設定 


選 。 カラー コ ゴー ド こ 
表示 色 の 関係 
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バレ ッ ト 





Ns-BASIC は , カラ ー 表 示 を 行う た め に , パレ ッ ト と いう 考え 方 を 導 
入 し て いま す . 

パレ ッ ト と は 文字 どおり 絵 忠 の こと で す . Ns-BASIC で は パレ ッ ト 
0 て パレ ッ ト 7 ま で の 8 個 の パレ ッ ト を 持っ て いま す . ユー ザ は これ ら 
の パレ ッ ト に 好み の 人 色 を 設定 する こと が で きま す . 

いわ ば , パレ ッ ト は 間接 色 指定 機能 と も いう べき も の で , これ に より 
カラ ー 表 示 の 融通 性 や 汎用 性 を 高め て いま す . 


Ns-BASIC を 起動 し た と き の パ レッ ト と その 設定 色 を 次 に 示し ます . 
パレ ッ ト 0 に 愚 , パレ ッ ト 1 に 青 …… と 設定 し て ある の が わか り ま す . 








カラ ー コ ー ド 

1 青 
2 赤 
3 楽 
4 緑 
5 水色 
6 黄 
7 





な お , 右側 に ある 数 字 は カラ ー コ ー ド と いっ て , 実際 の 表示 色 に 対応 
し ます . 


カラ ー ュ コー ド と 表示 色 の 関係 を 理解 する に は , カラ ー デ ィ ス プレ イヒ に 
お ける 発色 の 原理 を 知る の が 近道 で す . 

一 般 に カラ ー デ ィ ス プレ イ は , 光 の 三原 色 ( 赤 , 青 , 緑 ) を も と に , そ 
の 組み 合わ せ に よっ て 多彩 な 色彩 の 表示 を 行っ て いま す . 

すなわち , 三原 色 が 単独 に 表示 され れ ば 各 原 色 の 色 そ の も の で あり , 
任意 の 複数 の 組み 合わ せ で 中 間 色 お よび 白 が 得 ら れ ま す . 三原 色 と も に 
表示 され な けれ ば , その ドッ ト は 黒 と な り ま す . 
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これ を 計算 機 上 で 行う に は , 画面 上 の 各 ド ッ ト に 対し , 最低 3 ビッ ト 
( 赤 用 , 青 用 , 緑 用 ) を 用 意 し , 各 ビ ッ ト の 0,1 に 従っ て , 発光 
ON/OFF の 仙 御 を すれ ば いい , と いう こと に な り ま す . 

この 原理 に より 求め られ た も の が , カラ ー コ ー ド で す . 
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. 
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バ パレット の 設定 実際 に ペレ ッ ト を 設定 する に は COLOR= 文 を 用 いま す . 第 1 パラ 
メー タ に ペレット 番号 を 指定 し , 第 2 パラ メー タ に は カラ ー コ ー ド を 指 


定 し ます . 


複数 の パレ ッ ト へ , 同一 つの カラ ー コ ー ド を セッ ト す る こと も で きま 


す 


た と えば , 次 の よう に パレ ッ ト 0^ へ 3 を 黒 に , パレ ッ ト 4 て 7 を 白 に 設 
定 す る と , 画面 へ の 表示 は 白 と 黒 の 2 色 に な り ま す . 
































カラ ー コ ー ド 
0 本 ん % 
1 青 
2 赤 
3 紫 
4 緑 
5 水色 
6 
7 自 
パレ ッ ト に よる パレ ッ ト は , すでに 表示 し た グラ フィ ッ ク の 人 色 の 変更 に も 使え ます . 
表示 色 の 変更 これ を プロ グラ ム を 通し て 見 て み ま す . 次 の サン プル プロ グラ ム を 作 
成 , 実行 し て くだ さい . 
100 ScREEN 04gM 
110 WINDOW(0,0) 一 (639 , 199) 人 ⑦M 画 還 の 嫌 因 人 


120 
130 


ViEW(0 .0) 一 639 99)1g1 
COLOR =(1 ,3) 和 9 





140 LINE(0.0) 一 (639 .199).1 人 1 
150 COLOR=(1,1) 9Wー 一 一 つ 
1e0 ENpfgl 

RUN 9 


パレ ッ ト 1 に 青 を 設定 
始点 (0 ,.0) か ら 終点 (639 , 199) 
まで ペレット 1 の 色 で 線 を 描く 
パレ ッ ト を も と に 戻す 


画面 に 紫色 の 線 が 描け た は ず で す . こと で パレ ッ ト 1 の 色 を 赤 に 変更 


し ます . 


COLOR=(,2) 人 9 


画面 の 線 が 赤い 表示 に 変わ っ た は ず で す . この よう に パレ ッ ト を 利用 
すれ ば , グラ フィ ッ ク に 色 の 変化 を ケ え る こと が で きま す . な お , この 
プロ グラ ム で は 線 を 引く だ け で し た が , 実際 に は グラ フィック で 描い た 
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小動物 の 目 の 色 を 変え る な ど 幅 広い 応用 が 考え られ ます . パレ ッ ト を 使 
うう え で の 注意 と し て , パレ ッ ト を 用 いて 色 を 変更 し た ら , 必ず も と に 
戻し て くだ さい . 
な お , パレ ッ ト の 設定 変更 を 行っ て , 初期 設定 に 戻し た い 場 合 は , 次 
の よう に し て くだ さい . 
FOR P=0O to 7:COLOR ニ (P ,P) : NEXT | 


グラ フィ ッ ク タク 表示 が カラ ー で な い 場 合 (SCREEN 1,2.4) に お いて は , 
CONSOLE , ,,1 放 の を 実行 し て , テキ スト 画面 を カラ ー モ ー ド に する 
と , テキ スト 画面 で も ペレット 機能 を 利用 する こと が で きま す . 


B. テキ スト 画面 で の 
パレ ッ ト の 使用 
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]. アナ ログ バ パレット 
と は 


アナ ログ パレ ッ ト 
の 初期 設定 
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アナ ログ パレ ッ ト 





Ns-BASIC/N。: 日 本 語 BASIC で は , NEW CMD を 実行 する こと に よっ 
て 拡張 命令 が 追加 され ます . 追加 され た 拡張 命令 の 中 の CMD PAL を 用 
いて パレ ッ ト 指 定 す る こと に より , ユー ザ は 512 色 の うち か ら 8 色 を 選 
ぶ と と が で きま す . これ に より , "明る い 赤 "や "淡い 赤 " な どの 中 間 色 を 
表示 する こと が で きま す . 

た だ し , この 場合 は , アナ ログ RGB デ ィ ス プレ イ が 本 体 に 接続 され て 
いな けれ ば 意味 を 持ち ませ ん . アナ ログ RGB デ ィ ス プレ イ が 接続 され 
て いる 場合 の み , 基本 色 以 外 の 色 を 表示 する こと が で きま す . 

デジ タル RGB デ ィ ス プレ イ (8 ピ ンコ ネクタイ ンタ フェ ー ス を 持つ 
ディ スプ レイ ) が 接続 きれ て いる 場合 , 基本 色 以 外 の 色 が CMD PAL 文 
で パレ ッ ト に 設定 され て も , 表示 され る 色 は 基本 色 と な り ま す . 


Ns-BASIC/N。 日 本 語 BASIC に お いて , CMD PAL 文 を パラ メー タ な 
し で 実行 し た 直後 の パレ ッ ト の 状態 は 次 の よう に な り ま す . 


カラ ー コ ー ド 








&O000 
&O007 青 
&O070 示 
&O077 紫 
&O700 緑 
&O707 水色 
&O770 黄 
&O777 


アナ ログ カラ ー コ ー ド は カラ ー コ ー ド と 同じ 機能 を 持ち ます . 512 色 
中 の 8 色 を 使っ た と き で は アナ ログ カラ ー コ ー ド と 呼び . カラ ー コ ー ド 
と 区 別して いま す . 


ナグ カラ ウェ 
操 王 選 @ 
表示 色 の 関係 


4. アナ ログ パレ ッ ト 
の 設定 記法 


呈 . サン プル ブ プログラム 
(アナ ログ パレ ッ ト 
の 使い 方) 
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通常 の 0 て 7 を 示す カラ ー コ ー ド で は , 赤 ・ 青 ・ 緑 の 発光 の ON/OFF 
0 な 3 

アナ ログ カラ ー コ ー ド で は , 赤 ・ 青 ・ 緑 の 各 原 色 の 発光 に 8 段階 (3 
ビッ ト デ ー 2 の 電 REIR これ に より , 8x8x8= テ 512 通 
り の 色 の 組み 合わ せ を 実現 し て いま す . な お , 実際 の 表現 色 と ア ナ ロ グ 
カラ ー コ ー ド の 対応 は 次 の と お おり で す . 


色 の 組み 合わ せ ( 交 度 ) 


* 1* 

















0 
0 
0 
0 






































パレ ッ ト を 設定 する 方 法 は , は NSR 
ト 番号 を 指定 し , 第 2 パラメータ (は アナ ログ カラ ー コ ー ド を 指定 し 
まず: 補 だ 。 3 
ラー コー ド を 指定 し ます . アナ ログ カラ ー コ ー ド の 指定 方 法 は , CMD 
PAL 文 を 参照 し て くだ さい . 

CMD UNLINK を 実行 する と 拡張 命令 が 取り 友 ら れ , CMD PAL を 使 
用 する こと が で き な く な り ま す . た だ し , 拡張 命令 が 取り 去ら れる 前 に 
設定 し た パレ ッ ト は ば は, 拡張 命令 が 取り 去ら ちら れ た あと で も 使用 する こと は 
で きま す . (拡張 モー ド 2 の 拡張 命令 を 追加 し た 場合 , CMD UNLINK 文 
を 実行 し て も , CMD PAL 文 は 使用 で きま す .) 


次 の サン プル プロ グラ ム は 8 色 の カラ ー を 画面 に 表示 し , その 中 の 1 
つの パレ ッ ト を 指定 し (270 行 ), 青 の 輝 度 , 赤 の 輝度 , 緑 の 輝 度 を 指定 
(300 行 か ら 410 行 ) す る こと に よっ て , 指定 し た パレ ッ ト の 色 を 変え ま 
す . パレ ッ ト ナ ン バ ベー を 指定 する と ころ で "ー1" を 入力 する と ,, 行 番号 
520 へ 飛び CMD PAL に より ペレ ッ ト を 初期 状態 に 戻し て か ら 終 了 し ま 
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す . パレ ッ ト を 変更 し た 場合 , 必ず この よう に パレット を 初期 状態 に 戻 
す よ ょ よう 心がけ て くだ さい . 
また , この プロ グラ ム を 実行 する 場合 は , 本 体 に アナ ログ RGB デ ィ ス 
プレ イ を 接続 する こと が 必要 で す . 
PIGSO2EE3 
199 '-- アナ ロク ~ "レッ ト サン ファ ル フロ グ クラム -- 
119 
129 WIDTH 89,25:CONSOLE の ,25,9@,1:SCREEN 9,9 
139 NEw CMD:CLS 3:CMD PAL 
149 LOCATE 29,1 
159 PRINT "アナ ロク ~ 用 "レッ ト サン ファル ファ ログ ~ ラ ム " 
169 FOR X=49 TO 544 STEP 72 
179 LINE(X,59)-(X+71,138) , INT(X/79) , BF 
189 NEXT X 
19 の FOR I=9 TO 7 
299 LOCATE 8+CX,5:PRINT I 
219 CX=CX+9 
229 NEXT I 
239 " 
249 *LOOP 
259 DEC= の 
269 LOCATE 2,19 
279 INPUT "" レ ッ ト No. (9-7 or -1=end) "iA 
289 IF A=-1 THEN *EXIT 
299 IF A<-1 OR A>7 THEN LOCATE 32,19: 
PRINT SPACE$(48): 
GOTO 269 
399 LOCATE 45,19 
319 INPUT "GREEN INTENSITY ( @ - 7 ) ":B 
329  B$=MID$(STR$(B) ,2 ) 
339 IF B<@ OR B>7 THEN LOCATE 72,19: 
PRINT SPACE$(8) : 
GOTO 39@9 
349 LOCATE 2,21 
359 INPUT "RED INTENSITY ( の - 7 ) ":C 
369  C$=MID$(STR$(C) , 2 ) 
379 IF C<9@ OR C>7 THEN LOCATE 28,21: 
PRINT SPACE$(52): 
GOTO 349 
389 LOCATE 45,21 
399 INPUT "BULE INTENSITY ( @ - 7 ) ":D 
499  。 D$=MID$(STR$(D) , 2 ) 
419 IF D<9 OR D>7 THEN LOCATE 71,21: 
PRINT SPACE$(9): 
GOTO 389 
429 LEVEL$=B$+C$+D$ 
439 FOR I=1 TO 3 
449 NUM=VAL(LEFT$(LEVEL$ , 1 ) ) 
459 LEVEL$=MID$(LEVELS , 2 ) 
469 DEC=8*DEC+NUM 
479 NEXT 
489@ CMD PAL A,DEC 
499 CONSOLE 19,6:CLS 
599 GOTO *LOOP 
519 ・ 
529 *EXIT 
539 CMD PAL 
549 CONSOLE 9,25 
55@ END 


234 





ライ ンス タイ ル と タイ リン グ 








]. ライ ンス タイ ル ライ ンス タイ ル と は LINE 文 に ある 機能 で , 引く 線 の 種類 を 設定 し ま 
す . これ を 設定 する た め に は , 16 ビ ッ ト で 表現 可能 な 数 (&HO て &HFFFF) 
の 範囲 の 値 を 用 いま す . ライ ンス タイ ル は 16 進 数 で 指定 し な く て も か ま 
いま せん が , 16 進 数 で 表現 する と 便利 で す ( 詳 細 は ,「 リ ファ レン スマ 
ニュ アル ] の LINE 文 の 項 を 参照 し て くだ さい ). 
た と えば , 


LINE (0 , 100) 一 (639 , 100), 7 , , &HF99F 引 


を 実行 する と , 下図 の よう な 点線 が 引か れ ま す . 
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ライ ンス タイ ル を &HF99F と 設定 する と , 次 の よう に な り ま す . 


ライ ンス タイ ル ( &HF99F ) 





JP お 30ー 
剛 古 還 岡 了 較 剛 包 同 較 較 本 同人 間 


SNK0 9 
0 1 2 3 4 5 6 7?8 9 10 11 12 13 14 15 





16 ビ ッ ト 
※ 同じ 番 呈 の ビッ ト が 対応 し ます . 


つま り , この ライ ンス タイ ル が (O , 100) て (639 , 100) ま で 繰り 返さ れ 
る た め , 図 の よう な 点線 が 現れ る の で す . 


(0,100) (639,100) 





ライ ンス タイ ル ライ ンス タイ ル 
(16 ド ッ ト ) (16 ド ッ ト ) 
タイ リン ソン グ タイ リン グ と は PAINT 文 に ある 機能 で , タイ ルス トリ ング に よっ て 


設定 され た 模様 (タイ ル ) で 指定 領域 内 を 埋め る と き に 使い ます (タイ ル 
スト リン グ に 関す る 詳細 は 「 リ ファ レン スマ ニュ アル 」 の PAINT 文 の 項 
を 参照 ) タイル の 大 き さ は , 横 方 向 は 8 ドッ ト , 縦 方 向 の 大 き さ は , 
PAINT 文 の 中 で 与え られ る 情報 量 に よっ て 決ま り ま す . 
(1) 白黒 モー ド 時 の タイ リン グ 
グラ フィ ッ ク 画 面 が 白黒 モー ド の と き の タ イリ ング で は , 1 ベイ ト 
(8 ビット ) が 横 方 向 8 ドッ ト 分 に 相当 し ます . そし て , 2 進数 表現 で 
1 の た っ て いる ビッ ト に 対応 する ドッ ト は 描か れ , 1 の た っ て いな い 
ビッ ト 人 対応 する ドッ ト は 描か れ ま せん . 
次 に あげ る 例 は , 画面 上 を " 双 " 模 様 で ね りつ ぶし ます . 下記 の と お 
り 入力 し て くだ さい . 
PAINT(320 , 100), CHR$(&H81) 十 CHR$(&H42) 十 CHR$(&H24) 
圭 CHR$(&H18) 十 CHR$(&H18) 十 CHR$(&H24) 十 CHR$(&H42) 
+CHRS$(&H81),1 fg 
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(0.0) CHR$(&H81) タイ ル バ イ ト 1 
(0.1) CHRS$(&H42) タイ ル バ イ ト 2 
(0.2) CHRS$(&H24) タイ ル バ イ ト 3 
(0.3) CHR$(&H18) タイ ル バ イ ト 4 
(0,4) CHR$(&H18) タイ ル バ イ ト 5 
(0.5) CHR$(&H24) タイ ル バ イ ト 6 
(0.6) CHR$(&H42) タイ ル バ イ ト 7 
(0.7) CHR$(&H81) タイ ル バ イ ト 8 








な お , この と き の 画 面 は 次 の よう に な り ま す . 
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(2) カラ ー モ ー ド 時 の タイ リン グ 
カラ ー モ ー ド 時 の タイ リン グ で は , 縦 方 向 の ドッ ト ( メ ヨコ 8 ドッ 
ト ) に 対し て , 3 Xn バイ ト (3XnX 8 ビット) の 情報 を ケ え る 必要 
が あり ます . 
ケ え る 情報 の ビッ ト と ドッ ト の 関係 は 白黒 モー ド の と き と 同 様 で 
す . 
た だ ただし, カラー モー ド 時 で は 横 8 ドッ ト 分 と し て 与え られ た 場合 , 
Xn バイ ト を も と に パレ ッ ト 番 号 を 算出 し , その と き , それ ぞ れ の パ 
レッ ト に セッ ト さ れ て いる カラ ー コ ー ド 人 従っ て 表示 を 行い ます . 


CHR$(&H55) 十 CHR$(&H33) 十 CHR$(&HOF) 


16 進 数 表現 2 進数 表現 
&H55 01010101 
&H33 00110011 
&HOF 00001111 

は は 





パレ ッ ト 番 号 01234567 

上 の 例 を 次 の PAINT 文 に より 実行 する と , パレ ッ ト が 初期 設定 の 
まま だ と すれ ば , 黒 , 青 , 赤 , 紫 , 緑 , 水色 , 黄色 , 白 の 細か い 縦 縮 
模様 が 画面 全体 に 現れ ます . 


PAINT(100,100), CHR$(&H55) 上 CHR$(&H33) 二 CHR$(&HOF).1 





カラ ー コ ピー ユー ティ リティ 


カラ ー プ リン タ (PO-PRI0IT, PO-PH8O1OGL・HO・T, PO- 

PH406H, PO-PH40BM ) を お 持ち の 方 は , 画面 の ハー ドコ ピー 

を カラ ー イ メー ジ で 行え ます . この と き に 使用 する の が カラ ー コ ピー 

エー ティ リティ で ぞ す 。 カラ ー ヨ ピー ユー ディ リティ は Nass-BAGIG 

DISK Version お よび Nee- 日 本 語 BAGID の 〇 UPY 疫 を , ト に 
カラ ー コ ピー に 秋 え る も の で まま. なお: カラ ー コ ピー ユー ディ リティ 

は Nsm-BASIO シス テム ディ スク に 入っ て いま す . 








]. ユー ティ リティ の 
構成 


ど . 操作 手順 
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Na-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク に は, 次 の 4 本 の カラ ー コ ピー 用 プロ グ 
ラム が 入っ て いま す . 


ドッ トイ シンパ クト 
ブリ ンタ 


PC-PR201L, 本 3N 
PC-PR201H2, @cc2. 188 型 印字 | 約 2.4K バ イト 


PC-PR201V, 
PC-PR201HC 

熱転写 プリ ンタ @cc4V. j88 縦 型 印字 | 約 2.5K バ イト 
PC-PR101T, 


PC-PR101TL, 
PC-PR201TL, @cc4h. )88 


PC-PR201T, 
NO @cc4m. 188 E 右 反転 | 約 25K バ イト 











横型 半 約 2.5K バ イト 














それ ぞ れ の 印字 形式 に よっ て , プリ ンタ に は 次 の よう に 印字 され ま 
トミ 
た だ し , COPY 1( テ キス ト 画 面 の み の カ ラー コピ ビ ピー) では, どの 印字 
形式 で も 横型 に 印字 され ます . 

横型 印字 縦 型 印字 左右 反転 


A4 サイ ズ の 用 紙 に 横型 印字 を 行う と き は , 左右 の 余白 が 少な い の 
で , 用 紙 の セッ ト 位 置 に 気 を つけ な いと 用 紙 か ら は み 出 し て コピ ー し て 
し まい ます . PC-PR201 シリーズ の プリ ンタ で は 大 きい 用 紙 を 使う と よ 
いで し ょ う . それ 以外 の 用 紙 幅 の 狭い プリ ンタ で は 縦 型 印字 に する と 科 
単に で きま す . 


ユー ティ リティ を 起動 する と き は , 次 の 要領 で 行っ て くだ さい . 
1) Ns-BASIC DISK version, また は Ng 日 本 語 BASIC を 起動 し ます . 
(2) 他 の 機械 語 プ ログ ラム (拡張 命令 な ど ) も 使う 場合 は , 本 章 「5. メ 

モリ マッ プ ]」 を 先 に お 読み くだ さい . 

(3 本 プロ グラ ム の 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を ドラ イブ 1 に セッ 
ト し , お 手持 ちの プリ ンタ の 機種 に 合っ た BASIC プロ グラ ム を 選ん 
で 実行 し ます . 
run "@cc2 .j88" | 


機械 語 ファ イル が 読み 込ま れ , 以後 COPY CUT 人 12』 を 入力 する 
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まで , BASIC で 画面 の カラ ー コ ピー コマ ンド が 使え ます . 

な お , 画面 に "Out of memory" エ ラー が 表示 され た 場合 は , 本 章 
「5. メモ リマ ッ プ ] を 読ん で か ら , 正しい 手順 で も 2 1 度 読み 込み な 
お し て くだ さい . 

カラ ー コ ピー コマ ンド が 不要 に な っ た り , 従来 の 白黒 = ピー を 使用 
する と き は 


CODy Cut 


を 入力 し ます . これ で , プロ グラ ム が 専有 し て いた 領域 も フリ ー エ リ 
ア と し て 解放 され ます . また , 他 の 印字 形式 の カラ ー コ ピー プロ グラ 
ム を 使う 場合 も , COPY CUT 八 』 を 入力 し て か ら , 目的 の ブロ グラ 


(4) 


ム を 読み 込ん で くだ さい . 


d. ユー ティ リティ の 
機能 


ます . 


機 


Ns- BASIC 使 用 時 。 
Ng 日 本 語 BASIC 使 用 時 
SCREEN 0. SCREEN 1. 
SCREEN 2 の と き 


ユー ティ リティ の 起動 に より , COPY 命令 の 機能 は 次 の よう に 変わ り 


能 





Nas- 日 本 語 BASIC 使 用 時 
(SCREEN 3 の と き ) 


Ns- 日 本 語 BASIC 使 用 時 
(SCREEN 4 の と き ) 





COPY ま た は 
COPY 1 


テキ スト 画面 の み を プリ ン 
タ の 印字 体 で て カラー コピー. 
( 由 早 反転 する ) 





グラ フィ ッ ク 画 面 の み を カ 
ラー コピ ビー。 
(白黒 反転 する ) 





テキ スト と グラ フィ ッ ク の 
両 画面 を カラ ー コ ピー. 

( 自 黒 反転 する ) 
テキ スト 画面 も その まま の 
イメ ー ジ で ドッ ト 出 力 . 


全角 文字 を 合 む テキ スト を 
プリ ンタ の 印字 体 で モノ ク 
ロフ コビー. 

( 由 黒 反転 する ) 


全角 文字 を 含む テキ スト を 
プリ ンタ の 印字 体 で カラ ー 
コピ ー. 

( 帳 昌 反転 する ) 





画面 イイ ー ジ を その まま カ 
ラー コピ ー. 
(時 反 転 する ) 


画面 イイ ー ジ を 、 その まま 
モノ クロ コピ ー。 

( 由 黒 反転 する ) 
画面 イメ ー ジ を ,、 その まま 
カラ ー コ ピー. 

( 帳 昌 反 転 す る ) 





グラ フィ ッ ク 画 面 の み を カ 
ラー コピ ビー. 
( 由 時 反転 し な い ) 





テキ スト と グラ フィ ッ ク の 
両 画面 を カラ ー コ ビー. 

( 幅 黒 反転 し な い ) 
テキ スト 画面 も その まま の 
イメ ー ジ で ドッ ト 出 力 . 





画面 イイ メー ジ を その まま カ か 
ラー コピ ビー. 
( 折 黒 反転 し な い ) 





画面 イメ ー ジ を , その まま 
モノ クロ コビー. 

( 帳 黒 反転 し な い ) 
画面 イメ ー ジ を ,、 その まま 
カラ ー コ ピー。 

( 帳 黒 反転 し な い ) 





COPY CUT 





白黒 反転 する 場合 は , 


浅く 





カラ ー コ ビー を 無効 に し , 従来 の COPY 命 令 ( 帳 黒 ) を 有効 に する . 
プロ グラ ム が 専有 し て いた 領域 を 解放 する . 


画面 上 の 白 





が 黒 に , 黒 が 白 に な っ て 印字 され ま 
白黒 反転 し な い 場 合 は , 画面 と 同じ 色 で 印字 され ます . 


各 BASIC( カ ラー ュ ピ ー) プ ログ ラム 1210 行 目 の REM を 消す 
| 還 和 は COPY 4 の 機能 に , | 計 暫 は COPY 5 の 機 
能 に な り ま す . た と えば "@cc2 .j88" の 場合 は 次 の よう な 手 
順に な り ま す . 
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4. 使用 上 の 注意 事項 


電 13 芋 カラ ー コ ピー ヨー ティ リティ 


load "@cc2 .j88" 

lst 1210 9 

1210 REM POKE BTM . BODY 0 
REM を 削除 し て 

1210 POKE BTM.BopY,0 9 


ru 49 


カラ ー コ ピー ユー ティ リティ は , COPY 命令 の 拡張 を 行う も の で す . 
COPY の 拡張 部 分 は メモ リ の 空き 領域 に 格納 され ます . で すか ら , メモ 
リ 領 域 を 操作 する 命令 や 拡張 命令 (NEW CMD) を 使う と き は 注意 が 必要 
で す . 
(1) 拡張 命令 の キャ ン セ ル 
これ ら の 拡張 命令 を 消し 去る (キャ ン セ ル す る ) と き は , 必ず COPY 
CUT を 先 に 行っ て か ら , CMD UNLINK を 行っ て くだ さい . 


CODy Cut fg 


cmd unlink gl 


上 記 の 命令 を 行う こと に よっ て , カラ ー ュ ピー の 機能 も キャン セル 
され ます . も う 1 度 カラ ー ュ ピー の 機能 を 使用 する 場合 は , 再度 カ 
ラー コピ ー プ ログ ラム を 読み 込ん で くだ さい . 


load "@cc2 .j88" g 


(2) カラ ー パ レッ ト 使 用 時 の 注意 

カラ ー パ レッ ト を 変更 する と き は , カラ ー コ ピー プロ グラ ム を 読み 
込ん だ 後 , COLOR (パレ ッ ト 番 号 , カ ラー コー ド ) 文 ある い は CMD 
PAL 文 で 設定 し て くだ さい . OUT 文 で 変更 し た り , カラ ー コ ピー プ 
ログ ラム を 読み 込む 前 に 変更 する と , 正しく コピ ー さ れ ま せん の で , 
プロ グラ ム を 読み 込ん だ 後に も う 1 度 カ ラー パレ ッ ト を 設定 し な お し 
て くだ さい . 

な お , アナ ログ RGB デ ィ ス プレ イ を 接続 し て 拡張 命令 CNEW 
CMD) を 追加 し , CMD PAL 文 で 512 色 の 中 か ら 任 意 の アナ ログ カラ ー 
ュー ド を 設定 し て カラ ー ュ ピー を 行っ た 場合 , 画面 と 同じ 色合い に な 
ら な いこ と が あり ます . 

(3) リバ ー ス ・ ブ リン ク 表 示し て いる 文字 の 印字 

テキ スト 画面 が 白黒 モー ド の と き , リバ ベース 表示 し て いる 文字 は , 
COPY 1 で は 通常 の 表示 と し て 印字 され ます . ブリ ンク 表示 は 常に 
ノー マル で 印字 され ます . 
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(4) レフ トマ ー ジ ン ( 左 余白 ) の 設定 
プリ ンタ に あら か じ め レ フト マー ジン を 設定 し て お く と, 用 紙 の 左 
側 に 空白 を 作る こと が で きま す . レフ トマ ー ジ ン は 


Iprint.chr$(27) "LT iTnnn" : の | 
(nnn は 3 桁 の 10 進 数 で レフ トマ ー ジ ン 幅 ) 


と 指定 し ます . レフ トマ ー ジ ン 幅 を 2 に し た いと き は "nnn" の と こ 
ろ に "002" と 入力 し ます 


ロロ. メモ リマ ッ プ ユー ティ リティ の メモ リ へ の 格納 は , 空き 領域 (CLEAR 文 参照 ) の 上 
位 ア ドレ ス よ り 行 われ ます . で すか ら , 拡張 命令 NEW CMD) お よび 機 

語 プ ログ ラム を 使う と き は , それ ら を 先 に 読み 込ん で お く 必 要 が あり 
ます . 

た だ し , メモ リ の 空き 領域 が 十分 に な いと , 読み 込む こと が で きず 
"Out of memory" エ ラー が 発生 し ます . この 原因 は , メモ リ の 上 限 が 小 
さい , も し く は ファ イル ベッ ファ の 数 (BASIC 起 動 時 に "How many 
files(0 て 15)? "に 入力 し た 値 ) が 大 きい た め , ユー ティ リティ の 載る ス 
ペー ス が 不足 し て いる の で す . この よう な 場合 は , CLEAR 文 の 第 2 パ 
ラメ ー タ を 大 き な 値 に 設定 し な お し て , プロ グラ ムサイ ズ 分 の 領域 を 確 
保 し て か ら , も うら 1 度 カ ラー コピ ー プ ログ ラム を 読み 込ん で くだ さい . 

な お , カラ ー コ ピー プロ グラ ム を 読み 込ん だ 後 で , それ より 大 きい 番 
地 に 機械 語 プ ログ ラム を 読み 込ん だ り , CLEAR 文 を 設定 し た りす る こ 
と は で きま せん . 

次 に 例 と し て , 本 機 の Na-BASIC V2 モ ー ド で 拡張 命令 を 追加 し , カ 
ラー コピ ー プ ログ ラム も 使用 する と き の 手 順 を 示し ます . 

まず 拡張 命令 を 追加 し ます . 


NEW CMD 


続い て , 目的 の カラ ー コ ピー プロ グラ ム を 読み 込み ます . 


run "@cc2 .j88" 


この と き , メモ リマ ッ プ は 次 の 図 の よう に な っ て いま す . 
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B. ユー ティ リティ の 
転送 


第 13 章 カラ ー コ ビー ユー ティ リティ 


FFFFH 
ワー クエ リア 





E600H 


拡張 命令 ワー クエ リア 


E100H 


XXXX 


ファ イル バッ ファ 
(Disk code) 


XXXX : 目的 の プロ グラ ム の サイ ズ 
に より 異な り ま す . 
本 章 の 1 の 表 を 参照 し て く 
だ さい . 


テキ スト ウィ ンド ウ の 斉 


8400H 8400H 


カラ ー コ ピー 用 
プロ グラ ム の 一 部 と 


テキ スト ウィ ンド ウ 
ワー クエ リア 





8000H 8000H 


テキ スト ウイ ンド ウ の 裏 は , カラ ー コ ピー 用 プロ グラ ム の 
一 部 お よび ワー クエ リア と し て 使い ます . 


カラ ー ュ ピー の 機能 が 不要 に な っ た ら COPY CUT を 行っ て くだ さい . 
プロ グラ ム が 専有 し て いた 領域 は フリ ー エ リア と し て 解放 され ます . な 
お , 上 の メモ リマ ッ プ に 示さ れ て いる 拡張 命令 を 取り 去る と き に は , 必 
ず COPY CUT を 先 に 行っ て か ら CMD UNLINK を 行っ て くだ さい . < く 
れ ぐ れ も お 忘れ な く ! 


4 本 の カラ ー コ ピー プロ グラ ム は 次 の 表 の よう に , それ ぞ れ BASIC 
プロ グラ ム 1 本 と 機械 語 プ ログ ラム 3 本 ずつ か ら 成 っ て いま す . 

し た が っ て , カラ ー コ ピー ユー ティ リティ を 他 の フロ ッッ ピー ディス ク 
に 転送 する と き は , BASIC プ ログ ラム だ け で な く , 機械 語 プ ログ ラム も 
転送 する 必要 が あり ます . 





ドッ トイ ン パ クト 

プリ ンタ 
PC-PR201CL, 
PC-PR201HC」 
PC-PR201H2, 
PC-PR201V 


横型 印字 @cc2. j88 @cc2*rel  @cc2*※map  @cc2*bin 





@cc4v. j88 @cc4v*rel  @cc4v*map  @cc4v* ネ bin 


鉄 転写 プリ ンタ | 縦 陸 印字 
PC-PR101T, 
PC-PR101TL, 








@cc4h. j88 @cc4h*rel @cc4h*map  @cc4h*bin 


PC-PR201TL, 
PC-PR201T, 
PC-PR406H 








@cc4m. )88 @cc4m*※rel @cc4m* ネ map @cc4m*bin 


ディ スク ユー ティ リティ の 「 フ ァイル 転送 」("xfiles .j88") を 使っ て 必 
要 な ファ イル を コピ ー し て くだ さい (本 章 第 18 章 参照 ) . 
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サウ ンド 機能 





本 機 の サウ ンド 機能 は , 内 蔵 の スー パー シン セ サ イ ザ | ロ を 駆使 
し て , バイオリン, ピア ノ な どの アコ ー ス ティ ッ ク 楽 器 か ら エ レ 
クト リッ ク 楽 器 , UFO が 飛ぶ よう ね な 効果 音 まで 幅広 い 音 色 を 
再 現 で きま す . これ ら の 音色 を 使っ た 最高 選 重 和音 と 是 種 類 の 
リズ ム 楽 器 を ] 度 に 使い , 美しく 表情 豊か な 音楽 を 演奏 で き 
ます . 

また , 外部 か ら 取 り 入 れ た 音 を デジ タル 録音 し , 再生 する こと 
も で きま す . 

本 章 で は , サウ ンド 機能 の 概要 , BAGIC の 命令 を 具体 的 な 
例 を まじ えて 紹介 し て いま す . また , OMD VOIOE HEG 
文 を 使っ て スー パー シン セ サ イ ザ | 〇 に 直接 デー タ を 送り , サウ 
ンド 機能 を 使う 方 の た め に , スー パー シン セ サ イ ザ | 〇 の 構造 に 
つい て 資料 と し て 本 草 の 終 わり に 掲載 し て いま す . ご 活用 くだ 
さい . 





サウ ンド 機能 の 概要 








本 機 で は サウ ンド 機能 を 実行 する た め に , SSG 音 源 , FM 音源 と いう 2 種類 の サウ ンド シス テム を 標 
準 で 内 蔵 し て いま す . また , これ ら 基 本 的 な 音源 の ほか に リズ ム を 作り 出す 機能 や ADPCM 方 式 で 外部 
か ら 取 り 込 まれ た 音 を 出す デジ タル サン プリ ング 機能 も 備え を て いま す . 


]. FM 音源 FM(Frequency Modulation: 周波 数 変調 ) 音 源 は , 音 の 3 要素 (音色 , 音 

程 , 音 の 強弱 ) す べ て の 表現 を 可能 に し た サウ ンド シス テム で す . 

と くに FM 音源 で は 音色 の 表現 が た い へ ん 豊か な の で , エレ クト リッ 
ク 楽 器 は も ちろ ん , アコ ー ス ティ ッ ク 楽 器 の 音色 まで も 表現 で きま す . 

また , 6 音 用 意 き れ て いる FM 音源 を それ ぞ れ 個々 に 左右 に 振り 分 け 
て 出力 し た り , 左右 両方 か ら 出 力 し た り で きま す ( 庄 右 に 振り 分 けら れ 
た 音 は 前 面 の ヘッ ド ホ ン 端 子 また は 背面 の オー ディ オ 出 力 端子 か ら そ れ 
ぞ れ 出力 され ます ) . 

た と えば , ギタ ー は モノ ラル で 正面 か ら 聞 こえ て くる よう に し て , 
ベー スギ ター は 右 か ら , エレ クト リッ クビ ピ アノ は 左 か ら と 定位 を 変え て 
出力 すれ ば , ちょ っ と し た ステ レオ 効果 も 得 ら れ ま す . 


. 5890 音源 SSG(Synthesized Sound Generator) 音源 は , 音 の 3 要素 (音程 , 音色 , 
音 の 強弱 ) の うち , 音程 と 音 の 強弱 を 備え た サウ ンド シス テム で す . 
SSG 音源 は 音色 を つく る 機能 を 持た な い の で 音楽 的 な 表現 力 の 豊か 
さ は FM 音源 に 比べ る と 劣り ます が , 操作 が 箇 単 な の で , 効果 音 な どの 
元 と な る 音 に 適し て いま す . 


紀 . リズ ム 音 源 本 機 で は , FM 音源 , SSG 音源 の 他 に リズ ム 楽 器 の 音色 が あら か じ め 
登録 され て いま す . 
リズ ム ュ 機 能 は , 箇 単 な 操作 で ベス ドラ ム , スネ アド ラム , シン ベ バル, 
ハイ ハッ ト , タム , リム ショ ッ ト の 6 つの リズ ム 楽 器 の 音色 を 使っ て , 
FM 音源 で 作っ た メロ ディ に リズ ム を 付け られ ます . 
また , FM 音源 と 同様 , 6 つの リズ ム ょ 楽器 の 音色 を それ ぞ れ 独立 し て , 
左右 に 振り 分 け て 出力 し た り , 左右 両方 か ら 出力 し た り で きま す ( 左 右 
芝 振 り 分 けら れ た 音 は 前 面 の ヘッ ド ホ ン 端 子 また は 背面 の オー ディ オ 出 
力 端子 か ら そ れ ぞ れ 出 力 さ れ ま す ). 
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4. ADPOM 方式 に サウ ンド 機能 で は , ADPCM 方 式 に よる デジ タル サン プリ ング を 行え 
よる デジ タル ます . 
サン ブリ ング 機能 デジ タル サン プリ ング 機能 で は , 人 が し ゃ べ る こと ば な ど FM 音 源 で 
さえ も 再現 で き な い よう な 音 を デジ タル サン プリ ング し て サウ ンド メモ 
リ (256k バ イト ) に 蓄え て 原音 に た い へ ん 近い 音 で 再生 で きま す . 
また , サン プリ ング され た 音声 な どの デー タ を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 世 
書き 込ん で , 保存 で きま す . 


ロ . サウ ンド シス テム これ まで に 説明 し て きた 本 機 の さま ざま な 音源 を まとめ て , 図 に 示す 
の 構成 と 次 の よう に な り ま す . 











を 
| * ょ 」 7 
(| 0 


ノン 放 
| ょ 7 
トン 





























の 
の 
6) 
中 

半 

針 s 








注 . SSG 音 源 の 出力 は モノ ラル で す . 
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サウ ンド 機能 を 使う 前 に 























サウ ンド 機能 に は 音 を 出す た め の 機 能 が 豊富 に ある こと は 前 に 説明 し まし た . ここ で は , これ ら の 機 
能 を BASIC で 使う た め の 予備 知識 に つい て 説明 し ます . 


1. BASIC に よっ て サウ ンド 機能 を BASIC で 使う 場合 , BASIC の 拡張 命令 を 使い ます ( 拡 
使え る 音源 が 違う 張 命 令 の 詳細 は ,「 リ ファ レン スマ ニュ アル ]」 を ご覧 くだ さい ). 
BASIC の 基本 命令 に 拡張 命令 を 追加 する 場合 , 次 の よう に 2 つの 方 
法 が あり ます . 
(1) NEW CMD ュ マン ド を 実行 する 
(2) Na_BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク に 入っ て いる 拡張 命令 を 追加 する プ 
ログ ラム (プロ グラ スム 名 : "fm .jpl) を 実行 する 


Nss-BASIC V2 の 起動 






"fm.ipl” の 起動 






拡張 モー ド 1 の 追加 


e 拡張 モー ド 1 で 拡張 命令 を 追加 する に は 

拡張 モー ド 1 で 拡張 命令 を 追加 する 場合 , V2 モ ー ド な ら ば , DISK 
Version で も ROM Version で も 追加 で きま す . また , Ng 日 本 語 
BASIC を 起動 し て いる と き で も 追加 で きま す . 

た だ し , FM 音源 は 3 音 に 制限 され , リズ ム 機 能 , デ ジタル サン プ 
リン グ 機 能 は 使え を ませ ん . また , 同じ 命令 で も 指定 で きる 値 の 範囲 が 
狭く な り ま す . 

e 拡張 モー ド 2 で 拡張 命令 を 追加 する に は 

拡張 モー ド 2 で 拡張 命令 を 追加 する 場合 , Na BASIC の V2 モ ー ド 

で , し か も DISK Version の と きのみ 追加 が 可能 で す . 


拡張 モー ド 2 の 追加 
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この 場合 


きる 値 の 範囲 が 広く な り ま す . 
だ だ し 。 


, FM 音源 は 6 音 ま で 使用 で き , 
ンプ リン グ 機 能 も 使え る よう に な り ま す . また , 同じ 命令 


リズ ム 機 能 , デジ タル サ 
で も ゃ 指定 で 


(2)0 の プロ グラ ム 自 体 で か な り メ モリ を 消費 する の で , フ 


リー エリ ア と し て 使え る メモ リ 空 間 が 狭く な り ま す . 


ど . 拡張 モー ド 1 と 


拡張 モー ド ら の た . 両者 の 違い は 次 の よう な も の が あり ます . 
違い ニュ アル ]」 を ご 覧 くだ さい . 


SS SA 
V2-BASIC を 起動 し た の ち 、 
NEW CMD 文 を 実行 する (ROM 
Version, N sg- 日 本 語 BASIC で 


起動 の 方 法 も 可 ). 





FM 音源 3 音 と SSG 音源 3 音 に 
よる 6 重 和音 が 可能 


音源 の 種類 


ADPCM 方 式 に よる 
デジ タル サン プリ ン 
グ 機 能 


音 の ステ レオ 出力 


音色 の 種類 


モノ ラル の み 


62 種 類 の 音色 の み 


拡張 命令 に こ は 2 つ あ る こ と は 説明 しま し た が , 








使う BASIC に よっ て 拡張 命令 の 内 容 が 違う こと は 前 項 で 説明 し まし 


詳細 は ,「 リ ファ レン スマ 


V2-BASIC を 起動 し た の ち , 
"fm.ip1" を シス テム ディ スク か 
ら 読 み 込 ん で , 実行 する (ROM 
Version, Nss- 日 本 語 BASIC で 
は 不可 ). 


FM 音源 6 音 に よる 6 重 和音 と 
FM 音源 3 音 と SSG 音源 3 音 に 
よる 6 重 和 音 を 選択 可能 

FM 音源 6 音 の ほか に 6 つの リ 
ズム 楽器 に よる リズ ム を 同時 に 
演奏 可能 

背面 の オー ディ オ 入 力 端子 か ら 
入力 され た 音 を デジ タル サン プ 
リン グ し て 再生 し た り , フロ ッ 
ピー ディ スク に 読み 書き が 可能 
サウ ンド 機能 の 音源 ご と に 前 面 
の ヘッ ド ホ ン 端 子 や 背面 の オー 
ディ オ 出 力 端子 か ら 左 右 を 独立 
し て 出力 が 可能 

127 種 類 と 62 種 類 の 音色 を 選択 可能 





こ で は BASIC の 基 


本 命令 に 拡張 命令 を 追加 する 方 法 に つい て 説明 し ます . 


e 拡張 モー ド 1 で 拡張 命令 を 追加 する に は 


拡張 モー ド 1 で 拡張 命令 を 追加 する 場合 


ンス テム モー ドス イッ チ 


を "V2" に セッ ト し て , BASIC を 起動 し て くだ さい (CV1 モ ー ド の 


BASIC で は , 拡張 命令 は 追加 で きま せん ). 


拡張 モー ド 1 で 拡張 命令 を 追加 する 手順 は 次 の と お り で す . 
① 本 書 第 2 章 「Ns-BASIC V2 の 起動 / 終 了 / モ ー ド 設定 」 を 参考 に , 


V2 BASIC を 起動 し ます . 


④ V2 BASIC が 起動 し た ら , NEW CMD と 入力 し て 9M を 押 


し て くだ さい . 


"Ok" と 表示 され , 拡張 命令 が 使え る よう に な り ま す . 
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e 拡張 モー ド 2 で 拡張 命令 を 追加 する に は 
拡張 モー ド 2 で 拡張 命令 を 追加 する 場合 , V2 DISK で の み 動 作 し ま 
すか ら , 拡張 命令 を 使う と き は 必ず , V2 DISK を 起動 し て くだ さい 
(V2 DISK 以 外 の シス テム を 起動 し て いる と き は , 本 書 第 2 章 「Nas- 
BASIC V2 の 起動 / 終 了 と モー ド 設 定 ]」 を ご 覧 くだ さい ). 
プロ グラ ム で 拡張 命令 を 追加 する 手順 は 次 の と お り で す . 
① 本 書 第 2 章 「N』-BASIC V2 の 起動 / 終 了 と モー ド 設 定 」 を 参考 
に V2 DISK を 起動 し ます . 
②④ V2 DISK が 起動 し た ら , 次 の よう に 入力 し ます . 


BLOAD "fm .ipl',R 


拡張 モー ド 2 で 拡張 命令 を 追加 する プロ グラ ム が シス テム ディ 
スク か らち 読み 込ま れ , 実行 され ます . 

"カク チョ ウ ネイ ロ ヲ ショ ウン マス カ [Y/N] ?" 
と メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
"Y" か "N" を 押す と , "Ok" と 表示 され , 拡張 命令 が 追加 され ます . 
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d. 音源 モー ド と (1) 音源 モー ド の 種類 


チャ ネル サウ ンド 機能 で は 拓 命 信 の 拡張 モー ド に よっ て , 使え る 音源 モー 
ド が 異な り ま す . 
・ 拡 張 モ ー ド 1 ……… 音源 モー ド 0 て 4 
・ 拡張 モー ド 2 sweets s 音源 モー ド 0 て 5 


音源 モー ド は CMD PLAY 文 で 指定 で きま す . 音源 モー ド の 切り 替 
え に よ っ て , 6 つの チャ ネル すべ て を FM 音源 で 使用 し た り , SSG 音 
源 が 使え る よう に な り ま す ( 各 音源 モー ド の 違い は ,「 リ ファ レン スマ 
ニュ アル 」 の CMD PLAY 文 を ご 覧 くだ さい ). 

音源 モー ド の うち , FM 音源 を 使っ て 音楽 を 演奏 する た め に 使う 
モー ド は , 音源 モー ド 2 と 音源 モー ド 5 で す . 

e 音源 モー ド 2 
音源 モー ド 2 では, 6 つの チャ ネル が 下 の よ うな 構成 に な り 
ます . 





FM 音源 FM 普 源 SSG 音源 SSG 音源 SSG 音源 


e 音源 モー ド 5 
音源 モー ド 5 で は , 6 つの チャ ネル が 下 の よ うな 構成 に な り 
ます . 








FM 普 源 FM 音源 FM 音源 FM 音源 


この モー ド で は , FM 音源 が 6 音 使え る よう に な る と 同時 に , リ 
ズム 音源 も 使え る よう に な り ま す . 
た だ し , この モー ド は 拡張 モー ド 1 の と き は 指定 で きま せん . 


(2) 6 つの チャ ネル 
サウ ンド 機能 に は , FM 音源 と SSG 音源 の た め に 6 つの 独立 し た 出 
力 系 統 が 備わっ て いま す . サウ ゥ ンド 機能 で は これ ら を "チャ ネル "と 呼 


ん で いま す . 
個々 の チャ ネル か ら 出 力 さ れ た 音 を 合成 し て , 内 蔵 の スピ ー カ か ら 
出力 し ます . 


また , 前 面 の ヘッ ド ホ ン 端 子 に ヘッ ド ホ ン を 接続 し た り , 背面 の 
オー ディ ュ オ 出力 端子 に アン プ な ど を 接続 すれ ば , 個々 の チャ ネル か らち 
出力 され た 音 を 左右 に 振り 分 けた り , 左右 両方 か ら 聞 こえ る よう に し 
て , ステ レオ 効果 を 楽し め ま す . 
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4. MML, HML 
と は や? 


5. BGM モー ド , 
フォ アグ ラウ ンド 
モー ド / バ ッ ク グ ラ 
ウン ドモ ー ド 


② 


第 14 章 サウ ンド 機能 


MML(Music Macro Language) と は 

音源 の 各 チ ャ ネル に 対応 する CMD PLAY 文 の 文字 列 (@1, 05 な ど ) 
は 特別 な 意味 を 持っ て いま す . 

サウ ンド 機能 で は この 文字 列 を 総称 し て , MML(Music Macro 
Language) と 呼ん で いま す . 

MML の 各 コ マン ド は 音楽 に 合わ せ て , 音量 や 音程 な どの 細か な 表 
情 を 付け た り , 幅広 い 音 程 の 変化 , 定位 の 変化 に も 対応 で きま す . 
RML(Rhythm Macro Language) と は 

CMD PLAY 文 に は MML の 他 に リズ ム 文 字 列 で 使用 する 特別 な 意 
味 を 持っ た 文字 列 が あり ます . これ を 総称 し て RML(Rhythm Macro 
Language) と 呼ん で いま す . 

RML の 各 コ マン ド は , 前 も っ て 定義 し た リズ ム を メロ ディ と いっ 
し ょ に 演奏 し た り , 音量 や 定位 を 変え られ ます . 


(1) BGM モ ー ド 


サウ ンド 命令 に は BCM モー ド の 指定 が で きま す . BCM モ ー ド と い 
うら の は サウ ンド 命令 を 実行 中 , つま り 音 を 出し て いる 最 中 に 他 の 命令 
を 同時 に 行え る モー ド の こと で す (『 リ ファ レン スマ ニュ アル 』 で は , 
「 並 列 動 作 モ ー ド 」 と いう 場合 が あり ます ). 

た と えば , 画面 で 何 か 絵 を 描き な が らち 音 楽 を 演奏 し た いと き に こ 
モー ド を 選択 し て お け ば 可能 で す . 

まさ し く バ ベッ ク グ ラウ ンド ミュ ー ジ ッ ク の よう ら に サウ ンド 機能 を 使 
える の で す . 


(2) フォ アグ ラウ ンド モー ド / バ ッ ク グ ラウ ンド モー ド 


デジ タル サン プリ ング 機能 に も BCGM モ ー ド と 同じ よう に デジ タル 
録音 / 再 生 時 に 他 の 命令 を 同時 に 実行 させ る よう に 設定 で きま す . 

デジ タル サン プリ ング 機能 で は , この よう な モー ド を バッ ク グ ラウ 
ンド モー ド と 呼ん で いま す . これ に 対し て デジ タル 録音 / 再 生 を 終了 
し て か ら 次 の 命令 を 実行 する モー ド を フォ アグ ラウ ンド モー ド と 呼ん 
で いま す . 

バッ ク グ ラウ ンド モー ド は BGM モー ド と 同じ よう に 録音 中 や 再生 
中 で も 次 の 命令 を 実行 する の で , アニ メー ショ ン な どの キャ ラク タ に 
人 間 の 声 で メッ セー ジ を し ゃ べら せる な ど , 応用 の 範囲 が 拡がり ます . 

フォ アグ ラウ ンド モー ド は , ダイ レク トモ ー ド で いろ いろ な 音 を 録 
音 す る と き な ど に 便利 で す . 

バック グ ラウ ンド モー ド で 録音 を 行う と , 人 2M を 押す と すぐ に 
"Ok" と 表示 され る の で , 録音 が いつ 終わ っ た の か が すぐ に わか ら な 
い 時 が あり ます . 
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この よう な 場合 , フォ アグ ラウ ンド モー ド で 命令 を 実行 すれ ば , 録 
音 が 終了 する まで 次 の 命令 を 受け 付け な い の で , 今 録音 中 か 録音 が 終 
了 し た か すぐ に 分 か り ま す . 

フォ アグ ラウ ンド モー ド と ベッ ク グ ラウ ンド モー ド を うま く 使 い 分 
け て デジ タル サン プリ ング 機能 を お 使い くだ さい . 





. 音 を 出し て みよ う 





サウ ンド 機能 を 使 お う 





ここ で は CMD PLAY 文 を 使っ て , 実際 に 音 を 出し て み ま し ょ う ( 以 
降 は "fm . jpl" で 追加 し た 拡張 命令 で 説明 し ます ). 
(1) 音程 を 変え る 
は じ め に , 次 の よう に 入力 し て くだ さい . 
CMD PLAY "Cc" fg 
音 が 出 ま し た ね . 
"の 中 の C は , 音程 を 表し ます . 音程 は C じ て B で 表し , その 対応 
は 次 の と お り で す . 
交 宝 GO D 兄 全 AB 
音程 ド レ ミ フ 77 ソ ラ シ 
次 の よう に 入力 し て , 音 の 高 さ を 変え た て み まし ょ う . 
CMD PLAY "CEG" 


音程 が 変わ り ま し た ね ? 


(2) オク ター ブ を 変え る 
次 は , オク ター ブ を 変え て み ま し ょ う . 
オク ター プ ブ の 設定 を 変え る と き は , 次 の 数 字 を 修正 し ます . 


CMD PLAY "O5 CEG" 


オク ター ブ は 1 か ら 8 ま で の 整数 で 指定 で き , 大 きい 数 字 は 音程 を 
高く , 小さ い 数 字 は 音程 を 低く 設定 し ます . 

初期 値 は 4 に 設定 され て いま す . 

オク ター ブ を 変え る に は , <>( 不 筆 号 ) を 使う 方 法 も あり ます . 
> で 指定 する と , オク ター ブ が 現在 の 値 か ら 1 オク ター ブ だ け 高 く な 
り ま す . 

< で 指定 する と , オク ター ブ が 現在 の 値 か ら 1 オク ター ブ だ け 低 く な 
り ま す . 

指定 の 仕方 は , 以下 の と お り で す . 


cMD PLAY ">c1" fg 


この 指定 を くり 返し 行う と , だ ん だ ん 高い 音 に な り ま す . 詳し く は 
『 リ ファ レン スマ ニュ アル 』 を ご 覧 くだ さい . 


257 


(3) 音 の 長 さ を 変え る 
ここ で は , 音 の 長 さ を 変え た ます. " "内 の 最後 尾 の 数 字 を 修正 し 
ます . 
音 の 長 さ は , 各 音 程 の 次 に 入力 し ます . 音 の 長 さ と , 設定 する 数 字 
は 以下 の よう に 対応 し ます . 


数 字 1 2 4 8 
長 さ 全音 符 2 分 音符 4 分 音符 8 分 音符 
数 字 16 32 64 


長 さ 16 分 音符 32 分 音符 64 分 音符 

ト の 対応 表 を 見 な が ら , 音 の 長 さ を 変え て み ま し ょ う . 

CMD PLAY "CEG2" 

詳し く は 『 リ ファ レン スマ ニュ アル 』 を ご 覧 くだ さい . 

(4) は じ め の 音 に 戻す 

前 項 で は , CMD PLAY 文 を 使っ て いろ いろ な 音 を 出し て み ま し た . 
変化 させ た パラ メー タ を , あら か じ め 初 期 値 と し て 設定 され て いる 
MML の パラ メー タ に 戻し た いと き は CMD STOPM 文 を 使い ます . 
次 の CMD PLAY 文 を 入力 し て くだ さい 、. 


CMD PLAY "CDEFGAB>C" 


も う 1 度 ま っ た く 同 じ 文 を 実行 し て くだ さい . 2 つめ の 文 を 実行 す 
る と , は じ ま り の 音 が 1 オク ター ブ 高 く な っ て いま す . 

この よう に CMD PLAY 文 は , 直前 に 実行 し た 状態 を 維持 し て いま す . 

新しく 曲 を 演奏 する と き や 指 定 し た パラ メー タ が 長く て 複雑 に なり 
そう な と き に CMD STOPM 文 を 使う と 前 の 設定 が すべ て 初期 化 さ れ 
ます (デジ タル サン プリ ング 機能 に 関す る 設定 は 除き ます ). 

通常 , CMD STOPM 文 は プロ グラ ム の 先頭 で 指定 し ます . 

(5) 音色 を 変え る 

本 章 「1 サウ ンド 機能 の 概要 ] の 「1. FM 音源 」 で 説明 し た よう 
(に , FM 音源 で は 音色 を 自由 に 変え られ ます . 音色 を 変え る に は , 
( ぐ ⑦②x コマ ンド を 使い ます (②x コマ ンド の 詳細 は ,『 リ ファ レン スマ 
ニュ アル 』 を ご 覧 くだ さい ). 

x の 値 は 音色 番号 を 意味 し ます . FM 音源 の 音色 は , 音色 番号 表 の 
127 種 類 の 中 か ら 選 べ ま す . た だ し , モー ド 2 で 拡張 し た 場合 で す ( 音 
色 番 号 表 は 『 リ ファ レン スマ ニュ アル 』CMD PLAY 文 を ご 覧 くだ さ 
い ) . 
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下 の プ ログ ラム は , 127 種 類 の FM 音源 の 音色 が それ ぞ れ どの よう 
な 音 な の か を 試聴 する サン プル で す . 


(モー ド 2 で 拡張 し た 場合 ) 


199 ′ サウ ント ~ キノ ウ サン フ * ル フ " ロク" ラム 1 

119 CMD BGM 9:CLS 

129 LOCATE の, の 6:INPUT "ネイ ロ "ンコ ウ (6-126) :/, TONE 
139 CMD STOPM:CMD PLAY #5, 7@=TONE:V15 CDEFGAB>C? 
149 GOTO 119 


130 行 に 注目 し て くだ さい . 

120 行 の INPUT 文 で , 音色 を 表す "TONE" と いう 変数 に 音色 番号 を 
代入 し , それ を 130 行 の CMD PLAY 文 で 取り 込ん で いま す . 

その 際 , ペラ メー タ を 表す 記号 (@②, @V な ど ) と 変数 の 間 に 等 呈 
( 三 ) を 入れ , また , 変数 の 後に は セミ ュ ロ ン (:) を 入れ ます . 

また MML は BASIC の 文字 列 と 同じ よう に 扱わ れる の で , 次 の よう 
な プロ グラ ム に する こと も 可能 で す . 


199 ′ リウ ント ~ キノ ウ サン フ " ル フ ロク ラム 2 

119 CMD STOPM 

120 A$="GB-2>CD. E8DC2 く AF. G8A7 

130 B$=?>F2F8.R16F.E8DC2 く AF. G8A” 

149 CMD PLAY #2.“@37 T149 V15 0O4? 

159 CMD PLAY #2.A$+"B-2GG.F+8GA2F+D27 

169 CMD PLAY #2,A$+ ツ B-. A8GF+. E8F+G2G8.R16G2.? 
179 CMD PLAY #2, B$+?B-2GG.F+8GA2F+D27 ツ 

189 CMD PLAY #2,B$+"B-. A8GF+. E8F+G2G8.R16G2. ツ 
199 END 


この プロ グラ ム で は , 何 回 も 出 て くる 同じ メロ ディ を A$ と B$ と い 
う 文 字 型 変数 に 代入 し て いま す . 140 行 以降 の CMD PLAY 文 で 
A$, B$ に 続く メロ ディ を 加え る こと で , 一 連 の メロ ディ を 作り 出し 
て いま す . 
この よう に 変数 を うま く 利 用 すれ ば , 曲 の 雰囲気 に よっ て 音色 を 変 
えて 曲 を アレ ンジ し た り , プロ グラ ム を 人 箇 略 に つく っ た り で きる わけ 
で す . 
(6) 音 を 重ね 合わ せる 
今度 は , 音 を 重ね 合わ せ て 和音 を つく っ て み ま し ょ う . 次 の よう に 
入力 し て くだ さい . 
CMD PLAY “@605C1<B1>C1","@504E1F1E1", "@204G16161" 
パイ プ オ ル ガ ン , エレ クト リッ クオ ル ガ ン , スト リン グ の 3 つの 音 
色 で ドミ ソ の 和音 が 演奏 され まし た か ? 
上 の 例 か ら も ゃ わか る よう に , CMD PLAY 文 で は " "で 囲ま れ た 音 
を コン マ (, ) で 区 切っ て , 全部 で 6 つま で 1 度 に 演奏 で きま す . 
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各 文字 列 に は , 音源 モー ド に よっ て FM 音源 SSG 音 源 各 3 音 づ つ 


で 割り 当て られ た り , FM 音源 6 音 で 割り 当て られ ます (音源 モー ド 
の 詳細 は ,『 リ ファ レン スマ ニュ アル 』 を ご 覧 くだ さい ) . 


FM 音源 で 和音 を 奏で る 

さて , 前 出 の プロ グラ ム の よう に 主旋律 だ け すけ なら ば 大 き な 問題 は 
あり ませ ん が , 和音 で ハー モニ ー を 付け る と き な ど は 変数 を た くさ 
ん 指定 し な く て は な り ま せん . また , これ ら の 情報 を CMD PLAY 
文 で いち いち 指定 し て いた の で は , プロ グラ ム そ の も の が 繁 雑 に 
な っ て し まう ので, た っ た 1 つの ミス トー ン で さえ も 修正 する の に 
た い へ ん な 手間 と 時 間 が か か る こと で し ょ うら . 

この よう な 場合 , 次 の プロ グラ ム の よう に DATA 文 で まとめ て 
記述 し て お く と 便利 で す (DATA 文 で 組む と ガー ベー ジコ レク ン シ ョ 
ン の た め に ヒ 音 が 途切れ る こと が あり ます ). 

この プロ グラ ム は , FM 音源 を 使い 音楽 を 演奏 する も の で す . 
音楽 を 演奏 する た め の 部 分 は , 110 行 か ら 160 行 まで で , 180 行 以 
降 は すべ て 音楽 を 演奏 する た め の デ ー タ , つま り MML を まとめ て 
記述 し て いま す . 

また , 最後 の DATA 文 の "※ 氷 玉 " で 音楽 の 終わ り を 検知 し て , プ 
ログ ラム を 終了 させ ます . 


199 


119 『" 


129 
139 
140 
159 
169 
179 


189 


190 
299 
210 


229 『 


230 
2409 
2509 
269 
279 
289 
290 


399 


319 
320 
330 


349 ”" 


359 
369 
3709 
389 
399 


” サウ ント キノ ウ サン フ * ルフ * ロク ラム 3 
キョ ク メ イ : ク ~ リー ン ・ ス リー フス 

CMD BGM 1:CMD STOPM 

READ M1$, M2$ 

TF M1$= ツ ※※※” THEN END 
CMD PLAY #5, M1$, M2$ 

GOTO 139 


ショ キ セッ ゥ テイ 
DATA @13 T129 L4 O4 V15 
DATA @13 T129 L4 O4 V19 


1St カ クシ ョ ウ 
DATA GB-2 >CD, E8DC2 く AF.G8A B-2GG4.F#8GA2F#D2 
DATA RG2 . E2E2.DD2F G2.E4.D8E1 く <A2> 


^ 2nd カク ショ ウ 
DATA GB-2>CD. E8DC2 く AF.G8A B-. A8GF#. E8F#G2G8. R16G2. 
DATA DG2 EEF.G8FE2 DD2 F G.F8ED. C8DE2E4E2. 


3rd カ クシ ョ ウ 
DATA >F2F8.R16F.E8DC2 く AF. G8A B-2GG.F+8GA2F+D2 
DATA >D2D4 D.C8 く <BA2> DD2 F G2.E4.D8E1 く <A2 > 


4th カク ショウ 
DATA >F2F8.R16F.E8DC2 く AF.G8A B-. A8GF+. E8F+G2G8. R16G2 . 
DATA D2D4 D.C8 く BA2> DD2 F#G.F#8ED. C8DC2C4C2 . 


/ エン ソウ / シュ ウリ ョ ウ 
DATA ※※※, 
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FM 音源 十 SSG 音 源 で 和音 を 奏で る 

SSG 音源 は FM 音源 の よう な 繊細 な 表現 は 苦手 で す . 

し か し , SSG 音源 は FM 音源 に 比べ て , コマ ンド の 指定 が 側 単 で 
扱い や すい な どの 特長 が あり , 普通 は リズ ム や 効果 音 な どの 表現 に 
用 いら れ ま す . 

まず , SSG 音源 の 2 つの コマ ンド に つい て 説明 し ます . 

次 の よら に 入力 し て くだ さい . 

CMD PLAY 文 の 後 の ",,,,"( カ ンマ ) 4 つ は , FM 音源 の 省略 を 
表し ます . 

CMD PLAY. 韻 2 "CDE" "CDE"」"CDE" 


いか が で すか , これ が SSG 音源 の 音 で す 

FM 音源 に 比べ る と , ちょ っ と 寂し い 気 も し ます . 
今度 は , 次 の よう に 入力 し て くだ さい . 

CMD PLAY 韻 2,,,,"s10 m65535 CDE" gl 
CMD PLAY 攻 2 "CDE""CDE""CDE" の 


音 が 大 きく な り ま し た ね . MML の 中 の S コマ ンド , M コ マン ド 
は , SSG 音源 に 関し て の み 有 効 で , それ ぞ れ S コ マン ド は エン ベ 
ロー ブ プ 形 状 , M コ マン ド は SSG 音源 の テ エンベロープ 周期 を 設定 し 
ます (エン ベロ ー プ ブ プ 形状, エン ベロ ー プ 周期 に つい て は ,『 リ ファ レ 
ンス マニ ュ ア ル 』 を ご 覧 くだ さい ). 

さて FM 音源 と SSG 音源 を 使っ て 和音 を 奏で る 場合 , FM 音源 を 
メロ ディ , SSG 音源 を リズ ム に 使う 場合 が 一 般 的 で す . 

次 の プロ グラ ム は , 前 出 の FM 音源 に よる 演奏 と 基本 的 に は 変わ 
り ま せん が , DATA 文 の 内 容 が 少 し ずつ 人 違い ます . 両方 で 聞き 比べ 
て くだ さい . 


199 


119 


130 
140 
159 
166 
179 


189 “ 


1909 
209 


229 “ 


239 


240.. 


259 


269 


279 
289 
290 


サウ ント ~ キノ ウ サン フ * ルフ * ロク ラム 4 
^ キョク メイ ミグ クリーン ・ ス リー フ " ス 

CMD BGM 1:CMD STOPM 

READ M1$, M2$ 

TF M1$="※※※ ポ " THEN END 
CMD PLAY #2,M1$, , , M2$ 
GOTO 130: 


ショ キ セッ テイ 
DATA @13 T129 L4 O4 V15 
DATA T129 L4 O4.V19 


1St カク ショウ 
DATA GB-2 >CD. ES8DC2 く AF . G8A B-2GG4:F#8GA2F#D2 
DATA. RG2 . E2E2.DD2F G2.E4.D8E1 く A2> 


2md カク ショ ウ 


DATA GB-2>CD. E8DC2 く AF.G8A B-.A8GF#. E8F#G2G8. R16G2. 
DATA DG2  EF.GS8FE2.DD2 F G.F8ED. C8DE2E4E2. 
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399 ' 3rd カク ショ ウ 

319 DATA >F2F8.R16F.E8DC2 く <AF.G8A B-2GG.F+8GA2F+D2 

329 DATA >D2D4 D.C8<BA2> DD2 F G2.E4.D8E1<A2> 

339 “ 

349 ′ 4th カ ヵ カ クシ ョ ウ 

359 DATA >F2F8.R16F.E8DC2 く AF.G8A B-. A8GF+. E8F+G2G8. R16G2. 
369 DATA D2D4 D.C8<BA2> DD2 F#G.F#8ED. C8DC2C4C2 . 

379 " 

389 ′ エン ソウ / シュ ウリ ョ ウッ 

399 DATA ※※※ ポ , 


(7) 音 を 左右 に 振り 分 ける 
背面 の オー ディ オ 出 力 端 子 に アン プ な ど を 接続 する と , 外部 の ス 
ピー カ で 音 を 鳴らせ ます . 
背面 の オー ディ オ 出 力 端子 に お 手持 ちの アン プ を 接続 し て , FM 音源 
の 音 を 外部 の スピ ー カ で 聞い て み ま し ょ う . 
次 の よう に 入力 し て くだ さい . 


CMD PLAY 韻 5,"@13 @M V15 CEG" 


左右 両方 の スピ ー カ か ら 音 が 出 ます . 目 を 閉じ て 聞い て みる と , 
ちょ うど ピア ノ の 音 が 正面 か ら 聞 こえ て くる よう で す . 

次 に , 音 を 左右 に 振り 分 け て み ま し ょ う . 次 の よう に 入力 し て くだ 
さい . 

CMD PLAY #5."@39 @L V15", "@37 @R V13" 9 

CMD PLAY 韻 5, "CEG", ">CEG" (| 


いか が で す ? 左 か ら は クラ リネ ッ ト , 右 か ら は ピッ コロ の 美しい 和 
音 が 聞こ えて きま す . 

この よう に 音 の 定位 を 自由 に 変え られ る の で , ステ レオ の よう な 効 
来 が 得 ら れ ま す . また , 前 面 の ヘッ ド ホ ン 端 子 に ヘッ ド ホ ン を 接続 す 
れ ば , ヘッ ド ホ ン で も 同じ よう に 聞こ えま す . 

下 の ょ うに DATA 文 の 中 に , @M コ マン ド , し コマ ンド , @R ュ 
マン ド を 使っ て 前 項 の プロ グラ ム で ステ レオ 効果 を 出し て み ま し ょ う . 


199 ′ サウ ント ~ キノ ウ サン フ * ルフ "ロク "ラム 5 

119 “キョク メイ : ク "リー ン ・ ス リー フ ~ ス 

129 CMD BGM 1:CMD STOPM 

139 READ M1$, M2S 

149 IF M1$="※※※” THEN END 

159 CMD PLAY #5, M1$, M2 ゃ 

169 GOTO 139 

179 

189 ′ ショ キ セッ ゥ テイ 

199 DATA @13 @M T129 L4 0O4 V15 

299 DATA @13 @R T129 L4 0O4 V16 

219 ”" 

229 " 18St カク ショウ 

239 DATA GB-2 >CD. E8DC2 く AF . G8A_ B-2GG4.F#8GA2F#D2 
249 DATA RG2. E2E2. DD2F G2.E4.D8E1 く A2 > 
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269 ′ 2nd カク ショ ウ 

279 DATA GB-2>CD. E8DC2 く AF. G8A B-. A8GF#.E8F#G2G8. R16G2. 
289 DATA DG2 EEF.G8FE2 DD2 F G.F8ED. C8DE2E4E2 

299 ”" 

399 " 3rd カク ショ ウ 

319 DATA >F2F8.R16F.E8DC2 く AF.G8A B-2GG.F+8GA2F+D2 

329 DATA >D2D4 D.C8 く BA2> DD2 FEF G2.E4.D8E1<A2> 

330 ”" 

349 " 4th カク ショ ウ 

359 DATA >F2F8.R16F.E8DC2 く AF.G8A B-. A8GF+.E8F+G2G8. R16G2. 
369 DATA D2D4 D.C8<BA2> DD2  F#G.F#8ED. C8DC2C4C2 . 
379 

389 " エン ソウ / シュ ウリ ョ ウ 

39399 DATA ※※ ポ , 
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(8) 演奏 し な が ら 他 の 処理 を 行う 

サウ ンド 機能 で は BASIC の サウ ゥ ンド 命令 を 実行 中 , つま り 音 を 出 
し て いる 最 中 に 他 の 命令 を 同時 に 行え ます. これ を サウ ンド 機能 で 
は , BCM モ ー ド と 呼ん で いま す (『 リ ファ レン スマ ニュ アル 』 で は , 
「 並 列 動作 モー ド 」 と いう 場合 が あり ます ). 

た と えば , 画面 で 何 か 絵 を 描き な が ら 音 楽 を 演奏 する 場合 , この 
モー ド を 選択 し て お け ば 可能 で す . まさ し く バ ベッ ク グ ラウ ンド ミュ ー 
ジッ ク の よう に サウ ンド 機能 を 使え る の で す . 

それ で は , BCGM モ ー ド で ちょ っ と し た バッ ク グ ラウ ンド ミュ ー 
ジッ ク の 効果 を 出し て み ま す . 次 の プロ グラ ム を 入力 し て , 実行 し て 
みて くだ さい . 


199 ′ サウ ント ~ キノ ウ サン フ *" ル フ " ロ クラ ム 6 

119  CLS 3: CONSOLE 9, 25, 9, 1 

129 CMD STOPM:CMD BGM 1: READ A$:CMD PLAY #2, A$ 
139 FOR R=15 TO 299 STEP 19 


140 CIRCLE (319, 99) , R, INT((R ン 159) *6) 
159 NEXT R 
169 END 


179 ′ オン カク テ "ー タ 
189 DATA EEE EDC C<BA A>CE AAA AGF FED EEFE 
199 DATA A-FE_EDC C く BA BBB B>C<B A3>R 


音 が 止ま ら な いう ち に 円 を 描き まし た ね . これ が BGM モー ド の 効 
果 で す . BGM モ ー ド は MML , RML を 解析 し な が ら 他 の 命令 を 実行 
し て いき ます . 

他 に も た と えば , 「⑥) 音 を 重ね 合わ せる 」 で 使っ た プロ グラ ム の よ 
うな 場合 , DATA 文 か ら 次 の DATA 文 を 読み 込む 際 に BASIC の 構文 
解析 時 間 や ガー ベー ジコ レク ショ ン の た め に 一 瞬 音 楽 が 途切れ て し ま 
う 場合 が あり ます . BGM モード で プロ グラ ム を 実行 すれ ば , 多く の 
場合 解決 され ます . 


263 


264 


リズ ム を つけ よう サウ ンド 機能 で は , FM 音源 や SSG 音源 の 基本 的 な 音 の 他 に , リズ ム 
楽器 6 種類 を 使っ た リズ ム を つく る 機能 が あり ます . 


(1) リズ ム を 定義 する 

リズ ム 楽 器 の 音 を 出す に は , 文字 型 配列 変数 を 使い ます . 

定義 と か , 文字 型 配列 変数 と か , な に か 難し いよ うに 聞こ えま す 
が , リズ ム 楽 器 の 音 を 出す た め の 約 束 事 で すか ら 気 軽 に 考え て くだ さ 
い . 

と りあ え ず , シン バル の 音 を 使っ て リズ ム の パタ ー ン を 定義 し ま 
し ょ う . 

次 の よう に 入力 し て くだ さい . 


199 ′ リウ ント ~ キノ フウ リンプ フ "上ル フリ" ログ ラム 7 
119 DIM RYM(6) 

129 RYM$B(9)="4" 

139 RYM$(3) =“"M25KC11KC11KC11KC117 
149 CMD RHYTHM 1, RYMS$ 

159 CMD PLAY #5, “vV63x17: 





どう で すか ? シン ベル の 音 が 出 ま し た ね . 上 の 場合 を 例 に し て , リ 
ズム を 定義 する た め の 文字 型 配列 変数 や 変数 に 代入 する 文字 列 に つい 
て 簡単 に 説明 し ます . 

リズ ム 楽 器 の 指定 は , 文字 型 配列 変数 の 1 て 6 で 指定 し ます . 今 の 
場合 な ら ば , RYM$(3) が これ に 当たり ます . また , 1 て 6 の 数 字 は 楽 
徐 の 種類 を 意味 し , ( ) 内 の 数 字 を 変え る こと で , 下 に 示す 6 種類 の 
楽器 を 指定 で きま す . いろ いろ と 数 字 を 変え て 試聴 し て くだ さい . 








RYM$(0)="4" は , 拍子 を 意味 し ます . この 場合 な ら ば , 各 リ ズム 
楽器 の 文字 列 の 長 さ を 4 拍子 で リズ ム を 刻み ます . 


"M25KCCCCCCCCCCCKCCCCCCCCCCCKCCCCCCCCCCCKCC- 
CCCCCCCCC"(="M25KC11KC11KC11KC11") は , 次 の よう な リズ 


ムペ パタ ー ン を 意味 し ます . 


KCCCCCCCCCCC KCCCCCCCCCCC KCCCCCCCCCCC KCCCCCCCCCCC 


と 1 員 | 4 」 


1 小節 





"M25" は , 
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リズ ム 楽 器 の 音 を 前 面 の ヘッ ド ホ ン 端 子 ま た は 背面 の 


オー ディ オ 出 力 端 子 か ら ど の よう に 出力 する か を 決め ます . 文字 の 意 


味 は 次 の よう に な り ま す . 
"M 25" 


1 


| ーー 上 - 
百 時 





を 意味 し ます . 


出力 する 系 統 を 決め ます . 


記 


1 の 


: 左右 両方 か ら 出 力 
R : 
: 左 ( 葉 ) か ら 出 力 


右 (R) か ら 出 力 


"K" は 音 が 発生 し た 状態 つまり シン バベル な ら ば ステ ィ ッ ク で 有 還 い 
た 状態 を 意味 し ます . また , "C" は ある 状態 を 維持 し ます . 

た と えば , "KC11" と 記さ れ て いた ら , ステ ィ ッ ク で 叩い た 状態 を 
"C"11 個 分 だ け 維 持 し 続け ます . 

"K" や "CT "DD" 1 つ 分 の 長 さ は , 』(4 分 音符 ) を 12 待 分 し た 長 さ 
と 同じ で すか ら , "KC11" と いう と 4 分 音符 と 同じ 長 さ と いう こと と に 
な り ま す . 

リズ ム 楽 器 の リズ ムペ ター ン を 指定 し た ら , CMD RHYTHM 文 で 
リズ ム パ ター ン を リズ ム 番 号 に 割り 当て て , 登録 し ます . 

リズ ム 番 号 は 1 て 99 の 範囲 で 指定 で きま す が , リズ ムペ パターン の 長 
さ に よっ て 登録 で きる リズ ム 番 号 の 範 囲 が 少な く な る 場合 が あり ま 
す . 詳細 に つい て は ,『 リ ファ レン スマ ニュ アル 』 を ど ご 覧 くだ さい . 

リズ ム 楽 器 の 音 を 出す に は , CMD PLAY 文 を 使い ます . リズ ム は 
音源 モー ド 井 5 が 選択 され て いる と き に 使用 で きま す . 

リズ ム を 刻む と き は CMD PLAY 文 の < 音源 モー ド 〉 を 必ず " 井 5" に 
し て くだ さい . 

(2) リズ ム 楽 器 を 組み 合わ せ て 使う 
@ 6 つの リズ ム 楽 器 を 組み 合わ せる 
前 項 で は , リズ ム 楽 器 を 1 つ し か 使い ませ ん で し た が , 
器 は 組み 合わ せ て 使う こと が で きま す . 
次 の よう に 入力 し て くだ さい . 


109 ′ サリ ウント" キノ ウ リン フル フリ ロク ラム 8 
119 DIM RYM$(6) 

129 RYMB(9)="47 

139 RYM$(1)="M31KC23KC237 

149 RYM$(2)="M31C4KC15KC237? 

159 RYM$(3)="M31C32KC10D” 

169 RYM$(4)="M31KC7KC23KC117 
179 CMD RHYTHM 2, RYMS 

189 BGM 1:STOPM 

199 CMD PLAY #5, 7"V63x2x27: 

290 PRINT “テイ シキ ネー ヲ オス ト , トマ リマ ス . ” 
219 GOTO 190 


リズ ム 楽 


265 
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この よう に リズ ム 楽 器 を 組み 合わ せ て 使う と , も ふっ と 複雑 で 凝っ 
た リズ ム が つく れ ま す . 

詳し く は ,『 リ ファ レン スマ ニュ アル 』 を ご覧 くだ さい . 
* リズ ム 楽 器 の 定位 を 変え た て ステ レオ 効果 を 出す 

リズ ム 音 源 で は , 各 リ ズム 楽器 の 音 を 左右 に 振り 分 ける こと で ス 
テレ オ 効 果 が 出せ ます . 

前 出 の プロ グラ ム を 使っ て , ステ レオ 効果 を 確か め て み ま し ょ 
う . 下 の よ うに 入力 し て くだ さい . 


199 ′ サウ ント ~ キノ ウ サン フ " ル 上ル フ ログ ラム 9 
119 DIM RYMS(6) 

129 RYM$(9) =?47 

139 RYM$(1)="M31KC23KC23? 

149 RYM$(2)=?M31C4KC15KC237 

159 RYM$(3)="L28C32KC19D” 

169 RYM$(4)=?"R28KC7KC23KC117 
179 CMD RHYTHM 2, RYM$ 

189 BGM 1:STOPM 

199 CMD PLAY #5,“V63x2x27: 

209 PRTINT “テイ シキ ー ヲ オォ オスト, トマ リマ ス . ” 
219 GOTO 196 


RE2RRCNTEMDEEESR2YNTGRRKRIESORECE2NNRICOORKOEEGIMOGODNSKTRSZBBPRRRDPDCORGNBRRO2ODCRNNRIHNEI 


(3) メロ ディ と いっ し ょ に 音 を 出す 
リズ ム 楽 疾 の 音 は , PLAY 文 で 出し ます が , 同時 に FM 音源 を 使っ 
た メロ ディ を 演奏 で きま す . 
リズ ム の テン ポ は , チャ ネル 1 の 音源 に 合わ せら れ ま す . さき ほど 
の リズ ム を 使っ て メロ ディ を 付け て み ま し ょ う . 
下 の プ ログ ラム は ,FM 音源 と リズ ム 音 源 を 使っ た 演奏 の 1 例 で す . 
199 " サウ ント キノ フウ サン フル フ ロク "ラム 10 


119 CMD STOPM:CMD BGM 1 
129 DIM RP1$(6) , RP2$(6) 


139 RP1$( の 9)="37 :RP2$(9)=?27 

149 RP1$(1)="KC35? :RP2$(1)="KC237 『 う ええ トド" ラム 
159 RP1$(2)="C12KC11KC11" :RP2$(2) ="KC11KC19D”:/ スネ アト" ラム 
169 RP1$(3)="? :RP2$(3) ="C12KC11? シン ハル 
179 RP1$(4)="KC5KC5? :RP2$(4) =? ツ 。 バイ ハット 


189 CMD RHYTHM 1, RP1$:CMD RHYTHM 2,RP2$ 

199 A$="GB-2>CD4.E8DC2 く AF4.G87 

2909 B=“”>F2F8.R16F4.E8DC2 く AF . G87 

2109 R1$="V62x1x1x17":R2$=7V62x1x27 

229 CMD PLAY #5,"@⑯37 tt139 o4 14 v10? 

239 CMD PLAY #5,R1$+R1$+R2$:A$+"AB-2GG4.F#8GA2F#D27 

249 CMD PLAY #5,R1$+R1$+R2$ : AS+"AB-4.A8GF#4.E8F#G2G8.R16G2." 
259 CMD PLAY #5,R1$+R1$+R2$: B$+/AB-2GG4 .F#8GA2F#D27 

269 CMD PLAY #5,R1$S+R1$+R2$: B$+/AB-4.A8GF#4.E8F#G2G8.R16G2. 7 
279 END 


ここ まで の 内 容 を 使い こなせ ば , あな た が つく っ た 曲 を 演奏 し た 
り , 好き な アー ティ スト の 曲 な ど を アレ ンジ し て , 新しい 音楽 の 表現 
を 開拓 で きる こと で し ょ う . 





デジ タル サン プリ ング 
機能 








サウ ンド 機能 に は ADPCM 方 式 を 用 いた 音声 分 析 / 合 成す る 機能 を 備え て いま す . この 機能 を 使う こ 
と で , 人 の 声 な ど を コン ピュ ー タ で 録音 / 再 生 し た り , 録音 し た デー タ を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 蓄え る 
こと が で きま す ( 本 機 で デジ タル サン プリ ング 機能 を 使う た めこ は, オー ディ オア ンプ , カセ ッ ト デ ッ 
キ な どの 入力 装置 と サン プリ ング する も と の 音 が 必要 で す ). 


] . デジ タル サン プリ デジ タル サン プリ ング 機能 と いう の は , ある 一 定 の 時 間 ご と の 音 の 振 
ング 機能 の 概要 幅 を 抽出 し て , これ を デジ タル 化す る 機能 の こと と で す . デジ タル サン プ 


リン グ 機 能 に は 次 の よう な 利点 が あり ます . 

・ 音 の 再現 性 が よい 

・ コ ンピュータ を 使っ た 高度 な 音 の 処理 が で きる 

デジ タル サン プリ ング 機能 に は , いろ いろ な 方 式 が 考案 され て いま す 
が , 中 で も 本 機 に 採用 され て いる ADPCM 方 式 は , メモ リ の 消費 量 が 少 
な く て 済む うえ , も と の 音 に た い へ ん 近い 音 で 再現 で きま す . 


(1) サン プリ ング レー ト 
デジ タル サン プリ ング 機能 に は サン プリ ング レー ト と いう ら たいへん 
重要 な 要素 が あり ます . 
これ は , 音 の 振幅 を 何 秒 ご と で 抽出 する か を 決め る も の で す . 次 の 
図 を ご 覧 くだ さい . 





16kHz で サン プリ ング 4kHz で サン プリ ング 








16kHz で サン プリ ング する と , | 4kHz で サン プリ ング する と 
1/16000 秒 に 1 回 ずつ 振幅 の "1/4000 秒 に 1 回 ずつ 振幅 の 
デー タ を 抽出 デー タ を 抽出 








生 RB が 計 太 波形 が いび ぴ つ 呈 歪 み が 大 きい 
江 い 
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この よう に 細か く 抽 出す る ほど , も と の 音 に 近く な り ま す . 
通常 , サン プリ ング レー ト は 周波 数 (Hz) で 表し ます . サン プリ ン 
グレ ー ト の 周波 数 が 高い ほど , 抽出 する 回 数 が 増え る の で , も と の 音 
に 近づい て いく わけ で す . 
し か し , むやみ に サン プリ ング レー ト を 高く し て ゃ 意味 が な く , メ 
モリ の 無駄 に な っ て し まい ます 。 
デジ タル サン プリ ング を 行う に あたっ て , ある 約束 ご と が あり ます . 
デジ タル サン プリ ング 機能 は , 「 あ る 音 の 周波 数 成分 の うち , も っ 
と も 高い 周波 数 の 2 倍 の サン プリ ング レー ト で 抽出 すれ ば , その 音 は 
完全 に 再生 で きる 」 と いう 約束 ご と に 基づい て サン プリ ング レー ト を 
決め て いま す . 
デジ タル サン プリ ング 機能 で は , 最高 16kHz で サン プリ ング し ます 
か ら 8kHz の 音 ま で を 再現 で きる こと に な る わけ で す . 
(2) 録 斉 で きる 時 間 
デジ タル サン プリ ング 機能 で 録音 で きる 時 間 は サン プリ ング レー ト 
に よっ て 変わ っ て きま す . 本 機 の 拡張 モー ド 2 で の デジ タル サン プリ 
ング 機能 で は 次 の よう に な り ま す . 


サン プリ ング レー ト 録音 で きる 時 間 

Senyttad28 約 128 秒 間 , 録音 可能 

8kHz ーー ドー ドーーー…・ 約 64 秒 問 , 録音 可能 

16kHz ーー・ 約 32 秒 間 , 録音 可能 

前 項 で 話し まし た が , サン プリ ング レー ト に よっ て 音質 が 左右 され 
ます . 


上 に 示す よう に , サン プリ ング レー ト が 高けれ ば , 再生 時 の 音質 は 
いい の で す が , 録音 時 間 が 短く な っ て し まい ます . また :, 録音 時 間 を 
長く する と , 再生 時 の 音質 が 低下 し て し まい ます . 

状況 に 応じ て , 再生 時 の 音質 と 録音 時 間 を 調整 し て くだ さい . 

参考 まで , 本 機 の 場合 , 16kHz で サン プリ ング を 行っ た と き 人 最良 
の 状態 に な る よう に 調整 され て いま す . サン プリ ング レー ト は な る ベベ 
く 16kHz で 行う よう に 心がけ て くだ さい . 

(3) サウ ンド メモ リ と 録音 時 間 の 関係 

デジ タル サン プリ ング 機能 で は サン プリ ング し た デー タ を サウ ンド 
メモ リ 人 蓄え て , 再生 や セー ブ / ロ ー ド な どの 処理 を 行い ます . 

一 般 的 に メス モリ へ の アク セス は , アド レス や ベ バイト 数 で 指定 する こ 
と が 多い よう で す が , サウ ンド メモ リ の 場合 は すべ て 0.1 秒 を 1 と す 
る 単位 の 時 間 で 指定 し ます (実際 に は 他 の メモ リ と 同じ よう に アド レ 
ス や バイト 数 で 読み 書き が 行わ れ ま す が , BASIC の 内 部 処理 に よっ 
て 時 間 で 指定 で きる よう に な っ て いま す ). 
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・ デジ タル サン プリ 
ング 機能 を 使う た 
め の 環 設定 


第 14 章 サウ ンド 機能 


サウ ンド メモ リ は , 256K バ イト の 記憶 容量 を 持っ て お り , サン プ 
リン グレ ー ト に よっ て 最大 録音 時 間 が 異な り ま す が , 下 の よ うな 構成 
に な っ て いま す . 


還 二 3 0 秒 ( サ ウン ド メ モ リ の 先頭 アド レス ) 
ググ 5.0 秒 


MAX 秒 (サウ ンド メモ リ の 最終 アド レス ) 





た と えば , 先頭 か ら 数 えて 5 秒 目 か ら 10 秒 問 録音 し た 場合 , 上 の 図 
の アミ の 部 分 に サン プリ ング され た デー タ が 書き 込ま れ ま す . 

この よう に , 一 連 の メモ リ 空 間 に デ ー タ が 展開 する わけ で す が , 録 
音 で きる CD( コ ユン パク トディ スク ) の よう な も の と 考え て いた だ け 
ば , 分 か りや すい と 思い ます . 

BASIC で は , 時 間 の 指定 が か ちょ っ と 変わ っ て いま す . 

わた し た ち が 時 間 を 指定 する 場合 , 0.1 秒 な ら ば 0.1 と 表記 する の が 
一 般 的 で す が , BASIC で は 0.1 秒 を 最少 単位 と し て いる た め に と, 1 と 
指定 し な く て は な り ま せん . 

で すか ら , 0.1 秒 より も ゎ も 大き な 値 の 場合 , た と えば 5 秒 な ど と いう 
と き は 0.1 秒 の 50 倍 , すなわち 50 と 指定 し な いと 期待 し た と お り の 結 
果 に な り ま せん . 注意 し て くだ さい . 


(1) サン プリ ング レー ト や 定位 , 音量 の 設定 

デジ タル サン プリ ング 機能 を 使う た め に は, まず CMD PCM 文 で デ 
ジタル サン プリ ング を 行う 環境 を 設定 し ます . 

デジ タル サン プリ ング 機能 で は 次 の よう な 環境 の 要素 を 設定 し ます . 
・ 音量 … サ ンプ リン グ し た 音 の 再生 時 の 音量 

・ 定位 … サ ンプ リン グ し た 音 の 再生 時 の 出力 系 統 

s サ ンプ リン グレ ー ト …: 録 音 / 再 生 時 の サン プリ ング レー ト 

s 実行 モー ド … フ ォ ア グラ ウン ドモ ー ド と バッ ク グ ラウ ンド モー ド の 

選択 

各 要 素 の 詳細 は ,『 リ ファ レン スマ ニュ アル 』 の CMD PCM 文 の 各 パ 
ラメ ー タ の 意味 を ご 覧 いた だ く と し て , ここ と で は 具体 的 な 設定 方 法 を 
説明 し ます . 


269 


交 の よう に 入力 し て くだ さい . 
cMD PcM 255.3.16 2 


これ で < 音量 > は 255, < 定位 > は 左右 両方 か ら 出 力 , < サン プリ ング 
レー ト 〉 を 16kHz に 設定 され ます . 

何 も 変 化 か が な いよ う で す が , 本 機 の 内 部 で は 指定 し た と お り の 値 で 
設定 され る の で , ご 安心 くだ さい . 

全部 の パラ メー タ で は な く , いく つか の パラ メー タ の 値 の み を 変更 
し た いと き は , BASIC の 他 の 命令 と 同様 に カン マ (, ) で 区 切っ て 使わ 
な い パ ラメ ー タ を 省略 し て くだ さい . 

た と えば , 〈 サ ンプ リン グレ ー ト > だけ を 変更 し た いと き は , 次 の よ 
うに 入 力 し ます . 


CMD PCM ,,8 れ g 


これ で , 〈 サ ンプ リン グレ ー ト 〉 だ けが kHz に 変更 され ます . 

デジ タル サン プリ ング 機能 は , 常に CMD PCM 文 で 設定 し た 値 に 基 
づい て 実行 され ます . また , CMD PCM 文 で 設定 し た 値 は , 次 に CMD 
PCM 文 を 実行 する まで 有効 で す . 

詳細 は ,『 リ ファ レン スマ ニュ アル 』 を ご 覧 くだ さい . 

(2) 実行 モー ド の 設定 

デジ タル サン プリ ング 機能 に は BGM モ ー ド と 同じ よう に デジ タル 
録音 / 再 生 時 に 他 の 命令 を 同時 に 実行 する モー ド ( バ ッ ク グ ラウ ンド 
モー ド ) と デジ タル 録音 / 再 生 を 終了 し て か ら 次 の 命令 を 実行 する モー 
F ド (フォ アグ ラウ ンド モー ド ) の 2 つが あり ます . 

2 つの 人 違い や 特徴 に つい て は , 本 章 第 2 節 「 け サウ ンド 機能 を 使う 前 
に 」 の 「5. BCM モ ー ド , フォ アグ ラウ ンド モー ド / バ ベッ ク グ ラウ ンド 
モー ド 」 を ご 覧 くだ さい . 

フォ アグ ラウ ンド モー ド と ベッ ク グ ラウ ンド モー ド の 選択 は CMD 
PCM 文 で 行い ます . 次 の よう に 入力 し て くだ さい . 


CMD PcM , ,,1 4 の 


これ で , 実行 モー ド が バッ ク グ ラウ ンド モー ド に 設定 され ます . 初 
期 状態 で は この モー ド が 選択 され て いま す . 
詳細 は ,『 リ ファ レン スマ ニュ アル 』 を ご 覧 くだ さい . 
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デジ タル サン プリ ング 機能 で , デジ タル 録音 / 再 生 を 行う に は , CMD 
PCM RECORD 文 , CMD PCM PLAY 文 を 使い ます . 

CMD PCM RECORD 文 , CMD PCM ei 0.1 秒 単位 で 録音 / 
再生 時 刻 や 録音 / 再 生 時 間 を 自由 に 変え プロ グラ ム の 中 で サン プリ 
ング し た 音 を 再生 し た り 者 " 失 RRE22 半 8 
(1) デジ タル サン プリ ング 機能 で 録音 する 

背面 の ライ ン 入 力 端 子 に カセ ッ ト デ ッ キ な ど に 接続 され た アン プ の 

ライ ン 出 力 端子 を 接続 し , 次 の よう に 入力 し て くだ さい . 

CMD PCM 255, 3, 16, 0 1gI 
CMD PCM RECORD 0,100 | 


2 つめ の 命令 を 入力 し て 人 を 押し た 直後 か ら 録音 が 開始 さ 
約 10 秒 間 録 音 で きま す . 

人 を 押し た ら カ セッ ト デ ッ キ の PLAY (再生 ) ボ タン を 押し て く < 
き IN 

音 時 間 は , サン プリ ング レー ト に よっ て 約 32 秒 か ら 約 128 秒 まで 
録音 で きま す . CMD PCM 文 で サン プリ ング レー ト を いろ い Z 変 更 し 
て, 試し て みて くだ さい 、。 

トト の 例 は , CMD PCM RECORD 文 を 使っ て デジ タル 録音 を 行う プ 
ログ ラム で す . 

OSNEURGESIMGIDOMSINBNOINNININOOMMWWWWNWWW 


109 ′ PCM レコ ー テ "ィング ク ~ サン フ * ルル フフ" ロク ラム 

119 CLS:CMD PCM 255, 3, 16, 1 

129 PRINT “[ ス へ *ー ス ] ヲ オス ト , ロク ォ オン カ ~ カイ シ サ レル マス. " 

139 PRINT “[Q] ヲ オス ト , ロク オン ブ チュ ウタ ~ ン シマ ス . ツ 

149 ANS$=INPUTS (1 ) 

150 IF ANS$=CHR$(&H29) THEN *RECORD 

169 IF ANS$=7Q7 OR ANS$= ツ q" THEN *QUIT ELSE 146 
179 

189 *※RECORD 

199 PRINT “ロク オン カ ~ オ ワ ッ タラ , [FE] ブ オシ テク タ " サ イ . ツ 

299 CMD PCM RECORD 

21 の 9 ANS$=INPUTS (1 ) 

220 IF ANS$= ツ E?” OR ANS$=7eG7 THEN *QUIT ELSE 210 
239 

249 ※QUIT 

259 CMD PCM STOP 

269  CLS:END 





プロ グラ ム で は , | を 押す と , 録音 が 開始 され ます . 録音 が 
開始 され た ら , 何 か 自 分 が 好き な 音 や 自分 の 声 な ど を 録音 し て くだ さい . 

録音 が 終わ っ て 人 を 押す と , その 時 点 で 収録 が 終わ り ま す . 録 
音 し た 音 を 聞く と き は , CMD PCM PLAY 文 を 使っ て くだ さい (CMD 
PCM PLAY 文 に つい て は , 後述 し ます ). 
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また , この プロ グラ ム は いつ も 先頭 か ら 録音 (カセ ッ ト テ ー プ で い 
うと , 完全 に 巻き 戻し た 状態 ) し ます か ら , 録音 し た 秒 数 を 測っ て お 
いて , CMD PCM SAVE 文 を 使っ て , いっ た ん デー タデ ィ ス ク に セー 
ブ し て お いた ほう が よい で し ょ うら (CMD PCM SAVE 文 に つい て は , 
後述 し ます ). 

(2) デジ タル 録音 し た 音声 を 再生 する 
@ 最初 か ら 最後 まで 再生 
前 項 で CMD PCM RECORD 文 で 録音 し た 音声 を 再生 し て み ま 
し よう 
次 の よう に 入力 し て くだ さい . 
CMD PcM PLAY 1g 


録 埋 し た 音 が きれ い に 再 生 で きま し た か ? この よら に CMD PCM 
PLAY 文 を 使え ば, いつ で る 録音 し た 音 を 聞け ます . 詳細 は ,『 リ 
ファ レン スマ ニュ アル 』 を ご 覧 くだ さい . 

e 途中 か ら 再 生 し た り , 再生 時 間 を 変え る 

前 項 で は 最初 か ら 最後 まで 連続 し て 聞い て み ま し た . CMD PCM 
PLAY 文 の 機能 は それ だ け で は あり ませ ん . 

CD( コ ン パ クト ディ スク ) が ラン ダム アク セス 再生 で きる よう 
に , CMD PCM PLAY 文 で も ラン ダム アク セス 再生 が 可能 で す . 下 
の 図 を ご 覧 くだ さい . 


サウ ンド メモ リ 





15.0 秒 


MAX 秒 

た と えば , 最初 か ら 5 秒 ず つ 15 秒 間 録 音 し た と し ます . 
次 の よう に 入力 し て くだ さい . 

CMD PCM PLAY 0, 50 


CMD PCM PLAY 50, 100 
cMD PcM PLAY 100. 150 2 


最初 か ら 5 秒 ず つ 再 生 さ れ ま し た か ? 

CMD PCM PLAY 文 の 値 を いろ いろ 変え て みて くだ さい . た だ 
し , 上 の 場合 15 秒 以上 は 録音 され て いな い の で , 15 秒 以上 の 値 を 指 
定 す る と 雑音 が 出 て し まい ます か ら , 注意 し て くだ さい . 


途中 か ら 再 生 する と , うま く 音 が 出 な いと と が あり ます . 
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また CMD PCM PLAY 文 で は , 再生 時 間 を 変え る と と も で きま 
す . さき の 例 で 説明 する と , 次 の よう に 入力 し て 実行 し て くだ さい . 
CMD PCM PLAY 50,100 


どう で すか ? この よう に CMD PCM PLAY 文 を 使っ て 録音 し た 音 
を いろ いろ な 長 さ で 再生 し て みる と お も し ろ い 表現 が で きま す . 
詳細 は 『 リ ファ レン スマ ニュ アル 』 を ご 覧 くだ さい . 
@ リピ ー ト モー ド で 何 回 も 再生 
また CMD PCM PLAY 文 で は , リピ ー ト モー ド と いっ て , 再生 を 
繰り 返す サ ホ ー ド が あり ます . 
次 の よう に 入力 し て くだ さい . 


CMD PCM PLAY 50, 100, 一 1 


さき に 録音 し た 音 の 5 秒 日 か ら 10 秒 間 が 再生 され , さら に , その 
和音 が 何 回 も 繰り 返さ れ ま す . 最後 の 値 を -1 に する と , 同じ 音 を 無限 
に 繰り 返し ます . 
詳細 は 『 リ ファ レン スマ ニュ アル 』 を ご 覧 くだ さい . 
(3 録音 / 再 生 し な が ら 他 の 命令 を 実行 する 
バッ ク グ ラウ ンド モー ド で は , 録音 / 再 生 し な が ら , 他 の 命令 を 実 
行 で きま す . 
今度 は , 次 の よう に 入力 し て くだ さい . 





199 "テー シー タル リン グリン クー さき リウ リン グル バリ ロク ラム 
1190 CMD PCM 255,3.16,1:CMD_BGM 1 

120 CMD PLAY #5, 7CCCC7 7EEEE7 7GGGG7 
139 CMD PCM PLAY 9,320 

149 END 





"ドミ ソ " の 和音 と 同時 に さき は ほど 録音 し た 音声 が 出 ま し た ね . この 
よう に プロ グラ ム の 中 で 使用 すれ ば , FM 吾 源 の 伴奏 に 歌詞 を 付け た 
り , INPUT 文 の メッ セー ジ な ど を 音声 を 使っ て 出す こと も 可能 で す . 
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4 サンプ リン ソング し た CMD PCM SAVE 文 や CMD PCM LOAD 文 を 使う と , CMD PCM 
音 の セー ブ / ロ ー ド RECORD 文 で 録音 し た 音 の デー タ を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 書き 込ん 
だ り , 読み 込ん だ り で きま す . 
た だ し , デジ タル サン プリ ング され た 音声 な どの デー タ は たい へ ん 
多く の メモ リ ( 最 大 256K バ ベイト) を 要する の で , 専用 の デー タデ ィ ス 
ク を 用 意 し て お きま し ょ う ( シ ステ ム デ ィ ス ク な どす で に な に か 書き 
込ま れ て いる よう な フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で は , 書き 込ん で いる 途中 で 
"Disk full' な どの エラ ー と な る 場合 が か あります). 
また , 録音 され た 音 の デー タ と 通常 の BASIC プ ログ ラム で は デー 
タ の 性 質 が 異な る の で , 通常 の BASIC プ ログ ラム ファ イル と 音 の 
デー タフ ァイル を 区 別 す る た め に , ファ イル 名 の 拡張 子 を 次 の よう に 
し て お く と た い へ ん 便利 で す . 
BASIC プ ログ ラム ファ イル っ "TESTO1.BAS" 
音声 な どの デー タフ ァイル 一 "MUSIC.PCM" 
(1) サン プリ ング し た 音 を セー ブ 
さき ほど の 音声 な どの デー タ を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 書き 込ん で , 
保存 し て お きま し ょ う . 
新しい デー タデ ィ ス ク を ドラ イブ 2 に セッ ト し て , 次 の よう に 入力 
し て くだ さい . 


CMD PCM SAVE "2 : VOIlCE PCM' fy| 


人 の | を 押す と , 音 の デー タ が ドラ イブ 2 に セッ ト し た デー タデ ィ 
スク に 書き 込ま れ ま す . 書き 込み に は 多少 時 間 が か か り ま す が , 改 障 
で は な い の で ご 安心 くだ さい . 書き 込み が 終了 したら, 確実 に 書き 込 
まれ て いる か どう か FILES ユマ ンド で 確認 し まし ょ う . 

次 の よう に 入力 し て くだ さい . 


FLEs 2 人 


画面 に ドラ イブ 2 の デー タデ ィ ス ク の 内 容 が 表示 され ます . 
"VOICE.PCM" が ある か どう か 確認 し て くだ さい . 
詳し く は ,『 リ ファ レン スマ ニュ アル 』 を ご 覧 くだ さい . 
(2) サン プリ ング し た 音 を ロー ド 
CMD PCM LOAD 文 は , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら 音 声 の デー タ を 読 
み 込 み ま す . 
た と えば , 好き な 音 な ど を 録音 し , CMD PCM SAVE 文 で フロ ッ 
ピー ディ スク 書き 込ん で お き , 好き な と き に 音 の デー タ を CMD 
PCM LOAD 文 で 読み 込ん で くれ ば , いつ で も 再生 で きま す . 
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さき に デー タデ ィ ス ク に 書き 込ん だ 音 の デー タ を 読み 込ん で , 再生 


し て み ま し ょ う . 
次 の よう に 入力 し て くだ さい . 
CMD PCM LOAD "2 : VOICE.PCM" 


CMD PcM PLAY gl 
前 項 の と 同じ 音声 が 出 まし た か ? この よう に CMD PCM LOAD 文 


を 使え ば , 好き な と き に 音声 の デー タ を 読み 込ん で 再生 する こと が で 


きる の で す . 
詳細 は ,『 リ ファ レン スマ ニュ アル 』 を ご 覧 くだ さい . 
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サウ ンド ユー ティ リティ 
を 使う に は 











Na-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク に は , サウ ンド 機能 を 使っ た , 次 の よう な ユー ティ リティ プロ グラ ム が 
2 つ 有 川 意 され て いま す . 

・ ス ー パ ー キ ー ボ ー ド ンス テム (プロ グラ ム 名 : sks) 

つっ コン ピュ ー タ の キー ボー ド を ピア ノ の 鍵盤 に みた て て 音楽 を 演奏 する プロ グラ ム 

・ ミ ュー ジッ クエ ディ タキ ッ ト ( プ ログ ラム 名 : mek) 

ーー 音色 の 編集 を 行う プロ グラ ム 

た だ し , サウ ンド ユー ティ リティ プロ グラ ム は , Ns 日 本 語 BASIC , Na_。BASIC V1 が 起動 し て いる 状 
態 で は 使え な いよ うに な っ て いま す . この よう な 場合 , V2 モ ー ド に 設定 し て か ら , Ns-BASIC ン ステ ム 
ディ スク で 起動 し 下 し て くだ さい . また BASIC が 起動 する と , 最初 に "How many files(0 一 15)?7" と いう 5 
メッ セー ジ が 表示 され ます . サウ ンド ユー ティ リティ プロ グラ ム を 使う と き は , この メッ セー ジ が 表示 
され た と き に 1 以上 の 数 を 人 力 し て を 押し て くだ さい (な に も 入力 し な いで を 押し た 場合 
自動 的 に "2" が 指定 され ます ). 


] . スー パー キー ポー (1) スー パー キー ボー ド シ ス テム と は 
ド シ ス テム CMD PLAY 文 を 使っ て 音楽 を 演奏 する 場合 , 曲 に 合わ せ て オク 

ター ブ や 音符 の 長 さ を 文 字 列 の 形 で 入力 し な けれ ば な り ま せん . ま 
た , 音程 の 文字 列 を 入力 し な けれ ば 音楽 を 演奏 で きま せん . これ で は 
音楽 を すぐ 演奏 し た いと き に 不便 で す . 

そこ と で, コン ピュ ー タ の キー ボー ド を ピア ノ の 鍵盤 に みた て て , ピ 
アノ の よう に 演奏 する こと を 可能 に し た の が "スー パー キー ボー ド シ 
ステ ム " で す . 

ここ で は , ベー トー ヴェ ン 作 の 「 エ リー ゼ の た め に 」 の 曲 の 一 部 を 題 
材 に し て , この プロ グラ ム の 使い 方 を 説明 し て いき ます . 

(2) スー パー キー ボー ド シ ス テム を 使う に は 

スー ペー キー ボー ド シ ス テム を 使う に は , Na-BASIC シ ステ ム デ ィ 
スク に 書き 込ま れ て いる スー パー キー ボー ドン システム の プロ グラ ム を 
実行 させ ます . 
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① キー ボー ド か ら RUN "sks" 用 9 と 入力 し て くだ さい . 
し ば らく する と , 次 の よう な 画面 が 表れ ます . 


Supeh KegDoard Sgstem uersion 1.8 
Input numher of sharp(1) flat(-)? 條 














これ は , 演 導 する 曲 の 調 を た ず ね て いま す . 井 の 調 な ら そ の 斗 の 
数 を 1 て 7 で , b の 調 な ら そ の b の 数 を -1 て -7 で 入力 し て くだ さい . 
韻 , b 両 方 と も 付か な い 調 の 場合 は 0 9 また は 2 を 和 スカ し 
ます . 
② 「 エ リー ゼ の た め に 」 は 韻 も b も 付か な い 調 な の で , 0 人 9M を 押 
し ます . 
次 の メッ セー ジ が 画面 に 表れ ます . 





Prgss keus tp blau sic, FTess ESC kgu tn uit, 





これ で 六 奏 の 準備 が で きま し た . 

楽譜 に 記さ れ た 音符 や 休 符 を 画面 に 表示 され て いる 鍵盤 の 図 の と 
お り に キー ボー ド の キー を 押し て , 演奏 し て くだ さい (残念 な が ら 
この プロ グラ ム で は , 1 度 に 1 音 し か 音 が 出せ ませ ん ). 

鍵盤 に 表示 され た 文字 は , キー ボー ド の キー に それ ぞ れ 対応 し て 
いま す . 

用 と 信人 は 同じ オク ター プ の C の 音 を 発声 し ます . また , テ 
ン キ ー は 使用 で きま せん . 


が 


| シフ ト を 押し な が ら 
対応 する キー を 押し ます 。 














上 の 鍵盤 と 同じ 


音 を 発声 する キー の 他 に , 下図 に 示す 特別 な 働き を する キー が あ 
り ま す . 


: 休 符 を 入力 し ます 。 

ESCW 。 : 次 の ステ ッ プ (リズ ム を 刻む モー ド ) へ 進み ます 。 

退 』 : 1 つの 前 の 入力 を 取り 消し ます 。 

| |: ! を 表示 し ます . この 記号 は 楽 節 の 区 切り を ボ す 上 
印 に 利用 し ます . 音 に は , 影響 を 与 えま せん . 

全 攻 : 入力 し た 音 を 』( ナ チュ ラル) に し ます . と の キー と 音 
階 の キー を 同時 に 押し て くだ さい . 


RS 





それ で は 以上 の 約束 事 に 従っ て ,「 エ リー ゼ の た め に 」 を 入力 し ます . 
③ 次 の よう に キー を 押し ます . 
キー を 入力 する と , 画面 の 左 横 に , 入力 し た 音 の デー タ が 表示 さ 
れ ま す . 画面 の 左 横 に 出 た デー タ は , 後 で CMD PLAY 文 の 形 で フ 
ロッ ピー ディ スク に セー ブ さ れ ま す . 


品名 名 倒 回 回 回 回 回 
YiT89 

回 回 

品 回 回 固 操 回 回 名 

器 回 避 

固 回 回 








B。 "ね 





ロビ 


SI| 
N 





ーー 
いい 
| 




















ーー 
Y 
NM 


ノ 
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④ 演奏 が 終わ っ た ら を 押し ます . 
次 の メッ セー ジ が 表示 され ます . 





QU1t(J/h) 四 





⑥ y 9M と 押し ます . 


次 の メッ セー ジ が 表示 され , リズ ム を 刻む モー ド に 入り ます . 








Plau bu pFessihg 5HIFT kggs。FFess ESC kgg tn hack stgh, 





n 衝 ⑳M と 押す と , ③ の 音符 や 体 符 を 入力 する 画面 に 戻り ます . 


⑥ メロ ディ に 合わ せ て , [シフ ト 』 を 押し ます . 
リズ ム を 刻み 終わ る と , 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます . 





IFg agalh(h/u) 7 候 





を 押す と , 音 が 出る と 同時 に 1 つ 1 つの 音符 や 休 符 の 長 
さ が 決定 され ます . 出 て くる 音 の 長き で 判断 し な が ら , ! シ フト を 
押し て くだ さい . また , | シフ ト 肖 を 押し 問 違え た 場合 は (IESC』 を 
押し て くだ さい . 1 つ 前 の ステ ッ プ に 戻り ます . 
⑦ 正しく リズ ム が 入力 で きた 場合 は n 作り を 押し ます . 
入力 し た 曲 が 自 動 的 に 演奏 され ます . 演奏 が 終わ る と 次 の よう に 
表示 され ます . 





Fillg Has tn sauar 四 
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リズ ム を 刻み 間違え た 場合 は y 9 と 入力 し て くだ さい . ④ の 
画面 に 戻り ます か ら , も う 1 度 ⑤ の 手順 か ら リ ズム を 刻み な お し て 
くだ さい . 

⑧ 入力 し た 曲 を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 書き 込む た め の フ ァイル 名 を 
入力 し , 人 MM を 押し ます . 

入力 し た 曲 が CMD PLAY 文 の 形 で フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 書き 込 
まれ ます . 書き 込み が 終わ る と , 次 の よう に 表示 され , スー パー 

キー ボー ドン ステ ム の プロ グラ ム は 終了 し ます . 











ファ イル 名 を 入力 する 際 に は , ファ イル 名 の 他 に , ドラ イブ 番号 
や 拡張 子 も 付け られ ます . 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に セー ブ さ れ た ファ イル は , 

LOAD "[< ド ライ ブ 番 号 〉:]1 く < ファ イル 名 >" | 

RuN tg 
と する こと に より 何 回 も 演奏 する こと が で きま す . また , 入力 し た 
曲 の 音色 を 変え る 場合 や 直し た い 部 分 が ある 場合 は , BASIC の 
EDIT コマ ンド で 修正 する こと が で きま す . 








1. この プロ グラ ム は , 入力 し た リズ ム ど お り に 再演 奏 さ れ 
な い 場 合 が か あります. 
2. B 斗 を 指定 し た 場合 , 1 オク ター ブ 上 の C の 音 に な り ま 
す . また CC 一 を 指定 し た 場合 は , 1 オク ター ブ 下 の B の 音 
で は な く , 同じ オク ター ブ の B の 音 に な り ま す . 
3. スー パー キー ボー ドン シ ス テム を 実行 中 ("Complete." が 
表示 され る 前 ) に 。 | 由 中 また な 全員 公 』 を 二 し て プ ョ 
グラ ム を 中 断 し た あと で CMD UNLINK 文 を 実行 する と , 
プロ グラ ム が 正常 に 動作 し な い 場 合 が あり ます . 
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(1) ミュ ー ジ ッ ク エ ディ タキ ッ ト と は 


②) 





ミュ ー ジ ッ ク エ ディ タキ ッ ト で は , 音色 を 編集 し な が ら 人 簡単 に 編集 
中 の 音 を 聴く と と が で き , また 各 オ ペレ ー タ の 状態 を 一 目 で 見 る こと 
が で きま す . 

ミュ ー ジ ッ ク エ ディ タキ ッ ト に は , 音色 を 編集 する 機能 の ほか に , 
次 の コマ ンド が 用 意 さ れ て いま す . 


P ュ コマンド : 編集 きれ た 音色 を 使っ て , スピ ー カ か ら 音 を 出す ュ マ ン 


ド 

エコ ュ マ ンド : 現在 設定 され て いる 音色 番号 を 変更 する コマ ンド 

上 コマンド:S コ マン ド で セー ブ さ れ た 音色 の プロ グラ ム を 読み 込む 
な ング ) 笠 


S コ マン ド : 設定 し た 音色 の デー タ を プロ グラ ム の 形 で フロ ッ ピ ー 
ディ スク に 書き 込 人 人 コマ ンド 


Q コ マン ド : ミ ュー ジッ クエ ディ タキ ッ ト を 終了 する コマ ンド 


77/ 


ー ジ ッ ク エ ディ タキ ッ ト を 使う に は 
ュー ジッ クエ ディ タキ ッ ト を 使う に は , Ns-BASIC シ ステ ム デ ィ 
スク に 書き 込ま れ て いる ミュ ー ジ ッ ク エ ディ タキ ッ ト の プロ グラ ム を 
実行 させ ます . 

e 音色 の 編集 

① キー ボー ド か ら RUN "mek" 人 2M と 入力 し ます . 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら ミ ュー ジッ クエ ディ タキ ッ ト の プロ グ 
ラム を 読み 込み ます . 読み 込み 終わ る と , 下 の よ うな 画面 が 表 
れ , 音色 の 編集 お よび コマ ンド 入力 待ち の 状態 に な り ま す . 


ノル 


Tone.No 8 Hgorithm 8 1 Back 7 
0OP 拉 op 


3 


MM (1 15 


3 3 
1 


1 


1 
る 
4 
6 
3 
5 
1 
15 
97 
8 


1 1 
g 5 
日 7 
6 7 
@ @ 
1 3 
8 SH 
8 四 
B B 
9 8 


1 
g 
4 
8 
B 
g 
9 
1 
39 
8 
8 
B 
B 
B 
B 





8 
《P)1ag,(T)one change,(L)oad,(5)aue,(0)uit ? 園 
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② 音色 の 編集 を 行う 場合 は , | を 』 | マ 人 し を 使っ て ター ッ 


ル を 編集 したい 数 値 の と ころ へ 移動 し ます . 


③ 数 値 の 変更 を 1 行 ずつ 行い , 各行 で の 入力 の 最後 に 必ず 9 


を 押し ます . 

音色 の 各 パ ラメ ー タ に お いて 設定 で きる 数 値 の 範 胃 は 次 の よう 
( こ な り ます (音色 の パラ メー タ の 意味 に つい て は ,『 リ ファ レン ス 
マニ ュ ア ル 』 の CMD VOICE 文 を ご 覧 くだ さい ). 


半 B の 2 クジ ニク 設定 定 で きる 電 半 


Algorithm 0 一 7 
Feed Back 0 一 7 
Operater Mask 0 一 15 
AR(Attack Rate) 0 一 31 
DR(Decay Rate) 0 一 31 
SR(Sustain Rate) 0 一 31 
RR(Release Rate) 0 一 15 
KS(Keyboard Rate Scaling Depth ) 0-3 
ML(Multiple ) 0 一 15 
DT(Detune ) ー3 一 3 
SL(Sustain Level) 0 一 15 
OL(Output Level) 0 一 127 
AMS( Amplitude Modulation Sensitivity ) 0 一 15 
WEF(Wave Form ) 0-3 
SYNC 0 一 1 
SPEED 0 一 16383 
PMD(Pitch Modulation Depth) ー127 一 127 
AMD(Amplitude Modulation Depth ) ー127 一 127 
PMS( Pitch Modulation Sensitivity ) 0 一 15 











編集 し た 音色 は , P ュ マン ド を 実行 する こと で 聞け ます . 

ここ で 編集 し た 音色 は , この プロ グラ ム の 中 で あら か じ め 用 意 
され て いる TEMP% と いう 配列 変数 に 割り 当て られ , 処理 が 行わ 
れ ま す . 

編集 お よび コマ ンド 入力 待ち 状態 か ら 他 の 処理 を 行う と き は , 
用 意 さ れ た コマ ンド (P コ ュ マ ンド, エコ マン ド , 上 コマ ンド , S コ 
マン ド , Q コ マン ド ) を 使い ます (コマ ンド の 使い か た に つい て は 
後 で 説明 し ます ). 


④ 編集 を 終了 する 場合 , Q 人 2 と 押し ます . 


ミュ ー ジ ッ ク エ ディ タキ ッ ト が 終了 し , BASIC の コマ ンド レ 
ベル に 戻り ます (Q コ マン ド を 使う 前 に , 必ず 後述 の 「 ミ ュー ジッ 
クエ ディ タキ ッ ト の コマ ンド 」 の Q コ マン ド を を よく お 読み くだ 
さい ). 





数 値 の 変更 な ど 編集 の 途中 で [ 後 週 , 則 量 , ( 軸 | を 近 き 


な いで くだ さい . 画面 の 表示 が ずれ た り , 表示 が 消え て し ま 
いま す . 

"Tone No." は 編集 が 可能 な 状態 で は , 変更 で きま せん . 変 
更 する 場合 は , エコ マン ド を 使っ て くだ さい . 
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@ ミュー ジッ クエ ディ タキ ッ ト の コマ ンド 
ュー ジッ クエ ディ タキ ッ ト に は 次 の 5 つの コマ ンド が 用 意 さ れ 
て いま す . 


ノル 


P コ マン ド 
コマ ンド 
コマ ンド 
S コ マン ド 


Q コ マン ド 


これ ら の コマ ンド を 使う と き は , 必ず コマ ンド 入力 待ち の 状態 の 
と き に 使い ます . 

ュ マ ンド 入力 待ち 状態 と は , 画面 最 下 部 に "< く P>lay,<T>one 
change, く し >oad, く S>ave, く Q>uit7" と 表示 され た 状態 の こと で 
す . この 状態 以外 の と き は , コマ ンド と し て 受け 付け ませ ん . 

また , コマ ンド を 入力 する 際 は 大 文字 で も 小文字 で も 可能 で す . 

誤っ て 入力 し た 場合 は , 人 1 を 反 す 前 cc | 隊 過 を 使っ て 間違え 
た 文字 を 消去 し , それ か ら 上 正しい 文字 を 入力 し て くだ さい . 

P コマ ンド (Play ) : 音 を 出す 

P コ マン ド は , 編集 し た 音色 を 使っ て スピ ー カ か ら 音 を 出す コ 
マン ド で す . 使い か た は 次 の よう に し ます . 
① コマ ンド 入力 待ち 状態 で , P 人 と 押し ます . 

画面 に 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます . 








elndu 自 





② メロ ディ を 入力 し て , 作 ②M を 押し ます . 

現在 編集 され て いる 音色 で スピ ー カ か ら 音 が 出 ま す . 

た と えば , "ドレ ミ "と 音 を 出す と き は , "Melody" の 後に 
cde 衝 と 押し ます . 

また , 直前 に ピュ マン ド を 実行 し て メロ ディ が 設定 され て い 
た 場合 , "Melody" の 後に 人 WM だけ を 入力 する と , 前 に 設定 さ 
れ た メロ ディ で 音 が 出 ます . 

P コ マン ド で は , TEMP% に 市 り 当 て られ た 音色 デー タ が 
チャ ネル 1 に セッ ト さ れる の で , 単音 で の み 音 を 出す こと が で 


きま す . 
演奏 が 終わ る と , 編集 お よび ュ コマ ンド 入力 待ち 状態 に 戻り 
和 ます 。 
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コマ ンド (Tone Change ) : 音色 番号 を 変え る 

エコ マン ド は , 音色 番号 を 指定 する こと で , 編集 する 際 の ベー 
ス と な る 音色 を 変更 する コマ ンド で す . 編集 する の み で な く , 音 
色 の 詳細 な デー タ を 見 た いと き に も 利用 で きま す . 

指定 で きる 数 値 の 範囲 は 0 て 61 で す ( 数 値 と 音色 番号 に つい て 
は ,『 リ ファ レン スマ ニュ アル 』 の CMD PLAY 文 を ご 覧 くだ さ 
い ). 

使い か た は 次 ペー ジ の と お り で す . 
① コマ ンド 入力 待ち 状態 で , 作 ⑦W と 押し ます . 

画面 に 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます . 








Inhe Rn, ? 自 





② 音色 を 編集 する と き に ベー ス と し た い 音 の 音色 番号 を 入力 し 

て , 2 を 押し ます . 

音色 番号 で 入力 し た 音色 の デー タ が 画面 に 表示 され , 編集 お 

よび コマ ンド 入力 待ち 状態 に 戻り ます . 

L コマ ンド (Load : 音色 の デー タ を ロー ド す る ) 

エコ マン ド は , 以前 に 大 S コ マン ド で フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 書き 
込ま れ た 音色 の デー タ を 編集 で きる よう に 読み 込む コマ ンド で す . 

読み 込ま れ た 音色 の デー タ は , TEMP% と いう 配列 変数 に 割り 
当て られ ます . 

た だ し , ここ で 取り 扱え る ファ イル は , 以前 S コマ ンド で 書き 
込ま れ た ファ イル で な けれ ば な り ま せん . 

も し , 指定 し た ファ イル の 形式 が ミュ ー ジ ッ ク エ ディ タキ ッ ト 
で 扱え る ファ イル 形式 と 違っ た り , 指定 し た ファ イル が フロ ッ 
ピー ディ スク に 存在 し な い 場 合 は , 次 の よう な エラ ー メ ッ セ ー ジ 
が 表示 され ます . 

・ フ ァイル の 形式 が 佑 う 

っ "Ilegal Program!"" と 表示 され ます . 
・ 指 定 し た ファ イル が 存在 しない 

つ ー "DISK ERR!" と 表示 され ます . 

ト に の よう な エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され た 場合 , を 押す 
と , 編集 お よび コマ ンド 入力 待ち 状態 に 戻れ ます . 
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S コ マン ド に よっ て フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 書き 込ま れ た ファ イ 
ル は , BASIC プ ログ ラム の 形 で 内 容 を 見 れ ま す が , BASIC の 
EDIT コマ ンド , RENUM コマ ンド な ど で フ ァイル の 内 容 や 行 番 

を 変更 する と , エコ マン ド で は 読み 込め な く な る 場合 が あり ます . 

ESSPER 
① ョ マン ドス 入力 待 ち 状態 で , L 人 2 と 押し ます . 

画面 に 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます . 





Inpgut Filg Nama 邊 








② 音色 の デー タ の ファ イル 名 を 入力 し , 人 3 を 押し ます . 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か らち 指定 され た ファ イル を 読み 込み ます . 
ファ イル 名 を 入力 する 際 に , ドラ イブ 番 ケ も 指定 で きま す . 
読み 込ん で いる 途中 な ど で エ ラー メッ セー ジ が 表示 され た 場 
合 は , いっ た ん 作 2 有 を 押し て , コマ ンド 入力 待ち 状態 に 戻っ 
て か ら , ファ イル 名 を 確認 する な ど し て , も う 1 度 正しい ファ 
イル 名 を 入力 し 直し て くだ さい . 

読み 込み が 終了 する と , 編集 お よび コ ュ マ ンド 入力 待ち 状態 に 
戻り ます . 

な お , 上 エコ マン ド で 読み 込ま れ た 音色 の デー タ の 音色 番号 は 
"ー1" と し て 設定 され ます . 

S コ マン ド (Save : 音色 デー タ を セー ブ す る ) 

S ュ マン ド は , 編集 し た 音色 の デー タ を 下 の よ うな BASIC 
プロ グラ ム の 形 で フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 書き 込む ュ マ ンド で す . 

10 DIM TEMP%(4.9) 


20 TEMP%(0,0) ニ 58 
30 TEMP%(0,1) 三 15 


510 TEMP%(49)=0 
520 CMD VOICE TEMP% 
S コ マン ド に よっ て フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 書き 込ま れ た ファ イ 
ル は , 上 コマ ンド に よっ て 読み 込め ます . 
また , S コ マン ド で 書き 込ま れ た 音色 の デー タ の ファ イル は 
BASIC プ ログ ラム と 同じ な の で , 通常 の プロ グラ ム と 同様 に 修 
正 で きま す が , 行 番号 や 配列 変数 名 な ど を 変更 する と コマ ンド 
で 読み 込め な く な る 場合 が ある の で , 注意 し て くだ さい . 
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また し コ マン ド と 同様 に , ファ イル 名 を 指定 する 際 に , ドラ 

イブ 番号 も 指定 で きま す . 

S コ マン ド で フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 書き 込む と き に エラ ー が 生 
じ る と , "DISK ERR!" と エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます . この 
よう な 場合 に は , 放 ⑦M を 押す こと に よっ て , 編集 お よび コマ ン 
ド 入 力 待ち 状態 に 戻り ます . 

S コ マン ド の 使い か た は , 次 の と お り で す . 
① ュ マ ンド 入力 待ち 状態 で , S 人 2 と 押し ます . 

画面 に 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます . 








Input Filg Nama 自 





② ファ イル 名 を 入力 し , 9 を 押し ます . 
指定 し た ファ イル 名 で , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 音色 の デー タ 
を 書き 込み ます . な お , ファ イル 名 を 指定 する 際 に , ドラ イブ 
番号 を 指定 で きま す . 
書き 込ん で いる と き に エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され た 場合 , 
人 を 地 し て くだ さい . 編集 お よび コマ ンド 入力 待ち 状態 に 
戻り ます . 
書き 込み が 終了 する と , 編集 お よび コマ ンド 入力 待ち 状態 に 
戻り ます . 
Q コ マン ド (Quit) ミュー ジック エディ タキ ッ ト を 終了 する 
Q コ マン ド は , ミュ ー ジ ッ ク エ ディ タキ ッ ト を 終了 する コマ ン 
ド で す . 
ミュ ー ジ ッ ク エ ディ タキ ッ ト を 終了 する と き は 必ず この コマ ン 
ド を 使っ て 終わ ちせ て くだ さい . 了 引 , 合 前 + 全 で ミュ ー 
ジッ クエ ディ タキ ッ ト を 中 断 す る と , 音色 の デー タ を 書き 込ん だ 
ファ イル が 壊れ る 場合 が あり ます . 
編集 し た 音色 の デー タ が 必要 な 場合 や , 編集 を 途中 で 終わ ら せ 
な く て は な ら な い 場 合 に は , Q コ マン ド を 実行 する 前 に , 必ず S 
コマ ンド で フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 人 書き 込ん で お いて くだ さい . 
せっ か く 作 っ た デー タ が 失わ れ て し まい ます . 
Q コ マン ド の 使い か た は 次 の と お り で す . 
① コマ ンド 入力 待ち 状態 で , Q 人 と 押し ます . 
ミュ ー ジ ッ ク エ ディ タキ ッ ト が 終了 し , BASIC の コマ ンド 
レベ ル に 戻り ます . 
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第 14 章 サウ ンド 機能 


コ . サウ ン ド 機 能 の Ns-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク に は , 次 の よう な 2 つの サン プル プロ グ 
サン ブル ラム が 入っ て いま す . 


1. リズ ム プ レー ヤ ( プ ログ ラメ 名 : r-play. j88 ) 
画面 に 30 種 類 の リズ ム が 表示 され て , 数 字 で 指定 する こと で , 指 
定 し た リズ ム の 音 を 刻む プロ グラ ム 
2. サン プリ ング プレ ー ヤ (プロ グラ ム 名 : stone . j88) 
スー パー キー ボー ドン シス テム の よう に キー ボー ド を 鍵盤 に みた て 
て , 鍵盤 に 対応 する キー を 押す と , あら か じ め サ ンプ リン グ し た 音 
に 音階 を 付け て 演奏 する プロ グラ ム 
(1) リズ ム プ レー ヤ 
リズ ム プ レー ヤ を 使う と き は , Ns-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク に 入っ 
て いる プロ グラ ム フ ァ イル を 読み 込ん で 実行 し ます . 
ゃ リズ ム プ レー ヤ を 使う 
① Ns-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク を ドラ イブ 1 に セッ ト し て , キー 
ボー ド か ら RUN "r-play . 188" WM と 入力 し ます . 
下 の よ うな 画面 が 表示 され , "エン ソウ ンタ イ リズ ム ノ フ ベン 
ゴウ ッ (99 : END) ? "と メッ セー ジ が 表示 され ます . 


Rhgthm Plager Sgstem Mer 1.g 
0477 
4 うー ド 1 
22H-【 
さ ー ト k| 
16E*- ト 2 
8 同 別 


PE 7 リー 
9 胞 2 ) が 1 が 9 肝 1 
が Ln 1 3) Un 2 
3 お ) 9 


P プ が 1 
LIM 29) ii 本 
92974 りく 9(99:END)2 邊 


CS 


は 
4 
? 
了 
13 
16 
19 
22 
25 
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② リズ ム の 名 前 の 最初 の 数 字 を 入力 し , 人 を 押し ます . 

利 定 し た リズ ム が 緑色 に 変わ り , リズ ム の パタ ー ン が 画面 下部 
に 表示 され ます . 

リズ ム パ ター ン の 表示 が 終わ る と , 自動 的 に リズ ム を 刻み 始め 
ます . 演奏 が 終了 する と , ① の 画面 に 戻り ます . 

② の 手順 で , リズ ム の 番号 を 入力 し な いと , 1 番 の リズ ム ( 番 
号 を 指定 し た 後 な ら ば , その 番号 の 次 の リズ ム か ら ) か らち 順に 演 
奏し ます . 

終了 する 場合 は , ② の 手順 で 上 引 公則 を 入力 し, 人 を 押す 
と , この プロ グラ ム が 終了 し ます . 
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(2) サン プリ ング プレ ー ヤ 

サン プリ ング プレ ー ヤ を 使う と き は , Ns-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク 
(に 入っ て いる プロ グラ ム フ ァ イル を 読み 込ん で 実行 し ます . 

な お , サン プリ ング プレ ー ヤ は , 拡張 モー ド 2 の 拡張 命令 を 追加 し 
な く て $ も 実行 で きま す . 

@ サン プリ ング プレ ー ヤ を 使う 

① カセ ッ ト デ ッ キ な ど を 本 機 と 接続 し ます . 

② Na-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク を ドラ イブ 1 に セッ ト し て , キー 

ボー ド か ら RUN "stone.j88" WM と 入力 し ます . 
ト の よう な 画面 が 表示 され ます . 


IREG| D.8. PLAYER 肌 カ 稚 =0 











③ カセ ッ ト デ ッ キ な どの 再生 (PLAY) ボ タン を 押し て か ら , 


人 9 を 押し ます . 


ピッ ピッ ピッ と いう 音 の あと 約 1 秒間 録 埋 され ます . 


④ 録音 が 終了 し た ら , [ESCI を 押し ます . 
画面 上 部 に ある 赤地 に 黒文字 で 「REC」 と 表示 (この 状態 を 


デ 


「REC モ ー ド 」 と いい ます ) さ れ て いた の が , 緑地 に 黒文字 で 
「PLAY」 に 変わ り ま す ( こ の 状態 を 「PLAY モー ド 」 と いい ます ). 


デマ 


⑤ 画面 の 鍵盤 に 対応 する キー を 押す と , 録音 し た 音色 に 音階 が 付 


IT 


けら れ て , 音 が で ます . 

他 の 音 で 演奏 し た い 場 合 は , も う 一 度 人 ESCM を 押し て , REC 
モー ド に 戻り , ベッ ファ 番号 (eg > 人 を 入力 し , ③ の 手順 か 
ら 再 度 実 行 し て くだ さい . ベッ ファ 番号 0 て 9 に それ ぞ れ 別 の 音 
を 録音 で きま す . 


終了 する 場合 は , 1 條 中 を 押し て くだ さい . 画面 の 表示 が 消え 


て BASIC の コマ ンド レベ ル に 戻り ます . 
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スー バー シン セ サ イ ザ IC 
の 構造 








ここ で は , CMD VOICE REG 文 を 使っ て , スー パー シン セ サ イ ザ IC の レジ スタ を 操作 する 方 の た め 
に , 本 機 に 搭載 され た スー パー シン セ サ イ ザ IC(YM2608) の 構造 に つい て 説明 し ます . 

この 章 で これ まで 説明 し て きた 手法 で サウ ンド 機能 を 使う 方 は , と くに 読ま な く て も 構い ませ ん . 次 
の 第 15 章 「 入 出力 装置 の 管理 (ファ イル ディ スク リプ タ )」 に 読み 進ん で くだ さい . 



































ブロ ッ ク 図 I/O A0-7 I/O B0-7 AGND ANALOG OUT 
e: - 〇 Oー 一 一 〇 一 
1 1 | 1 
RHY | 1 
ROM 
ーー g 
上 丁 議 1 1 
Ro ひ | | ー 〇 Avcc 
AO 一 に っ 
AO0 〇 ー~| BUS 一 OP O 
RD 〇 ー- PG ACC 
CONT Re 1 | e トト 当 se に AGND 
WR ⑦ー- 
CS 〇 ーー- 1 隊 
と 。 DA 
me-| | テー eee 
REG | | ーO 〇 AD 
Do-D7 〇 Oー- 
本 交 も も 。 下 も も に まま も まだ 








も ap PO 0 に ボウ ーー で うー バリ ーー で (この ーー) 
GND VCC の ゅ @M eS SH1 SH2 DMO DTO A8 ROM MD WE CAS RAS 
-DM7 CS EN 
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_1. ルツ 22(HEG) の ァ ド し 20 


(1) アド レス の 割り 当て 

YM2608 の レジ スタ に は , 下 に 示す よう な 種 
類 の レジ スタ が あり , 各部 の レジ スタ の エリ ア 
は , 下図 で 示す よう に , 00H か ら B6H ま で 割り 
当て られ て いま す . 

CMD VOICE REG 文 で は , 3 桁 の 数 字 で ア 
ドレ ス を 指定 し ます . レジ スタ の アド レス 番号 
は BASIC が 便宜 的 に 割り 当て た 番号 で , 
YM2608 の 実際 の レジ スタ の アド レス 番号 と は 

異な り ま す . 最初 の 桁 が "0" の と き に は , 下 の 


オ 
ADPCM 部 


未 使用 





000H 100H 


SSG 音源 部 







00FH 10FH 
リズ ム 部 

01FH 
FM 音源 部 
(共通 部 ) 

02FH 






FM 音源 部 
(ch1 一 ch.3) 


FM 音源 部 
(ch.4 ch.6) 





左 図 の よう な アド レス の 割り 当て と な り , "1" 
の と き に は , 右 図 の よう に な り ま す . 最初 の 桁 
の 0 や 1 は 実際 の サブ アド レス で は な く , サブ 
アド レス を 出力 する ポー ト ア ドレ ス の 違い を 示 
し て いま す . 

な お , 全 レ ジス タ と る 初期 設定 (イニ シャ ル 
クリ ア :1IC 端 子 ="07) の と き に , オー ル 0 に 
され ます . 

ここ で いら アド レス と は , スー パー シン セ サ 
イザ 1IC 内 で 各 レ ジス タ 人 割り ふみ られ た サブ ア 
ドレ ス で , CMD VOICE REG 文 の 第 1 ペラ 
メー タ で 指定 し ます . 


(2) アド レス マッ プ 


YM2608 の レジ スタ に は , リー ド / ラ イト で 
きる レジ スタ , ライ ト の み の レ ジス タ , リー ド 
の み の レ ジス タ の 3 つが あり ます . 

各 レ ジス タ の 意味 は , 次 の 図 の と お り で す . 


① リー ド / ラ イト 可能 な レジ スタ 



































0B6H 1B6H ウラ 
・SSG 音 源 部 
ADDRESS 意 味 
MSB LSB 
000H Fine Tune 
Channel A Tone Period 
001H Coarse Tune 
002H Fine Tune 
Channel B Tone Period 
003H Coarse Tune 
004H Fine Tune 
Channel C Tone Period 
005H Coarse Tune 
006H Period Control Noise Period 





007H /Noise 


/Tone /ENABLE 





008H Mode 


Level Channel A Amplitude 





009H Mode 


Level Channel B Amplitude 








00AH Mode 


Level Channel C Amplitude 





00BH Fine Tune 





00CH Coarse Tune 


Envelop Period 





00DH C | ATT | ALT | HLD 


Envelop Shape Cycle 





00EH I/O Port A 





00FH IO Por B 
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レ /O port Data 





② ライ ト の み の レ ジス タ 
* リ ズム 部 


ADDRESS 
MSB 
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意 味 





Dump/Rhythm Key ON 





Rhythm Total Level 








Instrument Level 






LSI の Test Data 








バス ドラ ム の Output Channel/ 
Instrument Level 





019H Instrument Level 









スネ アド ラム の Output Channel/ 
Instrument Level 





01AH Instrument Level 








シン バル の Output Channel/ 
Instrument Level 









01BH Instrument Level 





ハイ ハッ ト の Output Channel/ 
Instrument Level 









01CH Instrument Level 





タム の Output Channel/ 
Instrument Level 












01DH Instrument Level 





01EH-01FH は 未 使 用 


・FM 音 源 部 
FM 音源 部 の アド レス は , ch.1 て ch.6 共 通 
部 を 020H て 02FH に , ch.1 て ch.3 と ch.4 て 
ch6 を それ ぞ れ 030H0B6H と 130H て 





リム ショ ッ ト の Output Channel/ 
Instrument Level 





1B6H に 割り 当て て いま す ( レ ジス タ の 意 
味 は 同じ で す ). 

な お , アド レス 020H, 120H て 12FH は 未 使 
用 で す . 



































ADDRESS 意味 
MSB LSB 
021H LSI の Test Data 
LFO の ON/OFF と 
022H FREQ. CONT FREQ. Control 
024H TIMER-A の 上 位 8 ビ ピット 
025H TIMER-A TIMER-A の 下位 2 ビット 
026H TIMER-B TIMER-B の Data 
RESET ENABLE TIMER-A/B の Control 
0 MDE | B  A | B ch.3 の Mode 
Key ON/OFF 
028H SLOT 間 定 CH は DO0, D1. D2 て 指定 
= 
029H| scH 1 IRQ ENABLE IRQ イネ ー ブ プル, SCH 
02DH プリ スケ ー ラ を セッ ト 








02EH 











1/3, 1/6 分 周 の 選択 











02FH 





分 周 器 を 1/72 に セッ ト 





291 





















































030H(130H) Detune/Multiple 

(33H/133H, 37H/137H, 
03EH(13EH) 3BH/13BH は 未 使用 ) 
040H(140H) Total Level 

(43H/143H, 47H/147H, 
04EH(14EH) 4BH/14BH は 未 使用 ) 
050H(150H) Attack Rate/Key Scale 

(53H/153H, 57H/157H, 
05EH(15EH) 5BH/15BH は 未 使用 ) 
060H(16EH) Decay Rate/AMON 

(63H/163H, 67H/167H, 
06EH(16EH) 6BH/16BH は 未 使用 ) 
070H(170H) Sustain Rate 

(73H/173H, 77H/177H, 
07EH(17EH) 7BH/17BH は 未 使用 ) 
080H(180H) Sustain Level/Rerease 

Hate(83H/183H, 87H/ 
08EH(18EH) 187H, 8BH/18BH は 未 使用 ) 
090H(190H) SSG Type Envelop Control 

(93H/193H, 97H/197H, 
09EH(19EH) 9BH/19BH は 未 使用 ) 
0AOH(1A0H) 
0A1H(1A1H) 
0A2H(1A2H) 

- LOCK 
0A4H(1A4H) F-Numbers/B 
0A5H(1A5H) 
0A6H(1A6H) 
0A8H(1A8H) 
0A9H(1A9H) F-Num 1 (ch.3) 
0AAH(1AAH) ch.3-3SLOT, 
0ACH(1ACH) F-Numbers/BLOCK 
0ADH(1ADH) BLOCK (ch.3) F-Num 2 (ch.3) 
0AEH(1AEH) 
0BOH(1BO0H) 
0B1H(1B1H) CONNECT Self-Feedback/Connection 
0B2H(1B2H) 
0B4H(1B4H) 
0B5H(1B5H) PMS/AMS/LR 
0B6H(1B6H) 
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・ ADPCM 部 


ADDRESS 
MSB 






100H | START 
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LSB 


RESET | CONTROL 1 





101H 


RAM 


AMplE DA/AD TYPE 


| ROM 


CONTROL 2 





102H 


START ADR(L) 


START ADDRESS の 下位 8 ビット 





103H 


START ADR(H) 


START ADDRESS の 上 位 8 ビ ピット 





104H 


STOP ADR(L) 


STOP ADDRESS の 下位 8 ビッ ト 





105H 


STOP ADR(H) 


STOP ADDRESS の 上 位 8 ビ ピット 





106H 


PRESCAL(L) 


PRESCALE の 下位 8 ビッ ト 








107H 


四 PRESCAL(H) 


PRESCALE の 上 位 3 ビット 





108H 


ADPCM DATA 


ADPCM の バッ ファ レジ スタ 





109H 


DELTA-N(L) 


DELTA-N の 下位 8 ビッ ト 





10AH 


DELTA -N(H) 


DELTA-N の 上 位 8 ビ ピット 





10BH 


EG CTRL 


Envelop Control 





10CH 


LIMIT ADR(L) 


Limit Address の 下位 B ビ ピッ ト 





10DH 


LIMIT ADR(H) 


Limit Address の 上 位 B ビ ッ ト 





10EH 


DAC DATA 


DA 変換 時 の デー タレ ジス タ 





10FH 





(PCM DATA) 


PCM-Data の 格納 レジ スタ (Read) 





110H 


③ リー ド の み の レ ジス タ 


ADDRESS 
MSB 


FLAG CONTROL 





各種 フラ ク の 制御 


意 味 
LSB 





Status 0(A1="0" の と 
FLA 
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己 . 各 レ ジス タ の 機能 





(1) SSG 音 源 部 
SSG 音源 部 は , DAC を 内 蔵 し た 音源 で あ 
り , その レジ スタ アレ ー に デー タ を 書き 込む だ 
け で 楽 音 を 発生 し ます . SSG 内 部 の レジ スタ 
は FM 音源 部 と 異な り , READ/WRITE が 可能 
で す . 以下 , 各 レ ジス タ ご と に その 機能 を 説明 
し て いき ます . 
① トー ンジ ェ ネ レー タコ ン 

ADDRESS [000H て 005H] 

SSG 部 も FM 音源 部 と 同様 に , 3 チャ ネル 
の 楽 音 を 発生 する こと が で きま す . この 3 
チャ ネル の 楽 音 の 周 渡 数 を 設定 する の が この 
レジ スタ で す . 

楽 音 周波 数 は 12 ビ ッ ト で 構成 され る た め 
1 ME の 2 の NPG の 
し , その ビッ ト の 対応 は 下記 の と お り で す . 
また , 発信 周波 数 は 式 で 求め られ ます . な 
お , 出力 波形 は 1 : 1 の 短 形 波 で す . 
ftone 三 fm/(8※nTp) 

nー 1.2,4 
fm : 入力 クロ ッ ク 周 波数 

n : プ リス ケー ラコ ント ロー ル で 定め らち 

れる 定数 

Tp : 発信 周波 数 設定 値 


トロ ー ル : 


② ノイ ズ ジ ェ ネ レー タコ ン 

ADDRESS[006H] 

ノイ ズ 源 は 系 列 長 の 疑似 ラン ダム ノイ ズ 
ce 

この 系 列 の 発生 を コン トロ ー ル する の が こ 
の レジ スタ の 働き で す . 

系 列 発生 周期 (メイズ 周 波数 ) は レジ スタ の 
下位 5 ビット で 決め られ , 次 式 で 求め る こと 
が で きま す . 

fN 三 fM/(8 ネ n 氷 Np) 

n 三 1, 2, 4 

fM : 入力 クロ ッ ク 周 波数 

nm : プ リス ケー ラコ ント ロー ル 設 定 値 

Np : ノイ ズ 周 小数 設定 値 

この 分 周 に お いて Np=0 と Np=1 は 同一 
値 と な り ま す . 


トロ ー ル : 


D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 


cl 


Nps Npz Npi Npo 


アド レス チャ ネル アド レス 
[001H] [000H] 
[003H] [002H] 
[oo5H] [004H] 






Tpii Tpio Tpe TDa 
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Tpe Tps Tp Tps Tpz Tpi Tpo 


この 分 周 に お いて Tp= テ 0 と Tp=1 は 同一 値 と 
な り ま す . 


③ ミキ サ |I/O コ ント ロー ル : ADDRESS[007H] 

この レジ スタ は 3 つの ノイ ズ / ト ー ン ミキ 
サ と 2 つの 油 用 I/O ポ ボート の コン トロ ー ル を 
し ます 。 

ミキ サ は 3 チャ ネル ど と に , ノイ ズ と トー 
ン と も 出力 する の か , いずれ か 一 方 だ け を 
出力 する の か , ある い は 両方 と も 出力 し な い 
の か を D0 て D5 で 制御 し ます (デー タ " 0 "で 
発音 し ます ). 

また , 2 つの IL/O ポ ー ト の 入出 力 制御 は 
D6 と D7 で な され ます (デー タ " 0 "で INPUT 
で す ) . 


D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 


INPUT NOISE TONE 
ENABLE ENABLE ENABLE 
B A C B A C B A 


④ 振幅 コン トロ ー ル :ADDRESS[008H て 00AH] 

A, B, C3 つ の チャ ネル に 対応 する 
D/A ュ コンバー タ の 振幅 は , と の レジ スタ に 
よっ て 決め られ ます . レジ スタ の D4 が 振幅 
の モー ド を 決め る デー タ と な っ て お り , "0" 
の と き 固 定 振幅 モー ド と な り , 残り の 4 ビッ 
ト で 決め られ る 値 を と り ま す . また " 1 "の 場 
合 は 可変 振幅 モー ド と な り , 後述 する エン ベ 
ロー プ コ ント ロー ル の 出力 で 決ま る 振幅 と な 
り ま す . な お , D/A ュ ン バ ベー タ は , 入力 5 
ビッ ト の 能力 を 持っ て お り , 固定 振幅 モー ド 
時 の 4 ビッ ト の 振幅 デー タ は , D/A ュ ン ベー 
タ の 入力 上 位 4 ビッ ト に 対応 し ます . 
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⑤ エン ベロ ー プ ジェ ネ レ ー タ コン トロ ー ル : 


ADDRESS [00BH- て 00DH] 

変化 の ある エン ベロ ー プ を 発生 する た め 
に , アド レス 0BH と 0CH で 定め られ る エン 
ベロ ー プ 周波 数 の 制御 と , アド レス 0DH の ェ 
ン ベ ロ ー プ の 形状 の 制御 の 2 つの アド レス で 
コン トロ ー ル し ます . 

まず , エン ベロ ー プ 周波 数 に つい て 説明 し 
ます . 指定 され た アド レス の 2 バイ ト 16 ビ ッ 
ト の デー タ で 入力 周波 数 を 分 周 す る こと に よ 
り , エン ベロ ー プ 周波 数 は 求め られ ます . そ 
れ は 次 式 で 与え を られ ます . 

fE 三 fM/(128※n 玉 Ep) 

n 1.2,4 

Ep 三 256 氷 CT 十 FT 

fM : 入力 クロ ッ ク 周 波数 


n : プ リス ケー ラコ ント ロー ル 設 定 値 

CT : 00CH で 与 えら れる エン ベロ ー プ 膨 
期 設 定 値 

FT : 00BH で 与え られ る エン ベロ ー プ 膨 
期 設定 値 


この エン ベロ ー プ を 作る カウ ンタ の 上 位 5 
ビッ ト が D/A ュ ン バ ベー タ へ 送ら れ , 振幅 
デー タ と な り ま す . 


D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 
12 


we [Em Trslmeles lelm lre| 


D7 D6 D5 B4 D3 D2 D1 DO 


ww [elseleslexlesleslsrlew] 


MSB 


CCieCisCi4CisCisCnCio [Fr7 Fie Fis Fi4 Fis Fiz Fn Fio 


LSB 





00CH 





00BH ー テ 
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次 に エン ベロ ー プ の 形状 に つい て 説明 し ま 表 1 SSG 部 の エン ベロ ー プ 波形 
す . 先 に 述べ た よう に , エン ベロ ー プ は エン 
べ ベロ ー プ カウ ンタ の 上 位 5 ビ ッ ト で 決ま り 
ます . 

し た が っ て , ここ で 制御 する の は , この 上 
位 5 ビ ッ ト の カウ ント の 方 法 と いう こと に な 
り ま す . 

アド レス 00DH の 下位 4 ビット が これ を 決 
定 し ます . 

アド レス 00DH の 各 ビ ッ ト の 機能 は 次 の よ 
うに 定義 さき され, それ ら の 組み 合わ せ に より , 
表 1 で 与え られ る エン ベロ ー プ の 形状 が 得 ら 
KA 


エン バロー ノル は 


























D7 D6 D5 D3 D2 D1 DO 


C ・" 1" に セッ ト さ れ だ た と き は HLD の 
デー タ で 定め られ る 状態 に な り , X: Dont care 
"0 "の 場合 は テン ベロ ー プ ジェ ネ 
レー タ は ] サイ クル 経過 後 す べ て 1000 デ ー タ の 詳細 
"0" に リセ ッ ト さ れ ま す . 

ATT :" 1" に セッ ト さ れ だ とき は エン ベベ 
ロー プ ジ ェ ネ レ ー タ は すべ て " 0 "か 
ら す べ て "1 "へ カウ ント アッ プ し 
"0 "で あれ ば すべ て " 1 "か ら す べ て 
"0 "へ カウ ント ダウ ン し ます . 

ALT :"1" に セッ ト さ れ だ た と き は , 各 サ イ 
クル ご ど ご と に エン ベロ ー プ カウ ント の 
方 向 を 逆転 し ます . 

HLD :"1" の と き は , エン ベロ ー プ カウ ン 
タ を 1 サイ クル カウ ント し た 後 , カ 
ウゥ ンタ の 最終 値 れ を ホー ルド し ます . 
た だ し , ALT も" 1 "の と ぎ き , 直前 の 
サイ クル の 初期 カウ ント 値 に リセ ッ 
ト さ れ ま す . 
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(2) FM 音源 部 
FM 音源 部 は , FM 音源 を コン トロ ー ル する 
デー タ の レジ スタ (REGC), フェ イズ ジェ ネ 
レー タ (PG), エン ベロ ー プ ジェ ネ レ ー タ 
(EG), FM の 演算 を 行う オペ レー タ (OP) お よ 
び 各 スロ ッ ト の 科 を 求め る アキ ュ ム レー タ 
(ACC) か ら 成 り 立 っ て いま す . 
各 レ ジス タ の 機能 は 次 の と お り で す . 
① TEST : ADDRESS[021H] 
この アド レス は , スー パン ン セ サイ ザ IC 
を テス ト す る た め に 設け られ た の で あり , 常 
に "0" レ ベル に し て お か な けれ ば な り ま せ 
ん . 
② LFO FREQ : ADDRESS[022H] 
この アド レス は , LFO の ON ,OFF お よび 
周 小数 を 定め ます . 
D2 て DO0 の 3 ビッ ト で LFO の 周波 数 を 下 
の 表 2 の よう に 8 種類 に 設定 し ます . 
D3 が " 1" の と き , LEFO が ON と な り ま す . 


D2-D0 0 ト 和 | 2 3 4 5 6 7 
周波 数 (Hz ) 398 | 556 | oz 6.37 | 6.88 | 9.63 | 48.1 | 72.2 


表 2 LFO の 周波 数 と レジ スタ の 関係 













D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 


Fl 


③ TIMER 

タイ マ は 2 個 持 っ て お り , 1 つ は 10 ビ ッ ト 

プリ セッ タブ ル タ イ マ (TIMER-A) で , も 5 

ー つ は 8 ビッ ト プ リ セッ タブ ル タ イ マ 

(TIMER-B) で す . 各 タ イマ は 始動 ・ 停 止 お 

よび フラ グ の 制御 が 可能 で す . 

・TIMER-A : ADDRESS[024H], [025H] 
タイ マ A は , アド レス 024H と 025H の 10 
ビッ ト か ら な り , この 10 ビ ッ ト の 値 を プリ 
セッ ト 値 と し て , カウ ンタ が オー バー フ 
ロー を 生じ た と き に タイ マ A の フラ グ を 立 
て , 同時 に プリ セッ ト 値 を ロー ド し ます . 
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タイ マ A は , 通常 の タイ マ 機 能 以外 に 
CSM の コン トロ ー ル と し て も 働き ます . 
この 場合 は , オー バー フロ ー が 生じ た と き 
の み チ ャ ネル 3 の 各 ス ロッ ト を ON に し 
て , チャ ネル 3 の 全 ス ロッ ト の 音 を 出し ま 
す . これ より , 複合 正弦 波 合成 に よる 音声 
合成 が 可能 に な り ま す . 


D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 


2 TIMER-A の デー タ ( 上 位 8 ビ ッ ト ) 


TIMER-A の デー タ 


(下位 2 ビッ ト ) 


プリ | D7 De D5 D4 D3 D2 Di DO |pr po| 
セ 
デ 025H 一 と | 








ト 
ー タ |= ー024H 人 


・ TIMER-B : ADDRESS[026H] 

タイ マ B は 8 ビッ ト の プリ セッ タブ ル タ イ 
マ で あり , タイ マ と 同様 に カウ ンタ の オー 
バー フロ ー 時 に フラ グ を 立て ます . 

D7 De D5 D4 D3 D2 D1 DO 


TIMER-B の デー タ 


926HI P7 。 Pe  P5  P4  P3  P2 Pi Po 


・ タ イマ コン トー ル お よび チャ ネル 3 の モー 
ド 設定 : ADDRESS[027H] 
アド レス 027H で は , タイ マ A, タイ マ の 
始動 , 使 止 , フ ラグ の 人 制御 を DO て D5 の 
ビッ ト で 行い ます . 
また , D6,.D7 ビ ッ ト で チャ ネル 3 の モー ド 
を 決め ます . 


D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 


027H| ch-3 の モー ド TIMER Control 
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各 ビ ッ ト の 意味 


D6,D7 : 


DO0 


D1 : 


D2 : 


D3 : 


D4 : 


D5 : 


・ タ イマ A の 始動 ・ 停 止 の 制御 を し 


ます . この ビッ ト に "1 "が 立っ た 
と き に , その 立ち 上 が り で , タイ 
マ A の プリ セッ ト 値 を ロー ド し て 
タイ マ A を 動か し ます , そし て , 
この ビッ ト が "0 "に な る と タイ マ 
A は 停止 し ます . 

タイ マ B の 始動 , 停止 の 制御 を し 
ます . この ビッ ト で , 働き は タイ 
マ B に 対し て D0 と 同様 な こと を 
行い ます . 

この ビッ ト " 1 "が 立つ と タイ マ A 
の オー バー フロ ー を 受け て , A フ 
ラグ に " 1 "を 立て ます . " 0 "の と 
き は オー バフ ロー は 受け 付け ま 
せん . 

この ビッ ト は タイ マ B た 対し て 
D2 と 同一 の 働き を し ます . 

この ビッ ト に "1 "が 立つ と , フラ 
グ を リセ ッ ト し ます . た だ し , こ 
の ビッ ト の "1 "は 保持 され ませ 
ん . A フ ラグ を リセ ッ ト す る と , 
クリ ア さ れ ま す . 

B フ ラグ を リセ ッ ト し ます . リ 
セッ ト デ ー タ は 保持 され ませ ん . 
この 2 ビッ ト は 上 記 の D0 て D5 と 
は 違っ た 意味 を 持っ て お り , チャ 
ネル 3 の モー ド を 設定 し ます 
( 表 3). 

表 3 D7, D6 の 意味 


NUM 
チャ ネル 3 は 通常 の 発音 モー ド で す . 
F-Number は A2H, A6H で 指定 し ます . 





効果 音 モ 


ー ド 


チャ ネル 3 の F-Number は 各 ス ロッ ト 
ご と に 指定 で きま す . 
A9H と ADH, 


1 スロ ッ ト は 
2 スロ ッ ト は AAH と 
AEH, 3 スロ ッ ト は A8H と ACH を 使 
いま す . 
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チャ ネル 3 の F-Number は 効果 音 モ ー 
ド と 同じ で す が , モー ド は CSM の 音 
声 合 成 モ ー ド と な り , チャ ネル 3 の 
Key-on/off は タイ マ A て 制御 され ます . 








④ Key-on/off : ADDRESS [028H] 

この レジ スタ に よっ て , FM12 ス ロッ ト の 
Key-on/off が コン トロ ー ル され ます . 

レジ スタ の 下位 2 ビッ ト で チャ ネル を 指定 
し , 上 位 4 ビット で 各 チ ャ ネル の スロ ッ ト を 
指定 し ます . 

指定 し た チャ ネル スロ ッ ト が " 1 "の と き に 
Key-on, "0" の と き に Key-off と な り ま す . 


D3 D2 D1 DO 


D7 De D5 D4 
028H SLOT 2 Key-on/off 


スロ ッ ト の 割り 当て 


第 1 スロ ッ ト の ON/OFF 








関本 





チャ ネル 1 の 全 
スロ ッ ト を ON 





チャ ネル 2 の 全 
スロ ッ ト を OFF 





チャ ネル 3 の 1.2 
スロ ッ ト の み ON 





* は DON'T CARE 


⑤ IRQ イネ ー ブ ル , SCH : ADDRESS[029H] 
D0 て D4 の 初期 値 は " 1", すなわち 割り 込 
み 許 可 と な り , D7 の 初期 値 は "0 "と な り ま す . 


D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 


EN | EN | EN| EN | EN 


EN TA "1 "の と き , FLAG A が 
"1" に な る と , IRQ を "0 "に 
し ます . 

EN TB ・" 1 "の と き , FLAG B が 


"1 "に な る と , IRQT0 "に し 
ます . 


EN EOS : "1" の と き , EOS が " 1 "に な 

る と , IRQ" 0 "に し ます . 

EN BRDY :" 1" の と き , BRDY が "1 "に 
な る と , IRQ を "0 "に し 
ます . 

EN ZERO : "1 "の と き , ZERO が " 1 "に 
な る と , IRQ を "0 "に し 
ます . 

SCH ・" 1" の と き , チャ ネル 4, 5, 
6 の 選択 を 可能 に し ます . 


⑥ プリ スケ ー ラ 機能 : ADDRESS[02DH]・ 
[02EH]・[02FH] 
ここ で は , FM, SSG 各 音 源 の 周波 数 を コ 
ント ロー ル し ます . 
この 3 つの アド レス に 関し て は デー タビ ッ 
ト で は な く , アド レス を 指定 する だ け で す . 
分 周波 と アド レス の 関係 は 表 4 の よう に な り 
ます . た だ し , FM 音源 の 出力 は この 周波 数 
の 倍 で 出力 され ます . 
この プリ スケ ー ラ の 注意 点 と し て , 初期 設 
定時 は , FM 音源 に 対し て は 1/6 の 分 周 数 に 
設定 され て いま す . 


表 4 入力 クタ ロック と 内 部 クロ ッ ク の 関係 


源 の | SSG 音 源 の OS 
| 7 委 | 貼 泊 数 


Te | 
1/3 1/2 2.1 MHz 


(A は その アド レス を 入力 し , 一 は 入力 し な いこ と を 意味 
し ます .) 








⑦ Detune / Multiple : 

03EH], [130H て 13EH] 

Multiple は F-Number と Detune で 得 ら れ 

る 位相 情報 に 対し て , 表 5 で 表 さ れる よう な 

倍率 の 情報 で あり , Detune は F-Number に わ 
ず か の 周波 数 ベレ を 与え る 情報 で す . 


ADDRESS [030H- て > 
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D7  D6 D5 PD4 D3 D2 Di Do 
030H 一 03EH 
〔130H13EH〕 | ン Detune Multiple 
表 5 


5 6 7 8 9 A B CDEF 








9 8 7 8 9 13101.1213.14 5 





Detune/Multiple より SSG-EG ま で の 7 種 
類 の FM 制御 情報 は , 各 ス ロッ ト ご と に 決め 
られ ます . 

各 ア ドレ ス と スロ ッ ト チ ャ ネル の 対応 は , 
表 6 の と お り で す . 表 6 か ら も わか る よう 
(に, チャ ネル と アド レス の 下位 2 ビット が 対 
応 し て , アド レス の 下位 2 ビッ ト が "11" に な 
る こと は あり ませ ん . また だ た, 2 スロ ッ ト と 3 
スロ ッ ト の 順序 が 逆 に な っ て いま す . 


表 6 アド レス と チャ ネル , スロ ッ ト の 関係 


*OH 











て ここ  t ト つ OO 王 の の (CC 一 


(* は 3 か ら 9 ま で の 値 ) 





また , F-Number/Block と Self-Feedback/ 
Connection の デー タ は チャ ネル ご ど と に 決め 
られ る も の で あり , その デー タ は , 対応 する 
4 スロ ッ ト に 共通 で す . アド レス と チャ ネル 
の 関係 は 表 7 の と お り で す . 


表 7 アド レス と チャ ネル の 関係 














299 


Total Level 
[日 40H て 14EH] 


・ ADDRESS [040H- て 04EH], 


トー タル レベ ル と は , エン ベロ ー プ ジェ ネ 
レー タ の 出力 に 対し て , 減衰 量 を 加算 し 変調 
度 (音色 ) お よび 音量 の 制御 を する た め に 用 い 
られ ます . 減 長 量 は 最小 分 解 能 を 0.75dB と 
し て , 各 ビ ッ ト の 重み 付け は 表 8 の と お り で 
5 


D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 
0S 則 ン Total Level 
表 8 トー タル レベ ル で の 減衰 量 
デー タビ ッ ト |D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 
ーー 


滅亡 重 (dB) | 48 24 12 6 3 








1.5 0.75 





トー タル レベ ル に は , も う 1 つの 働き が あ 
り ま す . それ は , CSM の モー ド を 選択 し た 場 
合 で す . この と き ト ー タ ルレ ベル は 3 チャ ネ 
ル の 音 (CSM 合成 音 ) に 対し , エン ベロ ー プ 
の イニ シャ ルレ ベル と な り ま す . し た が っ 
て , エン ベロ ー プ の 途中 で トー タル レベ ル を 
変え て も , エン ベロ ー プ の 減 裏 量 は 変化 せ 
ず , 次 の Key-on 時 の レベ ル が 変わ り ま す . 


・ 通 常 の エン ベロ ー ブ プ 


0dB トー タル レベ ル 変 更 


/ 


・CSM モー ド の エン ベロ ー フ 
0dB トー タル レベ ル 変 更 


| 





96dB 
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⑨ Key Scale/Attack Rate : ADDRESS 
[050H- て 05EH], [150H--15EH] 


D7 De6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 


05oH-0sEH | 
(150H-15EH) | PV C8@ 


Attack Rate 





Key Scale は , エン ベロ ー プ の Rate を 音程 
に よっ て 変化 させ る た め に 設け られ て いま 
す . Key Scaling 後 の Rate は , 次 式 に よっ て 
表 さ れ ま す . 式 中 の R は 入力 し た Rate で あ 
り , Rks は Key Scalliing 量 で , この 値 は 表 9 
の と お り で す . 

Rate 三 2 ポ R 十 Rks 
(R テ 0 の と き ぎ き , Rate 三 0) 

Attack Rate は , 音 の 立ち 上 が り の 時 間 を 
設定 し ます . 

な お , エン ベロ ー プ 形状 は 本 人 節 2 項 の 「(1) 

SSG 音 源 部 ] の ⑤ の エン ベロ ー プ ジェ ネ 
レー タコ ント ロー ル を ご ど ご覧 くだ さい . 


表 9 Rate の Key Scale 


Key-Code 
5 7 8 9 














Key Code に つい て は 「(3) フェ イ ズ ジ エ ネネ 
レー タ (PG)」 の ① の F-Number/Block を 参 
照 . 


Decay Rate : 
[160H< て 16EH] 
Decay 時 の Rate, 振幅 変調 スロ ッ ト ご と 

の ON/OFF の 設定 を 行い ます . 


ADDRESS [060H--06EH], 


D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 


060H 一 06EH 


DR ・ Decay Rate の 設定 を 行い ます . 
AMON : 振幅 変調 スロ ッ ト ご と の ON/ 
OFF の 設定 を 行い ます . " 1" の 
と き , ON と な り ま す . 
⑪ Sustain Rate : ADDRESS[070H て 07EH1, 
[170H て 17EH] 
Sustain 時 の Rate を 与え ます . 


070H 一 07EH 
〔170H-17EH〕 


⑫) Sustain Level/Release Rate : ADDRESS 
[080H て 08EH], [180H て 18EH] 


D7 D6 D5 D4 


pas 。 p2 pi Do 
080H 一 08EH 
(180H-18EH〕 SL 


Sustain Level は Decay Rate と , Sustain 
Rate の 切り 替え 点 を 与え を ます . その 重み 付け 
は 表 10 で 表 さ れ , 値 は 減 杏 量 を し ます (た 
だ し , D4 て D7 が すべ て "1 "の 場合 は , 
93dB と な り ま す ). 


表 10 サス ティ ン レ ベル と 重み 付け 


D7 D6 D5 D4 





減衰 量 (dB) 24 12 6 3 





Release Rate は Key-off の と き の Rate を 与 
えま す . た だ し , Release Rate は LSB が " 1" 
に 固定 され て いる た め , 他 の Rate と 異な っ 
て 4 ビッ ト し か 入力 で きま せん . 
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⑬ SSG-Type Envelop Control : ADDRESS 
[090H-<09EH], [190H- て 19EH] 


D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 


(190H-19EH〕 


氷 Attack Rate は 1FH に 固定 され て いな け 
れ ば な り ま せん . 


SSG-Type Envelop と は , 前 述 の SSG 音源 
で 作ら れる エン ベロ ー プ と 同一 形状 を な える 
機能 で す . 

この 4 ビッ ト の デー タ 中 , D3 が この タイ 
プ の エン ベロ ー プ を と る か 償 か の スイ ッ チ と 
な っ て お り , 残り 3 ビッ ト が デコ ー ド され , 
次 ペー ジ の 形状 の エン ベロ ー プ を 発生 し ます . 

この エン ベロ ー プ が 使わ れ た 場合 の 注意 点 
は , Rate の 使い 方 が 通常 の 場合 と は 異な っ て 
いる こと で す . 

この モー ド で は , パラ メー タ は Decay, 
Sustain,Release の 各 Rate で す . 

この 中 で Release Rate は , Key-off 時 の み 
有効 で ある の は , 通常 モー ド と 変わ りあ り ま 
せん . し た が っ て , Key-on 中 に 音量 が 増加 し 
た り , 減少 し た りす る 場合 の 制御 は , Decay 
お よび Sustain の 2 つの Rate で な され ます 
(音量 の 増加 は 減少 の 場合 を 逆 に た どっ て い 
く 形 に な り ま す ). 

も う 1 つ 通常 モー ド と 異な る 点 は , 減衰 時 
間 の 違い で す . 通常 モー ド よ り 変 化 が 速く な 
り ま す . 

この エン ベロ ー プ は エン ベロ ー プ ジェ ネ 
レー タ 出 力 の 波形 で あり , 対数 出力 で す . 

スー パン シンセサイザ 1IC の 出力 で は , リ ニ = 
アァ に 変換 され ます の で 増減 の 傾き は 変化 し ま 
す . 
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SSG-Type EG を 使っ た と き の 注 意 点 と し 
て は , 次 の 2 つが あげ られ ます . 
・Attack Rate は , 通常 1FH に し な けれ ば 
な り ま せん が , 08H ,09H ,0BH な ど は 普 
通 の エン ベロ ー プ 時 の Rate で 変化 し ま 
す . その 他 の も の に つい て は 十分 な 制御 
は で きま せん . 
Sustain 


・ Decay Rate, Sustain Rate, 


Level は エン ベロ ー プ が アッ プ 時 , と ダ 
ウン 時 で は 異な り ま す . 





























UP : 
S-Rate 

Sus. Level 
D-Rate 

DOWN : 
D-Rate 

Sus. Level 
S-Rate 
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F-Number と Block デ ー タ : 
[0A0H--0A2H, 0A4H--0A6H], 
1A2H, 1A4H--1A6H] 
この アド レス で , F-Number と Block の 

デー タ が セッ ト さ れ ま す . デー タ を セッ ト す 
る 場合 の 注意 点 と し て は , まず 最初 に Block 
と F-Number の 上 位 3 ビット (F-Number2) 
を セッ ト し , 次 に F-Number の 下位 8 ビッ ト 
(F-Number1 ) を 入力 し ます . 

F-Number と Block の 内 部 の レジ スタ へ の 
ロー ディ ング は , F-Numberl が セッ ト さ れ 
た と きのみ 動作 し ます か ら , デー タ の 入力 の 
順序 が 異な り ま す と , Block と F-Number2 の 
デー タ は 違っ た デー タ と な り ま す . 


p7 pe ps  D4 ps  p2 pi po 
0A0H 一 0A2H 
(1A0H-1A2H】 Num'1 


p7 De ps  D4  D3  pD2 pi po 
0A4H 一 0A6H 
(1A4H 一 1A6H)〕 BLOCK 


音程 デー タ (@ ゅ , M=1.2 MHz) 


に 


F-Num 1 


MSB 
LSB 
ー |MSB 


〇 
〇 
(っ 
〇 
LSB 


は OL なせ 全 人 全う 


1 0 010 0 0 0 0 0 1 1 


6) 
に 1 
3 
※ 
ユ 


F-Number 


| Block 


トー 0A4H 一 OA6H 








0A0H 一 0A2H 


⑮ 3 チャ ネル の F-Number と Block : ADDRESS 
[0A8HC0AAH, 0ACH--0AEH], [1A8H- ン 
1AAH, 1ACH--1AEH] 


D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 


0A8H 一 OAAH 


(1AAH 一 1AAH]〕 F-Num 1(ch.3) 


[ 





D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 


AE に BLOCK(ch.3) 


F-Num 1(ch.3) 


と の アド レス で セッ ト さ れる F-Number と 
Block は , 効果 斉 モ キー ド や 音声 合成 モー ド で 
使わ れる デー タ で す . デー タ セ ッ ト の 方 法 は 


⑬⑭ の F-Number と Block デ ー タ で 述べ た 方 法 
と 同様 で , 先 に Block,F-Number2 の デー タ 
を , 次 に F-Numberl の デー タ を セッ ト し ます . 

ここ で セッ ト し た デー タ と スロ ッ ト の 関係 
は , 次 の よう に な り ま す . 

下 の ス ロッ ト と アド レス と の 関係 は , 効果 
音 モ キー ド と 音声 合成 モー ド の と き に 適用 され 
る の で あっ て , 通常 モー ド で は 全 ス ロッ ト と 
と も A2H と A6H の アド レス で 与え られ ます . 


番号 F-Number/BLOCK の アド レス 


0A9H, 0ADH [1A9H, 1ADH] 


0AAH, 0AEH [1AAH, 1AEH] 
0A8H, 0ACH [1A8H, 1ACH] 
0A2H, 0A6H [1A2H, 1A6H] 





Self-Feedback /Connection : ADDRESS 
[OBOH て 0B2H], [1B0H--1B2H] 
D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 


0B0H 一 0B2H 
| | mm | eowser 


Self-Feedback と いう の は , 各 チ ャ ネル の 
第 1 スロ ッ ト の 変調 度 を 決め る デー タ で す . 
つま り , 第 1 スロ ッ ト は 自分 自身 の 出力 を 変 
調 信号 と し て いる た め , その 変調 度合 を この 
デー タ で 制御 し ます . 変調 度 は , 表 11 に 示す 
と お り で す . 


表 11 変調 度 














Connection は 4 つの スロ ッ ト を どの よう 
に 変調 渡 と 被 変調 流 に 分 け , どう いう ぁ ふう に 
組み 合わ せる か を 指定 する デー タ で す . 

それ ら の 組み 合わ せ は 全部 で 8 つ あ り , そ 
の 構成 に つい て は ,『 リ ファ レン スマ ニュ ア 
ル 』 の 「 第 3 章 CMD VOICE」 の アル ゴリ ズ 
^ 表 を 参照 し て くだ さい 、. 
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⑰ PMS/AMS/LR : 
0B6H], [1B4H て 1B6H] 


ADDRESS [0B4H-> 


D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 


0B4H 一 0B6H | | 
R 64 PM: 
|1B4H 1BeH] 上 | AM3 ] 


こと の アド レス は , LFO の PMS ,AMS の 制 
御 と FM 音源 の 出力 チャ ネル の 制御 を 行い 
ます . 

各 ビ ッ ト の 意味 は 次 の と お り で す . 

PMS : 位相 変調 度 を 制御 し ます . 

AMS : 振幅 変調 度 を 制御 し ます . 

R  :FM 音 源 の 出力 を Rch. に 設定 し 


ます . 

L  :FM 音 源 の 出力 を Lch. に 設定 し 
ます . 

PMS は , 下 の 表 12 に 示す よう に 位相 変調 


度 を 制御 し ます . また , AMS は , 下 の 表 12 に 
示す よう に 振幅 変調 度 を 制御 し ます . 


表 12 PMS/AMS と 変調 度 の 関係 





変調 度 (セン ト ) 








変調 度 ( セ ント ) 


変調 度 (dB) | 1.4 














5.9 | 11.8 
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(3) フェ イズ ジェ ネ レ ー タ (PG) 次 に , Key Scale を 行う と き に 問題 と な る 


フェ イズ ジェ ネ レ ー タ は , 必要 な 周波 数 に 応 1 オク ター ブ 内 の 分 割 に つい て 少し 説明 し 
じ た 増 分 を 単位 時 間 (DAC サ イク ル ) ご ど ご と に ア ます . 
ムキ ュ レ ー ト し て 位相 値 を 得る 回 路 で す . この Key Scale は , 通常 1 オク ター ブ 内 を 4 分 
増分 は , レジ スタ か ら 送 られ て くる 周波 数 情報 割 (3 音 ず つの 組 ) し て 行う こと が 多く あり ま 
( Block/F-Number/Detune/Multiple ) か ら 作 ちら す が , F-Number を 用 いる と 一 定 の セン ト で 
れ ま す . 4 つ あ る 周波数 情報 の 中 で 柱 と な る の 分 割 す る こと は 困難 と な り ま す . そこ で , 
は , F-Number で あり , これ に より 1 オク ター スー パー シン シンセサイザ IC で は ,F-Number の 上 位 
ブ 中 の 音程 が 決定 され ます . そこ で , まず 4 ビッ ト を デー タ と し て 分 割 を 行っ て いま す . 
F-Number か ら 説明 し ます . た だ し , この 方 法 で は 入力 周波 数 に よっ て 
① F-Number/Block 分 割 が 異な り ま す . 

位相 の 増分 は 発音 し た い 周波 数 と , 入力 ク 1 オク ター ブ 内 の 周波 数 分 割 . 

ロッ ク 周 波数 (サン プリ ング 時 間 ) が 決ま る N4=F11 

と , すぐ に 求め る こと が で きま す . これ は 次 N3=F11 (F10 士 F9 土 F8) 士 F11 ポ F10※ ネ 
式 に な り ま す . F9 ポ F8 

人 へ P ニ ーfMus 玉 22/fSAM 以上 の 操作 で 得 た N4 ,NR3 の 2 ビット と オ 

fSAM=fM/(12※n) クタ ー ブ デ ー タ の 3 ビッ ト の 計 5 ビ ッ ト で 

n 三 2. 3.6 Key Scale を 行い ます . 





IMus : 発音 し た い 周 波数 


ISAM : サン プリ ング 周波 数 


B3 B2 B1 
し Block, Note を 分 離し た 重み 付け | D2 D1 DO|D1 DO 
fM ・ 入 力 ク ロッ ク 周 波数 1 
Block, Note を まとめ た 場合 の 重 D4 D3 pD2 Di DO0 
n ・ プ リン スケ ー ラ コン トロ ー ル で 得 み 付 け 


られ る 定数 


















② Detune/Multiple 
レジ スタ の 項 で も 説明 し た よう に , 
Detune は 与え られ た F-Number に 対し て 周 
波数 変位 を 与 える た め に , 周波 数 に 応じ た 定 
数 を 加算 ある い は 減算 し ます . 
また Multiple ,Detune の 操作 を 受け た 
F-Number に 指定 され た 倍率 を 乗 ずる 働き を 
し ます . 
③ アキ ュ ム レー タ (ACC) 
Detune お よび Multiple の 回 路 を 通っ た 
F-Number を 累積 加算 し , その 結果 を オペ 
レー タ に 送り ます . この アキ ュ ム レー タ は 加 


これ で 位相 の 増分 は 求 ま り ます が , この 増 
分 を 管理 する の は ビッ ト 数 が 多く て 大 変 で 
す . そこ で , 増分 は 1 オク ター ブ 分 の デー タ 
の み を 管理 で きる ビッ ト 数 に 制限 し , 指定 し 
た オク ター ブ ご と に その 増分 を ン フ ト す る こ 
と に より , 位相 を 求め る こと と し ます . 

これ に より , オク ター プ 情 報 の 指定 を 
Block デー タ に 増分 を F-Number に 入力 すれ 
ば , 全音 域 を シカ バー で きる と と に な り ま す . 
以上 の 操作 と F-Number を 11 ビ ッ ト で 表現 す 
る こと に し た た め , けっ きょく F-Number は 


次 式 で 求め られ ます . - 軸 6 
算 の み を 行い , オー バー フロ ー が 生じ て いて 
F 三 (fMus 玉 2?/fSAM) / 2"" も 無視 し ます . これ は , オー バー フロ ー が 起 
(は ホ グ メ カメ ー ジ デー る ) こっ た こと は 弧 度 法 で いう 2 ァ z を 通過 し た に 


すぎ な いか ら で す . 


304 


第 14 章 サウ ンド 機能 


(4) リズ ^ ム 部 ③ TEST : ADDRESS[012H] 
リズ ム 部 は , リズ ム ROM と リズ ム 制 御 部 か この アド レス は , スー パン シン セ サ イ ザ IC 
ら 構 成 さ れ て いま す . を テス ト す る た め に 設け られ た の で あり , 常 
リズ ム 部 に 関係 の ある レジ スタ の 機能 は 次 の に "0" レ ベル に し て お か な けれ ば な り ま せん . 
と お り で す . ④ Output Select/Instrument Level :ADDRESS 
① Dump/Rhythm Kon : ADDRESS [010H] [018H て 01DH] 
この アド レス は , リズ ム ROM か らち 読み 込 この アド レス は , 各 リ ズム 音 の 出力 チャ ネ 
む 音 の デー タ の 出力 を シコ ント ロール し ます . ル と 各 イ ンス トル メン トレ ベル を 制御 し 
ます . 


D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 
リム ハイ ト に 、 スネ ア | バス 
回 路 岡 固 図 蔽 凍 隊 


バス ドラ ム  : バス ドラ ム の リズ ム 音 を 出 


otoH DP7 De  D5  D4  Dp3  p2 pi po 


IL : 各 イン スト ル メ ント レベ ル を 5 ビッ 





力 し ます . 5 
NE ト で 表現 し ます . 各 イ ンス トル メン ト 
スネ アド ラム : スネア ドラ ム の リズ ム 音 
レベ ル は , 0 て 一 23.25dB の 範囲 を 
出力 し ます . に を / 
還 0.75dB ス テッ プ で 制御 し ます . 
シン バル ・ ン シンバ ル の リズ ム 音 を 出力 
12 R : "1 "の と き , Rch. に 出力 し ます . 
ーー 上 : "1" の と き , Lch. に 出力 し ます . 
ハイ ハッ ト ハイハット の リズ ム 音 を 出 
力 し ます . 
タム ・ タ ム の リズ ム 音 を 出力 し 
ます . 
リム シン ショット: リム ショ ッ ト の リズ ム 音 を 
出力 し ます . 
DM ・ "1" の と き , ダン プ , "0 "の 


と き , キー オン と な り ま す . 


② Rhythm Total Level : ADDRESS [011H] 
この アド レス は リズ ム 音 すべ て の 出力 レベ 
ル を コン トロ ー ル し ます . 


D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 


RTL : リ ズム 音 す べ て の レベ ル を 6 ビッ 
ト で 指定 し ます . 出力 レベ ル の 範囲 
は 0 て 一 47.25dHB ま で を 0.75dB ス 
テッ プ で 制御 し ます . 
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(5) ADPCM 部 
ADPCM 部 は , 256k バ イト の サウ ンド メモ リ 
と メモ リ と の や り 取 り を 制御 する メモ リュ ント 
ロー ル , ADPCM 制御 部 で 構成 され て いま す . 
ADPCM 部 に 関係 の ある レジ スタ の 機能 は 次 の 
と お り で す . 
① コン トロ ー ル レジ スタ 1 : ADDRESS[100H] 
この レジ スタ は , ADPCM 音声 分 析 / 合 成 
の 起動 , サウ ンド メモ リ と の アク セス を 制御 


し ます . 

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 

RESET : サウ ンド メモ リ を デー タ 源 
と し て , ADPCM 音声 合成 
を 実行 中 に " 1 "と する と 初 
期 状態 に 戻り ます . た だ 
し , REPEAT は "0 "と し 
ます . 

SPOFF 5 ミリ] "の と き 。 SPOFP は 
" 1" となり , ADPCM 分 
析 , AD 変換 時 の スピ ー カ 
へ の 信号 を オフ と し ます . 

REPEAT  :"1" の と き , サウ ンド メモ 


リ の 同一 アド レス 区 画 を く 
りか え し て アク セス し て , 
ADPCM 音 声 合成 を 行い 
ます . 

MEM DATA : "1 "の と き , サウ ンド メモ 
リ (に アク セス が 可能 と な り 
ます . 

・" 1 "の と き , ADPCM 音声 
分 析 を 行い , サウ ンド メモ 
リ に デー タ の 書き 込み を 可 
能 に し ます . 


REC 
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START ・" 1 "の と ぎ き , ADPCM 音声 
分 析 , 合成 を 開始 し ます 
(サウ ンド メモ リ を 使用 し 
た と き , ある い は , プロ 
セッ サ 管 理 の メモ リ の と ぎ き 
は ADPCM-DATA レ ジス 
タ を アク セス し た と き 開 始 


し ます ). 


② コン トロ ー ル レジ スタ 2 : ADDRESS[101H] 
D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D 
be 


0 
SAM RAM 


・ "1" の と き , サウ ンド メモ 
リ を ROM と し ます . " 0. 
の と き , DRAM と し ます . 

RAM TYPE :" 1" の と き , X 8 ビッ ト . 
"0" の と き , X※1 ビッ ト . 

・" 1 "で DA DATA レジ スタ 

の 指定 する デー タ を 出力 し 
ます . 
"0" で し か も SAMPLE が 
"1 "の と き , 8 ビッ ト 
PCM の AD 変換 を 行い ま 
す (DAC は D6 : Rch を 使 
用 し ます ). 

:" 1" に し た 時 点 よ り AD 変 
換 が 開始 し ます . 

R ・" 1" の と き , Rch. に 出力 し 

ます . 
: ・" 1 "の と ぎ き , Lch. に 出力 し 
ます . 


101H 





ROM 


DA/AD 


SAMPLE 
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・DRAM(256k ベイ ト ) 
コ ュ ン トロ ー ル レジ スタ 2 の RAM TYPE で 


"0 "を 設定 し た と き , スタ ー ト アド レス 


③ スタ ー ト アド レス L/H : ADDRESS[102H], 


[103H] 
下 の 図 で , BANK と は 8 個 の DRAM の 
チッ プ セ レク ト を 意味 し ます . L/H は 次 の よう に な り ま す . 


D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 0 0C 0 0 0 
〆 ノ 


START ADDRESS (H) / START ADDRESS (L) 
A8 AZ7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 AO A8 AZ7 A6 AS5 A4 A3 A2 A1 AO 


BANK CAS ADDRESS RAS ADDRESS 



















L/H は 次 の よう に な り ま す ( 素 の 付い た 
デー タビ ッ ト は , スト ッ プ アド レス (H) と 
同じ 値 に し て くだ さい ). 


・ROM, DRAM(256k バイ ト ) 
コン トロ ー ル レジ スタ 2 の RAM TYPE で 


"1 "を 設定 し た と き , スタ ー ト アド レス 
D7*・ D6* D5* D4 D3 D2 D1 DO 
START ADDRESS (H) START ADDRESS (L) | ノ 
A8 A7 A6 AS5 A4 A3 A2 At AO | AB AZ A6 AS A4 A3 A2 Ai A0 


BANK CAS ADDRESS | RAS ADDRESS 








D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 










・DRAM(256k ベイト) 
コン トロ ー ル レジ スタ 2 の RAM TYPE で 


OR 設定 し た と き , スト ッ プ ア ドレ ス 


L/H は 次 の よう に な り ま す . 


④ スト ッ プ アド レス L/H : ADDRESS 


[004H], [005H] 
下 の 図 で , BANK と は 8 個 の DRAM の 


チッ プ セ レク ト を 意味 し ます . 


p7 De ps p4 ps p2 p7 pe ps p4 pa pz pi po 性 放 間 攻 還 | 


D1 DO 
ン 
STOP ADDRESS (H) %/ STOP ADDRESS (L) ング 


A8 AZ7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 AO A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 At1 AO 









BANK CAS ADDRESS RAS ADDRESS 





・ROM, DRAM(256k ベイ ト ) 
コン トロ ー ル レジ スタ 2 の RAM TYPE で 


"1 "を 設定 し た と き , スト ッ プ アド レス 


L/H は 次 の よう に な り ま す . 
D7* D6* D5* D4 D3 D2 D1 DO D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 
STOP ADDRESS (L) 


STOP ADDRESS (H) 
ーーー 


A8 AZ7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 AO A8 AZ7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 AO 



























CAS ADDRESS RAS ADDRESS 
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⑤ プリ スケ ー ル L/H : ADDRESS[106H],[107H] 


D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 


106H フリ スケ ー ル (L) 


D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 


ed 


この アド レス は , 11 ビ ッ ト の デー タ で 
AD/DA 変換 時 の サン プリ ング レー ト を 定め 
ます . 11 ビ ッ ト の デー タ の うち , 下位 を アド 
レス [106H], 上 位 を アァ ドレ ス I107H] で 指定 
し , プリ スケ ー ル の 値 は 下 の よ うな 構造 に な 


り ま す . 


N10 N9 N8 N7 N6 N5 N4 N3 _N2 _N1 NO 


D2 D1 DO」D7 D6 D5 D4 D3 PD2 D1 DO 


107H 106H 


⑥ ADPCM DATA : ADDRESS[108H] 
この アド レス は , ADPCM 分 析 / 合 成 を プ 
ロ セ ッ サ と 行う と き , また は , サウ ンド メモ 
リ を アク セス する と き の バ ベッ ファ レジ スタ 
で ま 。 
この アド レス は , 他 の アド レス と 異な り , 
READ が 可能 で す . 


D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 


108H ADPCM DATA 


(READ 可能 ) 


⑦ DELTA-N L/H : ADDRESS[109H],[10AH] 


D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 


109H DELTA-N(L 








D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 
ュー ニョ T T 
10AH DELTA-N(H) 


この アド レス は , ADPCM 音声 合成 時 に 各 
サン プリ ング レー ト 間 を 補間 する た め の 係数 
を 制御 し ます . 
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デー タビ ッ ト は 16 ビ ッ ト で , ト 位 8 ビッ ト 
を アド レス 109H, 上 位 8 ビ ッ ト を アド レス 
10AH で 指定 し ます . 


d15 d14 d13 d12 d11 d10O d9 d8 d7 d6 d5 d4 d3 d2 dl d0 


D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO|D7 D6 DS5 D4 D3 D2 D1 DO 


10AHーーーーーー 一 | =ーーーーー 一 109H 一 ーー 一 "| 


ENVELOP CONTROL : ADDRESS[10BH] 
この アド レス は , ADPCM 音声 合成 の 出力 
レベ ル を 制御 し ます . 


D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 


10BH EG CONTROL 


⑨ リミット アド レス 
[10CH], [10DH] 
リミット アド レス に 到達 し た ら , 
戻り ます . 


L/H : ADDRESS 


0 番地 に 


D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 


10CH LIMIT ADDRESS(L) 


D7 De6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 


10DH LIMIT ADDRESS(H) 


DAC DATA : ADDRESS[10EH] 
この アド レス は , DA 変換 を 行う た め の 
デー タレ ジス タ で す . 


D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 


10EH DAC DATA 


⑪ PCM DATA : ADDRESS[10FH] 
この アド レス は , AD 変換 時 に 変換 済み 
デー タ を 格納 する た め の レ ジス タ で す . この 
アド レス は READ の み で , WRITE は で きま 
せん . 


D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 


10FH PCM DATA 


⑫ FLAG CONTROL : ADDRESS[110H] 


D7 D6 D5 


0 夫 
110H 
| 


MSK TA 


MSK TB 


MSK EOS 


D4 D3 D2 D1 DO 
MSK | MSK | MSK | MSK | MSK 
ZERO | BRDY| EOS TB TA 


・" 1 "の と き , タイ マ A の 動 
作 に 関係 な く タ イマ A の フ 
ラグ を "0 "に し ます . 

・" 1 "の とき , タイ マ B の 動 
作 に 関係 な く タ イマ B の フ 
ラグ を "0 "に し ます . 

:" 1 "の と き , ADPCM 音声 
分 析 / 合 成 , サウ ンド メモ 
リ の READ/WRITE の 終 
了 , AD 変換 時 の 終了 を 指 
定 す る フラ グ を "0 "に し 
ます . 


MSK BRDY :" 1 "の と き , ADPCM 音声 


MSK ZERO 


IRQ RST 


分 析 / 合 成 , サウ ンド メモ 
リ の アク セス 時 の デー タ の 
書き 込み 要求 , 読み だ し 要 
求 フラ グ を "0 "に し ます . 

・" 1 "の と き , ADPCM 音声 
分 析 中 の 無音 状態 を 示す フ 
ラグ を "0 "に し ます . 

・" 1 "と し て 書き 込む と , 
D4 一 DO0 は 無視 され る か , 
すべ て の フラ グ は "0 "に な 
り ま す . 


第 14 章 サウ ンド 機能 


(6) ステ ー タ スリ ー ド 
① STATUS0(READ ) 


D7 D6 D5 


D4 D3 D2 D1 DO 


FLAG | FLAG 
BUSY B A 


FLAG A: 


FLAG B : 


BUSY 


タイ マ A に セッ ト し た 時 間 が 経 
過 し た と ぎ , " 1" に な り ま す . 
タイ マ B に セッ ト し た 時 間 が 経 
過 し た と き , " 1" に な り ま す . 


:・ デ ー タ を レジ スタ に ロー ド 中 


は , " 1 "に な り ま す . 


② STATUS1 (READ) 


D4 D 


D7 D6 D5 3 D2 D1 DO 
PCM FLAG | FLAG 


FLAGA : 


FLAG B : 


EOS 


BRDY 


タイ マ A に セッ ト し た 時 間 が 経 
過 し た と き , "1 "に な り ま す . 
( STATUS0 DO と 同じ ) 

タイ マ B に セッ ト し た 時 間 が 経 
過 し た と き , "1 "に な り ま す . 
(STATUS0 D1 と 同じ ) 


・ ADPCM 音声 分 析 / 合 成 が 終了 


し た と き , また は AD/DA 変 換 
時 サン プリ ング 時 間 が 経過 し た 
と き に , "1 "に な り ま す . 


・ 次 の よう な と き に , " 1 "に な り 


ます . 

・ADPCM 音声 分 析 時 2 データ 
分 析 を 終了 し た と き , また は 
ADPCM 音声 合成 時 2 デー タ 
合成 を 終了 し た と き (4 ビッ 
ト デ ー タ X 2 ) 

・ サ ウン ド メ モ リラ イト 時 1 
デー タラ イト を 終了 し た と 
き , また は サウ ンド メモ リ 
リー ド 時 1 デー タリ ー ド を 終 
! 比 だ だ 
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ZERO  : ADPCM 音声 分 析 の 際 , 無音 状 
態 の と き に , " 1 "に な り ま す . 

PCM BSY : ADPCM 音声 分 析 / 合 成 の 実行 
中 は , " 1 "に な り ま す . 

BUSY デー タ を レジ スタ に ロー トド 中 は , 
" 1 "に な り ま す (STATUS0 D7 と 
同じ ). 


③ STATUS2(READ ) : ADDRESS [OFFH] 


D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 
T 旧 こ こ Geti T 
ID No. 





ID No. : 識別 番号 (001H と し ます ). 
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人 出力 装置 の 党 理 
(ファ イル ディ スク リブ タ ) 





BASIO で は , 入出 力 装置 と の 情報 の や りこ と り を 「 フ ァイル (書類 )」 
と いう 概念 で 行い ます . 目的 の 「 フ ァイル 」 は , どこ の 捧 に ある 何と 
いう 名 前 の も の か を 指定 し な けれ ば な り ま せん . この 指定 を 行う の 
が "ファ イル ディ スク リプ ブタ" と 呼ば れる も の で す . ファ イル ディ ス 
クリ プ タ は , 棚 に あたる 人 入出 力 装 置 〉 を 指定 する “デバ イス 名 " と 
(書類 の 名 前 7 に あたる “ファ イル 名 "で 構成 され て いま す . 





ファ イル を UPEN し た 場合 は , ファ イル 操作 終了 後 必ず CLOSE 
を 実行 し こく だ さい . 特に ディ スク で は , ファ イル を OPEN し た 
まま (CLOSE せ ず に ), ディ スク を 差し 替え る と , 新た に 挿入 し 
た ディ スク の デー タ を 壊し て し まう 危険 性 が あり ます . 

















] . ファ イル 番号 


ファ イル ディ スク 
リプ タ の 構成 


づ . デバ イス 名 





ファ イル ディ スク リブ プ ブタ の 
諸 元 








Ns-BASIC/Na- 日 本 語 BASIC で は , 入出 力 操 作 は ファ イル の 指定 に 
よっ て 実行 され ます . ファ イル 番号 と は , 入出 力 の た め の メ モリ 領域 
(バッ ファ ) に 対し て 付け た 固有 の 番号 で す . 


BASIC を 起動 し た と き 指 定 する 数 は 同時 に 扱う ファ イル の 数 で , この 
数 の 範囲 内 で あれ ば 何 個 で も ファ イル 番号 を 指定 する こと が で きま す . 


ファ イル ディ スク リプ タ は 各 フ ァイル (デベ イス $ も 含む) を 区 別 する 名 
称 で , 次 の よう な 構成 の 文字 列 で 表 さ れ ま す . 


" く デ バイ ス 名 〉>〔【 く < ファ イル 名 >〕 " 
ファ イル ディ スク リプ タ は , 必ず ダブ ルク ォ ー テ ーション (〈") で 囲ま 
な けれ ば な り ま せん . デベ イス 名 , ファ イル 名 は 場合 に よっ て 省略 する 
こと が で きま す . デベ イス 名 が 名 略 で きる の は , Ns_BASIC ROM 
Version の 場合 カセ ッ ト テ ー プ 1 ("CAS1: の ) , NaBASIC DISK 
Version, Na 日 本 語 BASIC の 場合 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 1 ("1: の を 指定 す 
る と き で す . 


〈 デ ベイ ス 名 〉 は 入出 力 機器 の 名 称 を 表す も の で , アル ファ ベッ ト 4 文 
子 も し く は アル ファ ベッ ト 3 文字 と 数 字 1 文字 に コロ ン (: ) を 付け た も 
の を 原則 と し て いま す . た だ し , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 装 置 に つい て は , 
数 字 ( ド ライ ブ 番 号 を 志す) 1 文字 と (: ) の 箇 略 形 が 用 いら れ ま す . 
現在 , Na-BASIC/N』 日 本 語 BASIC に 定義 きれ て いる デベ イス 名 に は 次 
の も の が あり ます . フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 装 置 (n:) は Na』-BASIC DISK 
Version, また は Na 日 本 語 BASIC で の み 使 用 で きま す . 
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ァイル 名 
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装置 の 名 称 
LPT1: ま た は LPT: | プリ ンタ 
SCRN: スク リー ン 
COM1: また は COM: | RS-232C ホ ポート 1 
CAS1: また は CAS:| カセ モッ ト テ ー ブ 1 


CAS2: カセット テー フ 2 
ピ フロ ッ ピ ー デ ィ ズ ク 1 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 2 


か 
AH 














Nass-BASIC ROM Version で の デフ ォ ル ト で 、 転送 速度 は 
1200bps, 





3 





転送 速度 は 600bps. 


Ni: BASIC DISK Versio On。 
- 日 本 語 BASIC て の デフ ォ ル ト . 














フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 3 








フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 4 





フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 5 














フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 6 





フロ ッ ピ ピー ディスク 7 





1SI の SI の | お 191NIE 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 8 


OIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOlIxlx 
x|1O1OI1O1O1OIOIOIOIO 














"CAS1:" "CAS2:" を 使用 する に は , 別売 の CMT イ ンタ 
フェ ー ス ボー ド (PC-8801-21 ) を 装着 する 必要 が あり ます . 


〈 オ プシ ョ ン 〉> は , コミ ュ ニ ケー ショ ン (RS-232C) を デバ ベイ ス と し て 指 
定 し た と きのみ 意味 を 持つ も の で , パリ ティ チェ ッ ク の 有無 な ど 種 々 の 
モー ド を 設定 する の に 用 いら れ ま す . 詳し く は 「 リ ファ レン スマ ニュ ア 
ル 」 の TERM 文 を 参照 し て くだ さい . 


"COM1 : 〔( く オプ ショ ン >] "また は "COM : (< オプ ショ ン フ 2〕" 


〈 フ ァイル 名 > と は プロ グラ ム フ ァ イル や デー タフ ァイル に つけ る 名 前 
で , ユー ザ が 指定 し ます . ファ イル 名 を 必要 と する の は , カセ ッ ト , フ 
ロッ ピー ディ スク な と 補助 記憶 装置 と の 入出 力 を 行う 場合 で , その 他 の 
場合 は 省略 する こと が で きま す . ファ イル 名 は 次 の よう な 書式 を と り ま 
E 


く 〈 フ ァイル 名 >〉 〔 . ] 〔< 拡 張子) 


最初 の < ファ イル 名 〉 は 6 文字 , ピリ オド に 続く く 拡 張子 > は 3 文字 まで 
の 文字 列 よ り 構 成 さ れ ま す . も し , それ ぞ れ の 文字 数 が それ 以下 の 場合 
に は , 空い た 部 分 に 空白 が 埋め られ ます . 一 般 に く フ ァイル 名 >〉 が ファ イ 
ル の 名 前 を , 〈 拡 張子 > が ファ イル の 性 質 を 表す よう に し ます が , ユー ザ 
(に よっ て 自由 に 使う こと が で きま す . 通常 , ファ イル 名 と いう 場合 は , 
< 拡張 子 > ま で 含ん だ も の を 意味 し ます . 

<〈 フ ァイル 名 〉 お よび < 拡 張子 > の 中 に は , キャ ラク タコ ー ド 0 へ < で て 31 
(OH>1AH) の 文字 を 含む こと は で きま せん . さら に , 〈 フ ァイル 名 〉 の 最 
初 の 1 文字 キャ ラク タコ ー ド 255(FFH) の 文字 を 使用 する こと は で き 
ませ ん . また , 最初 の パフ ァイル 名 〉 が 6 文字 を 超え て 指定 され た 場合 , 
先頭 か ら 6 文字 が く 〈 フ ァイル 名 〉, 続く 3 文字 が < 拡張 子 > と 見 な きれ, そ 
れ 以 降 の 文字 は 無視 され ます . 








ファ イル を 扱 つ ため の 
基本 命 令 











ファ イル を 扱う た め の 基 本 命令 に つい て , どの デバ ベイ ス に 対し て 有効 な の か を 表 に し て お きま す . 各 
命令 の 意味 は 「 リ ファ レン スマ ニュ アル ]」 を 参照 し て くだ さい . 





・ 使 用 で きる . 
・ 使 用 で き な い . 
・ 実際 に は 何 も 行 
われ な い . 
ディ スク n: は DISK 
Version の み 可 . 




















INPUT 時 


INPUTS$ メ 








O1O1O1O1IO 








LINE INPUT 半 
LOAD 














Olx1O1O1O1O1O1O 


OIOIO1O1O1OIO|* 
レコ 


OPEN 


PRINT# 


li 革 | 
WRITE# 


PUT 
SAVE 
WIDTH 





〇 














xj」OIO| 〇 の |1OIOIOIOIO 




















注 ) n : は 任意 の ドラ イブ を 示す . 
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デー タフ ァイル を 扱っ た 


応用 サン ブル 





ファ イル ディ スク リプ タ は 文字 列 で すか ら , 文字 変数 を 使う 9 こと が で きま す . これ に より , ファ イル 


操作 が 便利 に 行え ます . 


下記 の プロ グラ ム は , アス キー 形式 の デー タフ ァイル を CRT か プリ ンタ に 打ち 出す 例 で す . 文字 変 


数 DEVICES を スイ ッ チ と し て 用 い , 


FILE$ で 入力 ファ イル を 指定 し ます . も し 必要 で あれ ば , 


DEVICES で カセ ッ ト や RS-232 と ポート を 指定 し , それ ら の 装置 の デベ イス 名 ("CAS1:" や "COM: "な 


ど ) を 付け 加え る こと も で きま す . 


〈 ア スキ ー 形 式 の デー タフ ァイル を CRT か プリ ンタ に 打ち 出す プロ グラ ム の 例 〉 


100 " 


FILE TYPE PROGRAM 


110 ”" 


120 
130 
140 
150 
160 
170 
180 
190 
200 
210 


230 
240 


INPUT "CRT (0) or PRINTER 〈1)" :DEV 
INPUT "FILE NAME" :FILE$ 


IF DEV<0 OR 1<DEV THEN 120 
IF DEV=0 THEN DEVICE$=" SCRN:" 
IF DEV=1 THEN DEVICE$="LPT1:" 


OPEN FILE$ FOR INPUT AS #1 
OPEN DEVICE$ FOR OUTPUT AS #2 


WHILE NOT EOF〈1) 
LINE INPUT #1,.A$ 
PRINT 2,A$ 

WEND 


CLOSE 
END 
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デー タフ ァイル を 作る 





デー タフ ァイル に は , ら つ の タイ プ が あり ます . 

] つ は , デー タ を ファ イル の 先頭 か ら 順 に 読み 書き さす る ファ イル で , 
「 シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル 」 と いい ます . も う ] つ は , デー タ を 任意 
の 順に 読み 書き で きる ファ イル で 「 ラ ンダ ム フ ァ イル 」 と いい ます . 

デー タフ ァイル を 作る 際 . ご どちら の タイ プ に する か は , プロ グラ マ 
ー の 自由 で す . た だ , 一 般 的 に は 高速 処理 を 要求 され る 場合 や デー 
タ の 更新 が 頻繁 に 行わ れる 場合 は ラン ダム ファ イル , ファ イル 領域 
を 小さ くし た い 場 合 や デー タ の 更新 が あま りな い 場 合 は シー ケン シ 
ャ ルフ ァイル が 使わ れ ま す . 

た だ し , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 上 に は , この ら つ の 形式 の ファ イル が 
作れ ます が , カセ ッ ト テ ー プ 上 に は , シー ケン シャ ルフ ァイル し か 
作れ ませ ん . 

本 章 で は 。 フロッピー ディス ク 上 に 作る シー ケン シャ ルフ ァイル , 
ラン ダム ファ イル に つい て 説明 し た の ち , 資料 と し て カセ ッ ト テ ー 
プ 上 に 作る ファ イル に つい て 説明 し ます . 








ファ イル を OPEN し た 場合 は , ファ イル 操作 終了 後 必ず CLOSE 
を 実行 し こく だ さい . 特に ディ スク で は , ファ イル を OPEN し た 
まま (CLOSE せ ず に ), ディ スク を 差し 替え る と , 新た に 挿入 し 
た ディ スク の デー タ を 壊し て し まう 危険 性 が あり ます . 


また ファ イル 操作 中 に エラ ー が 発生 し た 場合 や [ 供 引 を 押し て ファ イ 


ル 操 作 を 中 断 し た 場合 は ,、 CLOSE ある い は END を 実行 し て く 
だ さい 、 























シー ケン シャ ルフ ァイル こ 
ラン ダム ファ イル の 比較 








] . それ ぞ れ の 特色 (1) シー ケン シャ ルフ ァイル 


シー ケン シャ ルフ ァイル と は , デー タ を 連続 的 に 記録 する ファ イル 
の 形式 で す . 
この た め , ファ イル の 使用 効率 が よい と いう 特色 が あり ます . し か 
し , 読み 出す 場合 は , デー タ の 先頭 か ら 順 に 読み 出す た め , 任意 の 
デー タ の 検索 に は 向き ませ ん . また , 修正 , 削除 も 部 分 的 に 行う こと 
は で きず , 全 デ ー タ を 更新 する 形 で し か 実現 で きま せん . 
(2) ラン ダム ファ イル 
ラン ダム ファ イル と は , シー ケン シャ ルフ ァイル の 欠点 で ある 任意 
の デー タ へ の 素早 い ア クセ ス を 可能 と し た ファ イル の 形式 で す . 
任意 の レ ュ ー ド 番号 を 指定 する こと に よっ て , それ に 対応 する デー 
タ を 取り 出す こと が で きま す . また 修正 も , 部 分 的 に 修正 し た い デ ー 
タ だ け を 変更 する こと が で きま す . 
し か し , 記録 が 1 レ ュ ー ド 単位 で 行わ れる た め , 利用 効率 は 下がり 
ます . 


. 各 フ ァイル で 使用 | シー ケン シャ ルフ ァイル | ラン ダム ファ イル 
で きる PRINT # FIELD 


ステ ー ト メン ト と PRINT # USING LSET 
関数 INPUT RSET 


LINE INPUT # PUT 


WRITE GET 


INPUTS CVI/CVS/CVD 


EOF MKI$/MKS$/MKD$ 
LOC 
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シー ケン シャ ルフ ァイル 





] . 一 般 的 手順 シー ケン シャ ルフ ァイル の デー タ を 読み 書き する と き は , 一 般 に 次 の 
手順 に 従い ます . 
(1) ファ イル を オー プン する 
(2) ファ イル の デー タ を 読み 書き する 
(3) ファ イル を クロ ー ズ する 


また , シー ケン シャ ルフ ァイル は , オー プン 時 に 次 の いずれ か の モー 
ド を 指定 し ます . 


・OUTPUT モー ド : 新規 に ファ イル を 設定 し て , デー タ を 順次 書 
き 込 む . 

・APPEND モ ー ド : 既存 の ファ イル の 最後 に デー タ を 追加 する . 

。 INPUT モ ー ド  : 既存 の ファ イル の 先頭 か ら デ ー タ を 順次 読み 
込む . 


. シー ケン シャ ル (1) 作成 手順 
ファ イル の 作成 新た に シー ケン シャ ルフ ァイル を 作り , デー タ を 読み 書き する た め 
に 必要 な 手順 は 次 の よう に な り ま す . 
① 書き 込み の た め の フ ァイル を オー プン し ます . すでに 同じ 名 前 の 
ファ イル が あっ た 場合 に は , 以前 の も の を 削除 し て 新た に 作り な お 
し ます の で , ご 注意 くだ さい . 


OPEN "TEST" FOR OUTPUT AS 北 | 


② WRITE 圭 , PRINT 井 な ど を 使っ て , ファ イル に デー タ を 書き 込み 
ます . 


WRITE 1 ,A$ ,B 9 


③ 必要 な だ け ② の 作業 を 繰り 返し た 後 , ファ イル を クロ ー ズ し て 終 
了 し ます . 


CLOSE 
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第 16 草 デー タフ ァイル を 作る 


(2) サン プル プロ グラ ム 
例 と し て , キー ボー ド か らち 生徒 の テス ト の 点数 を 入力 し て , シー ケ 
ン シ ャ ルフ ァイル "TEST" を 作る プロ グラ ム を 示し ます . 





1 の の ' ファ ログ ラム 1 


119 OPEN "TEST" FOR OUTPUT AS #1 
12 の *LOOP 


139 INPUT "名 前 ":Ns 

149 IF N$="end" THEN *FIN 
159 INPUT "科目 ":Ks 

169 INPUT "得点 ":P 

179 WRITE #1,N$S,K$S,P 

189 PRINT 

199 GOTO *LOOP 

299 *FIN 

219 CLOSE #1:END 





注意 本 章 の サン プル プロ グラ ム は すべ て Na 日 本 語 BASIC を 使 
用 し て いま す . Na-BASIC で サン プル プロ グラ ム を 入力 す 
る と き は , 字 や ひら が な 部 分 を カタ カナ で 入力 し て くだ 
さい . 


次 の よう に 入力 し , この プロ グラ ム を 実行 し て み ま し ょ う . 


RuN 4g 


コ 
ご 


に トド を つい 1 
Eu 


EEE24m 
ト 殺 皿 当 


名 
科 目 
得 点 
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(3) WRITE 斗 と PRINT 壮 で 作ら れる ファ イル の 違い 
式 が 2 つ 以 上 あっ た 場合 , WRITE 井 は , 各 式 の 値 の 間 は 自動 的 に コ 
ンマ ( ,) で 区 切ら れ ま す . また , 文字 列 は ダブ ルク ォ ー テ ーション 
(" で 囲ま れ て 出力 され ます (| 例 1 |). 

PRINT 韻 で は , 各 式 の 値 の 間 は ュ ン マ ( ,) で 区 切ら れず , 連続 し て 
出力 され ます (| 例 2 |). また , 文字 列 を ダブ ルク ォ ー テ ーション 
(" りり で 囲む と いう こと も し ませ ん . この た め , た と えば 文字 列 を 続 
け て 出力 する と , それ ら は 連続 し た 1 つの 文字 列 と な り ま す . この た 
め , WRITE 井 の 場合 の よう に , コン マ (,) で 各 式 の 値 の 間 を 区 切る に 
は , | 例 3 | の よう に 各 式 の 間 に " , "を 出力 する 必要 が あり ます . 

使用 する ステ ー ト メン ト と 作成 され る ファ イル の 対応 を 図 ぶ すれ 
ば , 次 の と お り で す . 

WRITE 半 1 , N$ , K$ ,P 
"本 田 卓也 "," 理 科 ",758 訓 "鈴木 | 
剛 「. "理科".486 計 出生 リサ " 理 | 


科 ".478 


PRINT 韻 1,N$ : K$ :P 



























また PRINT 韻 で は , PRINT 韻 USING を 使っ て , 編集 され た デー タ を 
書き 込む こと も で きま す . た と えば , 





100 PRINT #1,.USING”& る 7 EN$ も : 
110 PRINT #1,.USING" る を 7 K$: 
120 PRINT #1,.USING7### ア セロ 
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シー ケン シャ ル (⑪) 一 般 的 手順 


ファ イル か ら の ① 読み 込み の た め の フ ァイル を オー プン し ます . 
読み 込み OPEN " TEST" FOR INPUT AS 閉 1 
② INPUT 韻 , LINE INPUT 井 な ど を 使っ て , ファ イル か ら デ ー タ を 読 
みみ 込み ます . 


INPUT 1 ,A$,B 9 
③ 必要 な だ け ② の 作業 を 繰り 返し た 後 , ファ イル を クロ ー ズ し て 終 


了 し ます . 
CLOSE 


(2) サン プル プロ グラ ム 
に プロ グラ ム 2 と し て , ブロ グラ ム 1 で 作っ た ファ イル "TEST" 
を アク セス し , 50 点 以下 の 生徒 を 全部 表示 する 例 を 下 に 示し ます . 





199 ' ファ ログ ラム 2 

11 の 9 OPEN "TEST" FOR INPUT AS #1 

129 *LOOP 

13 の INPUT #1,N$,K$,P 

14 の 9 IF P>=59 THEN *LOOP 

159 の PRINT N$,K$,P 

16 の GOTO *LOOP 
55255PCH22REGENSYEE2ESEHRRE2EOERRSS25HRSSRRE2ORZIZSG25ERH222268385Y3SSR25352PRRRERERESSSRSHPRRG23RGGESR3 


これ を 実行 し て みる と , 次 の よう に な り ま す . 


run 
鈴木 蘭 理科 
山 葉 リサ 理科 


Input past end in 139 
Ok 
邊 











プロ グラ ム 2 で は , ファ イル 中 の デー タ を 最初 か ら 順 番 に 読み 込ん 
で いき ます . そし て , ファ イル の 最後 で も う 読 み 込 む ゲ データ が な く な 
る と , 130 行 で "Input past end'" エ ラー が 起こ り ま す . 

これ を 避け る た め に は , 125 行 に 下 の 1 行 を 挿入 し ます . 


125 IF EOF(1) THEN *※FIN | 
この 125 行 で ファ イル の 終わ り を チェ ッ ク し , 次 の 3 行 の よう に 処 
理 し ます . 


170 *FIN 9 
180 CLOSE #1 fg| 
190 END 
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(3) INPUT 后 と LINE INPUT 半 の 違い 
両者 の 違い は , 何 を デー タ の 区 切り 符号 と する か が 違い ます . 
INPUT 井 は , コン マ , スペ ー ス , キャ リッ ジリ ター ン , ライ ン 
フィ ー ド な ど を 区 切り 符号 と し ます . 
LINE INPUT 韻 は , キャ リッ ジリ ター ン , ライ ン フ ィ ー ド の み を 区 
切り 符号 と し ます . この た め , コン マ や ダブ ルク ォ ー テ ーション も 
デー タ と し て 読み 出す こと が で きま す . 


4 シー ケン シャ ル (1) 一 般 的 手順 


ファ イル へ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 上 に シー ケン シャ ルフ ァイル が すでに 作ら れ て 
デー タ の 追加 いて , その 後に デー タ を 追加 し た い 場 合 に は , 次 の よう な 手順 で 行い 
ます . 


① 追加 する た め の フ ァイル を アペンド モー ド で オー プン し ます . 
OPEN " TEST " FOR APPEND AS # キ 1 の 


② WRITE 井 , PRINT 井 な ど を 使っ て , ファ イル に 追加 し た い デ ー タ 
を 書き 込み ます . 


WRITE #1,Ns:P 2 


③ 必要 な だ け ② の 作業 を 繰り 返し た 後 , ファ イル を クロ ー ズ し て 終 


了 し ます . 
CLOSE 北 1 


(2) サン プル プロ グラ ム 
例 と し て , プロ グラ ム 1 で 作っ た ファ イル "TEST" に デー タ を 追加 
する 例 を プロ グラ ム 3 と し て 示し ます . 





199 ' パロ グラ ム 3 
119 OPEN "TEST" FOR APPEND AS #1 
129 *LOOP 

139 INPUT "名 前 ":N$ 

149 IF N$="end" THEN *FIN 

159 INPUT "科目 ":K$ 

169 INPUT "得点 ":P 

179 WRITE #1,N$:K$:P 

189 PRINT 

199@ GOTO *LOOP 
2 の 9 *FIN 

219 CLOSE #1:END 
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これ を 実行 し て みる と , 次 の よう に な り ま す . 


庫 普 品 コ 
る 図 半 
柄 田 


争 功 徒 魏 功 科 " 
頭 汰 


ド EEE 
ざ 図 癌 


名 囲 己 
吾 滞 


名 前 
科 目 
得 点 


に コ 
の 〇 
コ 
に 


名 
Ok 
邊 





これ は , プロ グラ ム 1 の 110 行 の OUTPUT を APPEND に 代え た だ 
け で す . こと の プロ グラ ム で デー タ を 追加 し た ファ イル に 対し て , プロ 
グラ ム 2 を 実行 し て チェ ッ ク す る こと が で きま す . 
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シー ケン シャ ル 
ファ イル の デー タ 
の 修正 


シー ケン シャ ルフ ァイル は , その まま で は ファ イル の デー タ を 修正 す 
る こと が で きま せん . 現在 の ファ イル か ら 読 み 込 ん で 修正 し た デー タ を 
新しい 別 の シー ケン シャ ルフ ァイル へ 書き 込ん で いく 作業 を 行わ な けれ 
ば な り ま せん . 下 に プロ グラ ム 4 と し て , プロ グラ ム 1 や 3 で 作っ た 
ファ イル の 修正 を 行う 例 を 示し ます . 

プロ グラ ム 4 で は , ファ イル "TEST" から 読 み 込 ん だ デー タ に 修正 が 
な い 場 合 は , その まま 新しい ファ イル "test" へ 書き 込み ます . も し 修正 
が ある 場合 は , 260 て 280 行 で 新しい デー タ を 入力 し , "test" へ 書き 込み 
ます . 削除 する 場合 に は , 書き 込ま ず に 次 の デー タ を "TEST" か らち 読み 
込み ます . 修正 が 終了 し た 場合 に は , "TEST" か ら 読 み 込 ん だ デー タ を 
その まま "test" へ 書き 込む 作業 を "TEST" の ファ イル エン ド ま で 繰り 返 
し ます . 

最後 に , 古い ファ イル "TEST" を 消去 し , "test" を "TEST" に 名 前 を 
変更 し て 終了 し ます . 


199 ′ フ " ロ ク ^ ラ ム 4 

119 OPEN “TEST” FOR INPUT AS #1 

129 OPEN “test” FOR OUTPUT AS #2 

139 *LOOP 

149 1F EOF(1) THEN *QUIT 

159 INPUT #1, N$, K$, P 

169 IF FLG=1 THEN *D. WRITE 

179 PRINT N$, K$, P 

189 *QUESTION 

199 PRINT "変更 が あり ます か ?: 

299 INPUT ” (y また は mn また は d また は e )/:A$ 
219  A$=LEFT$(A$, 1 ) 

229 IF A$=?e? THEN FLG=1 : GOTO *D. WRITE 
239 1IF A$=?d?/ THEN *LOOP 

249 IF A$= ツ mn THEN PRINT :GOTO *D. WRITE 
259 IF A$<> ツ y” THEN *QUESTION 

269 INPUT / 名 前 /:N$ 

279 INPUT "科目 /:K$ 

289 INPUT / 得 点 ?:P 

299 PRINT 

399 *D. WRITE 

319 WRITE #2, N$, K$, P 

329 GOTO *LOOP 

339 *QUIT 

349 CLOSE #1 

359 CLOSE #2 

369 KILL “TEST? 

379 NAME “test” AS /TEST? 

389 END 





]1. 一 般 的 手段 


選 . ラン ダム ファ イル 
の 作成 








ラン ダム ファ イル 


ラン ダム ファ イル の デー タ を 読み 書き する と き は , 一 般 に 次 の 手順 に 
従い ます 。 

(1) ファ イル を オー プン する 

(2) ベッ ファ の フィ ー ル ド デ ー タ を 定義 する 
(3) ベッ ファ を 経由 し デー タ を 読み 書き する 
(4) ファ イル を クロ ー ズ する 

上 の (2) で いう ズバ ッ プ ァ ( フ ァイル ベッ ファ と も いい ます ) は , メモ リト 
に 確保 され た 256 バ イ ト の 倒 域 で , この ズバ ッ フ ァ を 介し , 256 バ ベイ ト 単位 
で デー タ の や り と り が 行わ れ ま す . 


(1) 作成 手順 
① ファ イル を オー プン する . 


OPEN "TEST" AS #| 49| 


ラン ダム ファ イル を オー プン する と き は , モー ド の 指定 は 不要 で 
す . 
な お , OPEN 文 で 指定 し た ファ イル が ディ スク 上 に な いと 新た に 

ファ イル が つく られ ます が , ファ イル が ディ スク 上 に あれ ば , 既存 

の ファ イル を オー プン し ます . 
② フィ ー ル ド を 定義 する . 


FIELD 1 , 20 AS N$,20 AS K$,2 AS Ps 9 


ファ イル バッ ファ の 中 に 文字 変数 の 領域 を バイ ト 単 位 で 割り あて 
る の が FIELD 文 で す . 各 文 字 変数 の 領域 の 合計 は 256 バ イト 以下 で 
な けれ ば な り ま せん . 上 の 用 例 で あれ ば , バッ ファ は 次 の よう に 割 
りあ て られ ます . 








256 バ イト 
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な お , FIELD 文 中 で 使っ た 文字 変数 を , INPUT 文 や 代入 文 の 左 
辺 で 使用 する こと は で きま せん . 
③ LSET, RSET を 用 い , バッ ファ に デー タ を セッ ト す る . 


LSET N$ 王 A$ 


ベッ ファ に デー タ を セッ ト す る の は , 代入 文 で は で きま せん . 
LSET また は RSET を 使わ な けれ ば な り ま せん . LSET は 左 づめ , 
RSET は 右 づ つめ に し て , それ ぞ れ バッ ファ に デー タ を セッ ト し ま 
す . また , バッ ファ に セッ ト す る デー タ は 文字 列 で な けれ ば な り ま 
せん . この た め , デー タ が 数 値 で ある 場合 に は , MKI$ , MKS$, 
MKD$ を 使っ て , それ ぞ れ 整数 値 , 単 精度 実数 値 , 倍 精度 実数 値 を 
2 ベイ ト , 4 ベイト, 8 ベイ ト の 文字 に 変換 し て か ら バ ベッ ファ ベ 転 
送 し ます . 


LSET P$ーMKI$(P% ) { 引 


(〈④ ベッ ファ の デー タ を ディ スク に 書き 込む . 


PUT #1 ,R 9 
1_ レ ュ ー ド 番号 R は レ ュ ー ド 番号 で す . 
ラン ダム ファ イル で は , レコ ュー ド の 長 さ は 256 バ イト で , 各 レ 
ュー ド に は 1 か ら 順 に 番号 が 振ら れ ま す . この 番号 の こと を レコ ュー 
ド 番 号 と 呼び . ラン ダム ファ イル の レ ュ ー ド を 読み 書き する と き に 
は , 必ず この レ ュ ー ド 番号 を 指定 し な けれ ば な り ま せん . 


⑤⑥ ファ イル を クロ ー ズ する . 
cLosE #| fg 
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第 16 章 デー タフ ァイル を 作る 
(22 サン プル プロ グラ ム 
次 の プロ グラ ム は , 先 の シー ケン シャ ルフ ァイル の サン プル プロ グ 
ラム と 同じ 内 容 を , ラン ダム ファ イル と し て 作成 する も の で す . 





100 ' RAMDAM FILE / ノ DATA WRITE 
110 R=1 
120 OPEN "test" AS #1 
130 FIELD 1.20 AS N$,20 AS K$,2 AS P$ 
140 *LOOP 
150 INPUT "名 前 ":A$ 
160 IF A$="end" THEN *FIN 
170 LSET N$=A$ 
180 INPUT "科目 ":A$ 
190 LSET K$=A$ 
200 INPUT "得点 ":P 
210 A$=MK 1 $ (P) 
220 LSET P$=A$ 
230 PUT #1,R 
240 R=R+ 1 
250 PRINT 
260 GOTO *LOOP 
270 *FIN 
280 CLOSE 1 
290 END 





で は , 実行 し て みみ まし ょ う . 


Fun 

も 前 ? 本 田 
科目 『 理科 
得点 ? 人 


名 前 ? 誰 木 
科目 ? 理科 
得点 ? 4 


名 前 ? 山 葉 リモ 
科目 ? 理科 
得点 ? 7 


名 前 ? end 
Ok 
| | 
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d. ラン ダム ファ イル (1) 読み 込み 手順 
読 


フラ 
の 読み 込み ① ファ イル を オー プン する . 
OPEN " TEST" AS 北 1 


モー ド 指 定 は 不要 で す . 
② フィ ー ル ド を 定義 する . 
FIELD 韻 1 ,20 AS N$,20 AS K$,2 AS Ps 9 


作成 し た と き と 同 じ に 定義 し ます . 
⑬③ ディ スク の デー タ を バッ ファ に 読み 込む . 


GET #1,R 9 


読み 込む 場合 , 読み 込み た い レ ュー ド の 番号 を 指定 し ます . す で 
に 作成 され て いる レ ュ ー ド 数 を 越え る 指定 は ニラ ー と な り ま す . 
④ ベッ ファ の デー タ を 取り 出す . 


A$ ニ Ns 


バッ ファ の デー タ を 取り 出す に は 代入 文 を 使い ます . 単に 表示 さ 
せる だ け な ら , PRINT 文 で 直接 指定 で きま す . 


PRINT N$ :CVI(P$) | 


GET 井 に よっ て 読み 込ん だ デー タ が 数 値 で ある 場合 に は , 
CVI, CVS,CVD を 使っ て , それ ぞ れ 文字 列 か ら 整 数 , 単 精度 実数 
値 , 倍 精 度 実数 値 へ 変換 し ます . 


P=CVI(Ps) 9 


⑥ ファ イル を クロ ー ズ する . 
CLOSE #1 れ の | 


(2) サン プル プロ グラ ム 


100 " RANDOM FILE / Data read 

120 OPEN "test" AS 坦 1 

130 FIELD#1,20 AS N$,20 AS K$,2 AS P$ 
140 MAX=LOF 〈1) 

150 FOR R=1 TO MAX 

160 GET 提 1,R 

170 PRINT N$:K$:CVI (P$) 

180 NEXT _R 

190 CLOSE 1 

200 END 
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第 16 草 デー タフ ァイル を 作る 


これ を 実行 する と , 次 の よう に な り ま す . 








4. ラン ダム ファ イル トド の プロ グラ ム 5 は , 生徒 番号 に よっ て ラン ダム に 読み 書き する も の 
に よる 得点 検索 で す . 新しく ファ イル を 作る 場合 は ,RUN 実 行 後に "ファ イル 名 "を 入力 
プロ グラ ム し た ら , 次 に 必ず "ファ イル の 初期 化 " を 実行 し て くだ さい . 


SN TOMO の NSR222229ESDNSSNG 
199 ' ファ ログ ラム 5 
119 CILS:INPUT "ブフ ァイル 名  ":Fs 
129 OPEN F$ AS #1 
139 FIELD #],]1 AS IDS,29 AS N$,299 AS K$,2 AS Ps 


149 *FUNC 
159 CLS 

169 PRINT " 1: デ ー タ 作成 , 変更 " 
179 PRINT " 2: デ ー タ 参照 " 

189 PRINT " 3: 点数 に よる 検索 " 
19 の 9 PRINT " 4: 終了 " 

299 PRINT "999: ァイル の 初期 化 " 


219 INPUT " 選ん で くだ さい "i:F 

229 IF F=999 THEN *FINI 

239 ON F GOTO *HENKO,*SANSHO , *KENSAKU,*FIN 
249 GOTO *FUNC 

259 *SANSHO 

269 SFLG=-1 

279 GOTO *HKLOOP 

289 *HENKO 

299 SFLG=9 の 

939 の 9 *HKLOOP 

319 GET #1.1 

329 MAX=CVI (PS ) 

339 PRINT "生徒 番号 (1-":USING "###":MAX-1 : 
349 INPUT " 又は 9 の: 終了) ":NUM% 

359 IF NUM を = の THEN *FUNC 

369 NUM%=NUM%+ 1 

379 GET #1,NUM% 

389 IF ID$=CHR$(255) AND SFLG=9 THEN *QUESTION 
399 IF ID$=CHR$(255) AND SFLG THEN *HFLOOP 
499  P%=CVI(P$) 


419 PRINT 
429 PRINT "名 前 : ":Ns 
43 の 9 PRINT "科目 : ":Ks 
449 PRINT "得点 : ":P% 
459 PRINT 


469 の IF SFLG THEN *HKLOOP 
479 *QUESTION 

489 INPUT "名 前 ":As 

499 IF A$S<>"" THEN LSET N$=A$ 

599 INPUT "科目 ":As 

519 IF A$<>"" THEN LSET K$=AS 

529 INPUT "得点 ":As 

539 IF A$<>"" THEN LSET P$=MKI$S(VAI.(AS) ) 
549 PRINT 

55 の LSET ID*="U" 

569 PUT #1 ,NUM を 

579 GOTO *HENKO 

589 *KENSAKU 

599 GET#1,1 

699 MAX=CVI(PS) 

619 INPUT " 何 点 以 下 で 検索 し ます か ":AKA 
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629 PRINT 

639 FOR NUM%=2 TO _ MAX 

649 GET #1 ,NUM% 

65 の IF ID$=CHR$(255) THEN *KLOOP 
669 の IF CVI(P$)>AKA THEN *KLOOP 

679 の PRINT USING "### "jiNUM-1 

689 PRINT N$S:K$S:USING " #### き "5:CVI(PS) 


699 *KLOOP 

799 NEXT NUM% 

719 PRINT 

729 PRINT "検索 終了 . キー を た た いて くだ さい " 
739 *LOOP 

749 A$=INKEY$:IF A$="" THEN *LOOP 

759 GOTO *FUNC 

769 *FINI 


779 INPUT "最大 の 生徒 番号 は ":MAX 
789 INPUT "ファ イル を 初期 化し ます 〈yes 又は no) "iAS 
799 IF A$<>"yes" THEN *FUNC 

899 FOR NUM%=1 TO MAX+1 

819 LSET ID$=CHR$(255 ) 

829 PUT #1.NUM% 

839 NEXT NUM% 

849 LSET P$=MKI$S(MAX+1 ) 

859 PUT #1 ,1 

869 GOTO *FUNC 

879 *FIN 

889 CLOSE #1 

899 END 
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カセ ッ ト テ ー プ 上 に 
デー タフ ァイル を 作る 





e 本 機 に は , カセ ッ ト テ ー プ 用 の イン タ 
フェ ー ス が 装備 され て いま せん . カ 
セッ ト テ ー プ を 使用 する に は , オプ 
ショ ン の CMT イ ンタ フェ ー ス ボー ド 
(PC-8801-21) が 必要 に な り ま す . 

@ カ セッ ト テ ー プ レ ュ コーダ を 使用 し て , 


デー タ の 書き 込み , 読み 込み を 行う 場 
合 は , リモ ー ト 端子 ( 黒 ) を 接続 し ま 
す . 


リモ ー ト 端子 を 接続 し ます と , テー プレ ュ コーダ 
の ON/OFF は 本 機 が コン トロ ー ル し ます . で す 
か ら , PLAY ボ タン を 押し て いて も ふも , 本 機 で カ 
セッ ト テ ー プ を 使用 する 命令 が 実行 され な けれ ば 
カセ ッ ト テ ー プ は 回 り ま せん . この 機能 に よっ 
て , 必要 な 間 だ け カ セッ ト テ ー プ を 回 すこ と が で 
き , カセ ッ ト テ ー プ の むだ づか い が 防 げ , また 手 
前 も か か り ま せん . 

リモ ー ト 端子 を 接続 し な か っ た 場合 は , テー プ 
レコ ュー ダ の スタ ー ト , スト ッ プ は すべ て 自分 で や 
る 必要 が あり ます . で すか ら , カセ ッ ト を 使用 す 
る 命令 を 実行 する 前 に PLAY ボタ ン を 押し , 終わ 
る と STOP ボ タン を 押す と いう 操作 が 必要 に な 
り ま す . 
以後 は , 
説明 し ます . 


リモ ー ト 端子 が 接続 され て いる と し て 





] . デー タ の 書き 込み 


(1) キー ボー ド か ら 下 の プロ グラ ム を 入力 し て く 
だ さい . 





199 INPUT A,B,C,D 
11 の 9 PRINT " ッ 
129 PRINT " 多 
139 PRINT “" 
149 INPUT " 

159 OPEN "cas:suchi" FOR OUTPUT AS #1 


寺 勤 き 
時 
パオ さ 
へ ー 
に る て | 


16 の 9 PRINT #1,.A,B 
179 PRINT #1.C,D 
18 の 9 CLOSE #1 

199 END 





この プロ グラ ム を 人 簡単 に 説明 し まし ょ う . 
① キー ボー ド か ら 数 値 を 入力 し ます (100 行 ) . 
② カセ ッ ト テ ー プ を セッ ト し , 録音 ボタ ン と 

PLAY ボタ ン を 押し て を 入力 し ます 

(110 行 て 140 行 ) . 
③ ファ イル の オー プン を 行い ます . OPEN 文 

が 実行 され る と カセ ッ ト テ ー プ が 割り 当て ら 

れ , デー タ を 書き 込む た め の 準 備 が 整い ます 

(140 行 ). 
④ PRINT 井 文 を 用 いて デー タ を 書き 込み ま 

す (160 行 , 170 行 ) . 
⑧⑤ デー タ の 書き 込み が 終わ っ た ら , CLOSE 

文 で ファ イル を 閉じ て お きま す (180 行 ) . 

(2) この プロ グラ ム を 実行 させ ます . 


「uTn fg 


(3 する と , 画面 に "?" を 表示 し ます . これ は , 
行 番 与 100 の INPUT 文 が キー ボー ド か ら の 入力 
を 要求 し て いる の で す . 


1,2,3, 4 


と 入力 し ます . 
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(4) 今度 は 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます . 





Sagt tapa, 【hen push FL and REC 
Ok? 





(5) そこ で , デー タ を 入力 し て も よい カセ ッ ト 
テー プ を テー プレ コー ダ に セッ ト し ます . この 
と き , テー プ カ ウ ンタ を 0 に し て お け ば , 後 で 
どこ か ら デ ー タ が 入っ て いる か 一 目 で わか り , 
と て も 便利 で す . 

(6) カセ ッ ト テ ー プ の セッ ト が 終わ っ た ら , テー 
プレ ュー ダ の 録音 ボタ ン と PLAY ボ タン を 提 
し ます . これ ら の 準備 が 終わ っ た ら , 人 の 
を 入力 し ます . 

⑦ | を 入力 する と , すぐ に カセ ッ ト テ ー プ 
が 回 り 始め , し ば らく し て ディ スプ レイ に 
"Ok" と 出力 し , カセ ッ ト テ ー プ は 止ま り ま す . 

これ で , キー ボー ド か ら 入 力 し た 数 値 が カ 
セッ ト テ ー プ に 書き 込ま れ ま し た . 


ど . デー タ の 読み 込み 


先ほど テー プ に 書き 込ん だ デー タ を, 
み 込 ん で み ま し ょ う . 


(1) 下 の プ ログ ラム を 入力 し ます . 


今度 は 読 





19 の 9 PRINT "PAY ボ タン を 押し て くだ さい 。" 
11 の 9 の OPEN "cas:sSuchi" FOR INPUT AS #1 
129 INPUT #1.A,B 
139 INPUT #]1.,.C,D 
149 PRINT A,B,C,D 
15 の 9 CLOSE #1 
16 の END 
TOORANMRRMONNIORRRSMSMRNRPORRRNPPPSnd 
プロ グラ ム の 意味 は 次 の と お り で す . 
① 画面 に "PLAY ボタ ン を 押し て くだ さい 。` 
と 表示 し , PLAY ボタ ン を 押す こと を 促し ま 
す (100 行 ). 
②⑨② ファ イル を オー プン し , カセ ッ ト テ ー プ か 
ら デ ー タ を 入力 する た め の バ ベッ ファ を 割り 当 


て ます (110 行 ). 
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③ INPUT 壮 文 を 用 いて デー タ を 読み 込み ま 
す (120 行 , 130 行 ) . 

④ デー タ の 読み 込み が 終わ っ た ら , CLOSE 
文 で ファ イル を 閉じ ます (150 行 ). 

(2) プロ グラ ム が 入力 で きた ら , デー タ の 書き 込 
み を 始め た と ころ まで カセ ッ ト テ ー プ を 巻き 戻 
し ます . 

(3) カセ ッ ト テ ー プ の 人 準備 が で きた ら 実 行 させ ま 
す . 

TUT 

(4) "PLAY ボ タン を 押し て くだ さい 。" と いう 
メッ セー ジ が 現れ た ら , PLAY ボタ ン を 押し ま 
す . カセ ッ ト テ ー プ が 回 り 始 め て し ば らく する 
と , 読み 込ま れ た デー タ が ディ スプ レイ に 表示 
され ます . 


3. デー タ の 型 と 数 の 








カセ ッ ト テ ー プ に デ を 書き 込む , ある い は 

み 込 む 場合 の 注意 事項 と し て , 書き 込む セ と き と 
0 タ の 型 と 数 の 一 致 >〉 が あり ま 
す . 文字 と し て デー タ を 書き 込ん だ の に , それ を 
数 値 デ ー タ と し て 読み 込む こと は で きま せん . ま 
た , 1 つの PRINT 文 で 4 つの デー タ を 書き 込ん 
で いる の に , INPUT 文 で は 2 つ し か 読み 込ま な 
いと いう わけ に も いき ませ ん . た だ し , デー タ の 
型 と 数 が 一 致し て いれ ば , 読み 込ん を だ デー タ を 代 


に 


8 


入 す る 変数 は , 書き 込ん だ と き に 使っ た 変数 と 異 
な っ て いて も か まい ませ ん . 
良い 例 1 
・ 書 き 込む と き 
10 OPEN "cas : sample" FOR OUTPUT 
AS 斗 ] 
100 PRINT 壮 1.A,B,C 


500 CLOSE 斗 1 


・ 読 み 込 むと き 
10 OPEN "cas : sample" FOR INPUT AS 
圭 1 


150 INPUT 韻 1,X,Y,Z 
300 CLOSE 時 1 


デー タ の 規 ( 数 値 ), 数 (3 つ ず つ ) が 一 致し て い 
る の で OK で すね . 











良い 例 2 
・ 書 き 込 むと き 
10 OPEN "cas : sample" FOR OUTPUT 
AS 壮 ] 





100 PRINT 斗 1 , YAMA$ , KAWA$ 


500 CLOSE 赤 1 


・ 読 み 込 むと き 
10 OPEN "cas : sample" FOR _ INPUT AS 
斗 1 


200 INPUT 斗 1 , SORA$ , UMI$ 


600 CLOSE 壮 1 
これ も , デー タ の 弄 ( 文 字 ), 数 (2 つ ず つ ) が 一 
健 し て いる の で OK で す . 


悪い 例 


第 16 章 デー タフ ァイル を 作る 





・ 書 き 込む と き 
10 OPEN "cas : sample" FOR OUTPUT 
AS 斗 1 


100 PRINT 革 1,A,.B,C,D 
700 CLOSE 壮 1 


・ 読 込む と き 
10 OPEN "cas:sample" FOR INPUT AS 
半 


200 INPUT 井 1,A,B 
210 INPUT 半 1,C,D 


800 CLOSE 壮 1 
デー タ の 型 (数 値 ) は 一 致し て いま す が , 
PRINT 文 で 4 つの デー タ を 書き 込ん だ の に 対 
し , 読み 込む と き は 一 度 に 2 個 し か 扱っ て いま せ 
ん . この 場合 , 読み 込む こと は で きま せん . 


1 つの 
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_4. ファ イル 名 に つい て 


カセ ッ ト テ ー プ 上 に デー タフ ァイル を オー プン 
し て 入出 力 を 行う 場合 は , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 
場合 と 同じ よう に ファ イル 名 を つけ る こと が 可能 
で す が , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の よう に ファ イル 名 
(に よっ て ファ イル を 識別 する こと は で きま せん . 
し た が っ て , 


OPEN "CAS:A" FOR OUTPUT AS 斗 1 { 回 


と し て オー プン し , デー タ を 書き 込ん だ ファ イル 
を , 
OPEN "CAS : B" FOR INPUT AS #1 gl 


と し て オー プン し , デー タ を 読み 出す こと も で き 
ます . 





5. カセ ッ ト テ ー ブ の 転送 速度 


Na-BASIC で カセ ッ ト テ ー プ を 使用 する 場合 
(に , 「600bps 」 と 「1200bps」 の 2 つの 転送 速度 を 使 
用 し ます . この 指定 は , デベ イス 名 を 指定 する 
と , Ns-BASIC が 自動 的 に 設定 し て くれ ます . 


1200bps 





600bps 





同じ 長 さ の プロ グラ ム や デー タ を セー ブ し た り 
ロー ド す る 場合 , 1200bps で す と 600bps の 半分 の 
時 間 で 実行 で きま す . し か し , 600bps で セー ブ し 
た プロ グラ ム や デー タ を 1200bps で ロー ド す る こ 
と は で きま せん . また , 逆 に 1200bps で セー ブ し 
た プロ グラ ム や デー タ を 600bps で ロー ド す る こ 
と も で きま せん . で すか ら , プロ グラ ム や デー タ 
を セー ブ す る 場合 は , どちら の 転送 速度 で セー ブ 
し た の か を 記録 し て お いて くだ さい . 
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注意 > 





同じ テー プレ ュー ダ で セー ブ , ロー ド 
を 行う 場合 は , 「1200bps」 で 行う 方 が 
速く 実行 で きま す が , セー ブ し た テー 


プ 


レコ ュー ダ と ロー ド す る テー プレ コー 


ダ が 異な る 場合 に , 「1200bps]」 で す と , 
モー タ の 回 転 速 度 の 誤差 な どか ら エ 
ラー が 発生 する 可能 性 が あり ます . 


ンダ 


この よう な 場合 は 「600bps」 で セー 
ロー ド を 行っ て くだ さい . 





フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク と 
ファ イル の 構造 





Nse-BASIC DISK Version/Ngsa- 日 本 語 BASIOD に お ける 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の ファ イル 構造 に つい て 解説 し ます . 

BASI び O で ディ スク ファ イル を 扱う と き は , すべ て ファ イル 名 で 行 
いま す . し た が っ て , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 直接 管理 する サー フェ 
ス 番 号 , トラ ッ ク 番 号 , セク 番号 を 使う 必要 は ほとん ご ど あり ませ 
ん . な ぜ な ら ば , ファ イル 名 を 実際 の の フロッピー ディスク の サー フ 
ェ ス 番号 , トラ ッ ク 番 号 , セク タタ 番号 に 変換 する 仕事 は BASGIO が 
自動 的 に 行っ て くれ る か ら で す . 

し た が っ て , BASIO で ファ イル を 扱わ れる 方 は 以下 の 説明 を 読む 
必要 は あり ませ ん . DSKI 員 関数 DSKO お 文 や 機械 語 エ ニタ を 
使う 必要 の ある 方 の みお 読み くだ さい . 





DSKO お 文 は ディ スク 上 に 直接 デー タ を 書き 込み ます . 不用 意 
に 使用 する と , ディ スク の デー タ 構 造 を 破壊 し , 通常 の ファ イル 操 
作 が 不可 能 に な る 場合 も あり ます の で , 使用 に 当たっ て は 十分 な 注 
意 が 必要 で す . 











] . 使用 する 
ディ スク の 種類 


己 ディ スク の 番地 指定 





フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 





Na-BASIC DISK Version/Na 日 本 語 BASIC で 通常 使用 する フロ ッ 
ピー ディ スク は 次 の と お り で す . 


(1) PC-8801FA の 場合 
・ 5.25 イ ンチ 両面 倍 密 度 ミ ニ フ ロ ッッ ピー ディスク (2D と 呼ば れ ま す ) 
・8 イ ンチ 両面 倍 密度 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (2D と 呼ば れ ま す ) 


(2) PC-8801MA の 場合 
・5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (2D と 呼ば れ ま す ) 
・5.25 イ ンチ 両面 高密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (2HD と 呼ば れ ま す ) 
・8 イ ンチ 両面 倍 密度 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (2D と 呼ば れ ま す ) 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に は , メモ リ と 同じ よう 番地 が つい て いま す . 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 番地 指定 に は , サー フェ ス 番 号 , トラ ッ ク 番 号 , 
セク タ 番 号 を 使用 し ます . サー フェ ス 番 号 は , 両面 倍 密 度 の フロ ッ ピ ー 
ディ スク を 使用 する と き に 必要 で す . 「0」 を 指定 する と 表面 (ラベ ル の 
貼っ て な い 面 ), 「 1 」 を 指定 する と 裏面 に な り ま す . フロ ッ ピ ー デ ィ ス 
ク の 最小 読み 書き 単位 は セク タ で , 1 セク タ は 256 バ イト か ら 成 り ま す . 
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ディ スク 構成 BASIC で 使用 する 3 種類 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 構成 は 下図 の よう 
(に な っ て いま す . 5.25 イ ンチ 両面 高密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク と , 8 
イン チ 両 面 倍 密度 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 全く 同じ 構成 に な っ て いま す . 





ーー トラ ッ ク 39 
5.25 イ ンチ 両面 倍 客 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス タク 







N 
トラッ ク 0 
N 
wt ラッ ク 1 
ーー ドラ ッ ク 75 


ーーー- ト ラッ ク 76 
5.25 イ ンチ 両面 高 宙 度 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 


8 インチ 両面 倍 密度 フロ ッ ピ ー ディ スク 


DD ジム 『 面 40 
両面 億 富 度 (80) 





521 ン 2 の 
両面 高 宙 度 片面 77 

8 
8 イン チ (154) 
両面 倍 密 度 
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トラ ッ ク ツク の 割り 当て 








1]. シス テム ディ スク と ンス テム ディ スク と は , ディ スク コー ド を 含ん だ フロ ッ ピ ー デ ィ ス タク 
デー タデ ィ ス ク の こと で , Ns-BASIC DISK Version , お よび Ne 日 本 語 BASIC を 起動 さ 
せる 際 に 必要 な も の で す . ディ スク コー ド と は , BASIC の 拡張 部 分 ( フ 
ロッ ピー ディ スク 関係 の 命令 の ひ サ ポー ト ) の こと で す . それ と は 逆 に , 
ディ スク コー ド を 含ま な い フ ロッ ピー ディ スク の と と を デー タデ ィ ス ク 
と 呼び ます . デー タデ ィ ス ク で は Na-BASIC DISK Version, お よび 
Na 日 本 語 BASIC を 起動 させ る こと は で きま せん . 
プロ グラ ム や デー タ は , シス テム ディ スク と デー タデ ィ ス ク の 両方 に 


記 層 させ る こと が で きま す . 
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トラ ッ ク の 割り 当て (1) 5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 


N』-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク 


IPL 

ディ スク コー ド 
ディ スク コード 
ユー ザ 領 域 





ディ スク コー ド 

ユー ザ 領 域 
12H ディ レク トリ 
12H ID 
12H FAT 

13H 一 27H ユー ザ 傾 域 











IPL 

ディ スク コー ド 
1H 一 5H ディ スク コー ド 
6H 一 1FH 辞書 

20H 一 27H ユー ザ 傾 域 
0H-4H 
SH 一 11H 
12H 
12H 
12H 

13H-1EH 

1FH-27H 














ユー ザ 領 域 
ユー ザ 領 域 
シス テム ディ スク と 同じ 
ユー ザ 領 域 
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第 17 章 _ フロッピー ディス ク と ファ イル の 構造 
(2) 5.25 イ ンチ 両面 高密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 


Ns-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク 


0H 1] せ ーー2H ITPL 

0H 3H 一 1AH| 木 使用 

1H 1H-2H |IPL 

1H 3H 一 1AH| ディ スク コー ド 

2H すべ て デア ィ ス クコ ゴー ド 
3H 一 22H すべ て ユー ザ 傾 域 

23H 1H 一 16H | ディ レク トリ 

23H 9 17H ID 

23H 18H-1AH 
24H 一 4CH すべ て ユー ザ 信 域 
すべ て 使用 
すべ て ディ スク コー ド 
すべ て ユー ザ 仙 域 

















iH-2H |IPL 
3Hー-1AH| 相 使 用 
すべ て | ティ スク コー ド 
すべ て | ユー ザ 領 城 
1HI-16HH | テディ レク トリ 
23H 2 17H ID 
23H 18H-1AIII FAT 
24H-4CH すべ て | ユー ザ 領 域 
| gm すべ て | 相 作 
1H 一 6H すべ て ディ スク コー ド 
すべ て | ュー ザ 作 大 




















すべ て 本 使 川 

すべ て ユー ザ 飲 域 
1H 一 16IHI | ディ レク トリ 

17H ID 
18H 一 1AII 
24H 一 4CH すべ て ユー ザ 傾 域 








0 すべ て 本 使用 
1H 一 4CH すべ て ユー ザ 領 域 

















5.25 イ ンチ 両面 高密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で は , サー 


フェ ス 0, トラ ッ ク 0 は 1 セク タ 128 バ イト の 単 密度 に な っ 
て いる た だ ため, BASIC で は 使用 で きま せん . 
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(3) 8 イン チ 両 面 倍 密度 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 


Ns-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク 





未 使用 
1H IPL 
2H-1AH| ディ スク コー ド 
すべ て | ディ スク コー ド 
すべ て | ユー ザ 領 域 
1H-16H | ディ レク トリ 
ID 



















ユー ザ 領 城 


未 使用 
ディ スク コー ド 
ユー ザ 領 域 














未 使用 
ユー ザ サ 領 域 

シス テム ディ スク と 同じ 
ユー ザ 領 域 

未 使用 

ユー ザ 領 域 








36 一 76 | 24Hー4CH | すべ て 
1 0 0H すべ て 
1 一 76 | 1H-4CH | すべ て 


8 インチ 両面 倍 密度 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で は , サー フェ ス 


0, トラ ッ ク 0 は 1 セク タ 128 バ イト の 単 密度 に な っ て いる 
た め , BASIC で は 使用 で きま せん . 
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クラ スタ 











フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で 読み 書き 可能 な 最小 単位 は セク タ で す が , BASIC が 管理 する 最小 単位 は クラ 
スタ と 呼び ます . 

5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 8 セクタ, 5.25 イ ンチ 両面 高密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー 
ディ スク と 8 イン チ 両 面 倍 密度 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 26 セ クタ を ひと まとめ に し て 1 クラ スタ と し ま 
す . クラ スタ と サー フェ ス , トラ ッ ク , セク タ の 関係 は 下 の 表 の よう に な っ て いま す . 


5.25 イ ンチ 両面 倍 密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 場合 


中 











5.25 イ ンチ 両面 高密 度 ミ ニ フ ロ ッ ヒ ピー ディ スク 
8 インチ 両面 倍 交 度 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 場合 
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と ディ レク トリ , FAT 


ユー ザ か ら 指 定 さ れ た ファ イル 名 を , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 上 の アド レス (サー フェ ス 番 号 , トラ ッ ク 
番号 , セク タ 番 号 ) に 変換 する た め に , BASIC で は 2 つの 表 を 管理 し て いま す . ディ レク トリ と FAT 
(File Allocation Table の ) が それ で す . 

ディ レク トリ は , その ディ スク に 格納 され て いる ファ イル の ファ イル 名 , 属性 , 格納 され て いる 先頭 
の 場所 の 表 で す . 各 デ ィ レ クト リ は 16 バ イト か とら 成り , 下記 の よう な 内 容 を 持っ て いま す . 

ファ イル 名 の 先頭 ベイ ト (0 バイ ト 目 ) の 内 容 が FF(16 進 数 ) の と き , その ディ レク トリ が 使用 され て 
いな いこ と を 示し ます . 00 の と き , 削除 (KILL) さ れ た ファ イル で ある こと を 示し ます . 

属性 は 下 の よ うに な っ て いま す . 


16 バ イト 





その ファ イル が 格納 され て いる 
先頭 の クラ スタ 番号 


ファ イル 名 

拡張 子 

属性 

その ファ イル が 格納 され て いる 
先頭 の クラ スタ 番号 

未 使用 


アス キー 形式 

機械 語 ファ イル 

アス キー 形式 , 書き 込み 覇 止 

アス キー 形式 . リー ドア フタ ー ラ イト 
非 ア スキ ー 形 式 , 

非 ア スズ スキー 形式, 書き 込み 人 禁止 

非 ア スキ ー 形 式 、 吐 号 化 

非 ア スキ ー 形 式 .、 リー ドア フタ ー ラ イト 
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第 17 章 _ フロッピー ディ スク と ファ イル の 構造 





FAT は , 各 ク ラス タ の 使用 状態 ん 示す 表 で す . FAT は 3 セク タ に わた っ て 書き 込ま れ て お り , 3 セ 
クタ と も 全く 同じ 内 容 が 書か れ て いま す . フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を アク セス し た と き に , FAT の 内 容 





(3 セク タ ) が メモ リ に コピ ー さ れ ま す . 1 クラ スタ に つき 1 ベイ ト で その クラ スタ の 使用 状態 を 表し ま 
す . 5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 場合 , 各 セ クタ の 0 て 159 バ イト が クラ スタ 番号 
0 て 159 に それ ぞ れ 対応 し て いま す . 5.25 イ ンチ 両面 高密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク と 8 イン チ 両 面 倍 
ディ スク の 場合 , 各 セ クタ の 0 て 153 バ イト 目 が クラ スタ 番号 0 て 153 に それ ぞ れ 対応 し 
て いま す . そし て , 各 バ イト の 持っ て いる 値 が 各 ク ラス タ の 使用 状態 を 示し て いま す . 

表 の 説明 で 「 連 続 し た クラ スタ 」 と いい まし た が , これ は 物理 的 (地理 的 ) に 連続 し た クラ スタ と いう ら 意 
味 で は あり ませ ん . BASIC で 管理 され る ファ イル は 一 般 に , 物理 的 に 飛び 飛び の クラ スタ を つない で 構 
成 さ れ て いま す . 


縮 麻 フロッピ ー デ 


。 バイ ト の デー タ (16 進 ) 


クラ スタ の 使用 状 問 





5.25 イ ンチ 両面 倍 密 度 の と き 
0H-9FH 

5.25 イ ンチ 両面 高密 度 と 

8 イン チ 両 面 倍 寅 度 の と き 
0Hー99H 





使用 中 , 連続 し た クラ スタ の -- 部 で あり , 
後続 する クラ スタ を 持つ . 値 が , 後続 する 
クラ スタ の 番号 を 示し て いる 





5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 の と き 
C1H-CSH 


5.25 イ ンチ 両面 高密 度 と 
8 イン チ 両 面 倍 密 度 の と き 
C1H-DAH 





使用 中 , 連続 し た クラ スタ の 最後 の クラ ス 
タ で あり , 下 4 (両面 高密 度 ま た は , 8 イン 
チ の と き は トド 5) ピッ ト の 内 容 が , その クラ 
スタ で 実際 に 使わ れ て いる セク タ の 数 を 表 
す . 





FEH 


予約 済み の クラ スタ で , ファ イル と し て 使 


うこ と は で き な い (ディ スク コー ド , IPL, 
ディ レク トリ , FAT 自身 を 含む クラ スタ が 
これ で ある ) 


未 使用 
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ID 








D に は 1 セク タ ( 三 256 バ イト ) が 割り 避 て られ て いま す . 各 バ イト は 右 の よう な 意味 を 持っ て いま す . 
最初 の 1 バイ ト は , その フロ ッッ ピー ディス ク 全 体 の 属性 を 示し て いま す . 値 の 意味 は 次 の と お り で 
消 。 






性 BASIC テ キス ト 


1 バイ ト 1 バイ ト 254 バ イト 


読み 普 「 き 呈 
書 き 込 み 人 禁止 
リー ドア フタ ー ラ イト 










通常 の シス テム ディ スク で は , <〈 フ ァイル 数 〉 と し て 255(16 進 数 で は FF) が 指定 され て いま す . この 場 
合 , ンス テム 起動 時 に キー ボー ド か ら フ ァイル 数 を 入力 する 必要 が あり ます . この ファ イル 数 に 0 て 15 
を 指定 する と , BASIC を スタ ー ト させ る と き に に 

How many files(0-15)? 


を 表示 せ ず に , 自動 的 に その ファ イル 数 が 設定 され ます . 

ファ イル 数 の 設定 が 終わ る と (ファ イル 数 を 設定 せ ず に "How many files(0-15)?" に 対し て キー ボー 
ド か ら 入 力 を 行っ た 場合 で も ), 次 の BASIC テキ スト の 内 容 が 自動 的 に 実行 され ます . つま り , 
BASIC を スタ ー ト させ る 場合 , ンス テム ディ スク の ID に 書か れ て いる BASIC テキ スト の 内 容 が 常に 実 
行 さ れ ま す . 

ID の 通常 の 状態 は , ファ イル 数 が 255(FFH) , BASIC テ キス ト が すべ て 0 か 32(OH か 20H) こ な っ て い 
ます 。 








例 属性 ファ イル 数 BASIC テ キス ト 


用 ease] 


00 05 72 75 6E 22 41 00 ……… (の 00 
NOMGNDCCDOAOC MYorNnoecoo () 
この 例 の よう に ID セク タ の 内 容 が 書か れ て いる 場合 , 自動 的 に 5 個 の ベッ ファ が 用 意 さ れ , "A" と い 
う プ ログ ラム が 実行 され ます . ( 例 の よう な 数 字 の な ら び は 機械 語 モ ニタ の CRTL 十 D コ マン ド で 見 る 
こと が で きま す ). 
ID の 書き 換え を 行い た い 場 合 は , ン ステ ム デ ィ ス ク に 入っ て いる ディ スク ユー ティ リティ 
(dskut2.j88/dskut1.J88 の 「ID セ クタ の 書き 換え 」 を 使っ て くだ さい . ID の 書き 換え 方 法 に つい て は , 
第 18 章 7 節 を ご 覧 くだ さい . 
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PC-8680UIMA が さら に 使用 する こと の で きる 
その 他 の フォ ー マ ッ ト の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 








1 節 か ら 5 節 まで で は , 次 の 3 つの タイ プ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 構造 に 関し て 述べ まし た . 
5.25 イ ンチ ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (両面 倍 条 度 )* 
5.25 イ ンチ ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (両面 高 度 )* 
9 ンダ 選 か: の (両面 倍 宙 度 )* 
玉 一 般 に 2D と 呼ば れ て いま す . 
玉 玉 一般に 2HD と 呼ば れ て いま す . 


し か し , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト に は , 上 の 3 つの ほか に も いく つか 種類 が あり , 
PC-8800 シ リー ズ や PC-9800 シリ ー ズ 用 の 市 販 の ソフ トウ ゥ ェ ア や , BASIC DISK Version な と で 使わ れ 
て いま す . ここ で は , PC-8801MA で 両面 倍 密度 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使う 方 法 と , され に 使用 する こ 
と の で きる 2 つの タイ プ の フロ ッッ ピー ディスク に つい て 説明 を し ます . 


5.25 イ ンチ ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (本 面 倍 密度 )** 
5.25 イ ンチ ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (両面 倍 密度 倍 ト ラッ ク )* 生 まま 


米 玉 玉 一 般 に 1D と 呼ば れ て いま す . 
玉 玉 玉 玉 一般に 2DD と 呼ば れ て いま す . 


] . 5 イン チミ ニ フ PC-8000 シリ ー ズ , PC-8800 シリ ー ズ の 従来 機 BASIC DISK Version , 
ロッ ピー ディ スク お よび PC-8801FA の Na_BASIC DISK Version で は この フォ ー マ ッ ト を 
(両面 倍 密度 ) 用 いて いま す . 


PC-8801MA で も , ディ スク ユー ティ リティ の 「 シ ステ ム デ ィ ス ク の 作 
成 ] に よっ て 両面 倍 密度 の Na-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク を つく り , これ 
で Na-BASIC DISK Version を スタ ー ト すれ ば , 従来 機 で つく っ た ファ 
イル を 使用 する こと が で きま す . 

5.25 イ ンチ ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ( 両 面 倍 密度 ) の 構成 と 「 ン ステ ム 
ディ スク の 作成 」 は 本 章 第 18 章 の 1 節 と 7 節 を 参照 し て くだ さい . 


PE グチ ニシ PC-8801.PC-8001 な ど に 片面 用 ドラ イブ (PC-8031-1W ) を 接続 し た シ 
ロッ ピー ディ スク ステ ム で 用 いて いた フォ ー マ ッ ト で す . 
(片面 倍 密度 ) この フォ ー マ ッ ト で 作ら れ た ファ イル は , ディ スク ユー ティ リティ の 


「 フ ァイル 転送 (xfiles.J88 )」 を 使い , PC-8801MA で 使用 で きる フォ ー 
マッ ト に 転送 し て か ら 使い ます . 
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. 5. イン チミ ニ フ PC-9800 シリ ー ズ で 使用 し て いる フォ ー マ ッ ト で す . 


ロッ ピー ディ スク この フォ ー マ ッ ト で 作ら れ て いる ファ イル は , 2. と 同様 に ディ スク 
(両面 穫 密 度 倍 ト ラ ユー ティ リティ の 「 フ ァイル 転送 」 を 使っ て , PC-8801MA で 使用 で きる 
ッ ク ) フォ ー マ ッ ト に 転送 し て か ら 使 いま す . 


上 記 の よう に し て , PC-8801MA で 両面 倍 密度 の ファ イル を 
読み 込み / 書 き 込 み を する こと が で きま す . 
た だ し , この よう に し て つく っ た ファ イル を 従来 機 で 読み 込 
お 場合 , 正常 に 動か な いこ と が あり ます . 
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デイ スク 関係 の 
ユー ティ リティ ブロ グラ ム 





Nsg-BASICO シス テム ディ スク に は , Nmm-BASIC_DISK 
VerSiOn お よび Ne- 日 本 語 BAGIO で フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 扱 
うと き に 便利 な ユー ティ リティ プロ グラ ム が 入っ て いま す . 

どの ディ スク ユー ティ イリ ディ は 、 る スス 丈 友 ディ イズ タ を 作ら た だ たり, ジ 
ロッ ピー ディ スク の コピ ー や , ファ イル 転送 を 行っ た りす る も の で 
。 








ディ スク ユー ティ リティ の 
概 菅 








ディ スク ユー ティ リティ は , 以下 の 7 つの 働き を し ます . ここ と では, それ ぞ れ の 働き が どの よう な も 
の か を 説明 し ます . また , それ ぞ れ に 必要 な プロ グラ ム の ファ イル 名 を 表 に まとめ て お きま す . 


]. フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に セー ブ さ れ た ファ イル は 壊れ る こと が あり ま 
の コピ ー( そ の 1 ) す . た と えば , 間違え て 必要 な ファ イル を KILL 命令 で 消し て し まっ た 
(COpy.J8B8) り , DSKO$ 命令 で ファ イル の 内 容 を 壊し た り , また , ノイ ズ な ど ハ ー ド 


ウェ ア の トラ ブル な ど で 蘭 れ る 可能 性 も あり ます . 

そこ で , 重要 な 情報 が 記録 され て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は , 定期 的 
に コピ ー を 作っ て お いて , も し ファ イル が 壊れ て も , その コピ ー フ ァ イ 
ル を 用 いて その 被害 を 最小 限 に と ど め る こと か 必要 で す . この よう な っ ュ 
ピー を 行う た め に , この プロ グラ ム を 使い ます . 

な お , この プロ グラ ム は コピ ー を 行う 前 に 自動 的 に 物理 フォ ー マ ッ ト 
を 行い ます (実際 の 手順 に つい て は , 「 ユ ー ザ ー ズ ガイ ド ]」 の 第 3 章 を 参 
照 し て くだ さい ). 


II 


PC-8801MA 











CSS DEGICOENE 
ディ スグ 













- 使用 する 


も と に な る ディ スク 
6 プロ グラ ム 








Re 

N) 

SR 

す ま 
に IN 
上 自 
AN 


copy2.j88 

dskut2 .j88 
dskut2*bin 
COPpy2*bin 

















| 
M 





PC-8801FA 









































ロフ ロッ ピー ディ スク この プロ グラ ム も 1. と 同じ ファ イル の コピ ー を 実行 し ます が , 物理 
の コピ ー( そ の ら ) フォ ー マ ッ ト を 「 行 う 」, 「 行 わな い 」 の 選択 が で きま す . すでに 物理 
(dskute.J ヨ 8) フォ ー マ ッ ト が 済ん で いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で あれ ば , いち いち 物理 
フォ ー マ ッ ト を 行わ な いで , ファ イル の ュ コピー が で きる の で す . し た 
が っ て , この プロ グラ ム は 物理 フォ ー マ ッ ト の 済ん で いる フロ ッ ピ ー 
ディ スク に 対し て は , 1. の プロ グラ ム よ り , ファ イル の コピ ー を する 手 

間 と 時 間 が 省け ます . 
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d. シス テム ディ スク の 
作成 (dSkut. 
JB8) 


4. デー タデ ィ ス ク の 
作成 (dSkut. 
JB8!) 
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Ns-BASIC DISK Version や Na 日 本 語 BASIC を 使う と き に は , シス テ 
ム デ ィ ス ク が 必要 で す . Na-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク は , ディ スク コー 
ド を 含ん で いる ディ スク の こと で , Ns-BASIC の スタ ー ト の と き に , こ 
の ディ スク コー ド が 本 体 の メモ リ に 読み 込ま れ て , Ns-BASIC が スタ ー 
ト し ます . 

Na- 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク に は , ディ スク コー ド の ほか に 辞 
書 や 外字 フォ ント な ども 書き 込ま れ て いて , 日 本 語文 字 を 入力 する 際 に 
も 使わ れ ま す . 

「 シ ステ ム デ ィ ス ク の 作成 」 で は , 既存 の システム ディ スク か ら 新 し い 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に , IPL し と ディ スク コー ド だ け を コピ ー し ます 
(IPL, ディ スク コー ド に つい て は , 第 17 章 を 参照 し て くだ さい ). 
Na 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク の 場合 は , さら に 辞書 と 外字 フォ ン 
ト も コピ ー し ます . 

また , Nsa-BASIC の シス テム ディ スク は , も と に な る シス テム ディ ス 
ク の タイ プ (PC-8801FA な ら ば 両面 倍 密度 , PC-88601MA な ら ば 両面 高 
窒 度 ) 以 外 の タイ プ ( た と えば , 両面 倍 密度 倍 ト ラッ ク や 8 イン チ フ ロッ 
ビー ディ スク な ど ) 上 に も ゃ 作成 する こと が で きま す . 

Na 日 本 語 BASIC の シス テム ディ スク は , 同じ タイ プ の フロ ッッ ピー 
ディ スク 上 に だ け 作 成す る こと が で きま す . 

な お , シス テム ディ スク は , Ns-BASIC の スタ ー ト に 使う だ け で な く , 
プロ グラ ム や デー タ を 書き 込む こと も で きま す . 


買っ た ば か り の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に は , プロ グラ ム や デー タ を 書き 
込む こと は で きま せん . 未 使用 の フロ ッッ ピー ディス ク に シス テム フォ ー 
マッ ト を 行う と , 読み 書き 可能 に な り ま す . 本 機 で は 「 デ ー タ ディ スク 
の 作成 ] が これ に あたり ます . 

これ に よっ て 処理 され た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は , プロ グラ ム や デー タ 
の 読み 込み 書き 込み が で きる 状態 に な り ま す . 

た だ し , デー タデ ィ ス ク は ディ スク コー ド を 含ん で いま せん の で , 
Ns-BASIC DISK Version や Na- 日 本 語 BASIC を 起動 する こと は で きま 
せん . 

な お , デー タデ ィ ス ク に は , NsBASIC と Na 日 本 語 BASIC の 区 別 は 
あり ませ ん . 


ロ ID セク タ の 書き 換え 
(dskut ら . J8) 


B. ファ イル 転送 
(xfiles. JB) 





第 18 章 ディ スン 関係 の ユー ティ リティ プロ グラ ム 


アー タデ ィ ス ク に する フロ ッ 


ピー ディスク の タイ プ 




















PC-8801MA 

















dskut2 .j88 
dskut2 * bin 











PC-8801FA 














PC-8801MA で 2D の デー タデ ィ ス ク を 使用 する 協 合 は 2D の 
シス テム ディ スク で 作成 し て くだ さい . 


シス テム ディ スク の ID セク タ に は , BASIC の スタ ー ト 時 に BASIC 側 
か ら た ず ね て くる "How many files(0-15)? "に 対す る 値 と , BASIC が ス 
ター ト し た 直後 に 自動 的 に 実行 させ たい BASIC 命 令 を 書き 込む こと が 
で きま す . 

IID セ クタ の 書き 換え ] で は , 以下 の ンス テム ディ スク の ID セク タ の 
設定 を 行い ます . 


シス テム 構成 





PC-8801MA 


dskut2.j88 
dsSkut2* bin 








PC-8801FA ま 
































「 フ ァイル 転送 ] は , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 書き 込ま れ て いる ファ イル 
の 一 部 また は すべ て を , 他 の 異な っ た 種類 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の ファ 
イル に 転送 する 機能 で す . 

「 フ ァイル 転送 ] は , 次 の 5 つの タイ プ ( た だ し , PC-8801FA の 場合 , 
本 体 の み で は (1) と (2) の タイ プ は 使え ませ ん ) の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 間 
で , どの 方 向 に で も ファ イル を コピ ー し ます . 

(1) 両面 高密 度 ミ ミニ フ ロッ ピー ディ スク (2HD) 
(②) 両面 倍 密度 倍 ト ラッ クミ ニニ フロッピー ディス ク (2DD) 
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(3③) NSR 
(4) 面 倍 密度 ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (1D) 


(5) 8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク 


これ に よっ て , 本 機 と 異な ち タ イプ の の フロッピー ディスク を 使用 する 
機種 で 作っ た ファ イル を 使う こと が で きま す . 


_ シス テム 構成 





77 
前 


PC-8801MA 


評 
に 
2 
下 








xfiles .j88 
xfiles * bin 








PC-8801FA 





gg [< 3 

に 境 e に 区 ん 2 SS 

3 liNe Ne 

| 中 晶 昌 RT 
ド で 











注 1) ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は , 2HD, 2DD, 2D, 1D の 4 つ 
の タイ プ が 使用 で きま す . 

注 2) ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は , 片面 倍 密 度 (1D), 両面 倍 密 
度 (2D) の 2 つの タイ プ が 使用 で きま す . 


「 フ ァイル 転送 ] の も と の ディ スク , 転送 先 の ディ スク に は , 
Ns-BASIC や N。- 日 本 語 BASIC な どの BASIC の 種類 , シス テム ディ ス 
ク , デー タデ ィ ス ク と いっ た だ フロッピー ディ スク の 種類 に 制限 は あり ま 
せん . 


PC-8801MA で (②, (3), ④⑪ タ イプ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 
ファ イル を 書き 込ん だ 場合 , トラ ッ ク の 幅 が 異な る た め 
PC-8801MA 以 外 の 機種 で は 正常 に 読み 出せ な いこ と が あり 
ます . 


"xfiles .J88" は , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト は 行い ませ ん か 
ら , ファ イル が 書き 込ま れる 側 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は , すでに フォ ー 
マッ ト し て ある も の で な けれ ば いけ ませ ん . 適当 な , フォ ー マ ッ ト さ れ 
て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が な いと き は , "dskut2 .j88" の 「 ン シン ス テム 
ディ スク の 作成 」,「 デ ー タ ディ スク の 作成 」 を 用 いて , 新しい フロ ッ 
ピー ディ スク を フォ ー マ ッ ト し て ご と 使用 くだ さい . 

ファ イル が 書き 込ま れる 側 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は , すでに いく つか 
ファ イル が 書き 込ま れ て いる も の で か まい ませ ん . "xifiles.J88" は , こ 
れ ら の ファ イル は その まま に し て , さら に 新しい ファ イル を 追加 し て い 


フ ディ スク コー ド の 
コピ ー(syggn. 
JB) ' 
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きま す . た だ し , 転送 先 の フロ ッッ ピー ディス ク に 同じ 名 前 の ファ イル が 
あっ た と き は , 新しい ファ イル に 書き 換え られ て し まい ます か ら 注 意 し 
て くだ さい . 


「 フ ロッ ピー ディ スク の ュ コピー や 「 フ ァイル 転送 ] は , フロ ッ ピ ー デ ィ 
スク に 入っ て いる ファ イル を コピ ー し ます . し か し , デー タデ ィ ス ク と 
し て 使っ て いた も の を シス テム ディ スク に し た いと き な ど , ディ スク 
ュー ド だ け コ ピー し た しい 場 合 に は , Na-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク に 入っ 
て いる "sysgn2 .j88" を 使い ます . 

"sysgn2 . j88" は 2 ドラ イブ 用 で , 両面 高密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
(PC-8801FA の 場合 , 両面 倍 密 度 ) お よび 8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク 
間 で , どの 方 向 に で も ディ スク コー ド を コピ ー で きま す . 


も と に な る 新しく 作ら れる 


シス テム 
シス テ 構成 ジス ネ テ スム ディ スク シス テム ディ スク | ブログ ラム 





SySqn2 .j88 
SysSgn2* bin 


PC-8801MA 











PC-8801FA LU 当 | | ] sysgn2 .j88 


sySgn2* bin 
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フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 種類 


本 機 に 添付 され て いる シス テム ディ スク を その まま 使う 場合 , フ ロッ ピー ディ スク の タイ プ は 。, 
PC-8801MA な ら ば 5.25 イ ンチ 両面 高密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (2HD), PC-8801FA な ら ば 5.25 イ ン 
チ 両 面 倍 密度 ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (2D) に な り ま す . 

また , 本 機 に 8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク ユニ ッ ト を 接続 する こと に より , さら に 8 イン チ 両 面 倍 密 
度 フ ロッ ピー ディ スク (2D) が 使用 で きま す . 

本 機 の ディ スク ユー ティ リティ プロ グラ ム は , 主 に 上 記 の 3 つつ タイ プ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 対象 
に し ます が , PC-8801FA の 場合 「 シ ステ ム デ ィ ス ク の 作成 」 で は , 5.25 イ ンチ 両面 高密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー 
ディ スク (2HD) を Nas-BASIC/Ng- 日 本 語 BASIC ン シス テム ディ スク に する と と は で きま せん . 

ある い は 「 フ ァイル 転送 ]」 で は , 上 の 3 つの タイ プ の ほか に , 5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 倍 ト ラッ クミ ニ フ 
ロッ ピー ディ スク (2DD) や 5.25 イ ンチ 片面 倍 密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (1ID) 上 の ファ イル を 扱う こ 
と が で きま す . 異な る 機種 の 間 で BASIC の プロ グラ ム フ ァ イル を 転送 する 場合 は , アス キー セー ブ し た 
も の を 使っ て くだ さい . た だ し , PC-8801FA で は 2HD を 使っ て プロ グラ ム フ ァ イル を 転送 する こと は 
で きま せん . 

下図 は . それ ぞ れ の ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 特徴 な ど を まとめ た も の で す ( 上 記 の フロ ッ ピ ー デ ィ 
スク と ファ イル の 構造 に つい て は , 第 17 章 を ご 覧 くだ さい ). 

各 フ ロッ ピー ディ スク の まとめ 


2 


5.25 イ ンチ 両面 高 


ミニ フロ ッ ヒ ー デ ィ ス 
ク 
(2HD) 


付 の シス テム ディ ス 
ク で BASIC を スタ ー ト 
する . 


@ PC-8801MA 
従来 の PC-8800 シ リ 


ー ズ +PC-8831-MW 


@ PC-9800 シ リー ズ 


PC-9836-M 





5.25 イ ンチ 画面 倍 密度 
倍 ト ラッ クミ ニ フ ロ ッ 
ピー ディ スク 

(2DD) 


「 フ ァイル 転送 」 で 、 フ 
ァイル を 2HD ま た は 2D 


上 [に 移し て か ら 使 う 」 


@ PC-8801MA 
@ PC-9800 シ リー ズ 


PC-9836-4 





8 イン チ 両 面 倍 密度 
フロ ッッ ピー ディスク 
(2D) 


8 インチ フロ ッ ヒ ー デ 
ィ ス ク ユ ニッ ト を 接続 
する . 


@ PC-8801MA 

@ PC-8801FA 

@ PC-8800 シ リー ズ 
@ PC-9800 シ リー ズ 


PC-8886 
(物理 フォ ー マ ッ ト 済 ) 





5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 
ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス 


注 2)「 シ ステ ム デ ィ ス ク の 
作成 」 で 2D 用 の シス テ 
ム デ ィ ス ク を 作り 、 こ 
れ を 使っ て BASIC を 
スタ ー ト する . 


@ PC-8801MA 

@ PC-8801FA 

@ PC-8800 シ リー ズ 
@ PC-9800 シ リー ズ 
@PC-8000 シ リー ズ 


PC-8036-2 








「 フ ァイル 転送 で , フ ァ 
イル を 2HD また は 2D 
ト に 移し て か ら 使 う . 





@⑯ PC-8801MTA 

@ PC ご -8801FA 

@ PC-8800 シ リー ズー 
PC-8031-1W 

@ PC-8000 シ リー ズ + 
PC-8031-1W 





PC-8036 
PC-8036-2 








注 1) フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の タイ プ に よっ て , それ ぞ れ 専用 の 製品 が 用 意 さ れ て 
いま す . タイ プ の 違う も の に 使用 し た 場合 は 動作 が 保障 され ませ ん . 

注 2) PC-8801FA の 場合 添付 の シス テム ディ スク で BASIC を スタ ー ト で きま 
ま 、 
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]. 物理 フォ ー マ ッ ト 


. シス テム フォ ー マ ッ ト 





物理 フォ ー マ ッ ト と 
シス テム フォ ー マ ッ ト 





サー フェ ス , トラ ッ ク , セク タ ( 第 17 章 参照 ) と いっ た アド レス を フ 
ロッ ピー ディ スク に 付け る こと を 「 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 」 と いい ます . 

林 使 用 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は , 必ず 物理 フォ ー マ ッ ト を 行わ な けれ 
ば な り ま せん . NEC が 供給 し て いる 8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク (PC-8886) 
は 物理 フォ ー マ ッ ト 済 み で す の で , その 必要 は あり ませ ん . 

物理 フォ ー マ ッ ト を 行う と , DSKI$, DSKO$ 命 令 を 使え る よう に な り 
ます が , 他 の コマ ンド , ステ ー ト メン ト を 使用 する こと は で きま せん . 


FAT, ディ レク トリ , ID の 初期 化 を 行う こと を 「 ン シス テム フォ ー マ ッ 
ト ]」 と いい ます (FAT, ディ レク トリ , ID に つい て は 本 書 第 17 章 を 参照 し 
て くだ さい ). シス テム フォ ー マ ッ ト を 行う こと に より , その フロ ッ 
ピー ディ スク に 対し て , BASIC の コマ ンド , ステ ー ト メン ト を 実行 で き 
る よう に な り ま す . 

5.25 イ ンチ ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で 買っ て きた ば か り の 新しい も の 
は , 必ず 上 記 の 2 段階 の フォ ー マ ッ ト を し な いと , BASIC で 使う こと は 
で きま せん . 

他 の パソ コン で 使っ て いた フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 再 利用 する 場合 も , 
物理 フォ ー マ ッ ト が 違っ て いる 場合 が あり ます か ら , 物理 フォ ー マ ッ ト 
か らし な お し た 方 が よい で し ょ う . この 章 で 説明 する ディ スク ユー ティ 
リティ の うち 次 の も の は , 必要 に 応じ て フォ ュー マット を し て くれ ます . 

・「 フ ロッ ピー ディ スク の ュ コピー] 
・「 シ ステ ム デ ィ ス ク の 作成 」 
・「 デ ー タ ディ スク の 作成 」 

フォ ー マ ッ ト を 行う こと は , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 扱う 上 で 大 切な こ 
と で す が , 大 切な デー タ が 書き 込ま れ た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 誤っ て 
フォ ー マ ッ ト し て し まわ な いよ う , 特に 注意 し な けれ ば な り ま せん . 

フォ ー マ ッ ト を する と , 前 に 書き 込ま れ た デー タ は すべ て 消さ れ て し 
まい ます . 
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フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の ライ ト 
プロ テク ト (書き 込み 禁止 ) 








ミニ フロ ッッ ピー ディスク に は , 図 の よう に 切り 込み (ノラ フッ チ と いい ます ) が 付け られ て いて , この 部 分 
(に ライ ト プ ロ テク トシ ー ル を 貼る と と に より , その フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 書き 込み 禁止 に する (これ を 
ライ ト プ ロ テク ト を か ける と いい ます ) こ と が で きま す . 


ノッ チ 


ライ ト フ ロ テ ク ト 
シー ル を 貼る 








は が す 





書き 込み で きる 書き 込み で き な い 


大 切な ンス テム ディ スク や , 重要 な デー タ の 書き 込ま れ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に は , 誤操作 で , 
も と の デー タ が な く な っ て し まわ な いよ うに , ライ ト プ ロ テク トシ ー ル を 貼っ て お きま し ょ う . 

「 フ ロッ ピー ディ スク の コピ ー]」 や 「 デ ィ ス クコ ー ド の コピ ー」 を する と き は , 誤操作 に よっ て デー タ を 
消し て し まわ な いよ うら に, も と に な る フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に は 必ず ライ ト プ ロ テク トシ ー ル を 貼っ て お 
く よ ら に し まし ょ う . 
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ドラ イブ 番号 








本 体 に 内 蔵 き れ て いる ドラ イブ だ け を 使う 場合 は , 向かっ て 右側 が ドラ イブ 番号 1 の ドラ イブ , 左側 
が ドラ イブ 番号 2 の ドラ イブ で す . 

本 機 に は , 8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク ユニ ッ ト を 接続 する こと が で きま す . 8 イン チ デ ィ ス ク ュ 
ニッ ト を 接続 し た と き は , 8 イン チ ド ラ イブ の 方 に 若い ドラ イブ 番号 が 割り 避 て られ ます か ら , 注意 し 
て くだ さい . 

ド ト に , いろ いろ な フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ を 接続 し た シス テム を 想定 し て , それ ぞ れ の ドラ イブ 
の ドラ イブ 番号 を まとめ まし た . 

@ 各 ドラ イブ に 割り 当て られ る ドラ イブ 番号 


内 蔵 ド ライ ブ の み 


内 蔵 ド ライ ブ 十 PC-88819 
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ユー ティ リティ ブロ グラ ム の 
スタ ー ト 








] コイ ンチ (1) Na-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク を ドラ イブ 1 に セッ ト し て , 
ディ スク ユニ ッ ト を Ns-BASIC DISK Version を スタ ー ト させ ます (VI モー ド , V2 モ ー ド 
接続 し て いな いと き の どちら で も か まい ませ ん ). 

e ユ ニー ティ リティ プロ グラ ム は , 必ず ドラ イブ 1 に セッ ト さ 

れ て いる ディ スク か らち 読み 込ん で 実行 し て くだ さい . 

% ニ テー ティ リティ プロ グラ ム は , BASIC と を スタ ー ト し た 上 直 
後 な ら そ の まま 使え ます が , 拡張 命令 カラ ー コ ピー ユー 
ティ リティ な ど が 使え る 状態 に な っ て いる と き は , それ ら 
を キャ ン セ ル し て か ら で な いと 使え ませ ん . 

e Na 日 本 語 BASIC で も ユー ティ リティ プロ グラ ム を 使用 
する こと が で きま す . この と き は , Na 日 本 語 BASIC の ス 
ター ト 時 に , "How many files(0-15)?" に 対し て 6 以下 の 数 
を 指定 し て くだ さい . 


(2) ディ スク ユー ティ リティ プロ グラ ム を 読み 込み ます . た と えば , 
"dskut2.j88" を ロー ド す る 場合 は 次 の よう に 入力 し ます . 
load "dskut2 .j88" の 
次 に , run 人 t9』 と 入力 し て プロ グラ ム を 実行 さき せま す . 
次 の よう な メッ セー ジ を 表示 し な が ら , 必要 な 機械 語 プ ログ ラム を 
読み 込み ます (ここ で は , ファ イル 名 に "bin" と いう 拡張 子 が 付い て い 
る 機械 語 の プロ グラ ム を 読み 込ん で いま す ). 





機械 語 プ ログ ラム を 読み 込み 中 で す 。 し ば らく お 待ち くだ さい 。 





読み 込み が 終わ る と , ユー ティ リティ プロ グラ ム が 始ま り ま す ( も 
し , ドラ イブ 1 に 機械 語 プ ログ ラム が 入っ て いな か っ た だ たら 「 フ ァイル 
"dskut2 玉 bin" が 見 つか り ま せん 。] と いう メッ セー ジ が 表示 され ます . 
この よう な と き は , ゃ もう 1 度 , 機械 語 プ ログ ラム の 入っ て いる シス テ 
ム デ ィ ス ク を 使っ て スタ ー ト を や りな お し て くだ さい ). 
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ロイ ンチ (1) Ng-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク を 使っ て , Ns-BASIC DISK Version を 
ディ スク ユニ ッ ト を スタ ー ト させ ます . 
接続 し て いる と き 


ゃ ユニー ティ リティ プ ブログ ラム は , BASIC を スタ ー ト し た 直 
後 な ら そ の まま 使え ます が , 拡張 命令 カラ ー コ ピー ユー 
ティ リティ な ど が 使え る 状態 に な っ て いる と き は , それ らち 
を キャ ン セ ル し て か ら で な いと 使え ませ ん . 

@ Na 日 本 語 BASIC で も ユー ティ リティ ブロ グラ ム を 使用 す 
る こと が で きま す . こと の と き は , Ng 日 本 語 BASIC の ス 
ター ト 時 に "How many files(0-15)?" に 対し て 6 以下 の 数 
を 指定 し て くだ さい . 


初め て 8 イン チ デ ィ ス ク ユ ニッ ト を 使う と き は , ミニ フロ ッ ピ ー 
ディ スク ドラ イブ に シス テム ディ スク を セッ ト し て BASIC を スタ ー 
ト し ます . 

(2) ディ スク ユー ティ リティ プロ グラ ム を 読み 込み ます . た と えば 
"dskut2 .j88" を ドラ イブ 3 か ら 読 み 込 む 場 合 は , 次 の よう に 入力 し ま 
す . 


load "3: dskut2 .j88" の | 


(⑬ 次 に , run 和 9M と 入力 し て プロ グラ ム を 実行 し ます . 
(4) 画面 に 次 の メッ セー ジ が 現れ ます . 





ユー ティ リティ プロ グラ ム の は いっ て いる ドラ イブ 番号 ? 園 











ドラ イブ 3 に 入っ て いる 場合 は 3 放 9M と 入力 し ます . 
(5) 8 イン チ デ ィ ス ク ユ ニッ ト を 接続 し て いな いと き と 同 様 に , 次 の よ 
うな メッ セー ジ を 表示 し な が ら , 必要 な 機械 語 プ ログ ラム を 読み 込み 
ます . 





機械 語 プ ログ ラム を 読み 込み 中 で す 。 し ば らく お 待ち くだ さい 。 








(6) 読み 込み が 終わ る と , ユー ティ リティ プロ グラ ム が 始ま り ま す . 
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3,。 ユー ティ リティ 一 度 終 了 の 操作 を 行っ た あと で も , ユー ティ リティ プロ グラ ム を 読み 
ブロ グラ ム を 終了 込ん だ 状態 な ら ば , RUN ュ ユマ ンド で 何 度 で も 再 ス ター ト す る と と が で 
し た あと , も う 一 度 きま す . た だ し , ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ だ け の シス テム な ら 
スタ ー ト する ドラ イブ 1 か ら , また , 8 イン チ デ ィ ス ク ユ ニッ ト が 接続 され て いる シ 
ステ ム な らち ら 指定 し た ドラ イブ か ら と 機械 語 プ ログ ラム を 読み 込ん で ブログ 
ラム を スタ ー ト させ ます か ら , シス テム ディ スク の セッ ト を 忘れ な いよ 

うに し て くだ さい . 
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各 ユ ー テ ィ リ ティ の 操作 手順 








各 テ エー ティ リティ の 使い 方 を 説明 し ます . シス テム の 構成 に よっ て , 使用 する プロ グラ ム が 違い ます 
か らち 注意 し て くだ さい . 
も し 誤っ た 操作 を し て し まっ た ら , | 山 有 を 押し て , も う 1 度 プロ グラ ム を 実行 し て くだ さい . 


]. フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク  (!) dskut2 .j88 
の コピ ー ここ で は , 次 表 の よう な シス テム 構成 の 場合 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 


の コピ ー を 説明 し ます . 














PC-8801MA 





dskut2 .j88 
dskut2*bin 





PC-8801FA 


























まず , "dskut2 .j88" を スタ ー ト し ます . 
画面 に は 次 の よう に メニ ュー が 表示 され ます -. 


) MR (上 ド ) テート 
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キー ボー ド か ら 1 州 W と 入力 し て くだ さい . する と , 画面 に は 次 
の よう に 表示 され ます . 














| 

| 

| に ラロ ウ の ピー デジ 56 の の ビニ | 
| コピ ー し た い フ ロッ ピー ディ スク を セッ ト し た ドラ イブ 番号 ? 較 
| 





コピ ー し た い フ ロッ ピー ディ スク (た と えば , Ns-BASIC シ ステ ム 
ディ スク な ど ) を ドラ イブ に セッ ト し , その ドラ イブ 番号 を 入力 し ま 
す . ドラ イブ 1 に セッ ト し た 場合 は , 1 9』 と 入力 し ます (ドラ イブ 
番 与 の 指定 に 誤り が ある と き は , エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され て , 直 
前 の 画面 に 戻り ます ). 

次 に , 新しい ディ スク を ドラ イブ に セッ ト す る よう に 指示 し て きま 
すす:。 





了 


新しい フロ リッ ピー ディ スク を セッ ト し た ドラ イブ 番号 ? 時 


5 


新しい フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ( ま た は , すべ て 消し て も か まわ な い フ 
ロッ ピー ディ スク ) を セッ ト し , その ドラ イブ 番号 を 入力 し ます . た 
と えば ドラ イブ 2 の 場合 は , 2 と 入力 し ます . 

次 に 物理 フォ ー マ ッ ト を する か どう か 聞い て きま す . 








物理 フォ ー マ ッ ト を し ます か (y ノ n) ? 軒 





物理 フォ ー マ ッ ト を する 必要 が ある 場合 (特に , 開封 し た ば か り の 
新しい ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク , また は 別 の こと に 使用 し て いた ミニ 
フロ ッッ ピー ディス ク ) に は , ここ で 

y gl 
と 入力 し ます . n 9』 と 入力 する と , 物理 フォ ー マ ッ ト を せ ず に ュ 
ピー が 始ま り ま す ( ユ ー テ ィ リ ティ プロ グラ ム の 場合 , y 人 の 』 は , 
y を 省略 し て だ け で も か まい ませ ん ). 

物理 フォ ー マ ッ ト を する と , 前 に 書き 込ま れ て いた デー タ は すべ て 
消え て し まう の で , ここ で も う 1 度 確認 の た め , 次 の メッ セー ジ が 表 
示さ れ ま す . 
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ドラ イブ ら の ディ スク を フォ ー マ ッ ト し きす 。 
よろ し いで すか (マン n) ? 








y と 入力 すれ ば , 物 理 フォ ー マ ッ ト が 始ま り ま す . また , 
n Il と 入力 する と , 直前 の 画面 に 戻り ます . 








物理 フォ ー マ ッ ト 中 で す 。 





物理 フォ ー マ ッ ト が 終わ る と コピ ー が 始ま り ま す . 

コピ ー さ れる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 入っ て いる ドラ イブ と , 新しい 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 入っ て いる ドラ イブ ラン プ が 順に 点灯 する と 同 
時 に , 画面 に コピ ー し て いる トラ ッ ク 番 号 が 表示 され ます . た と えば 


ドラ イブ 1 か ら ド ライ ブ 2 に コピ ー す る 場合 な ら , 次 の よう に な り ま 
9e 


cs 
MI MI 了 
に 
\ 
ユ 、 
り 


NNY 


hn 
| 











e ト ラック 番号 は 連続 し て いな いこ と も あり ます . 
@ 8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク を フォ ー マ ッ ト す る と き は , 
トラ ッ ク 番 号 を 表示 し な が ら 行 いま す . 
@ フ ロッ ピー ディ スク が 汚れ て いた り , 傷 が 付い た り し て い 
る 雰 合 は , "I/O エ ラー" と 表示 され て コピ ー が 中 断 し ます . 
他 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使っ て コピ ー し な お し て くだ さ 


い . 
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條 事 に 終了 すれ ば 次 の よう に 表示 され ます . 





終了 し まし た 。 
ディ スク ユー ティ リティ の 作業 を 続け は きす か (y ノ n) ? 軒 








y 79 
と 入力 すれ ば , "dskut2 .j88" の メニ ュー 画面 に 戻り , 


と 入力 すれ ば , "dskut2 .j88" を 終了 し ます . 


. シス テム ディ スク の  (①) dskut2.j88 
作成 ここ で は , 次 表 の よう な シス テム 構成 の 場合 の シス テム ディ スク の 


作成 の 手順 を 説明 し ます . 


も と に な る 新しく 作ら れる 
シス テム ディ スク シス テム ディ スク 


シス テム 構成 

















2Hp| Nm |32np Nes 

sm |* 2 p | Ne 

ニ | Ns | ぁ 4 ミ ー ニ | Nes 

| 2 H D | 日 本 語 2 H D | 日 本 語 

PC-8801MA >np| Ns | っ 8 イン チ | Nm 
居 二 ミ 














8 イン チ | Ne |* 3」o| Nm 


8 イン チ | Ns | は も に | Nm 


8 イン チ | Nss | 只 8 イン チ | Nas 
dskut2.j88 


に dskut2*bin 
2p| Nm | ほ は p | Ne 


























ニ | Namm 
日 本 千 


や ど | Nm | っ インチ | Ne 


8 イン チ 


8 イン チ | Nss | 只 き 8 イン チ | Nes 






】 
ji 
屯 
党 
1 
2 
Pi 















PC-8801FA 
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まず , "dskut2 .j88" を スタ ー ト し ます . 
画面 に は 次 の よう に メニ ュー が 表示 され ます か ら 


和香 お レ て | 











2 人 19M と 入力 し ます . する と , 画面 に は 次 の よう に 表示 され ます . 


【 シス テム ディ スク の 作成 】 


シス テム ディ スク を セッ ト し た ドラ イブ 番号 ? 男 





も と に な る シス テム ディ スク を ドラ イブ に セッ ト し , その ドラ イブ 
番号 を 入力 し ます . ここ で セッ ト し た シス テム ディ スク と 同じ タイ プ 
の ンス テム ディ スク が 作ら れ ま す (N』-BASIC っ Na-BASIC, 
Na 日 本 語 BASIC つ N。』- 日 本 語 BASIC) . 


た と えば , ドラ イブ 1 の 場合 は 1 作り と 入力 し ます . 
する と , 画面 に 





新しい フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を セッ ト し た ドラ イブ 番号 ? 較 





と 表示 され ます の で , 新しい フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を ドラ イブ に セッ ト 
し , その ドラ イブ 番号 を 入力 し ます . た と えば , ドラ イブ 2 の 場合 は 
2 ②M と 入力 し ます . 
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NBASIC で は , シス テム ディ スク と 新しい フロ ッ ピ ー 
ディ スク は , ミニ , 8 イン チ の よう に 種類 が 違っ て いて も 
か まい ませ ん . 

Ns-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク を 作成 する と きのみ , どちら の タイ プ 

の シス テム ディ スク を 作る か を 指定 し ます . も と に な る シス テム ディ 

スク と 異な る タイ プ で も か まい ませ ん . 


PC-8801FA の 場合 ,」 ン ステ ム デ ィ ス ク の タイ プ の 指定 は 
で きま せん . 


作成 する ジス テム ディ スク の ディ スク タイ プ を 指定 し て くだ さい 。 
1 。 5。 ら 5 イン チ 両 面 高密 度 ( ら HD) 


。 ら 5 イン チ 両 面 倍 密度 ( ら D ) 
ドラ イブ ら の ディ スク タイ プ ? 園 











た と えば , 両面 高 審 度 (2HD) の シス テム ディ スク に し た いな ら 
1 の の 』 と 入力 し ます (PC-8801FA で は , この 画面 は 表示 され ま 
せん ). 

シス テム ディ スク の タイ プ が , これ で よい か どう か を 確認 し て きま 
す . 





。 ら 5 イン チ 両 面 高密 度 ( 選 HD ) タイ プ ブ の ジス テム ディ スク を 作成 し ます 。 


世 
よろ し いで すか (y ノ n) ? 園 





これ で よけれ ば , y 作 ②W と 入力 し ます (n 作 』 と 入力 する と , 直 
前 の 画面 に 戻り ます ). 

次 に , 物理 フォ ー マ ッ ト を する か どう か 聞い て きま す . 

物理 フォ ー マ ッ ト の 必要 が ある 場合 は , y 州 と 入力 し ます 
Cn 衝 ⑳W と 入力 する と , シス テム フォ ー マ ッ ト に 移り ます ). 





物理 フォ ー マ ッ ト を し ます か (y プ n) ? 還 





確認 の た め に も う 1 度 メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます . 
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フォ ー マ ッ ト し て よけれ ば ぱ , 
yg 
と 入力 し ます (物理 フォ ー マ ッ ト を する と , 前 に 書き 込ま れ て いた 
デー タ は すべ て 消え て し まう た め , ここ で も う 1 度 確 認 し て いま す . 
n と 入力 する と , 直前 の 画面 に 戻り ます ). 
次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され て , 物理 フォ ー マ ッ ト が 始ま り ま 
す . 





物理 フォ ー マ ッ ト 中 で す 。 





物理 フォ ー マ ッ ト が 終わ る と , 続け て 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 
され て シス テム フォ ー マ ッ ト が 行わ れ , FAT, ディ レク トリ , ID が 初 
期 化 さ れ ま す . 











シス テム フォ ー マ ッ ト が 終わ る と , IP し と ディ スク コー ド ( シ ステ 
ム ) の コピ ー を し ます . 





ジス テム を コピ ー 中 で す 。 








と 表示 され て , シス テム の ユ ュ ピ ー が 行わ れ ま す . 
次 の よう に し て 表示 され れ ば 終わ り で す . 





終了 し き し た 。 
ディ スク ユー ティ リティ の 作業 を 続け ます か (マー プ n) 7 略 
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y の | 


と 入力 すれ ば , "dskut2 .j88" の メニ ュー 画面 に 戻り , 


「 《 


と 入力 すれ ば , "dskut2 .j88" を 終了 し ます . 


ヽ 


づけ . デー タデ ィ ス ク の どの よう な フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ を 持つ シス テム で も , 
作成 "dskut2 . 88" を 使っ て デー タデ ィ ス ク を 作る こと が で きま す . 
まず , "dskut2 .j88" を スタ ー ト し ます . 
画面 に は 次 の よう に メニ ュー が 表示 され ます . 


\Y 
SNy>」 | 
帯 某 SN H 


ュ 、 


NMSRNS 


sl 較 
③>J さ 二 
只 い > よー ロロ 


SN AN 1 
IRIS 


IS 


* ネ 
] 
必 
き 
4 
了 


実行 し た い 処 理 の 番号 を 入力 し て くだ さい ? 里 


= 
ア 





3 と 入力 する と , 次 の メッ セー ジ が 現れ ます . 
新しい フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を ドラ イブ に セッ ト し , その ドラ イブ 番号 
を 入力 し ます . 





【 2 ディ スク の 作 Wd 
新しい フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を セッ ト し た ドラ イブ 番号 ? 軒 
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次 に 物理 フォ ー マ ッ ト を する か どう か 聞い て きま す . 





物理 フォ ー マ ッ ト を し ます か (y ノ n) ? 較 





物理 フォ ー マ ッ ト か が 必要 な 場合 は , 
Y 


と 入力 し ます . 
y と 入力 する と , た と えば 新しい フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が ドラ イ 
ブ 2 に セッ ト さ れ て いれ ば 





ドラ イブ 2 の ディ スク を フォ ー マ ッ ト し ます 。 
よろ し いで すか (y ン np) ? 





と 確認 し て きま す . 実行 する 場合 は , y 放 M』 と 入力 し て くだ さい . 
火 の メ ッ セ ー ジ が 表示 され て , 物理 フォ ー マ ッ ト が 始ま り ま す . 





物理 フォ ー マ ッ ト 中 で す 。 





次 に シス テム フォ ー マ ッ ト が 行わ れ ま す . 











シス テム フォ ー マ ッ ト 中 で す 。 | 





デー タデ ィ ス ク を 作り 終わ る と , 次 の よう 表示 され ます . 





終了 し まし た 。 


ディ スク ユー ティ リティ の 作業 を 続け ます か (y プ n) ? 軒 
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y 
と 入力 すれ ば , "dskut2 .j88" の メニ ュー 画面 に 戻り , 
n 


と 入力 すれ ば , "dskut2 .j88" を 終了 し ます . 


4. | セク タ の まず , "dskut2 .J88" を スタ ー ト し ます . 
書き 換え 画面 に は 次 の よう に 表示 され ます か ら , 


実行 し た い 処 理 の 番号 を 人力 し て くだ さい 





4 9M と 入力 し ます . 


画面 に 次 の メッ セー ジ が 現れ ます . 





【 ID セク タ の 書き 換え 】 
シス テム ディ スク を セッ ト し た ドラ イブ 番号 ? 較 
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ID セク タ を 書き 換え た い ン ステ ム デ ィ ス ク を ドラ イブ に セッ ト し , そ 
の ドラ イブ 番号 を 入力 し ます . た と えば ドラ イブ 2 に セッ ト し た 電 合 な 
ら , 2 人 2 と 入力 し ます . 

次 に , ID セク タ に 書き 込む 内 容 を 設定 し て いき ます . 





同時 に オー プン する 最大 ファ イル 数 (ロー 1 5、 設定 し な いと き は -1)?7 圏 














と た ず ね て くる の で , BASIC の スタ ー ト 時 に "How many files(0-15)?" 
と いう プロ ンプ ト に 対し て 答え , 同時 に オー プン し た い 最 大 の ファ イル 
数 を 入力 し ます ( 人 だ け を 入力 する と , 0 が セッ ト さ れ た こと に な り 
ます ). 

た と えば , 3 つ オ ー プ ン さ せ た い 場合 な ら , 


31 避 


と 入力 し ます . 

この と き 一 1 を 入力 する と , ID の ファ イル 数 に は 255(16 進 で FFH) が 
セッ ト さ れ ま す . この 場合 , ファ イル 数 は セッ ト さ れず , BASIC を ス 
ター ト す る た びに ファ イル 数 を 尋 ね る よう に な り ま す . 
次 に 








実行 し た い BAS 1 命令 を 入力 し て < だ さい 。 








と 表示 され ます か ら , BASIC の スタ ー ト と 同時 に 実行 し た い BASIC 命 


令 ( コ マン ド や ステ ー ト メン ト ) を 入力 し ます ( 平 角 文 字 だ けが 入力 可能 
で す . ここ で は , Ng- 日 本 語 BASIC で 使わ れる 文字 を 入力 する こと は で 
きま せん ). 


た と えば , "test .n88" と いう プロ グラ ム を スタ ー ト させ た い 場 合 は 


run "test . n88" 


と 入力 し ます . 
も し , ここ で 入力 し た BASIC の 命令 が 長 す ぎ た 場 合 は 





限度 《( 己 3G バ イト ) を 越え て いき す 。 
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と 表示 し て ブザー を 鳴ら し , も う 1 度 BASIC 命 令 を 入力 する よう に 指 
示し て きま す . 

以上 の 入力 が 終わ る と , 確認 の た め に , 今 ま で セッ ト し た 内 容 が 表示 
され ます (オー プン する ファ イル 数 を 一 1 と 入力 し た 場合 , "オー プン す 
る ファ イル 数 は スタ ー ト 時 に 入力 。" と 表示 され ます ). 


【 ID セク タ の 書き 所 え 】 


よろ し いで すか ( ッ プ n) ? 軒 








この 内 容 で ID セク タ を 書き 込ん で よけれ ば , 
y gl 


と 入力 し ます (や りな お し た いと き は , n 衝 の 』 と 入力 すれ ば , 直前 の 画 
面 に 戻り ます ). する と , 次 の よう に 表示 され , セッ ト し た 内 容 が 書き 込 
まれ ます . 


書き 換え を 行っ て いま す 。 





ID セク タ の 書き 換え が 終了 し , 次 の よう に 表示 され ます . 








SR じき し 5 


ディ スク ユー ティ リティ の 作業 を 続け まき か (y ン n) ? 時 





と 入力 すれ ば , "dskut2 .j88" の メニ ュー 画面 に 戻り , 
n 


と 入力 すれ ば , "dskut2 .j88" を 終了 し ます . 
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ここ で は , 次 表 の よう な ファ イル の 一 部 また は すべ て を コピ ー す る 手 
順 を 説明 し ます . 


PC-8801MA 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の タイ プ は 
2HD. 2D, 2DD, 1D の 4 つが 使 
そま す . xfiles.j88 
ここ 」 由 
xfiles *bin 





語 計 中 


PC-8801FA 


フロ ッ ピ ピー ディス ク の タイ プ は 
2D. 1D の 2 つが 使え ます . 











まず , "xfiles .j88" を スタ ー ト し ます . 
画面 に は 次 の よう に 表示 され ます .: 








くく ファ イル 転送 >> 
マス ター ディ スク の ドラ イブ 番号 ? 園 





転送 され る も と の ファ イル が 書き 込ま れ て いる ディ スク (マス ター 
ディ スク ) を ドラ イブ に セッ ト し , その ドラ イブ 番号 を 入力 し ます . 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は , それ ぞ れ シス テム フォ ー マ ッ ト さ れ 
て いる ディ スク で な けれ ば な り ま せん . 


た と えば ドラ イブ 1 な ら , 1 人 2 と 入力 し ます . 





転送 先 デ ィ ス ク の ドラ イブ 番号 ? 較 





転送 され た ファ イル が 書き 込ま れる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を セッ ト し 
て , その ドラ イブ 番号 を 入力 し ます . た と えば ドラ イブ 2 なら 2 
と 入力 し ます (この 場合 , すでに ファ イル が 書き 込ま れ て いて も , それ 
ら は , その まま で 新しい ファ イル を 追加 し て いき ます ). 
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次 に , ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使っ て いる 場合 は , ディ スク の タイ 
プ を 聞い て きま す . 


9]| 
ト hJ 


2 っ 5) 
面 人 補 度 (1D) 


ドラ イラ 1 の ディ イズ クタ イブ 7 
ドラ イア ら の ディ スク タイ ブ プ マ 


の 
2 
た 
4. 








マス ター ディ スク , 転送 先 デ ィ ス ク , それ ぞ れ の タイ プ を 1 4 で 答 
えま す (PC-8801FA の 場合 , 1. 両面 倍 密度 (2D), 2. 片面 倍 密度 (1D) 
の 2 種類 の み が 表 示さ れ ま す ). 

ここ と では, ドラ イブ 1 に 2DD タ イプ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を , ドラ イ 
ブ 2 に 2HD タ イプ を 入れ た と し ます . 

次 の よう に 確認 の メッ セー ジ が 現れ ます . 


マス ター ディ スク ・・・・ ド ライ ブ 1 (5. 25 イン チ 両 面 人 密度 倍 トラ ッ ク ) 
転送 先 デ ィ ス ク ドラ イブ ら (5.25 イ ンチ 布 面 高密 度 ) 


ドラ イブ 1 か ら ド ライ ブ ら へ ファ イル を 転送 し ます 。 
よろ し いで すか (y ノ n) ? 甘 














これ で よけれ ば , y と 入力 し ます (指定 に 誤り が あれ ば 。, 
n 作 ⑳M と 入力 し て ファ イル の 転送 の 作業 を 初め か ら や りな お し ます ). 
次 の よう に 聞い て きま す . 





すべ て の ファ イル を 転送 し ます か (y プ n) ? 早 
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マス ター ディ スク の 中 の 一 部 の ファ イル を 転送 する の な ら , 


n 4g 
と 入力 し ます (ファ イル を すべ て 転送 する 場合 は y 4 の り W と 入力 し ま 


す ). 
転 送 する ファ イル を 選び ます . 


くく ファ イル 転送 >: 


Fileli.bas 
Filel2.bas 
Filel3.bas 
Filell4.bas 
Filell5.bas 
Filell6.bas 
FileHi.bas 
り 選択 : EN 貼り ツキ 


つ コー 


ァイル の 
実行 








ファ イル 名 が 枠 の 中 に 7 つま で 表示 され ます か ら , 4 に 避 を 
使っ て , 転送 し た い フ ァイル 名 の 位置 まで 矢印 を 移動 し , 人 9 を 押し 
ます . ファ イル 名 は リバ ベー ス 表 示 に な り , 選択 され ます . 複数 の ファ イ 
ル 名 を 続け て 選択 で きま す . 一 番 下 まで 矢印 を 移動 し て , さら c (ツル 』 
を 押す と , 枠 内 の ファ イル 名 が スク ロー ル し て いき ます (ファ イル 名 に 
グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タ を 使っ て いる 場合 , 漢字 や ひら が な な どの 全角 
NARA 

度 選択 され た ファ イル の 転送 を や め た いと き は , も う 1 度 矢 印 を 合 
わせ て 衝 の M を 押し ます . 
転送 し た い フ ァイル を 選び 終わ っ た ら , | 』 を 押し ます . 
確認 を 求め る メッ セー ジ が 現れ ます . 





よろ し いで すか ( ッ プ n) ? 較 





これ で よけれ ば , 
y 


と 入力 し ます (n 人 t⑦M と 押す と , 直前 の 画面 に 戻り ます ). 
ファ イル 名 を 表示 し な が ら 転 送 が 行わ れ ます . 
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注意 も し , 転送 さも れる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 未 使用 セク タ 数 よ 
り , マス ター ディ スク が 使っ て いる セク タ 数 の 方 が 大 きい 
場合 は , 途中 で "ディ スク が いっ ぱい で す 。" と いう エラ ー 
メッ セー ジ が 表示 され ます . この プロ グラ ム を 実行 する 前 
に , 転送 で きる か 確認 する よう に し て くだ さい . FILES 文 
(に よっ て 各 フ ァイル の 大 き さ ( ク ラス タ 数 ) を , DSKF 関 数 
(に よっ て フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 空き 領域 の 大 き さ ( ク ラス 
タ 数 ) を 調べ る こと が で きま す . また , 転送 され る フロ ッ 
ピー ディ スク に 同じ ファ イル 名 の も の が ある と , その ファ 
イル は 転送 する ファ イル の 内 容 に 置き 換わり ます か ら , 注 
意 し て くだ さい . 


くく ファ イル 転送 >> 
ドラ イブ 1 か ら ド ライ ブ ど へ 転送 中 で す 。 
Filel2.bas 1 の 


Filel4.bas 上 間 語 2 
Filel5.bas 2 の 














転送 が 終わ る と , 終了 の メッ セー ジ が 表示 され ます . 













終了 し まし た 。 
ファ イル 転送 ユ コー ティ リティ の 作業 を 続け ます か (y ン n) ? 較 





n パ | 


\ 


と 入力 すれ ば , "xfiles .)88" プ ログ ラム が 終了 し ます (続け て ファ イル 転 
送 を 行い た いと き は y 衝 ⑦』 と 入力 し ます ). 
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B. ディ スク コー ド の (1) sysgn2 .j88 
コピ ー ここ で は , 次 表 の よう な シス テム ュ 構 成 の 場合 で の ディ スク コー ド の 


ュ ピ ビー 手順 を 説明 し ます . 








PC-8801MA 











Sysgn2 .j88 
SySgn2*bin 








PC-8801FA 




















まず , "sysgn2 .jJ88" を スタ ー ト し ます . 
画面 に は 次 の よう に 表示 され ます . 





に = の ) 呈 ES=eN292 


シス テム ディ スク を セッ ト し た ドラ イブ 番号 ? 、 較 





も と に な る シス テム ディ スク を セッ ト し , その ドラ イブ 番号 を 入力 
し ます . た と えば ドラ イブ 1 なら, 1 と 入力 し ます . 





コピ ー 先 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を セッ ト し た ドラ イブ 番号 ? 較 





メッ セー ジ に 所 従って, ディ スク コー ド を 書き 込み た い フ ロッ ピー 
ディ スク (すでに フォ ー マ ッ ト さ れ て いる フロ ッッ ピー ディ スク で な け 
れ ば な り ま せん . デー タデ ィ ス ク と し て 使っ て いる も の や , ベー ジョ 
ン の 人 違う Na-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク な ど が 対象 に な り ま す . コピ ー 
先 の ディ スク に 入っ て いる ファ イル は その まま 残り ます ) を セッ トレ し 
て , その ドラ イブ 番号 を 入力 し ます . 

た と えば ドラ イブ 2 なら, 


2 《 


と 入力 し ます . 
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確認 の メッ セー ジ が 表示 され ます . 





は ライ ジラ ラー ドラ イラ どら 
よろ し いで すか (y プ n) ? 軒 





ディ スク コー ド の ュ コピー を 始め て よけれ ば , 


y 


と 入力 し ます (n と 入力 する と 直前 の 画面 に 戻り ます ). 





た だ いま ヨコ ピー 中 で ま 。 





と 表示 され て ディ スク コー ド の コピ ー が 行わ れ ま す . た だ し , コピ ー 
先 の ディ スク 上 に ディ スク コー ド を 書き 込む 領域 が 十分 に な い 場 合 な 
ど は , エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され , ディ スク コー ド の ュ コピー は 中 断 
し ます . 

コピ ー が 終了 する と 次 の よう に 表示 され ます . 








コピ ー が 終了 し まし た 。 


ディ スク コー ド の コピ ー 作 業 を 続け ます か (y ノ n) ? 時 





" 
と 入力 する と , "sysgn2 .j88" が 終了 し ます . ほか に も ディ スク コー ド 
を ュ コピー したい ディ スク が あれ ば , y と 入力 し て くだ さい . 
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コン ピュ ー タ コミ ュ ニ ケー ショ ン 





本 機 は , 背面 に HS-6326 ビ イン タフ ェ ー ス と 呼ば れる コネ クタ を 持 

っ て いま す . H8-632 ビ インタ フェ ー ス は , HS-3e ビ ケー ブル 

(クロ ス ) で 直接 コン ピュ ー タ 同士 を つない だ り , 音響 カプ ラ や モデ 

ム を 接続 し た 上 で 電話 回 線 や 専用 回 線 を 介し , 遠く 離れ た コン ピュ 

ー タ と プロ グラ ム や デー タ の や り と り を する た め の も の で す . 

ご の 昌紀 HB88 ウ イシ タラ ウェ ー ス を 使 つ て , : 他 の コン ピュ ー タ と コミ 

ュ ニ ケー ショ ン を 行う 方 法 と し て 。 次 の ら つ が あり ます . 

① BASIO モ ー ド に より , HH-836 を 1 つの ファ イル と し て 
扱い BASIC の 管理 下 に お いて 使用 する . 

ター ミナ ル モ 一 ド に より , 外部 の コシ ピュ ョ ー タ の ター ミナ ル 
と し て 使用 する . 

本 章 で は , 上 記 の 順に 従っ て , 通信 手続 さき を ご 紹介 し ます . 











BAI ビ モー ド で の 通信 











こと で は , BASIC モ ー ド に よる RS-232C を 1 つの ファ イル と し て 扱い , BASIC の 管理 下 に お いて 使 
用 する 方 法 を 説明 し ます . 

RS-232C を 使っ て ファ イル 操作 を する 場合 も , 基本 的 に は シー ケン シャ ルフ ァイル と 同様 に 扱え ま 
す . つま り , 一 般 の 入出 力 命令 が 使用 で きる わけ で す が , 他 に 細か い 注 意 が いろ いろ と 必要 に な っ て き 
ます . 


] . 通信 仕様 の 設定 RS-232C を BASIC で 使用 する 場合 , モー ド の 指定 は ファ イル ディ ス 
クリ プ タ で 行い ます . デベ イス 名 は "COM:", ファ イル 名 に あたる 部 分 
に は , た と えば E73XS の よう に 大 文字 で モー ド を 指定 し ます . モー ド に 
つい て , 詳し く は リフ ァ レ ンス マニ ュ ア ル の TERM ュ コマ ンド の 項 を 見 
て くだ さい . た だ し , ボー レー ト は ファ イル ディ スク リプ タ で 変更 する 
こと は で きま せん . また , RS-232C と を ファ イル と し て 扱う 場合 , いわ ゆ 
る ファ イル 名 (ユー ザ が 自由 に つけ られ る ) と いう の は 存在 し ませ ん . 
モー ド 指 定 は 省略 が 可能 で す . その 場合 は , セッ ト ア ッ プ モー ド に 
よっ て 設定 され た 値 が 採用 され ます . 初期 設定 は 以下 ひよ うに な っ て い 
ます . 


! 8903 0 
co / 雇 販 
入 朝 05 : 2 ROM 


ぶ 」 / 議 識 
N / 回 請 請 
977|/ 詩 族 2 


了 FDD |/ 
角 ト 77 : 





注意 PC-8801MA の 場合 , 拡張 スロ ッ ト タ イプ の 項目 は あり ませ ん . 
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・5 を 押す と , RS-232C 設 定 の 画面 に な り ます . 





MM 20./ 征 , 練 0 


引 和 Ni NN 


3 HEHR 


_ 凍 訪 


人 yy ト E : 
by/DJN ミ 

6 た 9 
開 還 科 
州 玉 志 92 : 
ルリ 


に 尊 
ーー 時 





へ 


多 半 肝 3 





Ss こ 一 コト SE 


以下 , 第 2 画面 (RS-232C の 設定 ) の 各 項 目 の 意味 を 箇 単 に 述べ ます . 
変更 する 場合 は , 第 2 章 で ご 紹介 し た 操作 法 に より 変更 し て くだ さい . 
1) 通信 速度 (ボー) 

NG 
ば , 短 時 間 に 大 量 の デー タ が 送ら れる 計算 で す が , モデ ム や 音響 カ 
RS SR 靖 お に の お 
ます . 

(2) 通信 方 式 ( 半 二 重 / 全 二 重 ) 

全 二 重 モ ー ド で は , デー タ の 送信 , 受信 が 同時 に 行え ます . 半 二 重 
モー ド で は , 送信 , 受信 の どちら か が 行わ れ て いる と き に は , 1 行 分 
の デー タ の 送信 (受信 ) が 終わ る まで (CR コー ド が 来る まで ) 次 の 受信 
(送信 ) は 行え ませ ん . 詳し く は 本 章 第 3 節 の 資料 「 け ター ミナ ルモード 
の 機能 」 の 「1. 通信 モー ド 」 を 参照 し て くだ さい . 

(3) X パ ラメ ー タ 

メ パ ラメ ー タ を 有効 に する と , デー タ 転 送 用 バッ ファ の 4 分 の 3 ま 
で デー タ が 入る と , 自動 的 に ホス トコ ンピュータ (命令 を 送る 側 ) に 
CTRL-S ュー ド を 出力 し て デー タタ 転送 の 一 時 停止 を 要求 し , 4 分 の 1 
に な る と CTRL-Q を 出力 し て 転送 の 再開 を 要求 し ます . この 機能 は , 
ホス トコ ンピュータ が ヌメ パ ペラ メー タ を 処理 する 機能 を 持つ 場合 に 限っ 
て 有効 に な り ま す . 
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(4 スト ッ プ ビッ ト 長 
RS-232C を 介し て の デー タ の 送受 信 は , 通例 , ス ター トビ ッ ト (1 
ビッ ト ) 十 デー タビ ッ ト (7 ビ ッ ト ま た は 8 ビッ ト ) 十 パリ ティ ビッ ト 
(1 ビット) スト ッ プ ビッ ト の 形式 を と り ま す . この 最後 の スト ッ プ 
ビッ ト を 1 ビッ ト に する か 2 ビッ ト に する か が と の パラ メー タ で す . 
(5) デー タビ ッ ト 長 
7 ビット で は アス キー キャ ラク タ , 8 ビッ ト で は ANK キ ャ ラク タ 
(アス キー キャ ラク タ に カタ カナ な ど を 加え た も の ) が 送れ ます . 
(6) S パ ラメ ー タ 
S パ ラメ ー タ を 有効 に する と , 7 ビッ トモ ー ド で カナ を 送受 信 す る 
こと が で きま す . つま り , SO ュー ド が くる と , それ 以後 の デー タ を カ 
ナ と みな し , S[ コ ー ド が くる と , それ 以後 の デー タ を 英 数 字 と みな し 
ます る 
(7⑰) DEL コー ド 
DEL コー ド を 受信 し た 場合 , その 処理 を 行う か , 無視 する か を 定め 
ます . 
(8) パリ ティ チェ ッ ク 
パリ ティ と は , デー タ が 正確 に 送ら れ た か どう か を 検査 する た め の 
も の . 具体 的 に は , 偶数 パリ ティ に する か 奇数 パリ ティ に する か を あ 
ら か じ め 決 め て お き , 文字 デー タ を 送る ご と に , 1 な いし 0 を 送り , 
文字 デー タオ パリ ティ ビッ ト の 和 が 決め られ た パリ ティ に な る よう 操 
作 し ます . 
(9 パリ ティ (偶数 奇数 ) 
上 記 パ リティ チェ ッ ク を , 偶数 で 行う か 奇数 で 行う か を 決め ます . 


本 機 と コン ピュ ー タ と を 接続 する 場合 は , 接続 する コン 
ビ ピュー タ の 仕様 を 十分 に 調べ た うえ で 使用 し て くだ さい . 
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己 , デー タフ ァイル お 
よび アス キー 形式 
の BASIC プ ログ 
ラム の 転送 


9. UN COM 
GOSUB 文 (割り 
込み 処理 ) 
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基本 的 な サン プル プロ グラ ム を 載せ ます . この よう に RS-232C も 他 の 
ファ イル と 同じ に 扱え ます が , 通信 速度 を 高速 (1200 ボ ー 以 上 ) に し た 場 
合 は , デー タ の 取り 出し 速度 より 受信 速度 の 方 が 速く ,。 エラ ー( た と え 
ば , "Line buffer over flow" など) の 出る こと と が あり ます の で 注意 が 必要 
で す . 


100 ' デー タフ ァイル を 送信 する PROGRAM 
110 " 

120 INPUT "送信 する ファ イル の 名 前 は ":FILE& 
130 OPEN FILE$ FOR INPUT AS #1 

140 OPEN "com:E73XS" FOR OUTPUT AS ##2 
150 " 

160 WHILE NOT EOFC1〉 

170 LINE INPUT #1,A$ 

180 PRINT #2,A$ 

190 WEND 

200 END 


100 ' デー タフ ァイル を 受信 する PROGRAM 
0 

120 INPUT "受信 する ファ イル の 名 前 は ":FILE$ 
130 OPEN "com:E73XS" FOR INPUT AS #2 
140 OPEN FILE$ FOR OUTUT AS #1 
150 " 

160 WHILE NOT EOF〈1) 

170 LINE INPUT #1,A$ 

180 PRINT #2,A$ 

190 WEND 

200 END 


次 に , RS-232C に よる 割り 込み を 説明 し ます . ON COM GOSUB 文 で 
割り 込み が 起こ っ た 場合 の 処理 ルー チン を 定義 し ます . COM ON て で 割 
り 込 み を 許可 し ます . これ 以後 , RS-232C か ら 入力 割り 込み が ある と , 


定義 きれ て いる 処理 ルー チン へ 制御 を 移し ます . RETURN 文 で 中 断 し 
た と ころ か ら 再 開 し ます . 

下記 の プロ グラ ム は 送信 , 受信 の 両方 に 使用 で き , 割り 込み に よっ て 
受信 され る よう に な っ て いま す . 割り 込み が な い 場 合 は 160 て 180 行 の 処 
理 を 繰り 返し , キー ボー ド か ら は 1 文字 ずつ 入力 され る の で , その 文字 
を デー タ と し て 1 文字 ずつ 送信 し , また , 入力 が な い 場 合 も 160 て 180 行 
の 処理 を 繰り 返し ます が , 何 も 送 信 は し ませ ん . また , この 間 に 割 り 込 
み が 発 生 す る と RECEVCHAR の ルー チン に 飛ん で , 送信 され て くる 文 
字 を 画面 に 表示 し , RETURN 文 で 戻り , 160 て 180 行 の 処理 を 繰り 返し 
ます . 


19 の 9 FALSE= の 

11 の TRUE=NOT FALSE 

12 の 9 ECHO=TRUE 

139 OPEN "COM:E73XS" AS #1 
149 ON COM GOSUB *RECEVCHAR 
15 の COM ON 

169 の C$=INKEY$ 


24. ダイ レク トモ ー ド 
で の プロ グラ ム の 
転送 


5. その 他 
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179 IF C$<>"" THEN PRINT #1.C$::IF ECHO THEN PRINT C$: 
18 の GOTO 169 の 

199 *RECEVCHAR 

2@ の 9 の IF LOC(1 ) = の THEN RETURN 

21 の N$=INPUT$S(LOC(1 ) ,#1 ) 

229 PRINT N$: 

239 RETURN 





ディ スク な どの 場合 と 同様 , LOAD, SAVE( 機 械 語 フ ァイル に つい て 
は BLOAD, BSAVE) コ マン ド を 用 いま す . た だ し , RS-232C で は ファ 
イル の 終端 を が す マ ー ク が な く , 受信 側 (LOAD 側 ) で は いつ まで も コマ 
ンド か ら 抜 け 出 ませ ん (た だ し , た 
す ).。 したがって, 時機 を みて 受信 側 で [ 介 昌 (ある い は 全 引 + 人 ) を 
押す 必要 が あり ます . よっ て , 離れ た 相手 同士 で の 通信 で は 注意 が 必要 
浴 誠 : 


注意 入出 力 命令 を 使っ て プロ グラ ム モ ー ド で プロ グラ ム フ ァ イル 
を 送信 する 場合 , 他 の ファ イル 操作 に ゃ 関連 し ます が , 送受 
信 さ れる プロ グラ ム フ ァ イル は アス キー 形式 で な けれ ば な り 
ませ ん . バイ ナリ 形式 の ファ イル や 機械 語 フ ァイル で は , 純 
粋 な 文字 以外 に ュ コント ロール 文字 "CHR$S(&H0) て CHRS$(&H21)" 
(パッ ン ーー ド 久 Of まれ て いる こと が ある た 
, 画面 の 表示 が 乱れ た り , プロ グラ ム が 停止 する な どの 誤 
人 0 


(1) 使用 可能 な 命令 (一 般 の ファ イル と は 意味 の 違う 命令 る も ね あり ます ) 
e BASIC で 使用 で きる 入出 力 命令 


BLOAD 機械 語 プ ログ ラム を 入力 (受信 ) し ます . 

BSAVE 機械 語 プ ログ ラム を 出力 (送信 ) し ます . 

CLOSE ファ イル を 閉じ ます . RS-232C に よる 送受 
信 を 終了 し ます . 

EOF( 関 数 ) ベッ ファ が 空 で ある と 値 を 真 と し ます . 

GET ファ イル 中 の デー タ を バッ ファ に 読み 込み 
ます . 

INPUT 井 / RS-232C と イン タフ ェ ー ス ファ イル バッ ファ 

LINE INPUT か ら , デー タ を 入力 (受信 ) し ます . 


INPUT 井 文 の デー タ の 区 切り は , 文字 型 で 
は (,)(CRD(" ), 非 文字 型 で は (,)(CR) の 
いずれ か で す . 

LINE INPUT 井 文 の デー タ の 区 切り は 
(CR) だ け で す . (CR) 以 外 は すべ て デー タ 
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INPUT$( 関 数 ) 


LOAD 


LOC( 関 数 ) 


LOF (関数) 
OPEN 


PRINT 韻 


PRINT 韻 USING 


PUT 


WRITE 井 


SAVE 
WIDTH 


と し て 入力 し ます . 

ファ イル 番号 で 指定 され た ファ イル か ら , 
指定 し た 文字 数 の 文字 列 を 読み 出し ます . 
プロ グラ ム を 受信 し ます (プロ グラ ム の 受 
信 が 終了 し て も LOAD ュ マン ド は 自動 的 
に 終了 し ませ ん . | 昌 に ょ り 強 制 的 に 終 
子 さ せ て くだ さい ). 

入力 (受信 ) ベ ッ フ ァ 中 に 受信 きれ て いる 
デー タ の 文字 数 を 知ら せま す . 

バッ ファ の 残り バイ ト 数 を 知ら せま す . 
通信 の 形式 を 定義 し , RS-232C イ ンタ 
フェ ー ス ファ イル ベッ ファ を 開設 し ます . 
デー タ を 出力 (送信 ) し ます . 式 と 式 の 区 切 
り に は , コン マ (, ) か セミ コロ ン (5)) を 使 
いま す . 

フォ ー マ ッ ト 付 き で , デー タ を 出力 (送信 ) 
(Pe な 

バッ ファ 中 の デー タ を ラン ダム ファ イル に 
書き 出し ます . 

PRINT 韻 文 と 同様 で す が , 区 切り 記号 と し 
て っ ュ ン マ を 必ず 出力 し , 不要 な 空白 の 出力 
は 行い ませ ん . 

プロ グラ ム を 送信 し ます . 

RS-232C と ボー ド に 対し , 指定 され た サイ ズ 
の デー タ を 送出 し た 後 , CR コー ド を 生成 , 
送出 し ます . 





ター ミナ ルモード で の 通信 








こと で 説明 する ター ミナ ルモード は , 本 機 に 内 蔵 き され て いる 簡単 メー ミナ ルプ ログ ラム を 使う 場合 で 
す . とこ の ター ミナ ルプ ログ ラム は 日 本 語 を 扱う こと が で きま せん . 
モデ ム を 接続 し て ター ミナ ルモード を 使用 する 場合 に は , 以下 の 制限 が あり ます . 
(1) 調歩 同期 モー ド ( 非 同期 モー ド ) モ デム だ けが 使用 可能 で す . 同期 モー ド の モデ ム は 使用 で きま 
せん . 
(2②) 全 二 重 モ デム (送信 , 受信 それ ぞ れ の 回 線 を 使う 形式 ) だ けが 使用 可能 で す . 
制御 線 を 使っ て 通信 する 半 二 重 モ デム は 使用 で きま せん . 
本 機 を ター ミナ ル と し て 使う こと に よっ て , 遠く 離れ た ホス トコ ンピュータ (命令 を 送る 側 ) か ら 送 ら 
れ て きた デー タ を 受け 取っ た り , 電話 回 線 を 通し 各種 の コン ピュ ー タ サー ビス を 受け る な ど , 幅広 く 応 
用 する こと が で きま す . 


本 機 と 他 の ュ ン ピュ ー タ と を 接続 する 場合 は , 接続 する コン ピュ ー タ の 仕様 を 十分 に 調べ た 
うえ で 使用 し て くだ さい . 


上 ター ミナ ルモード ター ミナ ルモード に 切り 替え る こと と に よっ て 木 機 を 他 の コン ピュ ー タ 
へ の 切り 替え (ホス トコ ンピュータ ) の ター ミナ ル ( 端 末 ) と し て 使用 で きま す . 


ター ミナ ルモード に する に は , 次 の 3 つの 方 法 が あり ます . 
(1) BASIC モ ー ド か ら TERM 文 に よっ て 切り 替え る 
(2) BASIC モ ー ド か ら NEW ON 文 に よっ て 切り 替え る 
(3) あら か じ め セ ッ ト ア ッ プ モー ド に よっ て , ター ミナ ルモード 
に 設定 し て お く 
本 機 を ター ミナ ルモード で し か 使用 し な い 場 合 は , ⑬③ の 方 法 が 便利 で 
す . 
また , 本 機 が か ター ミナ ルモード に な っ て いる と き に , シフト を 押し 
な が ら 條 晴 を 押す と , BASIC モー ド に 切り 替わり ます . 
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。 lterm xx 







電源 ON 





も CS 28 SG 4 
に よる ター ミナ ル 
モー ド の 設定 





. 通信 速 度 の 設定 ター ミナ ル で 使用 する に は , あら か じ め セ ッ ト ア ッ プ モー ド に よっ て 
通信 速度 を 切り 替え て お きま す . 出荷 時 は 300 ボー に セッ ト さ れ て いま 
すか ら , ホス トコ ンピュータ の 仕様 に 合わ せ て 設定 し て くだ さい . 設定 
画面 に つい て は , 前 節 を ご 参照 くだ さい . 


9. TEHM 文 を 使用 し BASIC を スタ ー ト させ , 次 の TERM 文 を 入力 し ます . 


て BAGIO か ら TERM "COM : く < パリ ティ >〉 く < ビッ ト 長 〉 く スト ッ プ ビッ ト >〉 く X パ ラ 
ー ミ ナル モー ド メー タ 〉 く S パラ メー タツ 〉"〔, [< 通信 モー ド >〕〔, く スタ ッ ク 長 >〕〕 


に 切り 替え る 方 法 


各 パ ラメ ー タ は , 次 の リス ト 中 の 希望 の も ゃ の を 選び , 右側 に 示さ れ て 
いる 英 数 を 大 文字 で 使用 し ます ( 各 パ ラメ ー タ の 意味 に つい て は , 前 節 
を ご 参照 くだ さい ). 


く 〈 く リティ 〉: パリ ティ チェ ッ ク の 指示 を 行う . 


偶数 パリ ティ (even parity) …… ド ーー E 
奇数 ペリ ティ (odd parity)…… で eee ドーー O 
パリ ティ チェ ッ ク な し (non parity)……… N 


く 〈 ビ ッ ト 長 〉>: デ ー タ の ビッ ト 長 を 示す . 


1 ビット …… ド ーーーー…ー 1 
1.5 ビ ッ ト POCPCPFPPFPPF で で だ 2 
2 ビッ トー ドーーー… 3 
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4. NEW ON 文 を 使用 
し て BASIC モ ー ド 
か ら の テニ ナル モー 
ド に 切り 替え る 方 法 
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文 パラ メー タ 省 略 …… セッ ト ア ッ プ モー ド の 値 が 採用 され る . 
〈 く SS パラメータ 〉:S パ ラメ ー タ の 有効 , 無効 の 切り 替え を 行う . 
S パ ラメ ー タ 有効 …… S 
S パラメータ 無効 …… N 
S パラメータ 省略 …… セッ ト ア ッ プ モー ド の 値 が 採用 され る . 


全 二 重 82579293i8G31615 か 98Ye F 
半 二 重 …………ーーーーーー H 
省略 PPPPPPYFPPFP と PF で FPPPF で PF セッ ト ア ッ プ モー ド の 値 が 採用 され る - 


〈 ス タッ ク 長 〉: ター ミナ ルモード で も , ホス トコ ンピュータ か と 送ら 
れ て きた BASIC の コマ ンド を 実行 する こと が で きま 
す が , その と き , 使用 する 演算 スタ ッ ク の 大 き さ を 指 
定 し ます . 省略 する と 1024 バ イト が 設定 され ます . 


TERM "COM : E72X" , 昌 


偶数 パリ ティ , デ ー タ 長 7 ビット, スト ッ プ ビッ ト 
1.5 ビ ッ ト , 双 パ ラメ ー タ 有効 , 半 二 重 モ ー ド の ター 
ミナ ルモード に な り ま す . 
TERM 文 の パラ メー タ は , 次 の よう に 省略 する こと が 
人 こ の 

TERM "COM : " 2 

TERM " "fg 
この 場合 は , 各 パ ラメ ー タ と も セッ ト ア ッ プ モー ド の 
値 , また は 標準 値 ( ス タッ ク 長 ) が 設定 され ます . 
ター ミナ ルモード に な っ て いる 本 機 か ら ホ スト ュ ン 
ピュ ー タ に Break 信 号 を 送る 場合 は , 人 則 を 入力 し 
ます . 


BASIC を スタ ー ト させ , 次 の NEW ON 文 を 入力 し ます . 
NEW ON< 式 > 


NEW ON 文 は シス テム モー ドス イッ チ , セッ ト ア ッ プ モー ド に よる 


各 モ ー ド の 設定 を ソフ トウ ェ ア に よっ て 行う た め の も の で , 〈 式 > の 値 は 
シス テム モー ドス イッ チ , メモ リス イッ チ の 1 個 が 1 ビッ ト に 対応 し た 
(ON の と き 1 , OFF の と き 0)16 ビ ッ ト 表 現 の 値 を 指定 し ます . 


NEW ON 文 に よっ て 指定 で きる の は , 次 の シス テム モー ドス イッ チ 


お よび メモ リス イッ チ で す . その 詳細 に つい て は , 次 節 お よび 『 リ ファ 
レン スマ ニュ アル 』 の NEW ON 文 を 参照 し て くだ さい . 


393 


. 


394 


セッ ト ア ッ ブ モー ド 
で ター ミナ ルモード 
に 切り 替え る 方 法 
(詳細 は 第 章 参 昭 ) 


シス テ < ビッ ト > 
ンス テム モー ド 
スイ ッ チ | BASIC モード 〉-ーーーーーーーーーーーー [6 ] 邊 


< 立ち 上 げ モ ー ド > ーーーーーーーーーーーー 
< 行 あ た り の 文字 数 > 
く 1 画面 あたり の 行 数 > 
<S パ ラメ ー タ > ーーーーーーーーーーーーーー 
く <DEL コ ー ド > ーーーーーーーーーーー 一 










く 〈 く パリ ティ チェ ッ ク > 
く < く パ リティ >  。 ーーーーーーーーーーーーーー 
く < デー タビ ッ ト 長 >ーーーーーーーーーーーーー 
< スト ッ プ ビッ ト 長 > 
く <X パ ラメ ー タ 〉ーーーーーーーーーーーーーー 
く 通信 方 式 X 一 ー-ーーーー 





( 注 ) 0, 6, 7, 14, 15 ビ ピット は 意味 を 持た な い の で 0 に し て くだ さい . 


| 例 | 
NEW ON 4866 9M 


と すれ ば (BASIC で は 一 般 に 数 値 は 10 進 で 表記 され ます ), 例 で は 
TERM "COM:E71X" ,H gl 


と 同じ ター ミナ ルモード に な り ま す ( た だ し , この 場合 , 数 値 は メモ リ 
スイ ッ チ に よっ て 設定 され て いる 画面 の 桁 数 , 行 数 に よっ て 異な っ て き 
ます ) . 


①⑪ fPc を 押し な が ら , リセ ッ ト ボ タン また は 電源 スイ ッ チ を 押す こと 
(より , セッ ト ア ッ プ モー ド に し ます . 

(②) 第 1 画面 の 第 1 項目 , 立ち 上 げ モ ー ド を ター ミナ ル 側 に し ます . 

(3③ 第 2 画面 の 各 パ ラメ ー タ に つい て も , 選択 , 設定 し ます . 

(4) セッ ト ア ッ プ モー ド を 終了 する と , 最初 か ら タ ー ミ ナル モー ド が ス 
ター ト し ます . 





ター ミナ ルモード の 機能 








] , 通信 モー ド 本 機 を ター ミナ ルモード に し て デー タ の 送受 信 を 行う と き , 通信 モー 
ド は 全 二 重 モ ー ド また は ば は 半 二 重 モ ー ド で 行い ます . 
(1) 全 二 重 モ ー ド 








出力 装置 






ヽ | 人 可 を ON に する と 
プリ ンタ に も 出力 され る 


シス テム 


全 二 重 モ ー ド で は , デー タ の 送受 信 を 同時 に 行う こと が 可能 で す . 
キー ボー ド か ら 入 力 さ れ た デー タ は た だ ち に 回 線 に 送出 され ます 
が , 本 機 に 接続 され て いる ディ スプ レイ , プリ ンタ へ は 表示 ・ 出 力 さ 
れ ま せん . 

受信 デー タ は 自分 の ディ スプ レイ に 表示 され ます が , その と き , 
f・8』 が ONCLPT enable) で あれ ば , プリ ンタ に も 出力 され , OFF 
(LPT disable) で あれ ば 出力 され ませ ん . 
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(2) 半 二 重 モ ー ド 





入力 装置 








え 
2 を ON に する と 
0 | プリ ンタ に も 出力 され る 
の 9) 





シス テム 


キー ボー ド か ら 入 力 さ れ た デー タ は , 本 機 に 接続 きれ て いる ディ ス 
プレ イ に いっ た ん 表示 され , 作 ⑦M が 押さ れる と , デー タ を 相手 に 送 
出し ます . また , この と き 人 ・8』 が ON(LPT enable) で あれ ば , キー 
ボー ド か ら デ ー タ が 入力 され る ご と に , プリ ンタ に 出力 し ます . 

半 二 重 モ ー ド で は , 送信 , 受信 の どちら か が 行わ れ て いる と き に 
は , 1 行 分 の デー タ の 送信 (受信 ) が 終わ る まで (CR コー ド が くる ま 
で ) 次 の 送信 (受信 ) を 行う こと は で きま せん . 


本 機 の ター ミナ ルモード (BASIC モ ー ド を 含む ) は , 調歩 
同期 全 二 重 の モデ ム や カプ ラ を 対象 に 作ら れ て いま す . 
し た が っ て , 半 二 重 方 式 の モデ ム や カプ ラ は 使用 する こと 
が で きま せん . 


巳 ファ ンク ショ ン ソン キー デー ミナ ルモード だ 功 り 替え る と 。 ファ ンク ショ シキ ギー (に ・ 
人 5 は , ター ミナ ルモード に な る 前 に BASIC モー ド で 定義 きれ た も 
の に な り ま す が , ファ ンク ンション キー の [6M 伯 10W は 次 の ょ うに 
定義 され ます . 


(f・e| lteral 


この キー を 入力 する と , コン トロ ー ル コード が 実行 され ず , 文字 
と し て 表示 され ます . た だ し , リタ ー ン と ライ ン フ ォ ー ド は 実行 さ 
れ ま す . 


[7 hai/fal 


全 二 重 , 半 二 重 の 切り 替え を 行い ます . 初期 状態 は , パラ メー タ 
また は メモ リス イッ チ で 設定 され ます . 
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d. スペ シャ ル エ スケ ー 
プッ シー ケン ス 


第 19 章 コン ピュ ー マ コ ミュ ニケ ーション 


LPT enable 


画面 へ の 出力 を プリ ンタ へ も 出力 し ます . も う 1 度 入力 する と 
出力 を 停止 し ます . 
初期 状態 は 出力 し な い モ ー ド に 設定 され て いま す . 


copy buffer 


画面 以外 の バッ ファ の 内 容 を プリ ンタ へ 出力 し ます . 


LPT feed 


プリ ンタ に ヒビ , 1 行 フ ィ ー ド する コー ド を 出力 し ます . 


ター ミナ ルモード に 切り 替え る と , BASIC の モー ド か ら 抜 け 出 て し 
まい ます が , スペ シャ ル エ スケ ー プ シー ケン ス を 利用 すれ ば , BASIC の 
命令 を 実行 で きま す . 

スペ シャ ル エ スケ ー プ シー ケン ス は , ホス トコ ンピュータ か らち 次 に 示 
す よ うな エス ケー プ コ ー ド を 送る こと に よっ て , ター ミナ ルモード の 本 
機 に 接続 され て いる ディ スプ レイ の 画面 の 表示 桁 数 を 変え た り , 文字 の 
色 を 変え る と と が で きま す . また , BASIC の 命令 を 実行 する だ け で な 
く , プリ ンタ へ の エコ ュー バッ ク の 切り 替え な ども , この 機能 を 用 いれ ば 
箇 単 に 行え ます. 以下 に 個別 の 機能 を 説明 し ます . 


(1) ESC@ 
ディ スプ レイ 画面 と プリ ンタ へ の 出力 (エコ ー バ ベッ ク ) を 開始 する . 
(2) ESC A 
ディ スプ レイ 画面 と プリ ンタ へ の 出力 (エコ ュー バック) を 解除 する . 
(3) ESC 
本 機 の キー 入力 を 有効 に する . 
(4) ESC 持 
本 機 の キー 入力 を 無効 に する . 
(5) ESC ! 
ホス トコ ンピュータ へ ID コー ド を 出力 する , 
(6) ESC * 
現在 スク ロー ル さ れ て いる 範囲 を クリ ア す る . 
⑰⑦) ESC Y 
現在 の カー ソル 位置 か ら ス クロ ー ル され て いる 最 下 位 行 まで を クリ 
ア す る . 
ター ミナ ル の イニ シャ ライ ズ を 行う (TERM 文 を 実行 し た 直後 と 同 
じ 状態 に する ). 
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(9) ESC ニ <X-pos><Y-pos> 

カー ソル 位置 を 指定 する (20H の バイ アス が か か る ). 
0 ESCT 

現在 カー ソル が ある 行 を 1 行 消去 する . 
(1 ESC>BASIC STATEMENT 

BASIC ス テー トメ ント を 実行 する . 

BASIC の 実行 結果 は , ター ミナ ル と な っ て いる 本 機 に 表示 され る . 
(2 ESC. BASIC STATEMENT 

BASIC ス テー トメ ント を 実行 する . 

た だ し , 実行 結果 は 表示 され な い . 
3 ESC<BASIC STATEMENT 

実行 結果 の 表示 は ホス トコ ンピュータ 側 だ け . 


カー ソル の 位置 を (3 , 8 ) に 移動 させ る に は , 
3 っ 23H=' 寺 " 
8 っ 28H='c" 
で すか ら , 
ESC テ 井 C 
と し ます . 


4 リモート BAGIO 前 人 節 スペ シャ ル エ スケ ー プ シー ケン ス で 説明 し た 機能 の 中 で , 
プロ ト コル ⑪) ESC>BASIC STATEMENT 
(⑫ ESC . BASIC STATEMENT 
⑳ ESC< く BASIC STATEMENT 


の 3 つ を , リモ ー ト BASIC プロ ト ュ ル (remote BASIC protocoD) と いい 
ます . 
これ に よっ て , ホス トコ ンピュータ か ら , ター ミナ ル と な っ て いる 本 
機 の BASIC の 機能 が 利用 で きる よう に な り ま す . た だ し , この 機能 に は 
いく つか の 制約 が あり ます . 
(1) 使用 で き な い BASIC ス テー トメ ント 
リモ ー ト BASIC プロ トコ ュ コル で は , メモ リ 内 に プロ グラ ム を 作成 し 
た だ たり, メモ リ 内 の プロ グラ ム 変 更 , 削除 は 行え を ませ ん . また , メモ リ 
内 の 変数 ニテ リア を 直接 扱う ステ ー ト メン ト ( た と えば , FRE(O) 関 数 , 
CLEAR 文 , ERASE 文 な ど ) も 実行 で きま せん . さら に , 同じ ベッ 
ファ を 使っ て 入出 力 を 行う ファ イル を OPEN させ る こと は で きま せん 
(COM : , CAS :) . 
(2) 実行 結果 の 表示 
PRINT や PRINT USING 文 な ど 実 行 結果 を 画面 に 表示 させ る 命令 
で は , 表示 を ター ミナ ル 側 に 行う か , ホス トコ ンピュータ 側 で 行う か 
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849 剖 コジ ピ ョ ヨー タ ヨコ ョ コラ グー 5 ら ウ の 


を 選択 で きま す . すなわち , エス ケー プ ュ コー ド (ESC) の 後 の 符号 (>, 
く ) に よっ て 指定 で きる わけ で す . し か し , グラ フィ ッ ク 命 令 は この 
符号 の 指定 に か か わら ず , 必ず ター ミナ ル と な っ て いる 木 機 に 接続 さ 
れ て いる ディ スプ レイ 実行 結果 を 表示 し ます . 
(3) 使用 変数 の 制限 
リモ ー ト BASIC プロ ト ュ ル で は , 使用 で きる 変数 テリ ア が 定まっ 
て いま す . また , 一 度 使用 する と , その エリ ア は 一 度 と 別 の 変数 に は 
使え ませ ん か ら , 多く の 変数 に 値 を 代入 し て いく と , 途中 で 代入 で き 
な く な っ て し まい ます . リモ ー ト BASIC プ ロト ュ ル で 使用 する 変数 
は , 必要 最小 限 に と ど め て くだ さい . 
| 例 |@ タ ー ミ ナル に グラ フ を 表示 させ る . 
次 の よう に ホス トコ ンピュータ か ら コ ー ド を 送る と , ター 
ミナ ル に 鮮やか な グラ フ が 人 筒 単に 表示 で きま す . 
ESC>screen 0, 0 
ESC>circle(100, 50) , 100 , 7 
ESC>a テ 100 : b ニ 100 :c 王 200 : d=50 
ESC>lne(100, 50) 一 (a, b) , 7 
ESC>line(100, 50) 一 (c, d) , 7 
ESC> paint(120, 70) , 1,7 





e BASIC か ら タ ー ミ ナル モー ド に 入っ た 場合 
次 の よう に する と , ター ミナ ル に な っ て いる 本 機 に 接続 さ 
れ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に デー タ を 書き 込み ます . 
ESC>open "2 : TEST1" for output as 北 1 
ESC>print 井 1 ,100 
ESC>close 韻 1 
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デバ ッ グ 





プロ グラ ム が 思っ た と お り に 動作 し な いこ と を 「 プ ログ ラム に バグ 


( 虫 ) が いる 」 と いい , それ を な お すこ と を デバ ッ グ ( 虫 と り ) と いい 
ます 。 


ここ で は , BASIC で プロ グラ ム を 作っ た と き の デ バッ グ の 方 法 に 
つい て 説明 し ます . 

























































































エラ ー メ ッ セ ー ジ を 理解 する 





BASIC は 一 般 に , 初心 者 に も わか りや すい 言語 だ と いわ れ て いま す が , それ で も 慣れ な いう ち は 正 し 
く プ ログ ラム が 組め る と は 限り ませ ん し , また , キー 入力 時 に 間違っ て 打ち 込む こと も あり ます . 
この よう な 間違っ た プロ グラ ム を 実行 する と , "Syntax error in 10" り と いう よう に エラ ー メ ッ セ ー ジ 
と , その 発生 行 が 表示 され て プロ グラ ム が 中 断 さ れ ま す . 

エラ ー メ ッ セ ー ジ の 意味 は 「 リ ファ レン スマ ニュ アル 」 巻 未 資料 に まとめ て あり ます の で , これ と プロ 
グラ ム の リス ト を 見 比べ る こと で , エラ ー の 原因 の 多く は 知る こと が で きま す . 








例 








10 INPUT "A=",A 
20 INPUT "B=",B 


30 C=5 ネ (A+(Bー2) 
40 PRINT "C=" iC 


Fun 
=18 
cgH 
Suhtax eFFOF in 38 








Syntax Error と は 文法 エラ ー と いう 2 意味 で す が , そこ で LIST 30 作 ②W と し て 30 行 の リス ト を 見 る と , 
り " が 1 つ 足 りな いこ と が わか り ま すか ら , そこ を 修正 すれ ば よい わけ で す . 
この よう に エラ ー メ ッ セ ー ジ の 内 容 を 理解 すれ ば , 多く の 内 容 は 修正 で きる も の で す . 


EpIT .49M と し て ゃ も エラー 行 を 表示 させ る こと が で きま す . 


上 は , エラ ー 発 生 行 に 原因 が あっ た 例 で す が , 実際 に は 発生 行 以外 に 原因 の ある こと も 多く あり ます 
か ら , その 原因 を つき と め る こと か 必要 で す . 
次 の プロ グラ ム を 実行 し て み ま し ょ う . 


SCREEN 0:CLS 2 
FOR X=0 TO 639 
C=RND ネ 7+1 


LINE(X, 100) 一 (X+10, 199) ,C 
NEXT 








RUN させ ます と , 青 か ら 白 ま で の 7 色 の 線 が 次 か ら 次 へ と 描か れ , 途中 で "Ilegal function call in 
40" と 表示 され て 中 断 し て し まい ます (も し 中 断 し な いと き は , も う 1 度 RUN させ て みて くだ さい ). 
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LIST 40 狼 ⑳| と し て 40 行 を 表示 させ て みて も , 間違い が ある と は 思わ れ ま せん . 
こと この よう な と き に は , この 行 の 中 で 使用 され て いる 変数 の 内 容 を 調べ て みる と よい で し ょ う . 
ダイ レク ト C に PRINT X,C 人 と 打ち 込ん で み ま し ょ う . 


PRINT X%,C 


XXX 
Ok 








XXX は 双 の 内 容 , 0 から 639 ま で の 数 字 が 表示 され る は ず で す . 

8 と いう パレ ッ ト コ ー ド は 存在 し ませ ん か ら , この C の 内 容 が 不適 当 だ と いう こと と が わか り ま す . 

C は 30 行 で RND と いう 関数 に より 乱数 と し て 作ら れ て いま す . RND と いう 関数 は 0 か ら 1 未満 の 乱 
数 を 発生 さき せま すか ら , C に は 1 か ら 7.9999 …… まで の 値 が 入り ます . 

LINE 文 の パレ ッ ト コ ー ド に は , その 値 が 実数 の 場合 , 四 捨 尋 入 さ れ て 与え られ ます か ら , エラ ー と 
な っ た の で す . 

この よう な 場合 は 





30 C=INT 〈RNDK7+1) 





と すれ ば よい わけ で す . 
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PRHINT 文 で 変数 を 調べ る 











エラ ー は 起き な い の に 動作 や 結果 が 予想 外 で ある と いう 場合 は , タイ プ ミ ス な ど で 変 数 名 が 違っ て い 
た り , 計算 式 が 不適 法 だ っ た り し た と き に よく 起こ り ま す . 

次 の 例 を 見 て み ま し ょ う . 
| 例 


10 INPUT "スウ チ 〈(1-300)=",S 

20 JOG=S\100+1 

30 ON JOB GOTO 100, 200, 300 

40 GOTO 400 

50 『 

60 PRINT " 1-100 ノ ショ リ ヲ シッ マス . " :END 
70 PRINT "101-200 ノ ショ リ ヲ シ マス . " : END 
80 PRINT "201-300 ノ ショ リ ヲ シマ ス , " : END 
90 PRINT "スウ チカ ~ キテ イカ ^ イ テ ~ ス 、" : END 
100 PRINT " 1-100 ノ ショ リ ヲ シマ ス . " : END 
200 PRINT "101-200 ノ ショ リ ヲ シマ ス . " : END 
300 PRINT "201-300 ノ ショ リ ヲ シマ ス . " : END 
400 PRINT "スウ チカ ~ キテ イカ ~ イ テ ~ ス . " : END 








この プロ グラ ム で は , どの よう な 数 値 を 入力 し て も すべ て "キテ イガ イデ ス ." と 表示 され ます . 
リス ト を 調べ て みて も , 特に お か し いと ころ も 見 当たら な いよ う で す . 
そこ で , ON-GOTO 文 で 使わ れ て いる JOB と いう 変数 の 内 容 を 調べ て み ま し ょ う . 


25 PRINT JOB 


RUN 

スウ チ て 1-300)=150 
0 

スウ チカ ~ キテ イカ イ テ ス . 

Ok 

Ll 











JOB が 0 で は 30 行 の GOTO 以 下 の 行 番号 に は 無視 され ます か ら , 40 行 の GOTO 400 に 実行 が 移っ た 
わけ で す . 

この こと か ら , JOB を 計算 し て いる 20 行 に 原因 が ある らし いこ と が わか り ま す . そこ で 20 行 を 見 る 
と , JOB の つも り が JOG に な っ て いま し た . 

で は , 修正 し て 改め て 実行 し て み ま し ょ う . 


RUN 
スウ チ (1-300)=150 


2 
101-200 ノ ショ リ ヲ シマ ス . 
Ok 
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今度 は うま くい っ た よう で すね . 
で は , 100 や 200, 300. 一 50 な ど で は どう で し ょ うか . 


RUN 
スウ チ 〈1-300)=200 
3 





201-300 ノ ショ リ ヲ シマ ス . 
Ok 





や は りお か し いで すね . 
結局 , 正しく は 








20 JOB=INT((S-1)/100)+1 














と すべ きだ っ た の で す . 


デベ バッ グ に 際 し て は , 予定 外 の デー タ を 入力 し て みて , それ ら が 正常 に 動作 する か を 調べ て みる こと 
も 必要 な こと で す . 

また , 大 き な プ ログ ラム で は INPUT 文 の 後に STOP 文 や INPUT$ 文 を 入れ て 一 時 停止 させ る と , 
ゆっ くり と 変数 内 容 を 確認 で き て 便利 で す . 

それ に は 次 の よう に し ます . 


PRINT A,B,C$:SToP 9 
また は 
PRINT A,B,C$:S$ 王 INPUT$(1) 9 


STOP 文 は CONT コマ ンド で 実行 を 再開 で きま すし , INPUT$ 文 な ら 何 か キ ー を 押す だ け で 続け られ 
ま 漠 % 


デベ バッ グ が 終了 すれ ば , この 行 は 消し て し まっ て も よい の で す が , も う 1 度 使用 する と きのこ と を 考 
えて , REM 文 で コメ ント 文 と し て 残し て お く と よい で し ょ う . 
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THON コ マン ド を 使っ て 
プロ グラ ム の 流れ を 見 る 























プロ グラ ム の 実行 順序 が お か し い 場 合 , TRON と いう コマ ンド を 使っ て プロ グラ ム の 流れ を 見 る こと 
も で きま す . TRON コマ ンド は , 行 番号 を 表示 し な が ら 実 行 し て いく コマ ンド で す . 
た と えば 次 の プロ グラ ム を 実行 し て み ま し ょ うら . 


10 A=O 
20 A=A+. 1 
30 IF A=1 THEN PRINT A:END 


40 GOTO 20 


RUN 








いつ まで た っ て も 終わ り ま せん ね . 
で は , TRON コマ ンド を 使っ て み ま し ょ う . 


[48][28J[38]…… 








20 行 か ら 40 行 まで が いつ まで も 繰り 返さ れ て いま す . 

この よう に いつ まで た っ て も ルー プ か ら 技 け 出 せな いこ と を 「 無 限 ル シープ に 入る 」 と いい ます . 

これ は 30 行 に 原因 が あり ます . 

コン ピュ ー タ の 内 部 で は 数 値 を 2 進数 で 処理 し て いる の で , 小数 点 以 下 の 数 値 こ に は 誤 差 を 生じ て し ま 
いま す . 実は , 0.1 は 正確 に は 0.1 で は な く , 10 回 足し て も 正確 な 1 に は な ら ず に 30 行 は 無視 され て いた の 
5 の 3 

こん な 場合 に は , 





30 IF A>=1 THEN PRINT A:END 








と すれ ば , 正しく 動作 し ます . 
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デバ ッ グ の テク ニッ ク 








最後 に , デベ ッ グ を 行う 際 の 注意 すべ き 点 , 参考 と な る 点 を いく つか あげ て み ま し ょ う . 


(1) わか りや すい プロ グラ ム を 書く よう に 心がけ まし ょ う . 
① 1 行 中 に コロ ン (:) で 区 切っ て いく つも の ステ ー ト メン ト を つ な 
げ る こと を 「 マ ル チ ス テー トメ ント 」 と いい ます が , あと で プロ グラ 
ム が 見 に くく な る の で 避け まし ょ う . 


10 INPUT "A=",A:INPUT "B=",B 
20 C=A*B:PRINT C 








10 INPUT "A=",A 
20 INPUT "BE=",B 
30 CーA*B 

40 PRINT C 








⑧② ブロ ッ ク (1 つの 動作 を 行う ひと か た まり の プロ グラ ム ) の 先頭 に , 
その 内 容 を 表す コメ ント を REM( ま た は " ) 文 で 付け ます . 
また , ブロ ッ ク と ブロ ッ ク の 間 に は REM 文 で 空白 行 を 入れ ます . 
③ FOR~ て NEXT な どの ルー プ の 内 部 は , 2^ へ 3 文字, 字 下 げ を 行い 
ます . 


10 FOR 1I=32 TO 255 STEP 16 
20 FOR J=0 TO 15 


30 C=1+J 
PRINT CHR$ ( 〇 ) : 








408 


第 20 章 デバ ッ グ 


(2) 演算 子 の 優先 順位 に 注意 し まし ょ う . 
式 が 複雑 な と き や , 自信 の な いと き に は , と りあ え ず ( ) を 付け ま 
し ま ウ 。 

3) 整数 化す る 際 の まる め 方 に 注意 し まし ょ う . 
Ns-BASIC で は , 小数 点 以 下 は 四 捨 克 入 さ れ ま す . 

(4) コロ ン (:) と セミ ュ コロ ン (:), ピリ オド ( .) と コン マ ( ,), ゼロ 
(が ) と オー(O), エル (1) と 数 字 の いち (1), ビー(B) と (8 ) が 間 
違っ て いな いか を 注意 し まし ょ う . 

(5) 必要 に 応じ て PRINT 文 や STOP 文 , INPUT$ 文 , TRON コ マン ド 
な ど を 用 い , プロ グラ ム の 実行 順序 や 変数 の 内 容 を 確認 し まし ょ う . 

(6) ファ イル の 出力 を 行う プロ グラ ム の 場合 , デベ バッグ 中 は 画面 に 出力 
じ ま 必 まう 。 


10 DV$="SCRN:" 


20 OPEN DV$ FOR OUTPUT AS #1 








デベ バッグ が 終了 し た ら , 10 行 を 





10 DV$=" TEST. DAT" 








と 書き 換え ます . 
また , ファ イル か ら の 入力 の か わり に キー ボー ド か ら 入 力 を 行う こ 
と も で きま す . 


10 DVIN$="KYBD:" 


20 OPEN DVIN$ FOR INPUT as #1 








(7⑦) ON ERROR GOTO を 使っ た プロ グラ ム を デベ バッグ する 場合 , ON 
ERROR GOTO が 実行 され る 状態 で エラ ー が 形 を 変え て 現れ る こと が 
ある の で , デバ ッ グ が や り に くく な り ま す . 

デベ バッグ 中 は ON ERROR GOTO 文 を コメ ント 文 (REM を 使用 ) に 
変更 し て お きま し ょ う . 


409 





100 
110 
130 
140 
150 
160 
170 


180 








"ON ERROR GOTO 160 
INPUT "XX PiXEiTNPUT "Yi PiY 

IF X=0 AND Y<0 THEN ERROR 250 
Z=XAY:PRINT " YP:PRINT "5 の 

GOTO 120 

IF ERR=250 THEN PRINT "テイ キ " サレ マセ ン . “" 

IF ERR=6 THEN PRINT "オー バー フロ ー デス .『 
RESUME 120 





Undefined line number in 150 


Ok 
邊 
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機械 語 モ ニタ 





この 章 は , 本 機 で 直接 機械 語 を 扱う 場合 に 使用 する 機械 語 モ エニ タ に 

つい て 説明 し ます . 

本 機 に は , 独立 し た |/ コン トロ ー ル ルー チン を 持つ 強力 な 機械 

語 モ ニタ が 準備 され て いま す . この 機械 語 モ ニタ の 主 な 特長 は 次 の 

と お り で す . 

ミニ アセ ン ブ ジ ラ 機 能 を 持っ て いる . 

. 数 値 を 16 進 数 , 日 進数 の どちら で も 入力 , 表示 が 可能 . 

.。 1/0 ポー ト へ の 入出 力 が 可能 . 

. 逆 ア セン ブル 機能 を 持っ て いる . 

. CPU の レジ スタ の 値 の 表示 , 変更 が 可能 . 

. カ セッ ト テ ー プ に も フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に も ロー ド , セー ブ 
が 可能 (カセ ッ ト テ ー プ を 使う 場合 は ,。 〇 MT イン タフ ェ ー ス 
ボー ド (PO-8801-81) が 必要 ). 

ノア 。 ス クリ ー ン エディ タ に よる メモ リ の 内 容 の 変更 が で きる . 

. コマ ンド の 入力 形式 を 知り た いと き の た め に , HELP コマ 
ンド が 用 意 さ れ て いる . 


DO 一 








機械 語 モ ニタ の 動か し 方 








機械 語 モ ニタ は , BASIC モ ー ド か ら 機 械 語 キ ニタ モー ド に 切り 替え て 使用 し ます . 


]. BASIC モ ー ド か ら Ok 還 議 
失語 モニ タモ ー ド 還 [ 】E2 敵 mon 義和 拉 mm 
ラ h 
へ の 切り 普 え 法 BASIC コ マン ド が 2 ド を 機械 語 モ ニタ モー 
入力 可能 . に ド に な り , h〕 が 表 
示さ れる . 
機械 語 モ ニタ の コ 


マン ド 入 力 が 可能 . 


. 機械 語 エ ニタ モー ド Wo 5 還っ 
か ら HBASIO モ ー ド 和 | 時 | 珍 は | Ok 
へ 戻る た め の 方 法 


語 モニ 3 司 剛 と 全 と を 同 BASIC モ ー ド に な 
の 2 時 に 押す . り , Ok が 表示 され 
て , 炊 の 行 に カー 
ソル が 現れ る 。 
BASIC コ マン ド が 
入力 可能 . 
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機械 語 プ ログ ラム の メモ リ 
配置 











BASIC を 使っ て いる と き の メ モリ マッ プ は ト 下図 の よう に な っ て いま す . 
XXXX, ZZZZ の 番地 は , 選ば れ て いる BASIC の モー ド な ど に よっ て 変わ り ま す . 機械 語 プ ログ ラム 
を メモ リ 上 に 書き 込む 前 に , 次 の よう に し て 番地 を 調べ て くだ さい . 
・XXXX の 調べ 方 
print hex$(peek(&HE7E9 ) *※256 二 peek(&HE7E8 )) 
・ZZZZ の 調べ 方 
print hex$(peek(&HEB1C) *256 二 peek(&HEB1B) れ | 
機械 語 の プロ グラ ム を 作る 場合 は 、CLEAR 文 で 機械 語 エ リア を 確保 し て お か な けれ ば な り ま せん . 
clear , YYYY gl 
と する こと で , 図 の の 部 分 を 機械 語 エ リア と し て 使う こと が で きる よう に な り ま す . それ 以外 
の 部 分 は BASIC が 使っ て いま す の で , その 内 容 を 変更 する と , BASIC モ ー ド に 戻っ た と き の 動 作 が 保 
障 さ れ ま せん . 


FFFFH 





BASIC ワ ー ク エリ ア 







(DISK コ ー ド ) 
ファ イル バッ ファ な ど 















BASIC イ ンタ プリ タ 
ROM 





0000H 
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コマ ヤマ ンド の 種類 











機械 語 モ ニタ の コマ ンド に は , 表 に 示す よう に 22 種 類 の コマ ンド が あり ます (命令 は 大 文字 で も 小 文 
字 で も 入力 で きま す ). 


玉 CMT イ ンタ フェ ー ス ボー ド (PC-8801-21) と デー タレ コー ダ が か 必要 で す . 
** DISK Version で の み 機 能 し ます . 





入力 し た 1 行 を ア | a〔< 格 納 開 始 ア ドレ ス >]〕 
セン ブル する . 


数 値 の 表現 形式 を | baq ま た は bh 
変え る . 
( 8 進 16 進 ) 
ダン プ メ モリ | メモ リ の 内 容 を デ | d(< 表 示 開 始 ア ドレ ス >]〕 一 時 中 断 
ィ ス プレ イ に 表示 | 〔, く < 表示 終了 アド レス >〕 表示 再開 終了 キー 以外 
する . 人 STOP, 
CTRL-C 


スク リー ン エ ディ | e【 く 開始 アド レス >〕 カー ソル 移動 カー ソル 移動 
タ の 機能 を 用 いて キー 

メモ リ の 内 容 を 変 ロー ル ア ッ プ ……ROLL UP 
更 する . ロー ル ダ ウ ン ROLL 
DOWN 
STOP, ESC 

















フィ ル メ モリ | メモ リ の 内 容 を 定 | f< 開 始 ア ドレ ス >, 
数 で 埋め て いく . < 終了 アド レス >,< 定 数 > 





ユー ザ プ ロ グラ ム | g(< 実 行 開始 アド レス >〕 
を 実行 する . 〔, く < プレ イク ポイ ント アド レス 1>〕 
(し, く プ レイ クボ ポ イント アド レス 2>〕 


イン プッ ト I/O ボー ト の 値 を | i く ポー ト ア ドレ ス > 

読み 込む . 
ディ ス ア セン | 機械 語 を 逆 ア セン | 1〔< 逆 アセ モン ブル 開始 アド レス >〕 
プ ブル ブル する 。. 〔, < 逆 ア セン ブル 終了 アド レス >〕 























ある 範囲 の メモ リ | mx< 転 送 元 ・ 先 頭 ア ドレ ス >, 
の 内 容 を 他 の アド | < 転送 元 ・ 最 終 ア ドレ ス >, 
レス の メモ リ 領 域 | < 転送 先 ・ 先 頭 ア ドレ ス > 
へ 移す . 


I/O ポー ト ヘ デー | o く < ポート ・ ア ドレ ス >, く < デー タッ > 
タ を 出力 する . 
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プリ ンタ スイ | プリ ンタ へ の 出力 
ッ チ を コン トロ ー ル す 
る . 








カセ ッ ト テ ー プ か 
ら デ ー タ を ロー ド 


する . 


リー ド テ ー プ 


r[< フ ァイル 名 >〕 





キーーー ーー 一 


セッ トメ モリ | メモ リ に デー タ を 


セッ ト す る . 


s【 く 開始 アド レス >〕 





メモ リ を テス ト す 
る . 


テス トメ モリ 


tm 





カセ ッ ト テ ー プ の 
内 容 と ,。 メモ リ の 
内 容 を 比較 する . 


vy【< フ ァイル 名 >〕 





メモ リ の 内 容 を カ 
セッ ト テ ー プ に セ 
ー プ する . 
CPU の レジ スタ 
の 値 を 調べ , 変更 
する . 

コマ ンド と その パ 
ラメ ー タ の 形式 を 
ディ スプ レイ に 表 
示す る . 








BASIC モー ド へ 
復帰 する . 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス 
ク の 内 容 を ディ ス 
プレ イ に 表示 する . 





w【< く レジ スタ 名 >]〕 
< セー ブ 開 始 ア ドレ ス > 
く セ ー プ 終了 アド レス > 
x[ く < レジ スタ 名 >〕 


CTRL_A ま た は | 


CTRL-D 

く < ドラ イブ キ >[, く サー フェ ス # せ >], 
く ト ラッ ク #1>, く セク タタ 1> 
〔, く トラ ッ ク 半 2>, く セク タ 半 2> 





フロ ッ ピ ー デ ィ ス 
ク か ら , デー タ を 
ロー ド す る . 


CTRL-R 

く < ドラ イブ #>【, く サー フェ ス # せ >]〕, 
く ト ラッ ク 半 >, く セク タ 革 >、 

< 開 始 ア ドレ ス >, く < 終了 アド レス > 
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フロ ッ ピ ー デ ィ ス 
ク へ デー タ を セー 
プ す る . 





CTRL_W 

く ド ライ ブ #>〔[, く サー フェ ス 半 >], 
< トラッ クキ >, く セク タキ 〉, 

< 開始 アド レス >, く < 終了 アド レス > 




















]1. 入力 字 


づ . エラ ー 表 示 


4. 数 値 形式 





コマ ンド 使用 上 の 規則 





機械 語 モ ニタ の コマ ンド の 英文 字 は , 大 文字 で も 小文字 で も 入力 で き 
ます . 


機械 語 モ ニタ で は , BASIC と は 異な っ て , スク リー ン ェ エディタ の 機能 
が あり ませ ん (た だ し , セコ マン ド を 参照 ). また , [ 倫 週 を 使っ て 入力 
し た 文字 を 消し て 修正 する こと も で きま せん . 誤っ た コマ ンド を 入力 し 
た こと に 気づい た と き は , 佑 引 また は 人 夫人 で 誤っ た コマ ンド を 
取り 消し た の ち , 改め て 正しい コマ ンド を 入力 し て くだ さい . 


肛 彼 語 モ ニタ で は 入力 で きる キー は 少数 に 限ら ち れ て いて , 誤っ た キー 
を 入力 する と " ? "が 表示 され ます . 


機械 語 モ ニタ で 扱う 数 値 形 式 に は , 16 進 数 モー ド と 8 進数 モー ド が あ 
り ま す . この 切り 人 替え は B コ マン ド で 行い ます . シス テム が 起動 し た 直 
後 は 16 進 数 モー ド に な っ て いま す . 

た と えば , 16 進 数 を 入力 する と き に , BASIC の よう に %&H を 付け て 入 
力 する 必要 は あり ませ ん . 

(1) 16 進 数 モー ド 
アド レス ・4 桁 0 て FFFF 
メモ リ の 内 容 : 2 桁 0CFF 

(2) 8 進数 モー ド 
アド レス : 6 桁 0 て 177777 
メモ リ の 内 容 : 3 桁 0 て 377 


ァ ド レス の 場合 は , 入力 され た 数 値 の 終わ りか ら 16 ビ ッ ト が 有効 に な 
り ま す . メモ リ の 内 容 の 場合 は , 終わ りか ら 8 ビ ッ ト が 有効 に な り ま 
す . 
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また , 機械 語 キ ニタ の 各 コ マン ド で アド レス や メモ リ の 内 容 を 入力 す 
る 場合 , 加減 の 演算 機能 が 使用 で きま す ( た だ し , カッ コ や 昌 乗 は 使え 


ませ ん ). 
h)s9000+100 人 | 
9100 00 一 
5. カセ ッ ト テ ー ブ の 肛 械 語 モ ニタ (に よっ て カセ ッ ト テ ー プ を 使用 する に は , R コ マンド, 
スピ ー ド V コ マン ド , W コ マン ド を 用 いま す . この と き , ファ イル 名 の 指定 の 方 


法 に より 板 送 可 度 が 決ま り ます . 
RC5:J <〈 フ ァイル 名 2 


1 
2 
WC2:J C〈 フ ァイル 名 2,( セ ー プ 開始 アド レス ),《 セ ー プ 終了 アド レス ) 
1 
2 


VC5) < ファ イル 名 2 


(< ファ イル 名 >]〕 


1200b 
1 :〔 く ファ イル 名 >〕 7 








2 :〔 く < ファ イル 名 >〕 600bps 


CMT イ ンタ フェ ー ス ボー ド (PC-8801-21) と デー タレ コー 
ダ が 必要 で す . 


B. 機械 語 モ ニタ モー ド ・BASIC モ ー ド か らち 機械 語 モ ニタ モー ド へ 切り 替え た 直後 は , その 直 


で の ディ スプ レイ 前 の WIDTH 文 に よっ て 設定 され た 状態 が 引き つが れ ま す . 
画面 ・ テ キス ト 画 面 の スク リー ン ウ ィ ン ド ウ に よっ て は , コマ ンド は 動作 


し な い 場 合 が あり ます . 
この と き は , 機械 語 モ ニタ モー ド 人 入る 前 に , 


CONSOLE 0, <17 以 上 の 値 > 


を 実行 し て お いて くだ さい . 
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A (アセ ン ブ ル ) 





Intel 8080 ニ ー モ ニッ ク で 入力 し た 1 行 の テキ 
スト を アセ ン ブ ル し , で きた 機械 語れ を メ モリ に 格 
納 し ます . その た め に , A コ マン ド は , 


a 格納 開始 番地 >] 


の よう に , 1 2 BNCTG2PI デ te 
指定 し ます (格納 開始 番地 の 指定 を 省略 し た 場 
の ie 守 科 0o5SICT の 5 
の 次 の 番地 と な り ま す ). 

ha9000 9 


A ュ マン ド を 入力 する と , 格納 開始 番地 を 表示 
し て , ニー モニ ッ ク の 入力 待ち こ な り ます . そこ 
で , Intel 8080 ニ ー モ ニッ ク 命 令 を 入力 し , 9 
を 入力 する と , その 1 行 を アセ ン ブ ル し , で きた 
機械 語れ を アド レス の すぐ 横 に 表示 し , その アド レ 
ス に 格納 し ます . そし て , その 次 の 行 に , 次 に 機 
械 語 を 格納 する 番地 を 表示 し , ニー モニ ッ ク 命 令 
の 入力 待ち こ な り ます . 


hia9000 


9000 3E 01 mvi a, 1 1g| 


入力 し た ニー モニ ッ ク 命 令 に エラ ー が あっ て 
" ? "が 表示 され た 場合 に は , も う 1 度 ア ドレ ス を 
指定 し な く て も , コマ ンド だ け を 入力 すれ ば , エ 
ラー を 起こ し た と き の ア ドレ ス か と 実行 を 開始 し 
ます . 

ha9000 fg 


9000 3E 01 mvi a,1 9 


9002 mvlb,14gM 


この アセ ンプ ブラ は すべ て , 人 2 が 入力 され る 
まで 読み 込み を 続け ます . また 人 便 剛 が 使え ます 
か ら , 間違え て 入力 し た 文字 を 訂正 で きま す . こ 
の アセ ンプ ブラ か らち 抜け 出す に は , アド レス が 表示 
され た あと 人 を 入力 する か , 佑 引 また は 


+ 人 何 ] を 入力 し ます . 
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この アセ ン ブ ラ で 使用 で きる ニー モニ ッ ク は , 
Intel 8080 ニ ー モ ニッ ク 命 令 と Z80 ニ ー モ ニッ ク 
で す . Z80 の 
, 絶対 アド レス 
を 入力 すれ ば , アセ モン ブラ が 相対 アド レス に 変換 
し て くれ ます . 

Z80 の レラ ティ ブ ジ ャ ンプ 命令 の 入力 形式 は , 
下 の と お り で す . 


命令 の 中 の レラ ティ ブ ジ ャ ンプ 命令 


レラ ティ ブ ジ ャ ンプ 命令 の 場合 


280 モニ タ で 入力 する と き 
< く ア ドレ ス > jmpr < アド レス > 
2Z, < く ア ドレ ス > jrz く ア ドレ ス > 
jrnz く ア ドレ ス > 
jrc < アド レス > 
jirnC < く アドレス > 
ddnz < く ア ドレ ス > 





nzZ, く ア ドレ ス > 
jr c, く ア ドレ ス > 
jr nc, < アド レス > 
dnz < く ア ドレ ス > 
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B (ベー ス ) 








、 iM 








数 値 を 取り 扱う 形式 を 設定 する コマ ンド で す . 
数 舘 を キー ボー ド か ら 入 力 し た り , ディ スプ レイ 
に 表示 する 場合 に , 16 進 数 と し て 扱う か 8 進数 と 
し て 扱う か を 決め ます . BASIC モ ー ド か ら モ ニ 
タ へ 切り 替え た と き は 16 進 数 モー ド に な っ て い 
て , コマ ンド 入力 待ち こ に な る と , 


h〕 
が 表示 され ます . 8 進 モ ー ド に 切り 替え る に は , 
bq 衝 の 』 と 和 人力 し ます . 
8 進数 モー ド に な る と "q]" が 表示 され ます . 
hbq gl 
q] 
昌 び 16 進 数 モー ド へ 切り 枯 え る に は bh 人 g 
を 入力 し ます . 


jph fg 


| 
h〕 
16 進 入力 時 の 表示 8 進入 力 時 の 表示 
bp と 入力 
0 6 
bh と 入力 
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メモ リ の 内 容 を ディ スプ レイ に 表示 する コマ ン 
ド で す . 16 進 モー ド に な っ て いる 場合 は , その 数 
に 対応 する アス キー 文字 も 表示 され ます . さら 
に , プリ ンタ スイ ッ チ で プリ ント モー ド が 指定 さ 
れ て いれ ば , 結果 が プリ ンタ へ も 出力 され ます 
(プリ ンタ スイ ッ チ お よび プリ ント モー ド に つい 
て は ,「P( プ リン タス イッ チ )] を 参照 し て くだ さ 
い ). D コ マン ド は 次 の 形 で 入力 され ます . 


d (< 表示 開 始 ア ドレ ス >〕〔, く 表示 終了 アド 
レス >〕 


で すか ら , 実際 の 入力 は 次 の 形 に な り ま す . 
(1) d9000,9030 4 gl 
② d9000 tg 

3) d,9030 
④⑭ d 


(1) の 場合 が 標準 で , 9000H 番 地 か ら 9030H 番 地 
まで の メモ リ の 内 容 が 表示 され ます . 

(② の よう に < 表示 開始 アド レス > だけ 指定 し た 場 
合 は , < 表示 開始 アド レス > か ら 16 バ イト 分 の メモ 
リ の 内 容 が 表示 され ます . 

逆 に (3) の よう に <〈 表 示 終 了 ア ド レス > だ け 指 定 し 
た 場合 は , その 前 に 実行 され た D コ マン ド の 最終 
の アド レス の 湊 の アド レス か らく 表示 終了 アド レ 
ス > ま で の メモ リ の 内 容 を 表示 し ます . 

(4) の よう に < 表示 開始 アド レス 〉 も く 表 示 終了 ア 
ドレ ス 〉 も 指定 し な い 場 合 は , この コマ ンド か が 入 
力 さ れる 前 に 実行 され た D ュ コマ ンド の 最終 の アド 
レス の 次 の アド レス か ら 16 バ イト 分 の メモ リ の 内 
容 が 表示 され ます . 

D ュ コマンド を 実行 中 に , その 実行 を 中 止 し た い 
場合 は , (人 暗 ま た は 縛 二 ( 作 を 入力 し ます . 
画面 に メモ リ の 内 容 を 表示 し て いる 場合 , 途中 で 
表示 を 一 時 停止 させ る に は , | 記 引 を 入力 
し ます . 再び 表示 を 再開 させ る 場合 に は , [ 傘 昌 と 
人 細 人 | 以外 の キー の どれ か を 入力 し ます . 


また , D コ マン ド 終 了 後に 衝 ⑦M を 入力 する と 
と 同じ 動作 を 行い ます . 





E エディット メモ リ ) 





EE コマ ンド は , スク リー ン エ ディ タ の 機能 を 用 
いて , スク リー ン に 表示 され た メモ リ の 内 容 を 変 
更 す る コマ ンド で す . BE コ マン ド は 次 の 形式 で 入 
PO 人 


e 〔 く 開始 アド レス 〉〕 


く 開始 アド レス > を 省略 し た 場合 は , 最後 に 世 コ 
マン ド で 内 容 を 変更 し た メモ リ の アド レス が <〈 開 
始 ア ドレ ス 〉> と な り ま す . 

コマ ンド を 実行 し て , メモ リ の 内 容 を ディ ス 
プレ イ に 表示 し た 後 は , カー ソル 移動 キー 
[は | (る | は | と (BR を 使っ て 変更 し た 
い メ モリ の 内 容 の と ころ へ カー ソル を 移動 させ , 
新しい 数 値 を 入力 し ます . 画面 上 で 変更 され た 数 
値 の と お り に , メモ リ の 内 容 も 変更 され て いま 
す . エディ ッ ト メ モリ を 終了 する と き は , 人 引 , 


ESCM, また は | 引 人 を 入力 し ます . 








F (フィ ル メ モリ ) 


アド レス で 指定 し た 範囲 の メモ リ の 内 容 を , 指 
定 し た 定数 の 値 に 置き 換え る 命令 で す . 
の 形式 は 次 の よう に な っ て いま す . 


f 〈 く 開始 アド レス >〉, く < 終了 アド レス >〉, く 定数 > 


コマ ンド 


FE コマ ンド で は , 各 パ ラメ ー タ を 省略 する こと 
は で きま せん . コマ ンド が 正常 に 実行 され た か ど 
うか は , D コ マン ド を 用 いて 確認 し ます . 

hf9000, 9010.0 
h]d9000, 9010 

9000 00 00 00 00 00 00 00 00 
9008 00 00 00 00 00 00 00 00 
9010 00 

h] 
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指定 し た アド レス に ジャ ンプ し て , そこ か ら プ 
ログ ラム の 実行 を 半 始 し ます . この と き , 2 つま 
で ブレ イク ボイン ト ア ドレ ス を 指定 で きま す . ブ 
レイ クボ ポイ ント アド レス と は , プロ グラ ム の 実行 
中 , 実行 アド レス が ブレ イク ポイ ント アド レス と 
な っ た と き , 実行 を 中 止 し て , コマ ンド の 入力 待 
ち 状 態 に させ る アド レス で す . 


g 実行 開始 アド レス >][, く ブレ イク ポイ 
ント アド レス #12](, く プレ イク ポイ ント ア 
ドレ ス 北 22〕 


< 実行 開始 アド レス 〉 を 省略 し た 場合 , 最後 に 実 
行 し た ブレ イク ポイ ント アド レス が < 実行 開始 ア 
ドレ ス 〉> こ なり ます . ブレ イク ポイ ント アド レス 
で 実行 が 中 断 さ れ た 場合 は , CPU の レジ スタ の 
値 は 保存 され ます . 

ネネ ブ レイ ク ポ イン ト ア ドレ ス は , 指定 し た ア 
ドレ ス が RAM に ある と きだ け 有 効 に な り 
ます . 


1 (イン ブッ ト ) 


入力 ポー ト の 値 を 読み , 画面 に 表示 し ます . 
ポー ト ア ドレ ス を 入力 し た 後 , スペ ー ス を 入力 す 
れ ば , その 行 に 入力 ポー ト の 値 を 表示 し , 人 gM 
を 入力 し た 場合 は , 次 の 行 に 入力 ポー ト の 値 が 表 
示さ れ ま す . 

i 〈 ポ ー ト アド レス > 


(また は , スペ ー ス キー) 


(「O( ア ウト プッ ト )」 の 項 を 参照 し て くだ さ 
い .) 
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_L (ディ ス ア セン ブル ) 











メモ リ イ メ ー ジ を Intel 8080 ニ ー モ ニッ ク に 逆 
アセ ン ブ ル し て 表示 する コマ ンド で す . さら に と, 
Z80 の レラ ティ ブ ジ ャ ンプ 命令 ゎ 使 用 で きま す 
が , アド レス は , 絶対 アド レス で 表示 され ます . 
コマ ンド の 形式 は 次 の よう に な っ て いま す . 


1 < 聞 ア セン ブル 開始 アド レス >]〔, く 逆 了 ア 
セン ブル 終了 アド レス >〕 


〈 逆 アセ ンプ ブル 開 始 ア ドレ ス 〉 が 省略 され た 場合 
は , 最後 に 逆 ア セン ブル され た アド レス の 次 の ア 
ドレ ス が <〈 逆 アセ ン ブ ル 開 始 ア ドレ ス 〉> に な り ま 
す . また , 〈 逆 アセ ン ブ ル 終 了 ア ドレ ス 〉 が 省略 さ 
れ た 場合 は , 〈 首 アセン ブル 開始 アド レス > 十 15 が 
〈 逆 アセ ン ブ ル 終 了 ア ドレ ス 〉> と な り ま す . 

L コ マン ド の 実行 中 に 実行 を 中 断 し た い 場 合 
は , | 隅 昌 また は 陸 旨 + 作 』 を 入力 し ます . 実行 
を 一 時 中 断 し た い 場合 は , 区 引 陸 』 を 入力 し 
ます . 実行 を 再開 する に は 人 條 引 , 選 引 人 
外 の 任意 の キー を 入力 し ます . また , 
で 表示 され る ニー モニ ッ ク の オペ ラン ド は , 現在 
指定 され て いる 数 値 モ ー ド で 表示 され ます . 

さら に し L ュ マン ド 終 了 後 に 放 W を 入力 する 
と , <〈 逆 アセ ン ブ ル 開 始 ア ドレ ス 〉 と <〈 逆 アセ ン ブ 
ル 終 了 ア ドレ ス >〉 を 省略 し た と き と 同 じ よ うに , 
< 逆 ア セン ブル 終了 アド レス 〉 か ら 16 ベ イト 分 の メ 
モリ イメ ー ジ を 逆 ア セン ブル し ます -. 


コマ ジン ド 
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M コ マン ド は , メモ リ 内 で , ある 位置 か ら 別 の 
位置 ヘス モリ 領域 の ブロ ッ ク 転 送 を 行い ます . M 
ュ コマ ンド は 次 の 形式 で 入力 し ます . 

m<〈 転 送 す る メモ リ 領 域 の 先頭 番地 >, く < 転送 


する メモ リ 領 域 の 最終 番地 >, く 転送 先 の 先 
頭 番地 > 


た と えば , 9000H 番 地 か ら 9100H 番 地 の メ モリ 
内 容 を A000H 番 地 か ら A100H 番 地 へ 転送 する 場 


合 は , 


h(m9000, 9100,a000 


と 入力 し ます . この 後 , D コ マン ド を 実行 すれ 
ば , 転送 で きた こと を 確認 で きま す . 





この コマ ンド は , 指定 し た ポー ト ア ドレ ス に 
デー タ を 出力 し ます . 〇 コマンド の 入力 形式 は , 


o く < ポー ト ア ドレ ス 〉, < デー タッ > 


と な り ま す . 

T コマ ンド お よび O コ マン ド は , 自作 の ボー ド 
を 機械 語 プ ログ ラム で コン トロ ー ル する 場合 な 
ど , 特殊 な 用 途 に 使用 する コマ ンド で す . 
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「P (ブリ ンタ スイ ッ チ ) 





R (リー ド テ ー 











D コ マン ド , 上 コマンド, CTRL-D ュ コマ ンド を 
実行 し た 結果 を , プリ ンタ に 出力 する か どう か を 
決定 し ます . 

モニ タ に 入っ た と き は , プリ ンタ スイ ッ チ は 
OFF に な っ て いて , D コ マン ド , エコ マン ド , 
CTRL-D ュ コマ ンド を 実行 し て も , 結果 は ディ スプ 
レイ に 表示 され る だ け で す . この と き P コ マン ド 
を 入力 する と , プリ ンタ スイ ッ チ は ON に な り , 
以後 , 実行 され る D ュ コマンド, 
CTRL-D ュ マン ド の 結果 は プリ ンタ に も 出力 され 
ます . 

プリ ンタ スイ ッ チ が ON に な る と , プロ ンプ ト 
(入力 促進 記号 ) は h), ある い は q) に な り ま す . 

プリ ンタ スイ ッ チ を ON か ら 再 び OFF に する 
に は , 再度 P コ マン ド を 入力 し ます . 


コマ ンー ン | 








プリ ンタ スイ ッ チ p ?g プリ ンタ スイ ッ チ 
ON OFF 





h〕, q] 





モニ タ を 使用 し て いる と きも は 使用 
で きま す . 画面 の ハー ドコ ピー を 取る 場合 
は [ 凍 を 使用 し て くだ さい . 





カセ ッ ト テ ー プ か ら デ ー タ を ロー ド す る コマ ン 
ド で す * R コ マン ド は , 次 の 形式 で 入力 し ます . 
r [< ファ イル 名 >〕 


ファ イル 名 を 指定 し た 協 合 は , カセ ッ ト テ ー プ 
の デー タ の ファ イル 名 を チェ ッ ク し , 指定 し た 
ファ イル 名 が 見 つか る と , その デー タ を メモ リ に 
ロー ド し ます . この と き , 指定 し た ファ イル 名 以 
外 の ファ イル 名 が 見 つか っ た 類 合 は , 


Skip XXXX 


と ディ スプ レイ に 表示 し , 指定 し た ファ イル 名 
が 見 つか る まで 読み 続け ます . 指定 し た ファ イル 
名 が 見 つか っ た 場合 は , 

Found XXXX 


と ディ スプ レイ に 表示 し , その 下 に ロー ド し て い 
る デー タ を 表示 し ます . 
ファ イル 名 を 指定 し な い 場 合 は , 
か っ た ファ イル を ロー ド し ます . 
ファ イル 名 は 6 文字 以下 で す . 6 文字 を 超え た 
場合 は , 最初 の 6 文字 が 有効 に な り ま す . 


最初 に 見 つ 


氷 こ の コマ ンド を 使用 する に は , デー タレ 
ュー ダ と 別売 の CMT イ ンタ フェ ー ス ボー 
ド (PC-8801-21) が 必要 で す . 
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8 (セッ トメ モリ ) 





S コ マン ド は , メモ リ の 内 容 を 確か め た り , 変 
更 す る コマ ンド で す . S コ マン ド は 次 の 形式 で 入 
力 し ます . 

s < 開始 アド レス ツ ) 
(また だ は, スペース キー) 


S コマンド で , 〈 開 始 ア ドレ ス 〉 を 指定 し た 後 , 
人 を 入力 する と , 次 の 行 に アド レス と その 内 
容 を 表示 し , 数 値 の 入力 待ち に な り ま す . スペ ー 
スキ ー を 入力 する と , 改行 せ ず に メモ リ の 内 容 を 
表示 し , 数 値 入力 待ち こ な り ます . 

入力 する 数 値 は , 16 進 モー ド な ら ば 2 桁 の 16 進 
数 を 入力 し ます が , 2 桁 以 上 の 数 値 を 入力 し た 場 
合 は , 最後 の 2 桁 が 有効 と な り ま す . 数 値 を 入力 
し た 後 ス ペー スキ ー を 入力 すれ ば , メモ リ 人 値 を 
セッ ト し , 次 の アド レス の メモ リ の 内 容 を 表示 し 
ます . また , 数 値 を 入力 し た 後 , 9M を 入力 すれ 
ば , 新しい 値 が セッ ト さ れ , コマ ンド 入力 待ち に 
な り ま す . も し , メモ リ の 内 容 を 変更 し な いな ら 
ば , 数 値 を 入力 せ ず に スペ ー ス キー を 入力 すれ 
ば , 次 の アド レス に 移り ます . アド レス を 1 つ 前 
に 戻し た い 場合 は , 全 只 二 全 』 ま た は [ 多 を 入 


力 し ます . 


TM (テス トメ モリ ) 


Ns-BASIC で 使用 され る ユー ザー ズ メ モリ 64K 
バイ ト と , グラ フィ ッ ク 用 VRAM48K バ イト を 
テス ト す る コマ ンド で す (Ng- 日 本 語 BASIC で 使 
われ る 拡張 RAM128K バ ベイ ト の テス ト は 行い ませ 
ん ). テス ト は 次 の 順序 で 行い ます . 





(1) モニ タ に 入る 前 に 
SCREEN 0, 2 
を 入力 する . 
(2) モニ タ へ 入る . 


MoN fg 
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③ tm gl 

(4) 次 の 順 で チェ ッ ク し ます . 
① テキ スト VRAM 
② 変数 < ワー クエ リア 
③ グラ フィ ッ ク 用 VRAM 
〈④ テキ スト エリ ア 


この テス ト に は , V2 モー ド で は 約 10 分 間 , V1 
構 肖 モー ド で は 約 30 分 間 か か り ま す . テス ト が 無 
事 に 終了 する と , 


test completel 


と いう メッ セー ジ が 現れ ます か ら , 
ン を 押し て くだ さい . 

エラ ー が 起き た 場合 , ① で 起き た と き は ブザー 
(beep 音 ) が 鳴り 続け ます . ② 以 後 の 場合 は , ェ 
ラー が 起き た 番地 を 表示 し ます . 

TM コマ ンド で エラ ー が 発生 し た 場合 は , お 買 
い 求 め の 販 売店 , あ るい は 最寄り の Bit-INN に ど ご 
相談 くだ さい . 


リセ ッ ト ボ タ 





V (ベリ ファ イ テ ー ブ ) 


この コマ ンド は , カセ ッ ト テ ー プ に セー ブ さ れ 
た デー タ と , メモ リ の 内 容 と が 一 致し て いる か ど 
うか を 比較 する コマ ンド で す * V コ マン ド は , 次 
の よう に 入力 し ます . 


v〈 フ ァ ィ ル 名 2] 


動作 は R コ マン ド と ほぼ 同じ で , 〈 フ ァイル 名 >〉 
を 指定 し た 場合 は , 指定 し た ファ イル と メモ リ の 
内 容 を 比較 し , < ファ イル 名 >〉 を 指定 し な か っ た 場 
合 は , 最初 に 見 つか っ た ファ イル と , メモ リ の 内 
容 を 比較 し ます . 比較 し た 結果 , カセ ッ ト テ ー プ 
の 内 容 と メモ リ の 内 容 が 一 致し た 場合 は コマ ンド 
入力 待ち 状態 と な り , 一 致し な か っ た 場合 は "?" 
を 表示 し て コマ ンド 入力 待ち こ な り ます . 





来 この 命令 を 使用 する に は , デー タレ コー ダ 
と 別売 の CMT イ ンタ フェ ー ス ボー ド 
(PC-8801-21) が 必要 で す . 











メモ リ の 内 容 を カセ ッ ト テ ー プ へ セー ブ す る っ ュ 
マン ド で す * W コ マン ド は 次 の 形式 で 入力 し ま 
す . 

w 〔 く ファ イル 名 >] , < セー ブ 開始 アド レ 
ス 〉 ,< セ ー プ 終了 アド レス 〉 ig 


8000H 番 地 か ら , 8500H 番 地 の 内 容 を "abc" と 
いら ファ イル 名 で カセ ッ ト テ ー プ に セー ブ す る 場 


この 


hJwabc, 8000,8500 9 


来 こ の 命令 を 実行 する に は , デー タレ コー ダ 


と 別売 の CMT イ ンタ フェ ー ス ボー ド 


(PC-8801-21) が 必要 で す . 





X (イグ ザ ミ ン レ ジス タ ) 


メメ コマ ンド は , CPU の 全 レ ジス タ の 内 容 の 表 
示 , お よび 変更 を 行う コマ ンド で す . 
x 〔 く < レジ スタ 名 >〕 


く レ ジス タ 名 〉 は , 


ab,d,h,a, bd,h',s,p, x,y,i 


で す . a の よう に ダッ ン = ュ 記号 が 付い て いる レジ 
スタ 名 は , 裏 レ ジス タ を 指し ます . 

く レ ジス タ 名 > を 指定 し な い 場 合 は , 全 レ ジス タ 
の 内 容 を 表示 し て 実行 を 終了 し ます . < レジ スタ 
名 > を 指定 し た 場合 は , その レジ スタ の 内 容 を 表 
示し , 新しい 値 の 入力 待ち こ な り ます . 新しい 値 
を 入力 し て の WM を 入力 する と , コマ ンド 入力 待 
ち 状 態 に な り , スペ ー ス キー を 入力 する と , 次 の 
レジ スタ の 処理 へ と 移り ます . 新しい 値 を 入力 し 
な い 場 合 も , 用 ⑳』 を 入力 すれ ば ュ マ ンド 入力 待 
ち 状 態 と な り , スペ ー ス キー を 入力 する と , 次 の 
レジ スタ の 処理 へ と 進み ます . 

各 レ ジス タ は , エレ ジス タ を 除い て , すべ て の 
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レジ スタ は 16bit の ペア レジ スタ と し て 扱わ れ ま 
す . で すか ら , 8bit 分 の レジ スタ だ け 変 更 する 場 
合 は , 変更 し な い 残 り の 8bit 分 の デー タ も 入力 し 
て くだ さい . また , フラ グレ ジス タ で フラ グ を 立 
て な いと き は 一 を 入れ ます . 





CTRL-A (ヘル プ ) 
( また は 全員 + 陳 を 入力 する と , モニ 


タ で 使用 で きる コマ ンド の 種類 と その コマ ンド の 
パラ メー タ が ディ スプ レイ に 表示 され ます . 








CTHL-B( リ ター ン ) 
| 計 昌 條 を 入力 する と , BASIC モ ー ド に 


戻り ます . 








CTHL-D (ディ スク ダン プ ) 


CTRL DD は , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 内 容 を ディ 
スプ レイ に 表示 させ る コマ ンド で す . 


CTRL-D く ドラ イブ 井 >?(, く サー フェ ス 北 >〕 , 
〈 く トラッ ク ##1〉 , く セク タ 井 1>[, く トラ ッ ク 
井 2〉 , く セク タ 韻 2〉〕 


〈 く ドラ イブ 韻 >[, く サー フェ ス 音 >], く トラ ッ ク 


井 1>, く セク タ 北 1〉 
1 
表示 開始 セク タ の 指定 


し く ト ラッ ク 電 22, く セク タ 斗 2〉] 
1 
| 表示 終了 セク タ の 指定 























く 〈 ト ラッ ク 音 22, 〈 セ クタ 義 2> を 指定 し な い 場 合 
は , 


く 表示 開始 セク タッ > ニ < 表 示 終了 セク タ >〉 


と な り , 表示 開始 セク タ だ け 表 示し ます . 
CTRLD ュ マン ド を 実行 中 , 実行 を 中 止 し た い 





425 


場合 は |W 有 また は E+ を 入力 し ます . 
画面 へ の 表示 を 一 時 中 断 し た い 場 合 は 全 旨 + 
陸 | を スカ し , 再開 する と き は | 了 e 引 お ょ び 全 

(ce 以外 の キー を 入力 し ます . 

〈 く サー フェ ス 音 > は , 両面 倍 密度 の フロ ッ ピ ー 
ディ スク ユニ ッ ト を 使用 し て いる と き に 指定 し ま 
す . た だ し , モニ タ で は 両面 に また が っ て アク セ 
ス す る こと は で きま せん (CTRL-R, CTRL-W も 
同じ で す ) . 
eCTRLD,CTRL-R,CTRL-W コ マンド で , 

5.25 イ ンチ 両面 高密 度 ミ ニ ミ フ ロッ ピー ディ スク 

の サー フェ ス 0, トラ ッ ク 0 を 指定 する と き 

は , セク タ 韻 は 奇数 番号 だ けが 使用 で きま す . 
トラ ッ ク 0 は , 他 の 部 分 と は 異 

な り 1 セク タ が 128 バ イト か ら 成 り ま すか ら , 
一 度 に 2 セク タ 分 ずつ 読み 書き し ます . 

@ 8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク で は , CTRL-D, 

CTRL-R, CTRL-W コマ ンド を トラ ッ ク 0 に 対 

し て 行う こと は で きま せん . 














e サ ー フ ェ ス 0, 


CTHL-H (リー ド デ ィ スク ) 





CTRL-R コ マン ド は , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら 
メモ リ ヘ へ データ を ロー ド す る コマ ンド で す . 


CTRL-R く ドラ イブ 韻 >[, く サー フェ ス 韻 >] , 
く 〈 ト ラッ ク 音 >, く 〈 セ クタ 閉 >, く 開始 アド レ 
ス 〉, く (終了 アド レス > 


この コマ ンド は , 〈 開 始 ア ドレ ス 〉 と < く 終 了 ア ド 
レス 〉 で 指定 され た メモ リ の 領域 に 格納 する デー 
タ を , 〈 ド ライ ブ 音 >[, く サー フェ ス 壮 >], く < トラ ッ 
ク 井 >, く < セ クタ 壮 > で 指定 され た セク タ か ら ロ ー 
ド し ます . で すか ら , 大 き な メ モリ 領域 に デー タ 
を ロー ド す る 場合 は , 複数 の セク タ , トラ ッ ク か 
ら デ ー タ を ロー ド し ます . 

h〕 ~r1,0,9,3, C000,C0OOf 
h〕 
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ドラ イブ 1 の 第 9 トラ ッ ク の 第 3 セク タ か ら 16 
バイ ト の デー タ を ロー ド し て き て , COOOH 番 地 か 
ら COOFH 番 地 に 格納 し ます . この と き , メモ リ 領 
域 の C010H<COFFH 番 地 の 内 容 は 変更 され ませ 
ん . 

@ 8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク で は , CTRL-D, 

CTRL-R, CTRL-W コ ュ マ ンド を トラ ッ ク 0 に 対 

し て 行う こと は で きま せん . 





DTHL-W (ライ トディ スク ) 





CTRLIR コマ ンド と 逆 の 操作 を 行う ュ マ ンド 
で , メモ リ の 内 容 を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ヘ へ セーブ 
し ます . 


CTRL-W く ドラ イブ 井 >[, く サー フェ ス 
井 2], く トラ ッ ク 音 >, く 〈 セ クタ 韻 〉, く 開始 アド 
レス >〉, く < 終了 アド レス > 


く 開始 アド レス 〉 と く (終了 アド レス > は, セー ブ す 
る メモ リ 領 域 を 指定 し ます . この と き , 指定 する 
領域 は 1 セク タ 単 位 (2560 バ イト ) で ある 必要 は あ 
り ま せん . た だ し , フロ ッッ ピー ディス ク は セク タ 
単位 で 指定 し ます か ら , 最低 1 セク タ を 使用 し ま 
す 。 

@ 8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク で は , CTRL-D, 

CTRL-R, CTRL-W コマ ンド を トラ ッ ク 0 に 対 

し て 行う こと は で きま せん . 


この コマ ンド は , ディ スク へ 直接 書き 
込み を 行い ます . ドラ イブ 韻 , サー 
フェ ス 韻 , トラ ッ ク 井 , セク タ 韻 の 指 
定 を 間違え る と , ディ スク を 壊す 危険 
性 が あり ます . 

ディ スク の 構造 を よく 理解 し た うえ 


で , 慎重 に ご 使用 くだ さい . 





機械 語 ブ ログ ラム を 了 還 ぶ 





機械 語 は , BASIO に 比べ る と と っ つき が 悪い うえ , ロロ U 内 の レ 
ジス タ や シス テム に つい て の 正しい 知識 が 要求 され ます . この た め , 
慣れ な いう ち は す ぐ 暴 走 し て し まい ます が , うま くい け ば , BAGIC 
で は 得 ら れ な い 実 行 速度 や ハー ドウ ェ ア の 操作 が 可能 となり ます . 

Nms-BA8IO/ Nas- 日 本 語 BASIC に は , 機械 語 で 書か れ た プロ 
グラ ム を 呼び 出す 機能 と し て , USH 関数 と ALL 文 が 用 意 さ れ 
て いま す . ここ で は ., 機械 語 プ ログ ラム を 作成 する 際 の 注意 と , 

USH 関 数 , CALL 文 と の 引数 の 受け 渡し 方 に つい て 説明 し ます . 











メモ リ の 人 確保 (CLEAR) 








機械 語 ル ー チ ン を モニ タ よ り 作成 し た り , ファ 
イル か ら ロ ー ド する 際 に は , その た め の メ モリ 領 
域 を 確保 する 必要 が あり ます . この 機械 語 プ ログ 
ラム 用 の メモ リ 領 域 は , BASIC の 使用 する 領域 
と 重複 し て は な り ま せん . さも な いと , BASIC の 
動作 が 異常 に な っ た り , 逆 に BASIC の 動作 に ょ よ 
り 準 備 し た 機械 語 プ ログ ラム が 破壊 さん た り し ま 
す . 

メモ リ 領 域 の 確保 は , CLEAR 文 に より 
BASIC の 使用 する メモ リ の 上 限 を 設定 する こと 
(に より 行い ます . BASIC は , 指定 され た 上 限 以上 
の 領域 は 利用 し な く な り ま す の で , 機械 語 プ ログ 
ラム 領域 と し て 用 いる こと が で きま す (CLEAR 
文 参照). 
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機械 語 ブ ログ ラム の 準備 





1. 3 つの 作成 法 
確保 し た 領域 に 機械 語 プ ログ ラム を 準備 する 主 
な 方 法 と し て は , 次 の 3 つが あり ます . 
(1) モニ タ を 用 いて 作成 する 
MON コマ ンド に より 機械 語 モ ニタ に 移り , 
モー ニタ の 機能 を 利用 し て プロ グラ ム を 書き 込む 
(「 第 21 章 機械 語 モ ニタ 」 参 照 ). 
(2) BLOAD に より 読み 込む 
すでに BSAVE に より セー ブ さ れ て いる 機械 
語 プ ログ ラム を ロー ド す る . 
(3) POKE に より プロ グラ ム を 書き 込む 
比較 的 短い プロ グラ ム で あれ ば , DATA 文 
に より 機械 語 プ ログ ラム を デー タ の 型 で 表現 し 
て お き , それ を READ 文 で 読み 出し た 後 , 
POKE 文 に より 書き 込む . 


2. プロ グラ ム 作 成 上 の 注意 
また , 機械 語 プ ログ ラム を 作成 する 際 に は 次 の 

点 に 注意 し て くだ さい . 

1) BASIC に 制御 を 戻す た め に は , プロ グラ ム 
は リタ ー ン 命令 (RET) を 用 いな けれ ば な り ま 
せん . 

(②) 機械 語 ル ー チ ン に 引き 渡さ れ た 引数 が 文字 列 
で あっ た 場合 に は , 引数 の 値 は 次 の よう な 3 ベ 
イト か ら 成 る スト リン グ デ ィ ス クリ プ タ と 呼ば 
れる 領域 の アド レス と な り ま す . 


① スト リン グ デ ィ ス クリ プ タ の 最初 の ベイト 
は , その 文字 列 の 長 さ (0 か ら 255) を 保持 し 
ます . 

② 2 番目 の バイ ト は , 文字 列 の 置か れ て いる 
先頭 アド レス の トト 位 8 ビット を 保持 し ます . 

③ 最後 の バイ ト は , 文字 列 の 置か れ て いる 先 
頭 ア ドレ ス の 上 位 8 ビッ ト を 保持 し ます . 


機械 語 ル ー チ ン で は , この 3 バイ ト の スト リ 
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ング ディ スク リプ タ を 書き 換え て は な り ま せ 
ん . また , スト リン グ デ ィ ス クリ プ タ に よっ て 
指 さ れ る スト リン グ の 内 容 は 変更 する こと が で 
きま す が , その 長 さ を 変更 し て は な り ま せん . 

(3③ 機械 語 ル ー チ ン か ら BASIC に 戻る と き に 
は , 呼び 出さ れ た と き と ス タッ クボ ポイ ンタ 
(SP) の 値 が 等 し く な っ て いな けれ ば な り ま せ 
ん . 

(4) 機械 語 シ ルー チン が 呼び 出さ れ た と き , スタ ッ 
ク 領 域 と し て は 8 レベ ル (16 バ イト ) 分 だ け 利 用 
で きる よう に 設定 され て いま す . も し 機械 語 
ルー チン 内 で より 大 き な ス タッ ク を 必要 と する 
場合 に は , ルー チン 内 で 独自 に スタ ッ ク を 用 意 
し な けれ ば な り ま せん . また この と き , 
BASIC に 戻る 際 に スタ ッ ク ボ ポイ ンタ を ゃ も と に 
戻す こと を 忘れ て は な り ま せん . 
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USH 関数 の 呼び 出し 





1. USR 関 数 の 書式 
USR 関数 は 


USR < 番 号 >] (< 引数 >) 


と いう 書式 に よっ て 呼び 出さ れ ま す . た だ し , 
〈 番 号 〉 は 0 か ら 9 まで の 数 値 で , 引数 は 任意 の 数 
値 其 また は 文字 式 で す . USR 関数 は 書式 上 く < 引 
数 > を 必要 と し ます の で , 呼び 出さ きれ た ルー チン 
が 引数 を 必要 と し な い 場 合 で も , ダミ ー の 引数 を 
与え る 必要 が あり ます . 


2. 各 レ ジス タ の 内 容 
USR 関数 が 呼び 出さ れ , 対応 する 機械 語 ル ー 
チン に 制御 が 移っ た と き , A レ ジス タ は , 渡さ れ 
た 引数 の 型 を 示す 値 を 持っ て いま す . その 値 と 意 
味 は 次 の よう に な っ て いま す . 
A の 値 引数 の 型 
2 整数 型 
3 文字 列 型 
4 単 精度 弄 
8 倍 精 度 型 
引数 が 文字 列 の 場合 に は , [DE] レ ジス タ ペ ア 
が 3 バイ ト か ら 成 る スト リン グ デ ィ ス クリ プ タ を 
指し て いま す . 
引数 が 数 値 の 場合 に は , [HLJ レ ジス タ に 浮動 
小数 点 ア キュ ムレ ー タ (FAC) と 呼ば れる 8 ベイ 
ト の 領域 の 5 バイ ト 目 の アド レス が 入っ て いま 
す . 実際 の 引数 は , この FAC の 内 に 各 型 に 応じ 
て 以下 の よう に 格納 され て 渡さ れ ま す . 
(1) 整数 型 の と き 
FAC の 5 ベイ ト 目 (LHL]) レジ スタ ペア が 指 
し て いる と ころ ) に 引数 の 下位 8 ビッ ト , 6 ベ 
イト 目 に 上 位 8 ビ ッ ト が 入り ます . 
(② 単 精度 実数 型 の と き 
FAC の 8 ベイ ト 目 は 指数 部 に な っ て お り , 


(指数 一 128) の 値 が 入り ます . 小数 点 は 仮数 部 
の 最上 位 ビ ッ ト の 左 に ある と 想定 し ます . 7 ズバ 
イト 日 は 仮数 部 の 最高 部 イ ビッ ト を 保持 し ま 
す . と の ベイ ト の 最上 位 ビ ッ ト は 符号 を 示し , 
0 で 正 , 1 で 負 を 表し ます . 6 バイ ト 目 と 5 ベ 
イト 目 は , それ ぞ れ 仮数 部 の 中 部 と 最低 部 の 8 
ビッ ト を 保持 し ます . 
(③ 倍 精 度 実数 型 の と き 
5 バイ ト 目 か ら 8 バ イト 目 ま で は , 単 精度 実 
数 型 と 同じ ょ うに 指数 部 と 仮数 部 の 上 位 3 ベイ 
ト が 入り ます . 1 ベイ ト 目 か ら 4 バイ ト 目 に 
は , 仮数 部 の 下位 4 バイト が 入り ます . 


文字 列 型 
A DE 


スト リン グ デ ィ ス クリ フタ スト リン グ ク 和 領域 








だこ ーーー トニ テージ 
単 精度 実数 弄 
倍 精 度 実数 型 
浮動 小数 点 ア キュ ムレ ー タ (FAC ) 
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3. BASIC に 値 を 返す 

機械 語 プ ログ ラム 中 , RET 命令 に 出会う と 
BASIC に 制御 が 移り , USR 関 数 を 呼び 出し た 次 
の 行 の BASIC プ ログ ラム が 実行 され ます . 

USR 関数 が BASIC に 値 を 返す に は , FAC で 求 
め た 関数 値 を 設定 し て や る こと で 行え ます . 通 
常 。 返す 値 は , 引数 と し て 渡し た 値 と 同じ 型 に な 
り ま す . 


4. サン プル プロ グラ ム 

USR 関数 の 例 と し て , 文字 列 中 に 含ま れる 小 
文字 の 数 を 返す 関数 を 示し ます . ここ で 紹介 する 
サン プル プロ グラ ム は , DATA 文 に より 機械 語 
プロ グラ ム を あら か じ め 用 意 し , 次 に POKE 文 に 
より 機械 語 プ ログ ラム を 書き 込み ます . これ に よ 
り , 機械 語 プ ログ ラム を 実行 し ます . 

機械 語 ル ー チ ン で は , まず A レ ジス タ の 値 を 詩 
べ て , 与え られ た 引数 が 文字 列 か どう か を 調べ て 
いま す . ここ で は , 文字 列 で な い 場合 は その まま 
BASIC に 戻る こと と に し て いま す . 

引数 が 文字 型 で あっ た 場合 に は , [DE] レ ジス 
タ に より 渡さ れ た スト リン グ デ ィ ス クリ プ タ の 番 
地 を も と に , 文字 列 の 長 さと , 実際 に 文字 列 の 賞 
か れ て いる 番地 を 求め ます . 

その 後 , スト リン グ を 最初 か ら 1 文字 ずつ 調べ 
て いき , 小文字 で あっ た 場合 に は , ANI 命 令 に よ 
り D。 ビ ッ ト を 0 に する こと に より 大 文字 に 変換 
し , スト リン グ を 変更 し ます . この よう に ユー ザ 
関数 は 与え られ た 引数 自身 を 変更 する た め に , 
USR0 の 呼び 出し 前 後 で は A$ の 内 容 が 変化 する 
ご と に な り ま す 。 
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32 の 
339 
934 の 
359 の 
36 の 
37 の 
389 
399 の 
49 め 
41 め の 
42 の 
439 の 
4 4 の 
459 の 
46 め 
479 の 
48 め の 
499 め 
59 め 


EDR 
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RG 


′ USR ファ ンク ショ ン サン フ ? ル ファ ログ ラム 

CLEAR ,&HE の 99  ' リ サーブ" ファ ログ ~ ラ ム エリ ア 
MACHINE=&HE の の の 

DEF USR の =MACHINE 


FOR ADR=MACHINE TO MACHINE+39 の 
READ BYTE:POKE ADR, BYTE 'poke ML ファ ログ ~ ラ ム 
NEXT ADR 


INPUT A$ 
B$=USR の (A$) 
PRINT B$ 
GOTO 2 の の 
END 
) マシ ンコ "ファ ログ ラム テ ~ー タ 


DATA &HFE, &H の 3 > CPPI 3 j: ARGUMET MUST STRING 
DATA &HC め の ・「RNZ ji IF NOT,JUST IGNORE 
DATA &HEB :) XHCG 

DATA &H56 > "MOV  D,M jiD HAS LENGTH 

DATA &H23 >"INX H 

DATA &H7E : "MOV AM 

DATA @&H23 : "INX 日 

DATA &H66 > "MOV HH,M 

DATA &H6F > "MOV L,A :HL=POINTER TO STRING 
DATA &H14 > "INR D jiNULL STRING ? 

橋 前 LOOP: 

DATA &H15 >: "DCR D j DECREMENT LENGTH 
DATA &HC8 ・「 RZ jFIND STRING END ? 
DATA &H7E ・!MOV AA,M jiLOAD A CHAR. 

DATA &HFE,&H61 >"CPI 61H 5CHAR>'a' ? 

DATA &HDA,&H1B, 8&HE9:! JC NOTLOWi No . 

DATA &HFE , &H7B ・"CPI 7BH jiCHAR く ='Z)  ? 

DATA &HD2 ,&H1B,&HE の :!JNC NOTLOWi NOo. 

DATA &HE6 , &HDF : "ANI  @DFH jiCONVERT TO UPPER 
DATA &H77 "MOV 。 M,A jSET IT 

9 NOTLOW: 

DATA @&H23 > "INX H 


DATA &HC2 , &H み B , &HE の :'!JMP LOOP 


SPRY 









CALL 文 





1. 引数 を 持た な い CALL 文 

機械 語 ル ー チ ン は CALL 文 を 用 いて も 呼び 出 
すこ と が で きま す . 

引数 を 持た な い CALL 文 は 機械 語 の CALL 命 
令 と 同等 で あり , 指定 され た 番地 か ら の ルー チン 
が 呼び 出さ れ ま す . BASIC に 戻る に は , USR 関 
数 と 同じ よう に RET 命令 で 戻り ます . 


2. 引数 を 伴っ た CALL 文 

CALL 文 が 引数 を 持っ て いる 場合 に は , レジ ス 
タ 中 に , 引数 で 指定 され た 変数 の 置か れ て いる 番 
地 (VARPTR 関 数 で 求め られ る 番地 と 同一 の も 
の ) が 準備 され た うえ で 機械 語 ル ー チ ン が 呼び 出 
され ます . 引数 の 番地 情報 を 渡す 方 法 は , 引数 の 
数 に よっ て 異な り ま す (VARPTR 関数 に つい て 
は 次 節 で 詳し く ダ 述べ ます ). 


(1) 引数 が 3 個 以下 の と き 
1 番目 の 引数 の 番地 は [HL〕 レ ジス タ 
2 番目 の 引数 の 番地 は DE] レジスタ 
(も ふし ある な ら ば ) 
3 番目 の 引数 の 番地 は [BC] レ ジス タ 
(も ふし ある な ら ば ) 
に 準備 され ます . 
(2) 引数 が 4 個 以 上 の と き 
1 番目 の 引数 の 番地 は [HL] レ ジス タ 
2 番目 の 引数 の 番地 は [DE] レ ジス タ 
に 準備 され ます . 
3 番目 以降 の 引数 に つい て は , それ ら の 番地 
が 順番 に 並べ られ た 表 が 作成 され , [BC] レ ジ 
スタ に その 表 の 番地 が 準備 され ます . 
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HL 


1 番目 の 引数 の 先頭 


DE 


2 番目 の 引数 の 先頭 


BC 










3 番目 の 引数 の 先頭 


4 番目 の 引数 の 先頭 


3. CALL 文 を 用 いる 際 に は , 次 の 事項 に 注意 し 
て くだ さい . 


(1) CALL 文 が 渡す 引数 の 番地 は , USR 関 数 の 
合 の FAC の 番地 で は な く , VARPTR 関 数 の 
値 と 同じ , 変数 値 の 置か れ て いる 番地 で す . 

(②) CALL 文 で は , 複数 の 引数 を 与え る こと が で 
きま す . また , 与え られ た 引数 の 番地 を 介し て 
BASIC に 値 を 返す こと が で きま す . 

(3③ 引数 が 文字 型 の 場合 に は , 準備 され る 番地 は 
スト リン グ デ ィ ス クリ プ タ の 番地 で す . 

(4) CALL 文 は , 引数 の 個数 に つい て は 何ら 情報 
を 与え られ ませ ん . し た が っ て , これ ら を 一 致 
させ る こと に 注意 し な けれ ば な り ま せん . 


433 


4. ROM 内 CALL の 注意 5. サン プル プロ グラ ム 


CALL 文 を 使っ て ROM 内 の ルー チン を 使用 す CALL 文 の 例 と し て , 2 つの 数 の 最大 値 を 与え 
る 場合 , 以下 の 手順 を 必ず 踏ん で くだ さい . る ルー チン を 示し ます . A%, B% に より 渡さ れ た 
2 つの 数 の うち の 大 きい 方 の 値 を C% に 代入 し ま 
(1) 一 般 的 手順 

く <BASIC〉 0 
CALLXx※x※ 機械 語 ル ー チ ン で は [HLJ レ ジス タ の 持つ 番地 
〈 機 械 語 〉 か ら A%, [DE] レ ジス タ の 持つ 番地 か ら B% の 値 
X メ メメ ※・IN 71H を 得 , 大 きい 方 を [BCJ レ ジス タ の 示す C% の 番地 


PUSH PSW | メ ィ ン RoM を 


に 格納 し ます . 
MVI A, FFH | セレ クト する . 格 


OUT 71H 
POP PSW ROM の 状態 を 
OUT 71H 元 へ 戻す . 
RET 
(2⑫ "AA" と いう 文字 の 画面 出力 
く BASIC> 
100 CLEAR , &HCEFF 
200 ADR=&HCF00 
300 CALL ADR 
400 END 
(機械 語 
CF00 : IN 71H 
PUSH PSW 
MVI A, FF 
OUT 71H 
MVI A, 41H トム" を 
RST 3 
POP PSW 
OUT 71H 
RET 
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19@ の ' CALL ステー トメント サン プル ファ ログ “ラム 

11@ 

129 CLEAR,&HE9 の 999  ' リ サーブ ~ ブ ァ ロク "ラム エリ ア 
139 MAX=&HE の の の 

149 『 

159 FOR ADR=MAX TO MAX+45 

169@ READ BYTE:POKE_ ADR,BYTE  'poke ML ケン コ * 
179 NEXT ADR 

18 の @ " 

199 C%= の 

2 の 9 の INPUT A%,B% 

21 め CALL MAX(A%,B%,C%) 

229 PRINT C% 

23 の GOTO 2 の 9 


249 END 

25 の 

269 ' マシ ンコ "~ ファ ロク ラム デ ^~ー タ 

279 『 

28 の MAX: 

299 DATA &HDB, &H7 1 :「IN 71H 

3 の 9 DATA &HF5 ・'PUSH PSWw 

31 の 9 DATA &H3E,&HFF ・ "MVI  A, の FFH 

329 DATA &HD3 , &H7 1 > "OUT 71H j SELECT N88 MAIN ROM 
33 の DATA &HCD,&H29,&HE の :'CALL GETVAL jGET AX VALUE 
349 の DATA @&HEB ・「 XCHG 

359 DATA &HCD,&H29 ,&HE9@:!「CALL GETVAL jGET B% VALUE 
36 の 9 DATA @&HE5 に "PUSH H 

37 の 9 DATA &HB7 > "ORA A jCLEAR CARRY 
38 の 9 DATA &H7B > "MOV AA,E ) A%- B% 

39 の DATA &H95 >・SUB L 

4 の 9 の DATA 8&H7A > "MOV AD 

419 DATA &H9C ・"SBB H 

429 DATA &H2E, &HFF ・ "MVI  L, の FFH 

43 の DATA &HE2 ,&H1A,&HE の :!JPO  ※*+4 CHECK V FLAG 
44 の 9 DATA &H2C >"INR 葉 

459 DATA &HAD > XRA L 

46 の DATA &HE1 > "POP H : ASSUME B く A% 
47 の 9 DATA &HF2 , &H29,&HE の : ' JP *※+4 

48 の DATA &HEB ・「 XCHG ) A% く =B 

499 DATA る &H7D : "MOV AL jSTORE INTO C% 
599 DATA &H の 2 ・'STAX B 

51@ DATA &H9 の 3 : "INX B 

529 DATA &H7C > "MOV AA,H 

539 DATA 8&H の 2 ・ "STAX B 

549@ DATA &HF1 ・ "POP PSWw 

559 DATA る &HD3 , &H7 1 : "OUT 71H 

56 の DATA &HC9 ・「 RET 

57 の " GETVAL: 

58 の 9 DATA @H7E に"MOV AA,M 

599 DATA &H23 > "INX HH 

699 DATA &H66 > "MOV  H,M 

619 DATA &H6F >"MOV LA 

629 DATA 8HC9 ・「 RET 


435 





VARPTR 





VARPTR 関 数 は , 指定 され た 変数 , ベッ ファ 
の 置か れ て いる 番地 を 返し ます . 

VARPTR 関 数 の 引数 と し て 変数 名 が ケ え られ 
た と き に は , その 変数 の 値 の 最 下位 ベイ ト が 置か 
れ て いる 番地 を 返し ます . 上 位 バ イト は , 下図 に 
が が す よう に この 番地 以外 に 入っ て いま す . また , 


変数 テー ブル 導 久 : VARPTR の 値 で 示さ れる 
下位 アド レス 上 位 ア ドレ スー 


文字 変数 名 が 指定 され た 場合 に は , スト リン グ 
ディ スク リプ タ の 先頭 番地 が 返さ れ ま す . 
変数 と し て 配列 要素 が 指定 され た 場合 に は , そ 
の 要素 の 置か れ て いる 番地 が 返さ れ ま す . 
引数 と し て バッ ファ 番号 が 与え られ た 場合 に 
は , その ベッ ファ 領域 の 番地 を 返し ます . この 領 
域 の 最初 の 9 ベイ ト は BASIC 作業 用 の 領域 と な 
っ て お り , フ ァイル と の 入出 力 に 用 いら れる 
256 バ イト の 領域 は , VARPTR 関 数 の 値 に 9 を 加 
えた 番地 か ら 始 まり ます . 





区 ei 
TP RA 変数 の 頭 | 残り の 変数 名 (可変 長 ) 
可変 長 2 バイ ト ( 下 位 , 上 位 の 順 ) 2 文字 た だ し , 第 7bit が ON に な っ て いる . 





8 バイ ト 
|3| 変数 名 温 ス トリ ング ディ スク リプ タ 
*ーーー シ ーーー ナ ーーー ヘ ーーー 
可変 長 3 バイ ト 
スト リン グ デ ィ ス クリ プ タ 


に 
| 列 格 絢 ア ドレ ス 
文字 列 の 長 さ 
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( 例 ) A~41H 一 C1H 
通常 
(変数 名 の 長 さ ) 一 2 負 に な っ た 場合 は 0 


( 例 ) 変数 名 abcdefg 多 


02 41 42 05 C3C4 CS C6 CZ 


本 
整数 型 AB 7 文字 一 2 文字 残り の 変数 名 





資料 1. コン トロ ー ル コー ド 
_ 動 


便 噌 と 同じ 


1 つ 前 の ワー ド に 戻る 











実行 の 中 断 ( 人 中 と 同じ ) 





カー ソル 位置 か ら 1 ワー ド を 削除 








カー ソル の 位置 か ら , その 行 の 終わ り 
まで を 消去 








1 つ 先 の ワー ド へ 進む 





プ ブザー を 鳴ら す 











1 文字 を 削除 ( ( 介 央 と 同じ ) 








タプ 位置 まで カー ソル を 移動 (タブ 位 
置 は 8 桁 に 設定 され て いる ) 

(人 タラ! と 同じ ) 

ライ ンマ イー イン シン サート 中 ー ド で 
2 行 に 分 割 

カー ソル を ホー ム ポ ボ ポジション ( 充 上 ス 


ミ ) に 移動 ( シフト 』 + 合同 じ ) 


テキ スト 画面 を 消 示す る ( 個 員 と 同じ ) 

















| キャ リッ シリ ター シ ( 全 と 四 の 





プロ グラ ム 実 行 中 に 画面 の 表示 を 無効 
に する 

イン サー トモ ー ド に する 

( ( 麗 』 と 同 じ ) 


実行 を 一 時 停止 する 

















1 行 キ ャ ン セ ル 











カー ソル を 行 の 最後 に 移す 





カー ソル を 右 へ 移動 





カー ソル を 左 へ 移動 





カー ソル を 上 へ 移動 














カー ソル を 下 へ 移動 
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・ 画 面 表示 の と き の 動 作 


PRINT 文 で CHRS 関 数 を 用 いて 出力 し ます . 











例 PRINT CHR$(7): 





_ 動 _ 1 8 6 ES 








プ ブザー を 鳴ら し ます . 





タプ 設定 まで カー ソル を 移動 させ ます . タブ 位置 は 8 桁 ご と に 設定 され て いま す . 





カー ソル を 1 つ 下 の 行 へ 移動 さき せま す . 








カー ソル を ホー ム ポ ボ ポジ ショ ン ( 左 上 スミ ) に 移動 きせ ます 





テキ スト 画面 を 消去 し ます . 








カー ソル を 行 の 左端 へ 移動 きせ ます . 








半角 文字 入力 モー ド に し ます 











全角 文字 入力 モー ド に し ます .* 
カー ソル を 1 つ 右 へ 移動 きせ ます . 
カー ソル を 1 つ 左 へ 移動 させ ます . 

















30 | カー ソル を 上 の 行 へ 移動 させ ます . 








カー ソル を 下 の 行 へ 移動 きせ ます . 
* Nss- 日 本 語 BASIC で の み 有 効 で す . 


資料 つど. キャ ラク タコ ー ド 
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上 位 4 ビ ピッ トー 
_IOH1l2|3|415I@|7|8lg|A 旨 IDEIF| 
| lOl@iPl lp| HH -| 外 ミ 姓 

















ー て さい ょ Ed 


mm ロ IOImIPIOIOINIOII ト よ |OIN| IO 
の の ポ は ば 眉 ば ば F 記 詳 居 | 」 
〇 | ココ | レミ ロゴ | の コス ココ ゴン に ミン レデ エエ 








回 
圏 

則 
咽 
園 
回 


回 避 回 本 EEM 敵 抽 生還 本 還 回国 
回 思 思 回 EEIRI 四 回 回 回 





Ll | | ll| | | 較 羽 械 回 gHf 





て 


|o| | ミ || ス | こ ーー| エ | の mm の | 
| ルー ネト |<| テ | <| と | コ | の | 

ユ 
|4| ョ | 2 NII > は ||w 由 は | テ | 央 で 


に | は AI は 日 は NII は は | 


! 


資料 ヨ . キー ボー ドレ イア ウト 
回 較 ーー ニー ュー ュー 















































キー の 配列 


スト ルル まま 




















グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タキ ー の 配列 
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資料 4. ローマ字 一 か な 変換 規則 
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と 2 


か な の 小文字 「 っ 」 は 子音 を 重ね て 変換 し 
ます 。 





《 例 > ・ き っ さ ーkissa 
・ ち っ そ 一 tisso 
・ リ っ と うーr ittou 





ん 

nn 

wn 

n (次 の 子音 ) 


@「 ん 」 の あと に ナ 行 また は ヤ 行 の か な が くる と き は ,「 ん 」 は 「nn」 か 
「wn」 で 変換 し ます . 


〈 正 庄 例 > ・ あ ん な い 上 正 annnai 誤 annai 
・ い ん よう 目 innyou 誤 inyou 














び ゃ びゅ び ょ 
bya b yu by 
び ゃ びゅ び ょ 
DY 4 PDYU PDY 





ア 25q ヴィ ヴ ゥ ザ ゲ ェ ヴォ 

V a Vi V u Ve Vo 

@ ツァ 行 は カタ カナ と し て 入力 され , これ 
ら を ひら が な に 変換 する こと は で きま せ 
ん . 





e 文字 以外 の 変換 
ー( 長 音 ) ーー( マ イナ ス 記 飼 





。( 急 点 ) 一 . (ピリオド) 

、( 読 点 ) (カンマ) 

テン キー か ら 入 力 し た 場合 は 、 マ イナ ス 、 
ビ ピリオド, カン マ の まま 入力 され ます . 





資料 巳 . メモ リマ ッ プ 


本 機 の メモ リマ ッ プ は , 次 の よう に な っ て いま す . ここ で , GVRAM は グラ フィ ッ ク ビ デオ RAM, 
TVRAM は テキ スト ビデ オ RAM, EROM は エン ハン スト (拡張 )ROM, ERAM は エン ハン スト (拡張 ) 
RAM を 意味 し ます . 


く PC-8801MA の 場合 > 








83FFH 純 
8000H 


7FFFH 





Ns-BASIC V1 で 使わ れる メモ リ 
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ク ク 錠 
に 二 9 





Ns-BASIC V2 で 使わ れる メモ リ 


の 
に 





Ns- 日 本 語 BASIC で 使わ れる メモ リ 


く PC-8801FA の 場合 > 


FFFFH 





7FFFH 





メイ ン CPU の メモ リマ ッ プ 


メイ ン RAM 


FFFFH 


83FFH 
8000H 


7FFFH 





Nas-BASIC V1 で 使わ れる メモ リ 
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| Ne-BASIC 
0 ジン 
_ROM 





の 久 
| 





N。- 日 本 語 BASIC で 使わ れる メモ リ 
Na 日 本 語 BASIC の 使用 時 は , 拡張 RAM が な い 場 合 , プロ グラ ム テ キス ト エ リア は 16K バ イト に な 


り ま す (Na』-BASIC で は 32K バ イト で す ). 
拡張 RAM を 装着 する こと に よっ て , プロ グラ ム テ キス ト エ リア と し て 32K バ イト 使用 で きま す . 
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バ パー ソナ ルコ ンピュータ 


PC-8801FA/MA プロ グラ マー ズ ガ イド 


昭和 62 年 10 月 初 版 


日 本 電気 株 式 会 社 
日 本 電気 ホー ム エ レ クト ロニ クス 株 式 会 社 











ぐ ⑥ NEC Corporation 1987 
日 本 電気 株 式 会 社 の 許可 な く 複 製 ・ 改 変 な た ど を 行う こと は で きま せん 。 





内 戸 C 日 本 電気 株 式 会 社 ・ 日 本 電気 ホー ム エ レク トロ ニク ス 株 式 会 社 


78120512 


